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      本書本書本書本書のののの適用適用適用適用    

 

      本書は以下のソフトウェアバージョンのＡＡ／Ｘ２シリーズに適用します。 

      ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ：ＶＥＲ．１．００ 以上 

      ＭＡＩＮ      ：ＶＥＲ．１．００ 以上  

      ＤＳＰ       ：ＶＥＲ．１．００ 以上 

 

      ソフトウェアバージョンの確認方法は「４．１０ ソフトウェアバージョンの表示」を 

      参照してください。 

 

 

  

     注注注注    意意意意    
 

     ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズはははは、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘシリーズシリーズシリーズシリーズとのとのとのとの互換性互換性互換性互換性はありませんはありませんはありませんはありません。。。。    

     ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸシリーズシリーズシリーズシリーズととととＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズをををを混在混在混在混在したしたしたしたシステムシステムシステムシステムはははは    

     構成構成構成構成できませんのでごできませんのでごできませんのでごできませんのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。        

     混在混在混在混在したしたしたしたシステムシステムシステムシステムでごでごでごでご使用使用使用使用になるとになるとになるとになると本機故障本機故障本機故障本機故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。 

 

 

 

 

 

ＡＡ／Ｘ２シリーズのお取扱い方法、修理・保守についてのご相談は、お買い上げの販売店又は、下記の窓口にご相談ください。 

 

 

カスタマーサービスセンター 製品についてのお問合せ専用ダイヤル （平日9:00～12:00  13:00～17:00） 

フリーダイヤル：０１２０－００７－２１３ 

 （携帯からは、044-822-4112      FAX 044-811-4705） 

 

カスタマーサービスセンター 修理・保守受付専用ダイヤル     （平日9:00～12:00  13:00～17:00） 

フリーダイヤル：０１２０－９６３－２１３ 

 （携帯からは、0235-25-9783      FAX 0235-23-4814） 
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安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために 
 

 

 

 

 

 

 

  ■このこのこのこの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書ではではではでは、、、、製品製品製品製品をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために、、、、次次次次ののののマークマークマークマークをををを使用使用使用使用してしてしてして説明説明説明説明していますしていますしていますしています。。。。    

    

危険危険危険危険 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

警告警告警告警告 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示しています。 

注意注意注意注意 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を 

負う可能性が想定される内容、および物的損害のみ発生が想定される内容を示しています。 

 

 

 

        ■■■■おおおお守守守守りいただくりいただくりいただくりいただく内容内容内容内容のののの種類種類種類種類をををを次次次次のののの絵表示絵表示絵表示絵表示でででで区分区分区分区分しししし、、、、説明説明説明説明していますしていますしていますしています。。。。    

 この表示はしてはいけません「禁止」を示しています。 

 この表示は必ず実行していただきたい「強制」を示しています。 

    この表示は一般的な「注意」を示しています。 
 

 

 

        本機本機本機本機でででで使用使用使用使用しているしているしているしている記号記号記号記号についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

  本体にこの記号がついている部分は感電の可能性が想定されることを示しています。 

 保護接地用端子です。大地アースに接続してください。 

     アース端子のある負荷に対して接続してください。 

     直流（ＤＣ）を表します。 

     交流（ＡＣ）を表します。 

     直流及び交流の両方を表します。 

     ３相交流を表します。 

 

本書本書本書本書はははは使用者使用者使用者使用者にににに注意注意注意注意していただきたいしていただきたいしていただきたいしていただきたい箇所箇所箇所箇所にににに以下以下以下以下のののの表示表示表示表示をしていますをしていますをしていますをしています。。。。    

これらのこれらのこれらのこれらの記号記号記号記号のののの箇所箇所箇所箇所はははは必必必必ずおずおずおずお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。    
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【ご注意】 

 

  １．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

    ２．本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

  ３．本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載もれなど 

    お気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

  ４．運用した結果の影響について、２．項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承ください。 

 

安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

  ＡＡ／Ｘ２シリーズは、入力電源ＡＣ９０Ｖ～２５０Ｖを使用する業務用電源装置です。 

 使用方法を誤ると、死亡、感電、けがなどする恐れがあり、また火災が起こる可能性があります。 

 使用する前に本書をよくお読みになり、操作を理解した上で、お使いください。また、本機は 

 電気の安全に関する知識のある専門家、またはその指導の下でご使用ください。 

 電源を入れる前に、本書をお読みになり、設置場所および使用環境が適切かご確認ください。 

 また、異常が発生した場合は、直ちに電源を切り高砂製作所（中表紙裏参照）にご連絡ください。 

 

 

ごごごご注意注意注意注意 

 ・ラジオ・テレビ等の近くでご使用になると、受信障害を与えることがあります。 

 ・本機は、医療関連、原子力関連など人命に関わる設備としての使用を想定していません。    

 

輸輸輸輸出出出出についてについてについてについて 

 ・この製品は、日本国政府の定める輸出許可ならびに関連する規制・法令による 

  輸出規制対象製品です。国外への持ち出し、また輸出をされる場合には、 

   所定の手続きが必要となりますので、事前に当社営業部にご相談ください。 
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第第第第２２２２章章章章        設設設設    置置置置 

２．１ 設置の方法 ······················································  ３４ 

  ２．１．１ 設置場所 ················································  ３４ 

  ２．１．２ 設置方法 ················································  ３４ 

２．２ 動作電源の接続 ··················································  ３５ 

  ２．２．１ 動作電源の接続 （単体でご使用の場合）····················  ３５ 

  ２．２．２ 動作電源の接続 （ＡＯＰ－１７０ＩＢをご使用の場合）·······  ３６ 

２．３ システムの接続 ··················································  ４１ 

  ２．３．１ 単相出力システム（４～１０ｋＷ）の配線 ··················  ４１ 

  ２．３．２ ３相出力システム（６、１２ｋＷ）の配線 ··················  ４４ 

２．４ 出力接続 ························································  ４８ 

  ２．４．１ ＡＡ２０００ＸＧ２、ＡＡ２０００ＸＰ２の出力の接続 ········  ４８ 

  ２．４．２ 単相システム（４～１０ｋＷ）の出力の接続 ················  ５０ 

  ２．４．３ ３相システム（６ｋＷ）の出力の接続（３相４線）···········  ５２ 

  ２．４．４ ３相システム（６ｋＷ）の出力の接続（３相３線）···········  ５３ 

  ２．４．５ ３相システム（６～１２ｋＷ）の出力の接続 

              （ＡＯＰ－１３０ＴＢをご使用の場合）·········  ５５ 

２．５ 動作開始／動作終了 ··············································  ５９              

  ２．５．１    動作開始 ··············································  ５９ 

  ２．５．２    システムの設定 ········································  ６１ 

  ２．５．３  動作終了 ··············································  ６２ 
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 ３．６  メニュー画面 ··················································  ８２ 

 ３．７  波形（ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ）の切り替え ···························  ８６ 

 ３．８  カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え ···················· ８８ 

 ３．９  電流リミッタの設定 ············································  ８９ 

３．１０  計測画面について ··············································  ９０ 

３．１１  計測モードの設定 ··············································  ９１ 

 

 

第第第第４４４４章章章章        ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘのののの操作方法操作方法操作方法操作方法. 

 ４．１  ソフトスタート／ストップ ·····································  ９８ 

 ４．２  デジタルＡＶＲ（リモートセンシングによる自動電圧補償） ······  １０１ 

 ４．３  保護機能と動作説明 ·········································  １０３ 

 ４．４  オフセット電圧重畳 ·········································  １１１ 

 ４．５  オフセットキャリブレーション ·······························  １１３ 

 ４．６  高調波アナライザ機能 ·······································  １１４ 

 ４．７  パネルメモリ機能 ···········································  １１６ 

 ４．８  ディスプレイの設定 ·········································  １１８ 

 ４．９  「オプションボードの実装／未実装」の表示 ···················  １２１ 

４．１０  ソフトウェアバージョンの表示 ·······························  １２１ 

４．１１  ＬＡＮインターフェースの設定 ·······························  １２２ 

４．１２  ＧＰ－ＩＢインターフェースの設定 ···························  １２３ 

４．１３  内部直流電圧（Ｖｄｄ）の使い方 ·····························  １２５ 

４．１４  電力増幅器としての使い方 ···································  １３０ 

４．１５  周波数の外部信号同期および電源ライン同期について ···········  １３２ 

４．１６ キーロック機能 ·············································  １３４ 

４．１７ アラームステータス ·········································  １３５ 

４．１８ 外部接点制御 ···············································  １３７ 

４．１９ ディスプレイユニットの設定 ·································  １３９ 

４．２０ インピーダンスネットワーク（ＬＺシリーズ）の切り替え ·······  １４２ 
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第第第第５５５５章章章章        プログラムモードプログラムモードプログラムモードプログラムモード（（（（ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ））））    

 ５．１ 出力急変（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ ＡＢＲＵＰＴ ＣＨＡＮＧＥ）·········  １４６       

 ５．２  出力スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ） ···  １５９ 

 ５．３ シーケンス出力（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＳＥＱＵＥＮＣＥ）·····  １７０ 

 ５．４ サブシンセサイザの出力スイープ（ＳＵＢ ＳＹＮＴＨＳＩＺＥＲ  

      Ｖ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ） ·········································  １８１ 

 ５．５  パルスインジェクション（ＰＵＬＳＥ ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ） ··············  １８６ 

 ５．６  「トリガー出力」について ········································  １９０ 

 ５．７  「トリガー入力」について ········································  １９４ 

 

第第第第６６６６章章章章        リモートコントロールリモートコントロールリモートコントロールリモートコントロール    

 ６．１  接続構成 ························································  １９８ 

 ６．２  ＬＡＮ接続形態 ··················································  １９８ 

   ６．２．１ 物理的接続 ··············································  １９８ 

   ６．２．２  論理的接続形態 ··········································  １９８ 

   ６．２．３  ＩＰアドレス、ポート番号の割り付け ······················  １９８ 

 ６．３  基本フォーマット ················································  １９９ 

 ６．４  状態問い合せ ····················································  １９９ 

 ６．５  コマンド・レスポンス ············································  ２００ 

 ６．６  コマンドのネスティング ··········································  ２０１ 

 ６．７  コマンドリファレンス ············································  ２０２ 

 ６．８  エラーコード ····················································  ３２２ 

 

第第第第７７７７章章章章        保守保守保守保守    

 ７．１  トラブルシューティング ·········································  ３２６ 

   ７．１．１  電源スイッチが「オフ」になる ···························  ３２６ 

   ７．１．２  「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」が表示される ······················  ３２７ 

   ７．１．３  操作パネルのボタンを押しても何も反応しない ·············  ３２８ 

   ７．１．４  電圧を出力しているのに計測表示値がおかしい ·············  ３２８ 

   ７．１．５  出力電圧が歪んでいる ···································  ３２８ 

 ７．２  保守 ···························································  ３２９ 

   ７．２．１  日常の保守と点検 ·······································  ３２９ 

 ７．２．２  空気取り入れ口（エアーフィルター）の清掃 ···············  ３３０ 
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第第第第８８８８章章章章        仕様仕様仕様仕様        

 ８．１  共通仕様 ······················································  ３３２ 

   ８．１．１  出力仕様 ·············································  ３３２ 

   ８．１．２  出力制御機能 ·········································  ３３３ 

   ８．１．３  プログラム機能 ·······································  ３３４  

   ８．１．４   計測機能 ·············································  ３３５ 

   ８．１．５  入力電源仕様 ·········································  ３３６ 

   ８．１．６  絶縁・耐圧 ···········································  ３３６ 

   ８．１．７   冷却 ·················································  ３３６ 

   ８．１．８   動作環境 ·············································  ３３６ 

   ８．１．９ 寸法・重量 ·············································  ３３６ 

   ８．１．１０ 付属品 ···············································  ３３７ 

   ８．１．１１  その他の機能 ·········································  ３３８      

 

  ８．２  機種別仕様 ··················································  ３４０ 

         ８．２．１ 単相出力システム ·····································  ３４０ 

         ８．２．２ ３相出力システム ·····································  ３４１ 

         ８．２．３ 単相／３相出力システム ·······························  ３４２ 

 

       ８．３ 外観図 ·······················································  ３４３ 

         ＡＡ２０００ＸＧ２外観図 ·········································  ３４３ 

         ＡＡ２０００ＸＰ２外観図 ·········································  ３４４ 

         ＡＡ２０００ＸＢ２外観図 ·········································  ３４５ 

 

付付付付    録録録録 

  付録１ ································································  ３４８ 

    １．サンプルレート ···············································  ３４８ 

    ２．周波数５Ｈｚ～１２００Ｈｚの 

      実効電圧（ＶＲＭＳ）、実効電流（ＩＲＭＳ） ·························  ３４８ 

    ３．周波数０.０１Ｈｚ～５ＨｚとＡＭＰモードの 

      実効電圧（ＶＲＭＳ）、実効電流（ＩＲＭＳ） ·························  ３４９ 

    ４．直流電圧（ＶＤＣ）、直流電流（ＩＤＣ）····························  ３４９ 

    ５．ピーク値（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ） ····························  ３４９ 

    ５．クレストファクタ（ＣＦ） ······································  ３５０ 

    ６．有効電力（ｋＷ） ··············································  ３５０ 

    ７．皮相電力（ｋＶＡ） ············································  ３５０ 

    ８．無効電力（ｋＶａｒ） ··········································  ３５１ 

    ９．力率（ＰＦ） ··················································  ３５１ 

   １０．総合高調波歪み率（ＴＨＤ％） ··································  ３５１ 

 付録２ ··································································· ３５２ 

    エラーコード一覧 ··················································· ３５２ 

    エラーコード表 ····················································· ３５２ 
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この章では、機能概要、機能別早見表、各部の名称と機能など 

本機の概要について説明を行います。 

 

１．１ 概要 �������������������������������������������������������������������������������������������８ 

１．２ 機能別早見表（クイックリファレンス） ����������������������������������������１０ 

１．３ 開梱 ����������������������������������������������������������������������������������������１３ 

１．４ 操作パネルの取り付け・取り外し方法について �������������������������������１５ 

 １．４．１ 操作パネルの取り付け・取り外し方法 ����������������������������������１５ 

 １．４．２ 操作パネル（コントローラ）を離して使用される場合�����������������１６ 

１．５ 各部の名称と機能 ����������������������������������������������������������������������１７ 

 １．５．１ 各部の名称と機能（ＡＡ２０００ＸＧ２について） ����������������１７ 

 １．５．２ 各部の名称と機能（ＡＡ２０００ＸＰ２について） ����������������２５ 

 １．５．３ 各部の名称と機能（ＡＡ２０００ＸＢ２について） ����������������２９ 
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１１１１....１１１１    概概概概    要要要要 

 

特徴特徴特徴特徴  

   ＡＡ／Ｘ２シリーズは、機器の入力電源に関する各種試験を行うための交流電源で、以下の機能を 

  持っています。 

 

●●●●交流出力交流出力交流出力交流出力     

    １５０Ｖ／３００Ｖの２レンジを選択することができ、それぞれ０～１５０Ｖｒｍｓ 

  ０～３００Ｖｒｍｓまでの交流電圧を出力できます。 

    

●●●●直流出力直流出力直流出力直流出力  

   １５０Ｖ／３００Ｖの２レンジを選択することができ、それぞれＤＣ±０～２００Ｖ 

  ＤＣ±０～４００Ｖまでの直流電圧を出力できます。 

     

●●●●出力急変出力急変出力急変出力急変  

   電圧、波形、位相について、あらかじめ指定した時間、異なる値に急変させることができます。 

 

●●●●出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ  

   電圧、周波数の同時スイープが可能です。 

 

●●●●シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力  

   電圧、周波数、波形の順次変更が可能です。 

 

●●●●電力電力電力電力アナライザアナライザアナライザアナライザ機能機能機能機能  

   最新のデジタル式電力アナライザに匹敵する計測機能を備えています。 

 

●●●●高調波高調波高調波高調波アナライザアナライザアナライザアナライザ機能機能機能機能  

   電圧、電流の２～５０次までの高調波（スペクトラム）測定ができます。 

 

●●●●突入電流測定突入電流測定突入電流測定突入電流測定  

   ピーク電流ホールド機能と出力開始位相設定機能を組み合わせて、機器の突入電流の測定ができます。 

    

●●●●正確正確正確正確なななな出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数  

   ＤＤＳ（ダイレクト・デジタル・シンセサイザ）により０．０１Ｈｚ～１２００Ｈｚの広範囲で 

  正確な出力周波数が得られます。 

 

●●●●デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ 

   負荷ラインの電圧ドロップをセンシング端で補正し、正確な電圧を供給することができます。 
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●●●●オフセットオフセットオフセットオフセット電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳  

   交流電圧に直流オフセット電圧を重畳して出力することができます。 

 

●●●●ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ機能機能機能機能  

   出力オン／オフ時に出力電圧を指定した位相からスロープ状に変化させることができます。 

 

●●●●パルスパルスパルスパルス電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳  

   交流電圧にパルス状のサージ電圧を重畳することができます。 

 

●●●●パワーアンプパワーアンプパワーアンプパワーアンプ機能機能機能機能  

   外部の信号源からアナログ電圧を入力してパワーアンプとして動作させることができます。 

 

●●●●外部外部外部外部インターフェインターフェインターフェインターフェーーーースススス  

   外部インターフェースとしてＬＡＮ（CATE-5）を標準装備。 

また、ＧＰ－ＩＢ（IEEE-488）インターフェース（オプション）を用意しています。 

 

●●●●アプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフト  

   添付のアプリケーションソフトを使用することにより、以下の機能を簡単に操作することができます。 

  ・出力電圧、周波数等の基本設定および計測表示。 

  ・各種プログラム出力機能。 

  ・任意波形の作成、編集。２～５０次までの整数次高調波の重畳。正弦波の正負ピーク部分をクリップ 

   させたクレストファクタ制御。 

  ・電圧、電流の高調波解析結果および解析に使用したサンプリング波形の表示。 

 

●●●●そのそのそのその他他他他のののの機能機能機能機能  

 ・定電流オプション、接点制御インターフェース、出力絶縁モニター等の各種オプションボードを用意。 

  ・増設電源ユニット（ＡＡ２０００ＸＢ２）、多相電源ユニット（ＡＡ２０００ＸＰ２）を増設することにより 

  単相２０ｋＶＡ、３相６０ｋＶＡまでパワーアップすることができます。 

  ・クリーン入力（力率改善回路） 

  ・小型、軽量 
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１１１１....２２２２    機能別早見表機能別早見表機能別早見表機能別早見表（（（（クイックリファレンスクイックリファレンスクイックリファレンスクイックリファレンス））））    

  

目的 設定内容 参照項目 

・波形を「ＳＩＮ」に設定します。 ３．７ 波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）の切り替え 

・カップリングの設定を行います。 ３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え 

・電圧の設定を行います。 ３．２ 電圧の基本設定 

交流電圧を出力したい。 

・出力を「オン」にします。 ３．４ 出力のオン／オフ 

周波数を可変したい。 ・周波数の設定 ３．３ 周波数の基本設定 

・波形を「＋ＤＣ」、または 

 「－ＤＣ」に設定します。 

３．７ 波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）の切り替え 

 

・カップリングを「ＤＣ」に 

 設定します。 

３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え 

 

・電圧の設定を行います。 ３．２ 電圧の基本設定 

直流電圧を出力したい。 

・出力を「オン」にします。 ３．４ 出力のオン／オフ 

・ 任意波形作成フィールドにて 

任意波形を作成します。 
添付アプリケーションソフト取扱説明書参照 

・ 波形を「ＡＲＢ＊」に設定します。 ３．７ 波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）の切り替え 

・ カップリングを設定します。 ３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え 

・ 電圧の設定を行います。 ３．２ 電圧の基本設定 

任意波形を出力したい。 

・ 出力を「オン」にします。 ３．４ 出力のオン／オフ 

交流電圧にオフセット 

電圧を重畳したい。 

・ 波形を「ＳＩＮ」に設定します。 

・ カップリングを「ＤＣ」に 

設定します。 

・ 電圧の設定を行います。 

・ オフセット電圧の設定を行います。 

・ 出力を「オン」にします。 

４．４ オフセット電圧重畳 

出力電流の制限をしたい。 ・ 平均電流制限を設定します。 ３．９ 電流リミッタの設定 

電圧、電流、または 

電力の計測を行いたい。 

・ 計測画面を表示させます。 

・ 計測モードを切り替えます。 

３．１０ 計測画面について 

３．１１ 計測モードの選択 

出力を「オン」、または 

「オフ」にしたときに 

負荷の突入電流、 

逆起電圧を抑えたい。 

・ ソフトスタート／ストップの 

設定を行います。 

４．１ ソフトスタート／ストップ 

負荷配線の電圧降下を 

補償したい。 

・ デジタルＡＶＲの設定を行います。 

 

４．２ デジタルＡＶＲ（リモートセンシングに 

    よる自動電圧補償） 
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目的 設定内容 参照項目 

ＤＣカップリング時の 

残留直流電圧を最小に 

したい。 

・ オフセットキャリブレーション 

を実行します。 

４．５ オフセットキャリブレーション 

高調波解析を行いたい。 ・高調波アナライザ画面を 

 表示させます。 

４．６ 高調波アナライザ機能について 

突入電流の測定を行いたい。 ・ 計測画面（電圧、電流メータ） 

 を表示させます。 

３．１０ 計測画面について 

３．１１ 計測モードの選択 

電力の測定（有効電力、 

無効電力、皮相電力、力率の 

測定を行いたい。 

・ 計測画面（周波数／電力メータ） 

 を表示させます。 

３．１０ 計測画面について 

３．１１ 計測モードの選択 

２相、３相の位相差の 

設定を行いたい。 

・ 「ＰＨＡＳＥ ＳＨＩＦＴ」を 

「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」に 

 設定します。 

３．５ 多相システム時の位相差、電圧の設定 

電力増幅器（アンプ）として 

使用したい。 

・ 「ＳＹＳＴＭＥ」を「ＰＯＷＥＲ  

 ＡＭＰＬＩＦＩＥＲ」に設定します。 

４．１４ 電力増幅器としての使い方 

出力周波数を外部、または 

動作電源に同期させたい。 

・ 周波数設定画面にて「ＥＸＴ」、 

または「ＬＩＮＥ」に設定します。 

４．１５ 周波数の外部同期および 

     電源ライン同期について 

設定した内容を本機内部 

メモリに保存したい。 

・ ＳＥＴＵＰ ＭＥＭＯＲＹを 

選択します。 

４．７ パネルメモリ機能について 

出力電圧の設定値を変えた 

ときに、ゆっくりと変化 

させたい。 

・電圧設定画面（ＶＯＬＴＡＧＥ 

 ＳＥＴＵＰ）にて「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ」 

 を設定します。 

３．２ 電圧の基本設定 

出力周波数の設定値を変えた

ときに、ゆっくりと 

変化させたい。 

・ 周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ Ｓ

ＥＴＵＰ）にて「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ 

ＲＡＴＥ」を設定します。 

３．３ 周波数の基本設定 
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目的 設定内容 参照項目 

電圧、波形、位相を 

異なる値に急変させたい 

・ カップリングを「ＤＣ」に 

切り替えます。 

・ 出力急変の設定を行います。 

５．１ 出力急変（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ ＡＢＲＵＰＴ 

ＣＨＡＮＧＥ） 

３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え 

電圧、周波数をスイープ 

させたい。 

・出力スイープの設定を行います。 ５．２ 出力スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 

     ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ） 

電圧、周波数、波形を 

順次に切り替えたい。 

・シーケンス出力の設定を行います。 ５．３ シーケンス出力（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 

     ＳＥＱＵＥＮＣＥ） 

出力急変、出力スイープ、 

シーケンス出力時に 

プログラム番号を表示 

させたい。 

・「ＲＥＰＯＲＴ」を「ＯＮ」に 

  設定します。 

４．８ ディスプレイの設定について 

交流電圧にパルス状の 

サージ電圧を重畳させ 

たい 

・ カップリングを「ＤＣ」に設定し 

ます。 

・ パルスインジェクションの設定 

を行います 

５．５ パルスインジェクション 

３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え 

任意波形を作成したい。 ・任意波形作成フィールドを 

 表示させます。 

添付アプリケーションソフト取扱説明書参照 

高調波を含んだ波形を 

作成したい。 

・ 高調波の各次数をパーセントにて 

設定します。 

添付アプリケーションソフト取扱説明書参照 

波高率を変更した波形を 

作成したい。 

・波高率の設定を行います。 添付アプリケーションソフト取扱説明書参照 
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１１１１....３３３３        開開開開    梱梱梱梱    

 

        ごごごご購入時購入時購入時購入時にはにはにはには、、、、次次次次のののの付属品付属品付属品付属品をごをごをごをご確認確認確認確認くださいくださいくださいください。。。。またまたまたまた、、、、外観外観外観外観にににに傷傷傷傷がないかをごがないかをごがないかをごがないかをご確認確認確認確認くださいくださいくださいください。。。。    

  １．本 体  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．操作パネル（コントローラ） 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

 

 

 

 

 

  ３．取扱説明書（本書） �����������������������������������������������������������������������������１部 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

  ４．ＡＡ／Ｘ２用制御ソフトウェア（ＣＤ-ＲＯＭ） ����������������������������������������１枚 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

  ５．入力ケーブル（ＡＷＧ＃１０（５．５ｍｍ２） 黒、白、緑／黄） ������������������１本 

     

 

 

  ６．専用出力端子台用マイナスドライバ �������������������������������������������������������１本 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

     ・出力端子への配線は専用出力端子台用マイナスドライバを使用して下さい。 

  ７．コントローラ用延長ケーブル（２ｍ） ����������������������������������������������������１本 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

     ・操作パネル（コントローラ）を取り外してご使用になるときの延長ケーブルです。 

  ８．ブランクパネル ����������������������������������������������������������������������������������１個 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

     ・操作パネル（コントローラ）を取り外してご使用になるときに交流電源のパネル面に取り付けます。 

 

 

  

 

ＡＡ２０００ＸＧ２本体 ＡＡ２０００ＸＢ２、ＸＰ２本体 

V



PRISACALOKE

FUN

３ｍ 
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  ９．コネクタカバー �������������������������������������������������������������������������������������������������������１個 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

     ・操作パネル（コントローラ）を取り外してご使用になるときに 

      操作パネル（コントローラ）背面の、コネクタ部分に取り付けます。 

 

 

 １０．ビス（３×６） �������������������������������������������������������������������������������������������������������１本 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

     ・上記コネクタカバーを操作パネル（コントローラ）の、コネクタ部分に 

      取り付けるときに使用します。 

 １１．コントローラ用フットスタンド ����������������������������������������������������������������������������������２個 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

    ・操作パネル（コントローラ）を取り外してご使用になるときに、ご希望に応じて 

     操作パネル（コントローラ）背面に取り付けます。 

 

 

 

 １２．ビス（３×８） �������������������������������������������������������������������������������������������������������２本 

    （ＡＡ２０００ＸＧ２のみ添付） 

    ・上記フットスタンドを操作パネル（コントローラ）に取り付けるときに使用します。 

 

 １３．出力ケーブル（２．５ｍ） 

    （ＡＡ２０００ＸＢ２のみ添付）����������������������������������������������������������������������������������１本 

 

 

 １４．パワースイッチコントロールケーブル（０．８ｍ） 

    （ＡＡ２０００ＸＰ２、ＡＡ２０００ＸＢ２のみ添付）������������������������������������������������������� １本 

 

 

 １５．ブースターコントロールケーブル（０．８ｍ） 

    （ＡＡ２０００ＸＢ２のみ添付）����������������������������������������������������������������������������������１本 

 

 

 １６．多相信号ケーブル（２ｍ） 

    （ＡＡ２０００ＸＰ２のみ添付）����������������������������������������������������������������������������������１本 

 

 

４Ｐ ２Ｐ 

１２Ｐ １２Ｐ 

２２Ｐ ２２Ｐ 

２４Ｐ ２４Ｐ 
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        １１１１．．．．４４４４    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネルのののの取取取取りりりり付付付付けけけけ・・・・取取取取りりりり外外外外しししし方法方法方法方法についてについてについてについて 
    

                                            本機本機本機本機をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために、、、、次次次次のののの注意事項注意事項注意事項注意事項はははは必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください。。。。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 １１１１．．．．４４４４．．．．１１１１    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネルのののの取取取取りりりり付付付付けけけけ・・・・取取取取りりりり外外外外しししし方法方法方法方法����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ＡＡ２０００ＸＧの前面側コネクタ（図１－１に示す）部分に操作パネル（コントローラ）の背面側 
  コネクタをあわせるように取り付けます。 
２．磁石により固定されますので軽く押しつけて確実に固定してください。 

操作パネル（コントローラ）の取り付け方法 
方法方法方法方法方法方法方法方法    

・操作パネル（コントローラ）の左右を持ち手前側に引っ張ります。 
    

操作パネル（コントローラ）の取り外し方法 

操作パネル（コントローラ） 

 前面側  背面側 

図図図図１１１１－－－－１１１１．．．．操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））のののの取取取取りりりり付付付付けけけけ方法方法方法方法    
    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＧＧＧＧ２２２２のののの入力電源入力電源入力電源入力電源スイッチスイッチスイッチスイッチががががオフオフオフオフになっていることをになっていることをになっていることをになっていることを確認後行確認後行確認後行確認後行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                        

入力電源入力電源入力電源入力電源スイッチスイッチスイッチスイッチがががが「「「「オンオンオンオン」」」」のののの状態状態状態状態でででで操作操作操作操作パネルパネルパネルパネルのののの取取取取りりりり付付付付けけけけ・・・・取取取取りりりり外外外外しをしをしをしを行行行行いますといますといますといますと、、、、    

    本機本機本機本機のののの破損破損破損破損・・・・故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））のののの押押押押しつけはしつけはしつけはしつけは必必必必ずずずず行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                        

不完全不完全不完全不完全ですとですとですとですと、、、、誤動作誤動作誤動作誤動作（（（（キーキーキーキーをををを受受受受けけけけ付付付付けないけないけないけない））））することがありますすることがありますすることがありますすることがあります。。。。 

横置き型 縦置き型 
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        １１１１．．．．４４４４．．．．２２２２    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））をををを離離離離してしてしてして使用使用使用使用されるされるされるされる場合場合場合場合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

 

           本機を安全にお使いいただくために、次の注意事項は必ずお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図１－２に従い配線を行ってください。    

 

 

 

 

 

● ● 

フットスタンド 

 
図図図図１１１１－－－－２２２２．．．．操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））のののの接続方法接続方法接続方法接続方法    

！！！！    注注注注    意意意意    
    

・・・・ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＧＧＧＧ２２２２のののの入力電源入力電源入力電源入力電源スイッチスイッチスイッチスイッチがががが「「「「オフオフオフオフ」」」」になっていることをになっていることをになっていることをになっていることを確認後行確認後行確認後行確認後行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。        

・・・・コントローラコントローラコントローラコントローラ用延長用延長用延長用延長ケーブルケーブルケーブルケーブルはははは正正正正しくしくしくしく接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                    

    差差差差しししし込込込込みがみがみがみが不完全不完全不完全不完全ですとですとですとですと誤動作誤動作誤動作誤動作（（（（キーキーキーキーをををを受受受受けけけけ付付付付けないけないけないけない））））することがありますすることがありますすることがありますすることがあります。。。。                                                                

・・・・コントローラコントローラコントローラコントローラ用延長用延長用延長用延長ケーブルケーブルケーブルケーブルはははは、、、、必必必必ずずずず「「「「ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ    ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ」」」」にににに接続接続接続接続    

    してくしてくしてくしてくださいださいださいださい。。。。                                                                                                                                                

    誤誤誤誤ってってってって「「「「ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ」」」」にににに接続接続接続接続されますとされますとされますとされますと本機本機本機本機のののの破損破損破損破損・・・・故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

・・・・コントローラコントローラコントローラコントローラ用延長用延長用延長用延長ケーブルケーブルケーブルケーブルにににに付属品以外付属品以外付属品以外付属品以外のののの物物物物をををを使用使用使用使用しないでしないでしないでしないで下下下下さいさいさいさい。。。。                                                    

付属付属付属付属ののののケーブルケーブルケーブルケーブル以外以外以外以外をををを使用使用使用使用されますとされますとされますとされますと本機本機本機本機のののの破損破損破損破損・・・・故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。                        

・・・・操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））背面背面背面背面ににににコネクタカバーコネクタカバーコネクタカバーコネクタカバーをををを必必必必ずずずず取取取取りりりり付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。                                                

・・・・操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））用用用用フットスタンドフットスタンドフットスタンドフットスタンド    はごはごはごはご希望希望希望希望にににに応応応応じてじてじてじて取取取取りりりり付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。        

操作パネル（コントローラ） 

 前面側  背面側 

コネクタカバー 付属ビス 

ｖ

コントローラ用延長ケーブル（２ｍ） 

ブランクパネル 

ブランクパネルは 

マグネットにて固定されます。 

「ＬＡＮ」には操作パネル 

（コントローラ）を接続しないで

ください。 

故障の原因になります。 
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１１１１....５５５５    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能    

 

１１１１．．．．５５５５．．．．１１１１    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２についについについについてててて）））） 

 

        本機本機本機本機（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２））））のののの装置外観装置外観装置外観装置外観をををを下図下図下図下図にににに示示示示しますしますしますします。。。。 ································································································································     

 

             正正正正    面面面面                                                                                                                            背背背背    面面面面        

                                                                          

①

②

④

③

⑦

⑧

⑤⑥

⑨

 

  

    

    ①①①①    コントローラコントローラコントローラコントローラ部部部部 ····················································································································································································································  

 

  手動（ローカル）で各種の設定を行うために使用します。 

  コントローラ部の操作は、コントローラ前面の操作パネルで行います。 

  コントローラは、本体から取り外し、２ｍのケーブルを介して本体を制御することができます。 

  コントローラ部は下記の機能を持っています。 

    ・電圧、周波数、波形の変更 

    ・電圧、周波数データのスイープ機能設定 

    ・電圧、周波数、波形データのシーケンス機能設定 

    ・各オプションの設定 

    ・ＳＥＴＵＰデータの本体への転送 

図図図図１１１１－－－－３３３３．．．．ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２    
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    ②②②②    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル部部部部（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ）））） ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 

         操作パネル部のボタンを使って、ＡＡ／Ｘ２を操作します。 

 

    ③③③③    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部 ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

         本機の電源をオン／オフします。 

     電源スイッチを「オンオンオンオン」にすると「ＰＰＰＰＯＷＥＲＯＷＥＲＯＷＥＲＯＷＥＲランプランプランプランプ」が点灯し動作を開始します。 

    

④④④④    ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������    

     外部コンピュータによるリモート制御時に使用するＬＡＮ用インターフェースコネクタです。 

 

    ⑤⑤⑤⑤    空気取入口空気取入口空気取入口空気取入口 ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

       冷却用空気取入口です。この部分をふさがないように設置してください。 

      空気取入口をふさぐと本機の内部温度が上昇し、定格出力が取れなくなります。 

 

    ⑥⑥⑥⑥    本本本本    体体体体����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        商用電源入力を適切な直流電圧に変換する整流部、与えられた信号を増幅するパワーアンプ部、 

       設定したパラメータを整流部およびパワーアンプ部へ伝達し全体を 

    コントロールする制御部からなります。整流部には入力電流ひずみを小さくし、 

    エネルギー消費の少ない低ノイズ型力率改善回路を採用しています。 

 

    ⑦⑦⑦⑦    ファンファンファンファン ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        内部冷却風の出口です。この部分をふさがないようにしてください。 

 

    ⑧⑧⑧⑧    オプションスロットオプションスロットオプションスロットオプションスロット ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        ＧＰ－ＩＢインターフェース（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）、多相ドライバー（ＡＯＰ－０１０ＭＤ２）、 

    ＬＺインターフェース（ＡＯＰ－０８０ＬＺ）、出力絶縁モニター（ＡＯＰ－０７０ＩＭ２）、 

    多相レシーバー（ＡＯＰ－０２０ＭＲ）、接点制御インターフェース（ＡＯＰ－０５０ＭＣ）の 

    各カードを取り付けます。 

 

  ⑨⑨⑨⑨    背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ部部部部（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２）））） ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

   入力端子、出力端子や並列運転用信号コネクタがあります。 
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    ②②②②    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル部部部部（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））のののの詳細詳細詳細詳細    

    

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑩ 液晶表示器液晶表示器液晶表示器液晶表示器 

       操作用パネル。 

 

   ⑪ ＥＳＣＥＳＣＥＳＣＥＳＣキーキーキーキー    

       前画面に戻ります。 

 

   ⑫ ＦＦＦＦ１１１１～Ｆ～Ｆ～Ｆ～Ｆ５５５５キーキーキーキー（（（（ファンクションファンクションファンクションファンクション    キーキーキーキー）））） 

       ・各画面に設定された機能を選択します。 

       ・ＳＨＩＦＴキー⑯を押したあとＦ１～Ｆ５キーを押すと、それぞれ次の機能を実行します。 

       ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ１１１１：ＫＥＹＬＯＣＫ：ＫＥＹＬＯＣＫ：ＫＥＹＬＯＣＫ：ＫＥＹＬＯＣＫ  

         操作パネル部のキー操作が無効になり、 画面上に「ＫＥＹＬＯＣＫＫＥＹＬＯＣＫＫＥＹＬＯＣＫＫＥＹＬＯＣＫ    ＯＮＯＮＯＮＯＮ」が 

         表示されます。 

         同じ操作を繰り返すと、ＫＥＹＬＯＣＫが解除となります。  

         ＫＥＹＬＯＣＫは「ＳＨＩＦＴ＋Ｆ１」キー以外無効と「ＳＨＩＦＴ＋Ｆ１」キー 

         およびＯＵＴＰＵ「ＯＮ」「ＯＦＦ」キー以外無効を選択できます。 

 

 

図図図図１１１１－－－－４４４４．．．．操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル    
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      ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ２２２２：ＬＯＣ：ＬＯＣ：ＬＯＣ：ＬＯＣＡＬＡＬＡＬＡＬ 

        ＬＡＮインターフェースまたはＧＰ－ＩＢインターフェース（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）を介して、 

        コンピュータからＡＡ／Ｘ２シリーズにアクセスすると制御権がコンピュータに移行します。 

        そのときコントローラの画面上に「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ」が表示され、 

               操作パネル部のキー操作が無効になります（ＳＨＩＦＴ＋Ｆ２を除く）。 

                   制御権がコンピュータにあるとき、Ｆ２キーを押すと、操作パネル部に制御権が移行します。 

          ＊＊＊＊注意注意注意注意：：：：ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢインターフェースインターフェースインターフェースインターフェース（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０３００３００３００３０ＧＰＧＰＧＰＧＰ））））ははははオプションオプションオプションオプションですですですです。。。。    

 

       ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ３３３３：ＳＡＶＥＲ：ＳＡＶＥＲ：ＳＡＶＥＲ：ＳＡＶＥＲ  

        表示用ＬＣＤのスクリーンセーバーです。設定された時間のあいだ、キー操作を行わないと 

        バックライトが消灯します。 

        設定時間（１分、５分）を      、     キーで選択し、キーで決定します。 

        バックライトは操作パネル部の任意のキーを押すと復帰します。 

       

       ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ４４４４：：：：ＳＳＳＳＴＡＴＵＳＴＡＴＵＳＴＡＴＵＳＴＡＴＵＳ 

        現在のアラームステータスの詳細をＬＣＤ画面に表示します。 

        ステータス表示の設定を「ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」にしておくと､電源起動後に発生したアラーム原因 

       （過負荷原因）を表示することができます。 

 

      ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ５５５５：ＲＥＳＥＴ：ＲＥＳＥＴ：ＲＥＳＥＴ：ＲＥＳＥＴ  

        ステータス表示が「ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」に設定されている場合、保持していたアラームステータスを 

        リセットします。  

 

 

  ⑬ ＯＮＯＮＯＮＯＮキーキーキーキー 

      出力を「オンオンオンオン」にする準備をします。その後ＥＸＥＣＵＴＥキー（ ）で出力が「オンオンオンオン」に 

     なります。 

 

  ⑭    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦキーキーキーキー 

       出力を「オフオフオフオフ」にします。 

 

  ⑮ カーソルキーカーソルキーカーソルキーカーソルキー 

     ・設定したい項目を選択します。 

     ・数値パラメータの変更桁を指定します。 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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  ⑯ ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴキーキーキーキー    

       ＳＨＩＦＴキーを押すと、ＳＨＩＦＴモードに移行します。ＳＨＩＦＴモード時には、 

      画面上部に「ＳＨＩＦＳＨＩＦＳＨＩＦＳＨＩＦＴＴＴＴ」が反転表示されます。 

      ＳＨＩＦＴキーを再度押すと、ＳＨＩＦＴモードが解除されます。 

       ＳＨＩＦＴモード時には（ＳＨＩＦＴキーを押した状態では）、次のキーを使用することができます。 

         ・Ｆ１～Ｆ５キー 

         ・ＩＮＣキー 

         ・ＤＥＣキー 

 

  ⑰ ＭＥＮＵＭＥＮＵＭＥＮＵＭＥＮＵキーキーキーキー 

       メニュー画面に移行します。 

 

  ⑱ ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴキーキーキーキー 

       電圧設定に関する画面を表示します。 

 

  ⑲ ＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲキーキーキーキー 

       定電流オプション（工場オプション）が実装されているときに、 

      電流設定に関する画面を表示します。 

 

  ⑳ ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱキーキーキーキー 

       周波数設定に関する画面を表示します。 

 

   ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲキーキーキーキー 

       計測表示に関する画面を表示します。 

 

      数字数字数字数字キーキーキーキー（（（（００００～～～～９９９９、．、Ｃ）、．、Ｃ）、．、Ｃ）、．、Ｃ） 

       数字、小数点の入力および、取り消しに使用します。 

 

   ＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥキーキーキーキー 

       変更した設定を確定し、動作を実行します。 
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   ＩＮＣ、ＤＥＣＩＮＣ、ＤＥＣＩＮＣ、ＤＥＣＩＮＣ、ＤＥＣキーキーキーキー 

     ・設定パラメータの数値を増減します。 

     ・数値以外の設定変更を行います。 

     ・ＬＣＤのコントラストを調整します（ＳＨＩＦＴモード）。 

        キーを押すと画面上部に「ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ」が表示されます。 

     このとき、   キーを押すとＬＣＤの画面が明るくなり、   キーを押すと暗くなります。 

 

      ＋／－＋／－＋／－＋／－キーキーキーキー    

       ＤＣ ＯＦＦＳＥＴ、または、ＤＣ波形の時、極性の設定を行います。 

      マイナス極性の数値を入力する場合は、数値入力後    キーを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

SHIFT 

＋／－ 
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        ⑨⑨⑨⑨    背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ部部部部（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２））））のののの詳細詳細詳細詳細 ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

 

             

           

 

           

              

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（Ｊ３３３３）））） 

          本機をブースター動作させる場合に、マスター機と接続します 

       ＡＡ２０００ＸＧ２単体で使用する場合は使用しません。 

  

      ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（Ｊ４４４４）））） 

         増設電源ユニットＡＡ２０００ＸＢ２との接続に使用します。 

       ＡＡ２０００ＸＧ２単体で使用する場合は使用しません。 

 

図図図図１１１１－－－－５５５５．．．．ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ    

    

    

    

    

    

    

POWER SWITCHPOWER SWITCHPOWER SWITCHPOWER SWITCH    

CONTROLCONTROLCONTROLCONTROL    

FEEDBACKFEEDBACKFEEDBACKFEEDBACK    

REMOTEREMOTEREMOTEREMOTE    

SENSING/SENSING/SENSING/SENSING/    

METERINGMETERINGMETERINGMETERING    

    J5J5J5J5 

 J2J2J2J2 

 

    

AMP SIG.INAMP SIG.INAMP SIG.INAMP SIG.IN    

    

TRG OUTTRG OUTTRG OUTTRG OUT    

TRG/TRG/TRG/TRG/SYNCSYNCSYNCSYNC    

ININININ    

BOOSTERBOOSTERBOOSTERBOOSTER    

CONTROLCONTROLCONTROLCONTROL    

    

J4J4J4J4 

    

J3J3J3J3 

J1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUT    

FOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNAL    

TERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOX    

３００３００３００３００Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、４００４００４００４００ＶＶＶＶＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ     
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      ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ    ＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴ 

         ＡＣ動作電源（９０Ｖ～２５０Ｖ）を接続します。 

 

      ＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（Ｊ２２２２）））） 

          並列接続ボックス（ＡＯＰ－１４０ＰＢ）、３相接続ボックス（ＡＯＰ－１３０ＴＢ）との 

        接続に使用します。 

 

      ＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（Ｊ１１１１）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ    ＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬ    ＢＯＸＢＯＸＢＯＸＢＯＸ専用端子専用端子専用端子専用端子］］］］ 

          並列接続ボックス（ＡＯＰ－１４０ＰＢ）、３相接続ボックス（ＡＯＰ－１３０ＴＢ）との 

        接続に使用します。 

        出力端子と同じ電圧が出力されています。 

           オプションオプションオプションオプションとのとのとのとの接続以外接続以外接続以外接続以外にはにはにはには使用使用使用使用しないでしないでしないでしないで下下下下さいさいさいさい。。。。 

      

 ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨ    ＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（Ｊ５５５５）））） 

    ＡＡ／Ｘ２シリーズを増設、または３相システム構成する場合に使用します。 

   この端子を接続することにより、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチによる動作電源の 

  一括投入／遮断が可能となります。 

   このこのこのこの端子端子端子端子をををを接続接続接続接続しないとしないとしないとしないとＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２にににに電源電源電源電源をををを    

                    投入投入投入投入することすることすることすることがががができませんできませんできませんできません。。。。 

 

     ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ／／／／ＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧ    

         デジタルＡＶＲ使用時のリモート側検出端子です。 

       またこの端子に接続されたポイントの電圧計測を行います。 

 

                      ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ  

    出力端子です。Ｈ，Ｎ間に電圧が出力されます。 

 

  ＴＲＩＧＴＲＩＧＴＲＩＧＴＲＩＧ    ／ＳＹＮＣ／ＳＹＮＣ／ＳＹＮＣ／ＳＹＮＣ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ 

    外部からの信号で急変などを行うとき、または外部周波数に同期した周波数を出力させる 

  場合に使用します。 

 

  ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴ 

    トリガモードの設定に応じて出力に同期した信号を出力します。 

 

  ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ    ＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮ 

               パワーアンプとして使用するときにアナログ電圧信号を入力します。 
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１１１１．．．．５５５５．．．．２２２２    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２についてについてについてについて）））） 

 

        本機本機本機本機（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２））））のののの装置装置装置装置外観外観外観外観をををを下図下図下図下図にににに示示示示しますしますしますします。。。。 ································································································································     

 

                正正正正    面面面面                                                                                                                                                    背背背背    面面面面    

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジ表示表示表示表示ランプランプランプランプ部部部部 ································································································  

    ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ／ＯＦＦ、電圧レンジの表示を行います。 

 

 

 

    

③③③③    

⑤⑤⑤⑤    

⑦⑦⑦⑦    

    

    

    

図図図図１１１１－－－－６６６６．．．．ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２    
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        ③③③③    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        本機の電源をオン／オフします。 

     電源スイッチを「オンオンオンオン」にすると、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源投入に連動して「ＰＯＷＥＲランプ」 

     点灯後動作を開始します。 

  

 

 

 

 

 

        ⑤⑤⑤⑤    空気取入口空気取入口空気取入口空気取入口 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

         冷却用空気取入口です。この部分をふさがないように設置してください。 

      空気取入口をふさぐと本機の内部温度が上昇し、定格出力が取れなくなります。 

 

        ⑧⑧⑧⑧    ファンファンファンファン������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        内部冷却風の出口です。この部分をふさがないようにしてください。 

 

            本本本本    体体体体························································································································································································································································································  

         商用電源入力を適切な直流電圧に変換する整流部、与えられた信号を増幅するパワーアンプ部、 

        全体をコントロールする制御部からなります。 

     整流部には入力電流ひずみを小さくし、 

     エネルギー消費の少ない低ノイズ型力率改善回路を採用しています。 

 

            オプションスロットオプションスロットオプションスロットオプションスロット������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

        ＬＺインターフェース（ＡＯＰ－０８０ＬＺ）または出力絶縁モニター（ＡＯＰ－０７０ＩＭ２）の 

    各カードを取り付けます。 

     多相レシーバー（ＡＯＰ－０２０ＭＲ）はすでに取り付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・通常は常時「オンオンオンオン」にして使用します。                                                         

 ＡＡ２０００ＸＧ２（マスター機）の電源投入より後でこのスイッチを「オンオンオンオン」にすると 

 システムが正常に起動しません。    
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            背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ部部部部（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２２２２００００００００００００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２））））のののの詳細詳細詳細詳細 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

 

             

           

 

           

              

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（Ｊ３３３３）））） 

         本機をブースター動作させる場合に、マスター機と接続します。 

      通常は使用しません。 

 

    ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（Ｊ４４４４）））） 

       増設電源ユニットＡＡ２０００ＸＢ２との接続に使用します。 

     内部制御信号に接続されています。 

 

  

 

図図図図１１１１－－－－７７７７．．．．背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ    
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AMP SIG.INAMP SIG.INAMP SIG.INAMP SIG.IN    

BOOSTERBOOSTERBOOSTERBOOSTER    

CONTROLCONTROLCONTROLCONTROL    

    

J3J3J3J3 

J1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUT    

FOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNAL    

TERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOX    

３００３００３００３００Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、４００４００４００４００ＶＶＶＶＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ     

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ     

    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ 

 J1J1J1J1 

ＨＨＨＨ    

ＮＮＮＮ    

 

 LINE INPUTLINE INPUTLINE INPUTLINE INPUT    

ＨＨＨＨ    ＮＮＮＮ     

    

    

    

J4J4J4J4 
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     ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ    ＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴ 

        ＡＣ動作電源（９０Ｖ～２５０Ｖ）を接続します。 

 

     ＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（ＪＦＥＥＤＢＡＣＫ（Ｊ２２２２）））） 

       ３相接続ボックス（ＡＯＰ－１３０ＴＢ）との接続に使用します。 

 

     ＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（Ｊ１１１１）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ    ＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬ    ＢＯＸＢＯＸＢＯＸＢＯＸ専用端子専用端子専用端子専用端子］］］］ 

          ３相接続ボックス（ＡＯＰ－１３０ＴＢ）との接続に使用します。 

       出力端子と同じ電圧が出力されています。 

    オプションオプションオプションオプションとのとのとのとの接続以外接続以外接続以外接続以外にはにはにはには使用使用使用使用しないでしないでしないでしないで下下下下さいさいさいさい。。。。 

 

          ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨ    ＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（Ｊ５５５５、Ｊ、Ｊ、Ｊ、Ｊ６６６６）））） 

         ＡＡ／Ｘ２シリーズを増設、または３相システムを構成する場合に使用します。 

      この端子を接続することにより、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチによる動作電源の 

      一括投入／遮断が可能になります。 

 このこのこのこの端子端子端子端子をををを接続接続接続接続しないとしないとしないとしないとＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２にににに電源電源電源電源をををを    

                投入投入投入投入することすることすることすることがががができませんできませんできませんできません。。。。 

    

    ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ／／／／ＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧＭＥＴＥＲＩＮＧ    

         デジタルＡＶＲ使用時のリモート側検出端子です。 

      またこの端子に接続されたポイントの電圧計測を行います。 

 

                  ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ  

出力端子です。Ｈ，Ｎ間に電圧が出力されます。 

 

                  ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ        ＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮ  

 パワーアンプとして使用するときにアナログ電圧信号を入力します。 
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１１１１．．．．５５５５．．．．３３３３    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２についてについてについてについて）））） 

 

本機本機本機本機（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２））））のののの装置外観装置外観装置外観装置外観をををを下図下図下図下図にににに示示示示しますしますしますします。。。。 ················································································································································     

 

                  正正正正    面面面面                                                                                                                                    背背背背    面面面面    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、ＯＮ／ＯＦＦ、電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジ表示表示表示表示ランプランプランプランプ部部部部 ································································································ 

   ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ／ＯＦＦ、電圧レンジの表示を行います。 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                          

 

図図図図１１１１－－－－８８８８．．．．ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２    

    

⑦⑦⑦⑦    

    

    

③③③③    

⑤⑤⑤⑤    
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            ③③③③    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

           本機の電源をオン／オフします。 

      電源スイッチを「オンオンオンオン」にすると、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源投入に連動して「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲランプランプランプランプ」 

      点灯後動作を開始します。 

 

 

 

 

 

 

                ⑤⑤⑤⑤        空気取入口空気取入口空気取入口空気取入口 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

           冷却用空気取入口です。この部分をふさがないように設置してください。 

        空気取入口をふさぐと本機の内部温度が上昇し、定格出力が取れなくなります。 

 

                ⑧⑧⑧⑧        ファンファンファンファン ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

          内部冷却風の出口です。この部分をふさがないようにしてください。 

 

                        本本本本    体体体体 ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  

          商用電源入力を適切な直流電圧に変換する整流部、与えられた信号を増幅するパワーアンプ部、 

         全体をコントロールする制御部からなります。 

      整流部には入力電流ひずみを小さくし、 

      エネルギー消費の少ない低ノイズ型力率改善回路を採用しています。 

 

 

        

    

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・通常は常時「オンオンオンオン」にして使用します。                                                         

 ＡＡ２０００ＸＧ２（マスター機）の電源投入より後でこのスイッチを「オンオンオンオン」にすると 

 システムが正常に起動しません。    
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            背面背面背面背面コネクタコネクタコネクタコネクタ部部部部（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２））））のののの詳細詳細詳細詳細 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������    

    

 

             

           

 

           

              

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

      ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（ＪＩＮ（Ｊ３３３３）））） 

         ＡＡ２０００ＸＧ２、ＡＡ２０００ＸＰ２、ＡＡ２０００ＸＢ２との接続に使用します。 

       内部制御信号に接続されています。 

 

        ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（ＪＯＵＴ（Ｊ４４４４）））） 

       増設電源ユニットＡＡ２０００ＸＢ２との接続に使用します。 

      内部制御信号に接続されています。 

 

図図図図１１１１－－－－９９９９．．．．ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２背面背面背面背面コネタコネタコネタコネタ    

    

    

    

    

POWER SWITCHPOWER SWITCHPOWER SWITCHPOWER SWITCH    

CONTROLCONTROLCONTROLCONTROL    

 JJJJ６６６６     J5J5J5J5 

BOOSTERBOOSTERBOOSTERBOOSTER    

CONTROLCONTROLCONTROLCONTROL    

J1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUTJ1:OUTPUT    

FOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNALFOR EXTERNAL    

TERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOXTERMINAL BOX    

３００３００３００３００Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、Ｖ～ＭＡＸ、４００４００４００４００ＶＶＶＶＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ     

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ     

 J1J1J1J1 

 LINE INPUTLINE INPUTLINE INPUTLINE INPUT    

ＨＨＨＨ    ＮＮＮＮ     

    

    

J3J3J3J3 

    

J4J4J4J4 
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     ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ    ＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴ 

        ＡＣ動作電源（９０Ｖ～２５０Ｖ）を接続します。 

 

 ＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（ＪＯＵＴＰＵＴ（Ｊ１１１１）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ）［ＥＸＴＥＲＮＡＬ    ＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬＴＥＭＩＮＡＬ    ＢＯＸＢＯＸＢＯＸＢＯＸ専用端子専用端子専用端子専用端子］］］］ 

          並列接続ボックス(ＡＯＰ－１４０ＰＢ)、３相接続ボックス（ＡＯＰ－１３０ＴＢ）との 

         接続に使用します。 

          オプションオプションオプションオプションとのとのとのとの接続以外接続以外接続以外接続以外にはにはにはには使用使用使用使用しないでしないでしないでしないで下下下下さいさいさいさい。。。。 

 

    ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨ    ＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（ＪＣＯＮＴＲＯＬ（Ｊ５５５５、Ｊ、Ｊ、Ｊ、Ｊ６６６６）））） 

          ＡＡ／Ｘ２シリーズ増設、または３相システムを構成する場合に使用します。 

         この端子を接続することにより、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチによる動作電源の 

      一括投入／遮断が可能となります。 

          このこのこのこの端子端子端子端子をををを接続接続接続接続しなしなしなしないといといといとＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２にににに電源電源電源電源をををを    

                            投入投入投入投入することができませんすることができませんすることができませんすることができません。。。。 
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この章では、設置、接続から動作開始までの方法について説明します。 

 

２．１ 設置の方法 ����������������������������������������������������������������������������３４ 

 ２．１．１ 設置場所 ����������������������������������������������������������������������３４ 

 ２．１．２ 設置方法 ����������������������������������������������������������������������３４ 

２．２ 動作電源の接続 ����������������������������������������������������������������������３５ 

 ２．２．１ 動作電源の接続（単体でご使用の場合） ����������������������������３５ 

 ２．２．２ 動作電源の接続（ＡＯＰ－１７０ＩＢをご使用の場合） ���������３６ 

２．３ システムの接続 ����������������������������������������������������������������������４１ 

 ２．３．１ 単相出力システム（４～１０ｋＷ）の配線 �������������������������４１ 

 ２．３．２ ３相出力システム（６、１２ｋＷ）の配線 �������������������������４４ 

２．４ 出力の接続 ����������������������������������������������������������������������������４８ 

 ２．４．１ ＡＡ２０００ＸＧ２、ＡＡ２０００ＸＰ２の出力の接続 �����������４８ 

 ２．４．２ 単相システム（４～１０ｋＷ）の出力の接続 ����������������������５０ 

 ２．４．３ ３相システム（６ｋＷ）の出力の接続（３相４線） �������������５２ 

 ２．４．４ ３相システム（６ｋＷ）の出力の接続（３相３線） �������������５３ 

 ２．４．５ ３相システム（６～１２ｋＷ）の出力の接続 ����������������������５５ 

２．５ 動作開始／動作終了 ����������������������������������������������������������������５９ 

 ２．５．１ 動作開始 ����������������������������������������������������������������������５９ 

 ２．５．２  システムの設定 �������������������������������������������������������������６１ 

 ２．５．３ 動作終了 ����������������������������������������������������������������������６２ 
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        ２２２２....１１１１        設置設置設置設置のののの方法方法方法方法 

 

        ２２２２．．．．１１１１．．．．１１１１        設置場所設置場所設置場所設置場所    ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

    

                        本機本機本機本機をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために次次次次のののの注意事項注意事項注意事項注意事項をおをおをおをお守守守守りりりり下下下下さいさいさいさい。。。。 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

       

    

 

    

 

    

        ２２２２．．．．１１１１．．．．２２２２        設置方法設置方法設置方法設置方法    ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

 

                        本機本機本機本機をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために次次次次のののの注意事項注意事項注意事項注意事項をおをおをおをお守守守守りりりり下下下下さいさいさいさい。。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設置設置設置設置にににに使用使用使用使用するするするする工具類一覧工具類一覧工具類一覧工具類一覧    

  ・４ｍｍプラスドライバー    ・１７ｍｍスパナ    ・ワイヤストリッパー 

 

 ＡＡ／Ｘ２シリーズのフロアーレベラはスパナ 

（１７ｍｍ）を使用し、ボルトを上から見て左 

（反時計回り）に回転すると上がり、 

右（時計回り）に回転すると下がります。 

設置を行う場合は、キャスターの車輪が浮き上が

るまでボルトを締め付けてください。 
 

下 上 

    ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・本機本機本機本機はははは固定固定固定固定したしたしたした場所場所場所場所でででで使用使用使用使用するようにするようにするようにするように設計設計設計設計されていますされていますされていますされています。。。。                                                                                

振動振動振動振動のあるのあるのあるのある場所場所場所場所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。                                                                                                                                                                                                    

・・・・可燃性可燃性可燃性可燃性ガスガスガスガスのののの発生発生発生発生するするするする場所場所場所場所にはにはにはには設置設置設置設置しないでしないでしないでしないで下下下下さいさいさいさい。。。。                                                                                                                    

・・・・周囲温度周囲温度周囲温度周囲温度００００～～～～４０４０４０４０℃℃℃℃、、、、湿度湿度湿度湿度２０２０２０２０～～～～８０８０８０８０％ＲＨ、％ＲＨ、％ＲＨ、％ＲＨ、腐食性腐食性腐食性腐食性ガスガスガスガスのないのないのないのない室内室内室内室内でごでごでごでご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                      

・・・・ラジオラジオラジオラジオ等等等等、、、、受信機受信機受信機受信機のののの近近近近くでくでくでくで使用使用使用使用しますとしますとしますとしますと、、、、受信機受信機受信機受信機はははは妨害妨害妨害妨害をををを受受受受けることがありますけることがありますけることがありますけることがあります。。。。                                    

・・・・本機本機本機本機ははははファンモーターファンモーターファンモーターファンモーターによるによるによるによる強制空冷強制空冷強制空冷強制空冷をををを採用採用採用採用していますのでしていますのでしていますのでしていますので、、、、前面前面前面前面のののの空気取空気取空気取空気取りりりり入入入入れれれれ口口口口とととと、、、、    

    背面背面背面背面ののののファンファンファンファン吹出口部分吹出口部分吹出口部分吹出口部分をををを壁壁壁壁よりよりよりより５０５０５０５０ｃｍｃｍｃｍｃｍ以上離以上離以上離以上離してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                 

    

！！！！    注注注注    意意意意    

    

・・・・縦置縦置縦置縦置きききき型型型型ののののＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリシリシリシリーズーズーズーズをををを設置設置設置設置するするするする場合場合場合場合にはにはにはには、、、、必必必必ずずずず前後前後前後前後４４４４個個個個ののののキャスターキャスターキャスターキャスターをををを    

フロアーレベラフロアーレベラフロアーレベラフロアーレベラにてにてにてにて固定固定固定固定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                            

・・・・本機本機本機本機のののの移動作業移動作業移動作業移動作業はははは、、、、必必必必ずずずず２２２２人以上人以上人以上人以上でででで行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                        

移動移動移動移動のののの際際際際にはにはにはには床床床床のののの段差段差段差段差などにはなどにはなどにはなどには十分十分十分十分にににに御注意御注意御注意御注意くださいくださいくださいください。。。。                                                                                    

・・・・本機本機本機本機（（（（縦置縦置縦置縦置きききき型型型型））））のののの移動移動移動移動のののの際際際際にはにはにはにはフロアーレベラフロアーレベラフロアーレベラフロアーレベラをををを必必必必ずずずず引引引引きききき上上上上げてくださいげてくださいげてくださいげてください。。。。                                            
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                ２２２２．．．．２２２２    動作電源動作電源動作電源動作電源のののの接続接続接続接続    

    
                ２２２２．．．．２２２２．．．．１１１１    動作電源動作電源動作電源動作電源のののの接続接続接続接続（（（（単体単体単体単体でごでごでごでご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合）））） ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

                        本機本機本機本機はははは単相単相単相単相９９９９００００Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～２５０２５０２５０２５０Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、４５４５４５４５Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６５６５６５６５ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの交流電源交流電源交流電源交流電源でででで動作動作動作動作しますしますしますします。。。。    

                    ただしただしただしただし、、、、定格出力定格出力定格出力定格出力がががが可能可能可能可能なななな電源電圧範囲電源電圧範囲電源電圧範囲電源電圧範囲はははは１７０１７０１７０１７０Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～２５０２５０２５０２５０ＶＶＶＶですですですです。。。。    

                    電源電圧電源電圧電源電圧電源電圧をををを１７０１７０１７０１７０ＶＶＶＶ以下以下以下以下でおでおでおでお使使使使いになるいになるいになるいになる場合場合場合場合はははは、、、、本機本機本機本機のののの入力電流入力電流入力電流入力電流にににに応応応応じてじてじてじて出力電力出力電力出力電力出力電力がががが    

制限制限制限制限されますのでごされますのでごされますのでごされますのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。    

                        定格出力時定格出力時定格出力時定格出力時のののの最大入力電流最大入力電流最大入力電流最大入力電流はははは１７０１７０１７０１７０ＶＶＶＶのののの電源電圧電源電圧電源電圧電源電圧でででで約約約約２３２３２３２３．．．．６６６６ＡＡＡＡですですですです。。。。 

 

     本機本機本機本機をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために次次次次のののの注意事項注意事項注意事項注意事項をおをおをおをお守守守守りりりり下下下下さいさいさいさい。。。。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     入力電源ケーブルは、図２－２のように接続してください。    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ：ホット端子（黒） 動作電源のホット（ライブ）側に接続します。 

 Ｎ：ニュートラル端子（白） 動作電源のニュートラル側に接続します。 

 ：保護用接地端子（緑） アースに接続します。 

！！！！    危危危危    険険険険    
・・・・入力端子入力端子入力端子入力端子へのへのへのへの配線配線配線配線をををを行行行行うときはうときはうときはうときは、、、、入力電源入力電源入力電源入力電源((((動作電源動作電源動作電源動作電源    ACACACAC99990V0V0V0V～～～～250V)250V)250V)250V)がががが遮断遮断遮断遮断されているされているされているされている事事事事をををを            

    確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                                            
・・・・本機本機本機本機ははははＥＭＩ（ＥＭＩ（ＥＭＩ（ＥＭＩ（電磁妨害電磁妨害電磁妨害電磁妨害））））をををを防防防防ぐためぐためぐためぐためノイズフィルターノイズフィルターノイズフィルターノイズフィルターをををを内蔵内蔵内蔵内蔵していますしていますしていますしています。。。。                                    

    このためこのためこのためこのため､､､､わずかなわずかなわずかなわずかな漏漏漏漏れれれれ電流電流電流電流がありがありがありがあり接接接接地地地地せずにせずにせずにせずに使用使用使用使用するとするとするとすると感電感電感電感電するするするする恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。    

    安全安全安全安全のためのためのためのため、、、、必必必必ずずずず接地接地接地接地してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                     

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・入力電源入力電源入力電源入力電源はははは単相単相単相単相９０９０９０９０Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～２５０２５０２５０２５０Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、周波数周波数周波数周波数４５４５４５４５～～～～６５６５６５６５ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの範囲範囲範囲範囲でごでごでごでご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                        

・・・・最大消費電力最大消費電力最大消費電力最大消費電力がががが供給可能供給可能供給可能供給可能なななな電源電源電源電源にににに接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                            

・・・・入力電源入力電源入力電源入力電源ケーブルケーブルケーブルケーブルはははは付属付属付属付属のもののもののもののもの、、、、またはまたはまたはまたは同等以上同等以上同等以上同等以上のののの断面積断面積断面積断面積のものをごのものをごのものをごのものをご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                        

・・・・接地接地接地接地をををを行行行行わないとわないとわないとわないと、、、、外来外来外来外来ノイズノイズノイズノイズなどによりなどによりなどによりなどにより誤動作誤動作誤動作誤動作がががが生生生生じたりじたりじたりじたり、、、、    

    本機本機本機本機からからからから発生発生発生発生するするするするノイズノイズノイズノイズがががが大大大大きくなることがありますきくなることがありますきくなることがありますきくなることがあります。。。。                                                                    

Ｍ４×６Ｌ  

ＳＷ付きセムスビス 

黒 白 緑 

Ｈ      Ｎ 

図図図図２２２２－－－－２２２２．．．．入力電源入力電源入力電源入力電源のののの接続接続接続接続    
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        ２２２２．．．．２２２２．．．．２２２２    動作電源動作電源動作電源動作電源のののの接続接続接続接続    （（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢをごをごをごをご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合））））        

          ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズオプシシリーズオプシシリーズオプシシリーズオプションョンョンョン    ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ（（（（入力電源接続入力電源接続入力電源接続入力電源接続ボックスボックスボックスボックス））））をををを    

            ごごごご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合はははは下記下記下記下記にににに従従従従いいいい接続接続接続接続をおこなってくださいをおこなってくださいをおこなってくださいをおこなってください。。。。 

 

                ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢはははは単相又単相又単相又単相又はははは３３３３相相相相１７０１７０１７０１７０Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～２５０２５０２５０２５０Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、４５４５４５４５Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６５６５６５６５ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの動作電源動作電源動作電源動作電源をををを    

            ＡＡＡＡＡＡＡＡ／Ｘ／Ｘ／Ｘ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ各電源各電源各電源各電源にににに分配分配分配分配しますしますしますします。。。。    

                    定格出力時定格出力時定格出力時定格出力時のののの最大入力電流最大入力電流最大入力電流最大入力電流（（（（６６６６台接続台接続台接続台接続のののの場合場合場合場合））））はははは１７０１７０１７０１７０ＶＶＶＶのののの電源電圧電源電圧電源電圧電源電圧でででで約約約約１４１１４１１４１１４１．．．．２２２２ＡＡＡＡ    

            （（（（単相入力時単相入力時単相入力時単相入力時）、）、）、）、またはまたはまたはまたは約約約約８１８１８１８１．．．．５５５５Ａ（Ａ（Ａ（Ａ（３３３３相入力時相入力時相入力時相入力時））））ですですですです。。。。    

             

    本機本機本機本機をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために次次次次のののの注意事項注意事項注意事項注意事項をおをおをおをお守守守守りりりり下下下下さいさいさいさい。。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！！！！！！！！！

！！！！！！！！！！！！

    

！！！！    危危危危    険険険険        

・・・・入力端子入力端子入力端子入力端子へのへのへのへの配線配線配線配線をををを行行行行うときはうときはうときはうときは、、、、入力電源入力電源入力電源入力電源((((動作電源動作電源動作電源動作電源    AC170VAC170VAC170VAC170V～～～～250V)250V)250V)250V)がががが遮断遮断遮断遮断されているされているされているされている事事事事をををを    

    確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                            

・・・・本機本機本機本機ははははＥＭＩ（ＥＭＩ（ＥＭＩ（ＥＭＩ（電磁妨害電磁妨害電磁妨害電磁妨害））））をををを防防防防ぐためぐためぐためぐためノイズフィルターノイズフィルターノイズフィルターノイズフィルターをををを内蔵内蔵内蔵内蔵していますしていますしていますしています。。。。    

    このためこのためこのためこのため､､､､わずかなわずかなわずかなわずかな漏漏漏漏れれれれ電流電流電流電流がありがありがありがあり接地接地接地接地せずにせずにせずにせずに使用使用使用使用するとするとするとすると感電感電感電感電するするするする恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。    

    安全安全安全安全のためのためのためのため、、、、必必必必ずずずず接地接地接地接地してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                    

！！！！    注注注注    意意意意    

    

・・・・ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢのののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについてはＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。            

・・・・入力電源入力電源入力電源入力電源はははは１７０１７０１７０１７０Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～２５０２５０２５０２５０Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、周波数周波数周波数周波数４５４５４５４５～～～～６５６５６５６５ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの範囲範囲範囲範囲でごでごでごでご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                        

・・・・接続接続接続接続されているされているされているされている台数台数台数台数のののの最大消費電力最大消費電力最大消費電力最大消費電力がががが供給可能供給可能供給可能供給可能なななな電源電源電源電源にににに接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                    

・・・・入力電源入力電源入力電源入力電源ケーブルケーブルケーブルケーブルははははＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズにににに付属付属付属付属ののののものものものもの、、、、またはまたはまたはまたは同等以上同等以上同等以上同等以上のののの断面積断面積断面積断面積のものをのものをのものをのものを    

    ごごごご使用使用使用使用くださいくださいくださいください                                                                                                                                                

・・・・ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ付属付属付属付属のののの入力電源入力電源入力電源入力電源ケーブルケーブルケーブルケーブルをごをごをごをご使用使用使用使用になるになるになるになる場合場合場合場合はははは、、、、端末端末端末端末のののの半田処理半田処理半田処理半田処理がががが    

    されているされているされているされている部分部分部分部分をををを切断切断切断切断したしたしたした後後後後、、、、端末端末端末端末のののの処理処理処理処理をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                                                                

・・・・接地接地接地接地をををを行行行行わないとわないとわないとわないと、、、、外来外来外来外来ノイズノイズノイズノイズなどによりなどによりなどによりなどにより誤動作誤動作誤動作誤動作がががが生生生生じたりじたりじたりじたり、、、、    

    本機本機本機本機からからからから発生発生発生発生するするするするノイズノイズノイズノイズがががが大大大大きくなることがありますきくなることがありますきくなることがありますきくなることがあります。。。。                                                                        
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  ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズとととと入力電源接続入力電源接続入力電源接続入力電源接続ボックスボックスボックスボックス（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ））））のののの接続方法接続方法接続方法接続方法をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・使用可能な線材は、ＡＷＧ＃１０～ＡＷＧ＃６、または５.５ｍｍ２～１０ｍｍ２です。 

  線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）は被覆を１１ｍｍむいて下さい。 

  

 

 

 ・入力ケーブルのＨ、Ｎ、をＡＯＰ－１７０ＩＢ上部「ＬＩＮＥ ＯＵＴＰＵＴ」の 

  ケーブル挿入口にさし込み、上部のビス穴を付属のマイナスドライバーにて右（時計回り） 

  に回転させ導体固定版を上昇させて締め付けて下さい。(推奨トルク：１．５～１．８Ｎｍ) 

 

 ！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ側側側側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                                                

・・・・端子台端子台端子台端子台へのへのへのへの配線配線配線配線のののの接続接続接続接続はしっかりとはしっかりとはしっかりとはしっかりと行行行行っっっってくださいてくださいてくださいてください。。。。                                    

締締締締めめめめ付付付付けがけがけがけが弱弱弱弱いといといといと端子台端子台端子台端子台がががが発熱発熱発熱発熱しししし、、、、焼損焼損焼損焼損するするするする恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。             
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最大接続台数は６台となります。 

ＡＯＰ－１７０ＩＢ上面部 

図２－３．ＬＩＮＥ ＯＵＴＰＵＴ接続図 

導体固定板 

ケーブル挿入口 

ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

線材 
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ジャンパー 

図図図図２２２２－－－－４４４４．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ    ＬＩＮＥＩＮＰＵＴＬＩＮＥＩＮＰＵＴＬＩＮＥＩＮＰＵＴＬＩＮＥＩＮＰＵＴ部部部部    

 
ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ケーブル挿入口 

導体固定板 

線材 
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    単相入力単相入力単相入力単相入力、、、、３３３３相入力相入力相入力相入力のののの切切切切りりりり替替替替えはえはえはえは、、、、本機前面本機前面本機前面本機前面「ＬＩＮＥ「ＬＩＮＥ「ＬＩＮＥ「ＬＩＮＥ    ＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥ    ＳＥＬＥＣＴＯＲ」ＳＥＬＥＣＴＯＲ」ＳＥＬＥＣＴＯＲ」ＳＥＬＥＣＴＯＲ」のののの    

            ジャンパージャンパージャンパージャンパーをををを切切切切りりりり替替替替えますえますえますえます。。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    入力電源入力電源入力電源入力電源ケーブルケーブルケーブルケーブルのののの配線配線配線配線はははは次次次次のののの通通通通りりりり行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

    単相入力単相入力単相入力単相入力のののの場合場合場合場合：：：：    

     

名  称 機  能 

 Ｒ：ホット端子（黒） 動作電源のホット（ライブ）側に接続します。 

 Ｓ：ニュートラル端子（白） 動作電源のニュートラル側に接続します。 

 ：安全接地端子（緑） 安全アースに接続します。 

 

    ３３３３相入力相入力相入力相入力のののの場合場合場合場合：：：：                    

    

名  称 機  能 

Ｒ：ホット端子（赤） 動作電源のＲ相に接続します。 

Ｓ：ホット端子（白） 動作電源のＳ相に接続します。 

Ｔ：ホット端子（青） 動作電源のＴ相に接続します。 

  ：安全接地端子（緑） 安全アースに接続します。 

 

単相入力でご使用のとき ３相入力でご使用のとき 
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  ・動作電源と本機との接続に使用する線材の断面積は入力電流に対して十分余裕のあるものを使用して 

   ください。 

   ・使用可能な線材は、ＡＷＧ＃６～ＡＷＧ＃０、または断面積１６ｍｍ２～５０ｍｍ２です。 

   ・線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）の被覆を２４ｍｍむいて下さい。 

 

 

 

  ・線材をケーブル挿入口にさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ 

導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。（推奨トルク：６～８Ｎｍ） 

 

  ・接地端子の接続に使用可能な線材は、ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または断面積１０ｍｍ２～２５ｍｍ２です。 

  ・線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）の被覆を１９ｍｍむいて下さい。 

 

 

  

・線材をケーブル挿入口にさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ 

   導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。（推奨トルク：４～４.５Ｎｍ） 

 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                                                    

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１７０１７０１７０１７０ＩＢＩＢＩＢＩＢ側側側側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。                    

かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                                                

・・・・端子台端子台端子台端子台へのへのへのへの配線配線配線配線のののの接続接続接続接続はしっかりとはしっかりとはしっかりとはしっかりと行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                        

    締締締締めめめめ付付付付けがけがけがけが弱弱弱弱いといといといと端子台端子台端子台端子台がががが発熱発熱発熱発熱しししし焼損焼損焼損焼損するするするする恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。                 

 

 

単相入力時の推奨線材 ３相入力時の推奨線材 接続台数 

断面積㎜２ ＡＷＧ 断面積㎜２ ＡＷＧ 

１台 １４ ６ － － 

２台 １４ ６ － － 

３台 ２２ ４ １４ ６ 

４台 ２２ ４ － － 

５台 ３８ １ － － 

６台 ３８ １ １４ ６ 

 

２４ｍｍ 

１９ｍｍ 
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２２２２．．．．３３３３    システムシステムシステムシステムのののの接続接続接続接続    

    

    ２２２２．．．．３３３３．．．．１１１１    単相出力単相出力単相出力単相出力システムシステムシステムシステム（（（（４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの配線配線配線配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

    ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズにてにてにてにて単相単相単相単相４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷｋＷｋＷｋＷ電源電源電源電源システムシステムシステムシステムをををを構成構成構成構成するときのするときのするときのするときの配線方法配線方法配線方法配線方法についてについてについてについて以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

        

    

    

            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ＡＡ２０００ＸＧ２ 

マスター機（ＰＳ１） 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

ブースター機（ＰＳ５） 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

ブースター機（ＰＳ２） 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

ブースター機（ＰＳ３） 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

ブースター機（ＰＳ４） 

Ｂ
１
 

Ａ１ 

Ａ３ 

① 

⑪ 

⑬ 

21 

Ｃ１ 

Ａ２ 

Ｄ１ 

③ 
⑭ ⑮ 

22 

23 

図図図図２２２２－－－－５５５５．．．．単相単相単相単相４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷｋＷｋＷｋＷ電源電源電源電源システムシステムシステムシステム    接続図接続図接続図接続図    

⑤ 
⑯ ⑰ 

24 

25 ⑦ 
⑱ ⑲ 

26 

27 

Ｃ４ 

Ｄ４ 

⑨ 
⑳ 

28 

ＡＯＰ－１４０ＰＢ並列接続ボックス 背面 

② ④ ⑩ ⑫ 

29 

⑥ ⑧ 

Ａ４ 
Ａ５ 

Ｃ２ 

Ｃ３ 

Ｄ２ Ｄ３ 

！！！！    危危危危    険険険険    

・・・・アースアースアースアース端子端子端子端子のあるのあるのあるのある負荷負荷負荷負荷をごをごをごをご使用使用使用使用になるときはになるときはになるときはになるときは、、、、負荷負荷負荷負荷ののののアースアースアースアース端子端子端子端子をををを出力端子出力端子出力端子出力端子のののの        へへへへ接続接続接続接続するかするかするかするか    

    独立独立独立独立してしてしてして安全安全安全安全アースアースアースアースへへへへ接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                        

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・電源装置電源装置電源装置電源装置のののの増設増設増設増設のののの配線行配線行配線行配線行ったったったった後後後後はははは必必必必ずずずず正正正正しくしくしくしく配線配線配線配線されていることをされていることをされていることをされていることを確確確確認認認認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                        

・・・・ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズにてにてにてにて単相単相単相単相４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷｋＷｋＷｋＷのののの電源電源電源電源システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成をおこなうときはをおこなうときはをおこなうときはをおこなうときは必必必必ずずずず    

    ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢをごをごをごをご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                                                                                                            

・・・・単相単相単相単相１２１２１２１２ｋＷｋＷｋＷｋＷ以上以上以上以上のののの電源電源電源電源システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成についてはについてはについてはについては当社営業部当社営業部当社営業部当社営業部までおまでおまでおまでお問問問問いいいい合合合合わせくださいわせくださいわせくださいわせください。。。。    
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 ＡＡ２０００ＸＧ２ 

使用台数 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

使用台数 

ＡＯＰ－１４０ＰＢ 

使用台数 

４ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） １台（ＰＳ２） １台 

６ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） ２台（ＰＳ２、３） １台 

８ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） ３台（ＰＳ３、４、５） １台 

１０ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） ４台（ＰＳ３、４、５、６） １台 

              表表表表２２２２－－－－２２２２．．．．単相単相単相単相４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷｋＷｋＷｋＷ電源電源電源電源システムシステムシステムシステム構成表構成表構成表構成表    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「図図図図２２２２－－－－５５５５．．．．単相単相単相単相４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷｋＷｋＷｋＷ電源電源電源電源システムシステムシステムシステム接続図接続図接続図接続図」は単相１０ｋＷの配線図です。 

        単相４～８ｋＷの配線方法については単相４～１０ｋＷ電源システム構成表を参考に 

        配線を行ってください。 
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２２２２．．．．３３３３．．．．２２２２    ３３３３相出力相出力相出力相出力システムシステムシステムシステム（（（（６６６６、、、、１２１２１２１２ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの配線配線配線配線������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

        ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズにてにてにてにて３３３３相相相相システムシステムシステムシステムをををを構成構成構成構成するときのするときのするときのするときの配線方法配線方法配線方法配線方法についてについてについてについて以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

    

    

        

    

    

    

   

 

 ＡＡ２０００ＸＧ２ 

使用台数 

ＡＡ２０００ＸＰ２ 

使用台数 

ＡＡ２０００ＸＢ２ 

使用台数 

ＡＯＰ－１３０ＴＢ 

使用台数 

６ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） ２台（ＰＳ３、５） 使用しない １台 

１２ｋＷ電源システム １台（ＰＳ１） ２台（ＰＳ３、５） ３台（ＰＳ２、４、６） １台 

 

 ＡＯＰ－０１０ＭＤ２（多相ドライバーインターフェイス） 

使用台数 

６ｋＷ電源システム ２枚 

１２ｋＷ電源システム ２枚 

    

                                                    表表表表２２２２－－－－３３３３．．．．３３３３相相相相６６６６、、、、１２１２１２１２ｋＷｋＷｋＷｋＷ電源電源電源電源システムシステムシステムシステム構成表構成表構成表構成表    

    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・電源装置電源装置電源装置電源装置のののの増設増設増設増設のののの配線配線配線配線をををを行行行行ったったったった後後後後はははは必必必必ずずずず正正正正しくしくしくしく配線配線配線配線されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                        

・・・・ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズにてにてにてにて３３３３相相相相１２１２１２１２ｋＷｋＷｋＷｋＷのののの電源電源電源電源システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成をおこなうときはをおこなうときはをおこなうときはをおこなうときは必必必必ずずずず    

    ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢをごをごをごをご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                                                                                                                

・・・・３３３３相相相相１２１２１２１２ｋＷｋＷｋＷｋＷ以上以上以上以上のののの電源電源電源電源システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成についてはについてはについてはについては当社営業部当社営業部当社営業部当社営業部までおまでおまでおまでお問問問問いいいい合合合合わせくださいわせくださいわせくださいわせください。。。。            

・ ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢをををを使用使用使用使用せずせずせずせず３３３３相相相相６６６６ｋＷｋＷｋＷｋＷのののの電源電源電源電源システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成をおこなをおこなをおこなをおこなうときはうときはうときはうときは必必必必ずずずず、、、、                            

各電源各電源各電源各電源のののの「Ｎ」「Ｎ」「Ｎ」「Ｎ」出力端子出力端子出力端子出力端子どうしをどうしをどうしをどうしを接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                            

    出力端子出力端子出力端子出力端子「Ｎ」「Ｎ」「Ｎ」「Ｎ」のののの配線配線配線配線をををを共通共通共通共通にしないとにしないとにしないとにしないと故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。                                                                

・ 出力端子出力端子出力端子出力端子「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」のののの１１１１相相相相をををを接地接地接地接地してごしてごしてごしてご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる場合場合場合場合はははは、、、、線間電圧線間電圧線間電圧線間電圧のののの    

ピークピークピークピーク値値値値がががが６００６００６００６００ＶＶＶＶをををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                        

ただしただしただしただしニュートラルニュートラルニュートラルニュートラル端子端子端子端子をををを接地接地接地接地するするするする場合場合場合場合にはこのにはこのにはこのにはこの制限制限制限制限はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。                                                

！！！！    危危危危    険険険険    

・ アースアースアースアース端子端子端子端子のあるのあるのあるのある負荷負荷負荷負荷をごをごをごをご使用使用使用使用になるときはになるときはになるときはになるときは、、、、負荷負荷負荷負荷ののののアースアースアースアース端子端子端子端子をををを出力端子出力端子出力端子出力端子のののの        へへへへ接続接続接続接続するかするかするかするか、、、、            

独立独立独立独立してしてしてして安全安全安全安全アースアースアースアースへのへのへのへの接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                        
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２２２２．．．．４４４４        出力出力出力出力のののの接続接続接続接続 

  ２２２２．．．．４４４４．．．．１１１１        ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２のののの出力出力出力出力のののの接続接続接続接続 ············································································  

                ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２をををを単体単体単体単体でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの接続方法接続方法接続方法接続方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

        

    

    

    

    

    

    

 

       

 

 

 

    

        負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

      ＯＵＴＰＵＴ（出力端子）のＨ、Ｎから負荷へ配線します。使用する線材の断面積は、 

負荷電流に対して十分余裕のあるものを使用して下さい。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃２０～ＡＷＧ＃６、または０．５ｍｍ２～１０ｍｍ２です。線材の端末（本機側）は 

被覆を１１ｍｍむいて下さい。 

Ｈ、Ｎのケーブル挿入口へ線材をさし込み、上部のビス穴を付属のマイナスドライバーにて 

右（時計回り）に回転させ導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。 

     （推奨トルク：１．５～１．８Ｎｍ） 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

        かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                        

・・・・端子台端子台端子台端子台へのへのへのへの配線配線配線配線のののの接続接続接続接続はしっかりとはしっかりとはしっかりとはしっかりと行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。        

    締締締締めめめめ付付付付けがけがけがけが弱弱弱弱いといといといと端子台端子台端子台端子台がががが発熱発熱発熱発熱しししし、、、、焼損焼損焼損焼損するするするする            

    恐恐恐恐れがれがれがれがありますありますありますあります。。。。                                                                 

 

１１ｍｍ 

 

付属のﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

線材 

    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ 

ＨＨＨＨ    
    

ＮＮＮＮ    
    

 

 

ケーブル挿入口 
導体しめ付け板 

！！！！    危危危危    険険険険    
    

・・・・負荷負荷負荷負荷のののの接続接続接続接続のののの際際際際はははは、、、、本機本機本機本機のののの動作電源動作電源動作電源動作電源がががが遮断遮断遮断遮断されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                    

・・・・本機本機本機本機からからからから電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ではではではでは絶対絶対絶対絶対にににに負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線をををを行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。    

・・・・ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子台端子台端子台端子台のののの導体締導体締導体締導体締しめしめしめしめ付付付付けけけけ用用用用ビスビスビスビスにもにもにもにも出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが印加印加印加印加されますされますされますされます。。。。                                            
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        アースアースアースアース配線配線配線配線����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

  アース端子のある負荷に対しては、本機背面「」より接続してください。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃２０～ＡＷＧ＃６、または０．５ｍｍ２～１０ｍｍ２です。また、線材の端末（本機側）の 

被覆を１１ｍｍむいて下さい。アース端子のケーブル挿入口へ線材をさし込み、上部のビス穴を 

付属のマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。                         

（推奨トルク：１．５～１．８Ｎｍ）                    

！！！！    注注注注    意意意意 
    

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                 

        

    リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング／／／／メータリングメータリングメータリングメータリング ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

        負荷端の電圧を検出して配線の電圧降下を補償する場合（デジタルＡＶＲ）や電圧計測を 

          負荷端で行なう場合はＳＨ，ＳＮを負荷のＨ，Ｎに接続します。 

      リモートセンシング／メータリングに関する詳細は「第第第第４４４４章章章章 ４４４４．．．．２２２２デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ 

     （（（（リモーリモーリモーリモートセンシングトセンシングトセンシングトセンシングによるによるによるによる自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償））））」を参照してください。 
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        ２２２２．．．．４４４４．．．．２２２２        単相単相単相単相システムシステムシステムシステム（（（（４４４４～～～～１０１０１０１０ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力出力出力出力のののの接続接続接続接続 ····································································································  

        ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＧＧＧＧ２２２２、、、、ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ２２２２、ＡＯＰ－、ＡＯＰ－、ＡＯＰ－、ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢをををを使用使用使用使用したしたしたした場合場合場合場合のののの接続方法接続方法接続方法接続方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図２２２２－－－－８８８８．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢ    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子部端子部端子部端子部    

！！！！    危危危危    険険険険    

・・・・ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢのののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについてはＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢ取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                    

・・・・負荷負荷負荷負荷のののの接続接続接続接続のののの際際際際はははは、、、、本機本機本機本機のののの動作電源動作電源動作電源動作電源がががが遮断遮断遮断遮断されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                        

・・・・本機本機本機本機からからからから電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態（（（（ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮＯＮＯＮＯＮ））））ではではではでは絶対絶対絶対絶対にににに負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線をををを行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。            

 
ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞ
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        負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

      ＯＵＴＰＵＴ（出力端子）のＨ、Ｎから負荷へ配線します。使用する線材の断面積は、負荷電流に 

対して十分余裕のあるものを使用して下さい。使用可能な線材は、ＡＷＧ＃６～ＡＷＧ＃０、 

または１６ｍｍ２～５０ｍｍ２です。線材の端末（本機側）は被覆を２４ｍｍむいて下さい。 

Ｈ、Ｎのケーブル挿入口へ線材をさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に 

回転させ導体固定版を上昇させて締め付けて下さい。(推奨トルク：６～８Ｎｍ) 

                        

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                            

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。        

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                             

        アースアースアースアース配線配線配線配線������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

  アース端子のある負荷に対しては、本機背面「」より接続してください。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または１０ｍｍ２～２５ｍｍ２です。 

線材の端末（本機側）の被覆を１９ｍｍむいて下さい。アース端子のケーブル挿入口へ線材をさし込み、

ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ導体固定板を上昇させて締め付けて 

下さい。 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                            

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                             

        リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング／／／／メータリングメータリングメータリングメータリング ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     
       負荷端の電圧を検出して配線の電圧降下を補償する場合（デジタルＡＶＲ）や電圧計測を 

     負荷端で行う場合はＳＨ，ＳＮを負荷のＨ，Ｎに接続します。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

１９ｍｍ 

２４ｍｍ 

ＯＮ 

Ｈ Ｎ  

ＳＨ ＳＮ ＬＯＣＡＬ ＲＥＭＯＴＥ 

ＡＯＰ－１４０ＰＢ 前面 

より線 

負  荷 

Ｈ Ｎ 

図図図図２２２２ーーーー９９９９．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢＰＢＰＢＰＢ負荷配線図負荷配線図負荷配線図負荷配線図    
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２２２２．．．．４４４４．．．．３３３３        ３３３３相相相相システムシステムシステムシステム（（（（６６６６ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力出力出力出力のののの接続接続接続接続（（（（３３３３相相相相４４４４線線線線））））･･････････････････････････ 

    

                ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２、、、、ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２（（（（２２２２台台台台）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－０１００１００１００１０ＭＤＭＤＭＤＭＤ２２２２（（（（２２２２台台台台））））でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの    

        接続方法接続方法接続方法接続方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＡ２０００ＸＧ２出力部 
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ＡＡ２０００ＸＰ２出力部 ＡＡ２０００ＸＰ２出力部 

図図図図２２２２――――１０１０１０１０．．．．３３３３相相相相４４４４線線線線システムシステムシステムシステム（（（（６６６６ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力配線出力配線出力配線出力配線 

ＳＨ，ＳＮの配線はリモートセンシング／メータリングを行うときのみ必要です。  

！！！！    危危危危    険険険険 

・・・・負荷負荷負荷負荷のののの接続接続接続接続のののの際際際際はははは、、、、本機本機本機本機のののの動作電源動作電源動作電源動作電源がががが遮断遮断遮断遮断されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                        

・・・・本機本機本機本機からからからから電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ではではではでは絶対絶対絶対絶対にににに負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線をををを行行行行わないでくわないでくわないでくわないでくださいださいださいださい。。。。            

・・・・ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子台端子台端子台端子台のののの導体締導体締導体締導体締しめしめしめしめ付付付付けけけけ用用用用ビスビスビスビスにもにもにもにも出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが印加印加印加印加されますされますされますされます。。。。                                                                                    

！！！！    注注注注    意意意意    

・ 出力端子出力端子出力端子出力端子「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」のののの１１１１相相相相をををを接地接地接地接地してごしてごしてごしてご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる場合場合場合場合はははは、、、、線間電圧線間電圧線間電圧線間電圧のののの                            

ピークピークピークピーク値値値値がががが６００６００６００６００ＶＶＶＶをををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださってくださってくださってくださいいいい。。。。                                                        

ただしただしただしただしニュートラルニュートラルニュートラルニュートラル端子端子端子端子をををを接地接地接地接地するするするする場合場合場合場合にはこのにはこのにはこのにはこの制限制限制限制限はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    
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        ２２２２．．．．４４４４．．．．４４４４        ３３３３相相相相システムシステムシステムシステム（（（（６６６６ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力出力出力出力のののの接続接続接続接続（（（（３３３３相相相相３３３３線線線線））））················································································  

  

                ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＧＧＧＧ２２２２、、、、ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２（（（（２２２２台台台台）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－）、ＡＯＰ－０１００１００１００１０ＭＤＭＤＭＤＭＤ２２２２（（（（２２２２台台台台））））でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの    

接続方法接続方法接続方法接続方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＡ２０００ＸＧ２出力部 

H N 

ＳＨ ＳＮ 

H N 

ＳＨ ＳＮ 

H N 

ＳＨ ＳＮ 

Ｇ Ｒ Ｓ Ｔ 

負  荷 

 

ＡＡ２０００ＸＰ２出力部 ＡＡ２０００ＸＰ２出力部 

図図図図２２２２――――１１１１１１１１．．．．３３３３相相相相３３３３線線線線システムシステムシステムシステム（（（（６６６６ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力配線出力配線出力配線出力配線 

ＳＨ，ＳＮの配線はリモートセンシング／メータリングを行なうときのみ必要です。    

！！！！    危危危危    険険険険    

・・・・負負負負荷荷荷荷のののの接続接続接続接続のののの際際際際はははは、、、、本機本機本機本機のののの動作電源動作電源動作電源動作電源がががが遮断遮断遮断遮断されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                    

・・・・本機本機本機本機からからからから電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ではではではでは絶対絶対絶対絶対にににに負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線をををを行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。            

・・・・ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子台端子台端子台端子台のののの導体締導体締導体締導体締しめしめしめしめ付付付付けけけけ用用用用ビスビスビスビスにもにもにもにも出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが印加印加印加印加されますされますされますされます。。。。                                                                                        

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力端子出力端子出力端子出力端子「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」のののの１１１１相相相相をををを接地接地接地接地してごしてごしてごしてご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる場合場合場合場合はははは、、、、線間電圧線間電圧線間電圧線間電圧のののの                    

    ピークピークピークピーク値値値値がががが６００６００６００６００ＶＶＶＶをををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                    

    ただしただしただしただしニュートラルニュートラルニュートラルニュートラル端子端子端子端子をををを接地接地接地接地するするするする場合場合場合場合にはこのにはこのにはこのにはこの制限制限制限制限はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    
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    負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

     ＯＵＴＰＵＴ（出力端子）のＲ、Ｓ、Ｔ、Ｎから負荷へ配線します。使用する線材の断面積は、 

負荷電流に対して十分余裕のあるものを使用して下さい。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃２０～ＡＷＧ＃６、または０．５ｍｍ２～１０ｍｍ２です。線材の端末（本機側）は 

被覆を１１ｍｍむいて下さい。 

Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ｎのケーブル挿入口へ線材をさし込み、ビス穴を添付のマイナスドライバーにて 

右（時計回り）に回転させ導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。 

（推奨トルク：１．５～１．８Ｎｍ） 

 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                    

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。        

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                    

・・・・端子台端子台端子台端子台へのへのへのへの配線配線配線配線のののの接続接続接続接続はしっかりとはしっかりとはしっかりとはしっかりと行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

    締締締締めめめめ付付付付けがけがけがけが弱弱弱弱いといといといと端子台端子台端子台端子台がががが発熱発熱発熱発熱しししし、、、、焼損焼損焼損焼損するするするする                        

    恐恐恐恐れれれれがありますがありますがありますがあります。。。。                                                                    

 

    アースアースアースアース配線配線配線配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

  アース端子のある負荷に対しては、本機背面「」より接続してください。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃２０～ＡＷＧ＃６、または０．５ｍｍ２～１０ｍｍ２です。 

線材の端末（本機側）の被覆を１１ｍｍむいて下さい。アース端子のケーブル挿入口へ線材をさし込み、

ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ導体固定版を上昇させ締め付けて下さい。 

 （推奨トルク：１．５～１．８Ｎｍ） 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                 

    

        リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング／／／／メータリングメータリングメータリングメータリング ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

        負荷端の電圧を検出して配線の電圧降下を補償する場合、（デジタルＡＶＲ）や電圧計測を負荷端で 

 負荷端で行う場合はＳＨ，ＳＮを負荷のＲ、Ｓ、Ｔ、Ｎに接続します。 
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２２２２．．．．４４４４．．．．５５５５        ３３３３相相相相システムシステムシステムシステム（（（（６６６６～～～～１２１２１２１２ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）ｋＷ）のののの出力出力出力出力のののの接続接続接続接続    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

                                （ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢをごをごをごをご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合）））） 

  

                            ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＧＧＧＧ２２２２、、、、ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ２２２２（（（（２２２２台台台台），ＡＯＰ－），ＡＯＰ－），ＡＯＰ－），ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢ、ＡＯＰ－ＴＢ、ＡＯＰ－ＴＢ、ＡＯＰ－ＴＢ、ＡＯＰ－０１００１００１００１０ＭＤＭＤＭＤＭＤ２２２２（（（（２２２２台台台台））））でででで    

                    使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの接続方法接続方法接続方法接続方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

図図図図２２２２――――１２１２１２１２．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－．ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢ    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子部端子部端子部端子部    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力端子出力端子出力端子出力端子「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」のののの１１１１相相相相をををを接地接地接地接地してごしてごしてごしてご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる場合場合場合場合はははは、、、、線間電圧線間電圧線間電圧線間電圧のののの                        

    ピークピークピークピーク値値値値がががが６００６００６００６００ＶＶＶＶをををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                        

    ニュートラルニュートラルニュートラルニュートラル端子端子端子端子をををを接地接地接地接地するするするする場合場合場合場合にはこのにはこのにはこのにはこの制限制限制限制限はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

！！！！    危危危危    険険険険    

・・・・ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢのののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについてはＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢ取扱説明取扱説明取扱説明取扱説明書書書書をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                    

・・・・負荷負荷負荷負荷のののの接続接続接続接続のののの際際際際はははは、、、、本機本機本機本機のののの動作電源動作電源動作電源動作電源がされていることをがされていることをがされていることをがされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                

・・・・本機本機本機本機からからからから電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ではではではでは絶対絶対絶対絶対にににに負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線をををを行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。        

・・・・ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子台端子台端子台端子台のののの導体締導体締導体締導体締しめしめしめしめ付付付付けけけけ用用用用ビスビスビスビスにもにもにもにも出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが印加印加印加印加されますされますされますされます。。。。                                                

 ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ケーブル挿入口 

導体固定板 

線材 
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    負荷配線負荷配線負荷配線負荷配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

     ＯＵＴＰＵＴ（出力端子）のＲ、Ｓ、Ｔ、Ｎから負荷へ配線します。使用する線材の断面積は、 

    負荷電流に対して十分余裕のあるものを使用して下さい。使用可能な線材は、 

    ＡＷＧ＃６～ＡＷＧ＃０、または１６ｍｍ２～５０ｍｍ２です。 

    線材の端末（本機側）は被覆を２４ｍｍむいて下さい。 

    Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ｎのケーブル挿入口へ線材をさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り） 

    回転させ導体固定板を上昇させて締め付けて下さい。（推奨トルク：６～８Ｎｍ） 

 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。            

    かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                    

・・・・端子台端子台端子台端子台へのへのへのへの配線配線配線配線のののの接続接続接続接続はしっかりとはしっかりとはしっかりとはしっかりと行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。            

    締締締締めめめめ付付付付けがけがけがけが弱弱弱弱いといといといと端子台端子台端子台端子台がががが発熱発熱発熱発熱しししし、、、、焼損焼損焼損焼損するするするする    

恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。                                                                    

 

    アースアースアースアース配線配線配線配線 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

 アース端子のある負荷に対しては、本機背面「」より接続してください。使用可能な線材は、 

ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または１０ｍｍ２～２５ｍｍ２です。 

線材の端末（本機側）の被覆を１９ｍｍむいて下さい。アース端子のケーブル挿入口へ線材をさし込み 

ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ導体固定板を上昇させ締め付けて下さい。 

（推奨トルク：４～４．５Ｎｍ） 

 

！！！！    注注注注    意意意意 

・・・・線材線材線材線材はよりはよりはよりはより線線線線のものをのものをのものをのものを使用使用使用使用することすることすることすること。。。。                                

・・・・線材線材線材線材のののの端末端末端末端末（（（（本機側本機側本機側本機側））））はははは半田処理半田処理半田処理半田処理をををを行行行行わないことわないことわないことわないこと。。。。        

かんかんかんかん合不良合不良合不良合不良になることがありますになることがありますになることがありますになることがあります。。。。                                    

    

    リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング／／／／メータリングメータリングメータリングメータリング ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

     負荷端の電圧を検出して配線の電圧降下を補償する場合、（デジタルＡＶＲ）や電圧計測を 

    負荷端で行う場合はＳＨ，ＳＮを負荷のＲ、Ｓ、Ｔ、Ｎに接続します。 

 

 

１９ｍｍ 

２４ｍｍ 
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  ３３３３相相相相４４４４線式線式線式線式のののの場合場合場合場合：：：：    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ Ｎ （Ｇ） 

３三相接続ボックス フロントパネ

ル 

より線 

負  荷 

 

Ｒ Ｓ 

ＲＥＭＯＴＥ 

Ｒ Ｔ Ｇ Ｎ 

ＬＯＣＡＬ ＲＥＭＯＴＥ ＳＨ ＳＮ 

ＬＯＣＡＬ ＲＥＭＯＴＥ ＳＨ ＳＮ 

ＯＵＴＰＵＴ 

Ｓ 

ＬＯＣＡＬ ＳＨ ＳＮ 

図図図図２２２２――――１３１３１３１３．．．．ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢをををを使用使用使用使用したしたしたした出力配線出力配線出力配線出力配線（（（（３３３３相相相相４４４４線式線式線式線式））））    
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  ３３３３相相相相３３３３線式線式線式線式のののの場合場合場合場合：：：：    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＯＰ－１３０ＴＢに 

付属しているケーブル 

ＳＨ ＳＮ 

ＳＨ ＳＮ 

ＳＨ ＳＮ 

Ｔ (Ｇ) 

３三相接続ボックス フロントパネル 

負  荷 

 

Ｒ Ｓ 

ＲＥＭＯＴＥ 

Ｒ Ｔ Ｇ Ｎ 

ＬＯＣＡＬ ＲＥＭＯＴＥ 

ＬＯＣＡＬ ＲＥＭＯＴＥ 

ＯＵＴＰＵＴ 

Ｓ 

ＬＯＣＡＬ 

図図図図２２２２――――１４１４１４１４．．．．ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢＴＢＴＢＴＢをををを使用使用使用使用したしたしたした出力配線出力配線出力配線出力配線（（（（３３３３相相相相３３３３線式線式線式線式））））    
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        ２２２２....５５５５        動作開始動作開始動作開始動作開始／／／／動作終了動作終了動作終了動作終了 

 

  ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２システムシステムシステムシステムのののの動作開始動作開始動作開始動作開始／／／／動作終了動作終了動作終了動作終了についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        ２２２２....５５５５....１１１１        動作開始動作開始動作開始動作開始    ········································································································································································································································  

 

  手順手順手順手順１１１１．．．．動作電源（商用電源ＡＣ９０Ｖ～２５０Ｖ）を投入します。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．本機前面下部にある電源スイッチ③を「オンオンオンオン」（｜｜｜｜側側側側をををを押押押押すすすす）にします。 

      「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲランプランプランプランプ」（緑色）③が点灯します。 

  手手手手順順順順３３３３．．．．ＡＡ２０００ＸＧ２の入力電源スイッチをオンにすると本機の「ファンモータ」⑦が回転を始め、 

      約３秒後に液晶表示器⑩が点灯し、下記の初期画面を表示します。 

      このとき、コントローラ右下の「ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ」ランプが橙色に点灯します。 

      下記の状態はウォームアップ中のため、本機を操作することはできません。 

 

ANALYZING AC POWER SUPPLY

AA2000XG2

  

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・「「「「ＰＯＷＰＯＷＰＯＷＰＯＷＥＲＥＲＥＲＥＲランプランプランプランプ」」」」がががが点灯点灯点灯点灯しないしないしないしない場合場合場合場合はははは、、、、本機入力本機入力本機入力本機入力    にににに電源電圧電源電圧電源電圧電源電圧「「「「単相単相単相単相ＡＣＡＣＡＣＡＣ９９９９００００～～～～２５０２５０２５０２５０ＶＶＶＶ    

    ４５４５４５４５～～～～６５６５６５６５Ｈｚ」Ｈｚ」Ｈｚ」Ｈｚ」がががが供給供給供給供給されていることをされていることをされていることをされていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                            

・・・・動作電源入力動作電源入力動作電源入力動作電源入力がががが正常正常正常正常であるにもかかわらずであるにもかかわらずであるにもかかわらずであるにもかかわらず「「「「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲランプランプランプランプ」」」」がががが点灯点灯点灯点灯しないしないしないしない場合場合場合場合はははは、、、、本機本機本機本機のののの    

    故障故障故障故障がががが考考考考えられますのでえられますのでえられますのでえられますので、、、、配電盤配電盤配電盤配電盤ののののスイッチスイッチスイッチスイッチをををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしにしにしにし当社営業部当社営業部当社営業部当社営業部までごまでごまでごまでご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください。。。。                                

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・単相単相単相単相４４４４ＫＷＫＷＫＷＫＷ以上以上以上以上またはまたはまたはまたは３３３３相出力相出力相出力相出力システムシステムシステムシステムのののの場合場合場合場合ははははＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ２２２２のののの電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを「「「「オンオンオンオン」」」」ににににするするするする    

    前前前前ににににＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＰＰＰＰ２２２２またはまたはまたはまたはＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＢＢＢＢ２２２２のののの入力電源入力電源入力電源入力電源スイッチスイッチスイッチスイッチがががが「「「「オンオンオンオン」」」」のののの位置位置位置位置にににになっているなっているなっているなっている    

        ことをことをことをことを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                                                        

    ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＰＰＰＰ２２２２またはまたはまたはまたはＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＸＸＸＢＢＢＢ２２２２のののの入力電源入力電源入力電源入力電源スイッチスイッチスイッチスイッチがががが「「「「オフオフオフオフ」」」」になっていますとになっていますとになっていますとになっていますと    

    「「「「オーバーロードランプオーバーロードランプオーバーロードランプオーバーロードランプ」」」」がががが点灯点灯点灯点灯しますしますしますします。。。。    

    このこのこのこの状態状態状態状態でででで出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてもにしてもにしてもにしても出力出力出力出力しませんしませんしませんしません。。。。    

・・・・本機本機本機本機からからからから異常音異常音異常音異常音、、、、発煙発煙発煙発煙、、、、異臭異臭異臭異臭などがなどがなどがなどが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、直直直直ちにちにちにちに電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ及及及及びびびび配電盤配電盤配電盤配電盤ののののスイッチスイッチスイッチスイッチをををを    

「「「「オフオフオフオフ」」」」にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。                                                                                                                                            
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  手順手順手順手順４４４４．．．．約３０秒すると「ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ」ランプが緑色に変化し、初期画面にファームウェアバージョンが 

      表示され、以下の「ＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍ    ＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面へ移行します。 

       「ＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍＳｙｓｔｅｍ    ＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面にはシステムの概略設定が表示されます。 

      この状態で本機のキー操作が可能になります。 

       

 

ANALYZING AC POWER SUPPLY

AA2000XG2

AA2000XG2
System Construction

SYSTEM
PHASE
TOTAL POWER

VOLTAGE SETUP

FREQUENCY SETUP

= MASTER

WAVEFORM

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

= 1

=    0.0V

= 2 kW

=  60.00Hz

= SIN

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順５５５５．．．．前回ご使用時とシステム構成（並列台数）が異なっている場合、以下の確認画面が表示されます。 

      確認画面に表示された並列台数が現在の並列台数と一致している場合は、キーを押して       

      並列台数変更を認証してください。 

 

 

 

 

 

 

        ・・・・＊＊＊＊１１１１：：：：前回前回前回前回ごごごご使用時使用時使用時使用時のののの並列台数並列台数並列台数並列台数    

        ・・・・＊＊＊＊２２２２：：：：今回起動時今回起動時今回起動時今回起動時にににに検出検出検出検出したしたしたした並列台数並列台数並列台数並列台数    

 

 

 

 

＊＊ ＡＴＥＮＴＩＯＮ ＊＊ 

Ｐａｒａｌｌｅｌ ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ ｎｕｍｂｅｒ ｏｖｅｒ 

ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ ｔｏ ｔｈｅ ｌａｓｔ ｓｅｔｕｐ， 

ｗａｓ（＊１）．ｎｏｗ，（＊２）． Ｄｏ ｙｏｕ ｐｒｏｃｅｅｄ？ 

ＹＥＳ ： ＥＸＥＣ ｋｅｙ Ｎｏ ： ＥＳＣ ｋｅｙ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・本機本機本機本機はははは並列台数並列台数並列台数並列台数のののの自動検出機能自動検出機能自動検出機能自動検出機能をををを装備装備装備装備しておりますしておりますしておりますしております。。。。    

    このためこのためこのためこのため前回前回前回前回ごごごご使用時使用時使用時使用時とととと並列台数並列台数並列台数並列台数がががが異異異異なるなるなるなる場合場合場合場合ははははシステムシステムシステムシステム構成構成構成構成（（（（並列台数並列台数並列台数並列台数））））変更変更変更変更のののの    

    確認画面確認画面確認画面確認画面がががが表示表示表示表示されますのでされますのでされますのでされますので、、、、手順手順手順手順５５５５にににに従従従従いいいい設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                    

・・・・並列台数異常並列台数異常並列台数異常並列台数異常やややや本機本機本機本機ののののセルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック異常異常異常異常がががが検出検出検出検出されたされたされたされた場合場合場合場合はははは、、、、エラーコードエラーコードエラーコードエラーコードがががが            

 表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。エラーコードエラーコードエラーコードエラーコードをごをごをごをご確認確認確認確認のののの上上上上、、、、弊社弊社弊社弊社営業部営業部営業部営業部またはまたはまたはまたはカスタマーセンターカスタマーセンターカスタマーセンターカスタマーセンターまでまでまでまで    

ごごごご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください。。。。    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：実際の並列台数と検出された並列台数が異なる場合は、 

                        「ＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲＢＯＯＳＴＥＲ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬケーブルケーブルケーブルケーブル」がしっかり接続されている 

                         ことを確認してください。ケーブルの接続に関しては 

                        「第第第第２２２２章章章章    ２２２２．．．．３３３３    システムシステムシステムシステムのののの接続接続接続接続」を参照してください。 
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        ２２２２....５５５５....２２２２    システムシステムシステムシステムのののの設定設定設定設定    ····················································································································································································································    

  

            ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズをををを２２２２相相相相、、、、またはまたはまたはまたは３３３３相相相相構成構成構成構成でででで初初初初めてめてめてめて使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合はははは次次次次のののの手順手順手順手順ででででシステムシステムシステムシステムのののの    

            初期設定初期設定初期設定初期設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。ただしただしただしただし、、、、完成完成完成完成システムシステムシステムシステムとしてごとしてごとしてごとしてご購入購入購入購入されたされたされたされた場合場合場合場合はははは、、、、工場工場工場工場にてにてにてにて    

            初期設定初期設定初期設定初期設定がががが行行行行われてわれてわれてわれていますいますいますいます。。。。 

 

システムシステムシステムシステムのののの設定方法設定方法設定方法設定方法    
 

  手順手順手順手順１１１１．．．．初期画面を表示している状態で    キーを押すと、メインメニュー画面に切り替わります。   

      メニュー内では  、  キーでメニュー項目を選択し  キー、キーで確定させます。 

      選択されているメニュー項目は反転表示されます。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．メニュー項目「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」内の「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」を選択します。 

 

MENU

SYSTEM DESIGNATION

INTERFACE

OPTION

VERSION

INITIALIZE

PROGRAM

PROTECTION

SETUP MEMORY

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PHASE MASTER

POWER AMPLIFIER

SYSTEM MASTER

DESIGNATION

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

▼

 

 

  手順手順手順手順３３３３．．．．「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」画面ではカーソルを「ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ    ＭＡＳＴＥＲＭＡＳＴＥＲＭＡＳＴＥＲＭＡＳＴＥＲ」に移動し、 

      キーを押すと「ＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面が上書き表示されます。 

  

Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

ＰＨＡＳＥ ＊ 

ＴＯＴＡＬ ＰＯＷＥＲ      ＊＊ｋＷ 

  

  手順手順手順手順４４４４．．．．「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」はシステムの相構成を示しています。 

          、    キーで選択し、キーで確定させます。 

      単相システムでご使用の場合は「１１１１」 

      ２相システムでご使用の場合は「２２２２（Ｐ＝（Ｐ＝（Ｐ＝（Ｐ＝１８０１８０１８０１８０））））」、または「２２２２Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝９０９０９０９０））））」を選択します。 

        「２２２２（Ｐ＝（Ｐ＝（Ｐ＝（Ｐ＝１８０１８０１８０１８０））））」はＲ相、Ｓ相の位相差が１８０度、 

        「２２２２Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝Ｍ（Ｐ＝９０９０９０９０））））」はＲ相、Ｓ相の位相差が９０度を表しています。 

        ９０、１８０度以外の設定は「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．５５５５    多相多相多相多相システムシステムシステムシステム時時時時のののの位相差位相差位相差位相差、、、、電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定」を 

          参照してください。  

      ３相システムでご使用の場合は「３３３３」を設定します。 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＭＥＮＵ 
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  手順手順手順手順５５５５．．．．    、    キーで設定を変更し、キーを押すと以下の確認画面が表示されますので、 

      実行する場合は キーを押して確定してください。 

 

 

 

 

      キャンセルする場合は   キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  ２２２２....５５５５....３３３３        動作終了動作終了動作終了動作終了    ············································································································································································································································  

     任意の画面で動作終了できます。 

     各パラメータの設定終了から「１０１０１０１０秒秒秒秒」待ってからマスター機（ＡＡ２０００ＸＧ２）の 

     電源スイッチ③を「オフオフオフオフ」（○○○○側側側側をををを押押押押すすすす）にします。  

  

  

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｐｈａｓｅ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｃｈａｎｇｅ？ 

Ｙｅｓ： ＥＸＥＣＵＴＥ ｋｅｙ Ｎｏ： ＥＳＣ ｋｅｙ 

ＥＳＣ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチのののの「「「「オフオフオフオフ」」」」はははは必必必必ずずずず、、、、パラメータパラメータパラメータパラメータ設定終了設定終了設定終了設定終了からからからから１０１０１０１０秒間待秒間待秒間待秒間待ってってってって行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

本機本機本機本機ははははパラメータパラメータパラメータパラメータのののの設定設定設定設定からからからから１０１０１０１０秒間設定秒間設定秒間設定秒間設定のののの変更変更変更変更がないとがないとがないとがないと各各各各パラメータパラメータパラメータパラメータのののの最終設定値最終設定値最終設定値最終設定値をををを    

内部内部内部内部メモリメモリメモリメモリにににに更新更新更新更新しますしますしますします。。。。    

    このためこのためこのためこのため設定変更後設定変更後設定変更後設定変更後すぐにすぐにすぐにすぐに電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にするとにするとにするとにすると次回起動時次回起動時次回起動時次回起動時にににに前回前回前回前回ごごごご使用使用使用使用のののの            

 設定設定設定設定パラメータパラメータパラメータパラメータがががが異異異異なるなるなるなる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ」は、電源起動時の並列台数検出にて 

         認証された台数に応じて自動設定されます。 
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基本操作 
         
 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

この章では、本機の電圧、周波数、波形選択、出力の「オン／オフ」など基本操作に 

関する説明を行います。 

 

３．１ 各設定の初期化（ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ） �����������������������������������������������６４ 

３．２ 電圧の基本設定 �����������������������������������������������������������������������������６６ 

３．３ 周波数の基本設定 ��������������������������������������������������������������������������７３ 

３．４ 出力のオン／オフ ��������������������������������������������������������������������������７８ 

３．５ 多相システム時の位相差、電圧の設定（２相、３相システムご使用のみ） �������８０ 

３．６ メニュー画面 ��������������������������������������������������������������������������������８２ 

３．７ 波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）の切り替え ����������������������������������������������������８６ 

３．８ カップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の切り替え ����������������������������������������８８ 

３．９ 電流リミッタの設定 �����������������������������������������������������������������������８９ 

３．１０ 計測画面について ������������������������������������������������������������������������９０ 

３．１１ 計測モードの設定 �����������������������������������������������������������������������９１ 
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  ３３３３．．．．１１１１    各設定各設定各設定各設定のののの初期化初期化初期化初期化（ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ）（ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ）（ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ）（ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ） ···································································································································· 

 

   ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズはははは前回使用前回使用前回使用前回使用したしたしたした設定値設定値設定値設定値（（（（PARAMETERPARAMETERPARAMETERPARAMETER）、）、）、）、波形波形波形波形データデータデータデータ（（（（WAVEWAVEWAVEWAVE）、）、）、）、プログラムデータプログラムデータプログラムデータプログラムデータをををを    

        本機内部本機内部本機内部本機内部メモリメモリメモリメモリにににに保存保存保存保存していますしていますしていますしています。。。。工場出荷時工場出荷時工場出荷時工場出荷時のののの状態状態状態状態にするにはにするにはにするにはにするには下記手順下記手順下記手順下記手順にににに従従従従いいいい、、、、初期化初期化初期化初期化をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  初期化初期化初期化初期化はははは次次次次のののの４４４４種類種類種類種類からからからから選択選択選択選択することができますすることができますすることができますすることができます。。。。  

     １．ＲＥＢＯＯＴ ＯＮＬＹ：動作プログラムの再立ち上げを行います。 

  

     ２．ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ ＯＮＬＹ：：：：設定値（電圧、周波数、プログラムデータ）を消去します。 

  

     ３．ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ＆ＷＡＶＥ ＲＡＭ：設定値（電圧、周波数、プログラムデータ）と 

                       波形データ（任意波形）を消去します。 

 

     ４．ＡＬＬ ＢＡＣＫＵＰ ＭＥＭＯＲＹ：すべての設定値、波形データを消去し工場出荷時の状態にします。 

 

    

                    以下以下以下以下にににに工場出荷時工場出荷時工場出荷時工場出荷時のののの主主主主なななな設定設定設定設定をををを示示示示しましましましますすすす。。。。        

    

                ・・・・ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ        「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」    

                ・・・・電圧電圧電圧電圧                        「「「「００００．．．．００００Ｖ」Ｖ」Ｖ」Ｖ」        

                ・・・・電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジ            「「「「１５０１５０１５０１５０Ｖ（Ｌｏ）」Ｖ（Ｌｏ）」Ｖ（Ｌｏ）」Ｖ（Ｌｏ）」    

                ・・・・周波数周波数周波数周波数                    「「「「６０６０６０６０．．．．００００００００Ｈｚ」Ｈｚ」Ｈｚ」Ｈｚ」    

                ・・・・波形波形波形波形                        「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」    

                ・・・・カップリングカップリングカップリングカップリング        「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」    

                ・・・・電圧表示電圧表示電圧表示電圧表示モードモードモードモード    「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」    

                ・・・・電流表示電流表示電流表示電流表示モードモードモードモード    「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」「ＲＭＳ」        

                ・・・・動作動作動作動作モードモードモードモード            「ＣＶ」「ＣＶ」「ＣＶ」「ＣＶ」    

                ・・・・出力電力出力電力出力電力出力電力                「「「「２２２２ｋＷ」ｋＷ」ｋＷ」ｋＷ」    

                ・・・・ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ            「「「「１１１１（（（（単相単相単相単相）」）」）」）」    

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・初期化初期化初期化初期化のののの操作操作操作操作によりによりによりにより消去消去消去消去されたされたされたされた設定値設定値設定値設定値、、、、波形波形波形波形データデータデータデータ、、、、プログラムデータプログラムデータプログラムデータプログラムデータのののの復元復元復元復元はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。    

    初期化初期化初期化初期化するするするする前前前前にににに各設定値各設定値各設定値各設定値のののの確認確認確認確認をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                            

・・・・３３３３相相相相、、、、またはまたはまたはまたは単相単相単相単相４４４４ｋＷｋＷｋＷｋＷ以上以上以上以上ののののシステムシステムシステムシステムをごをごをごをご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合でででで下記下記下記下記４４４４（ＡＬＬ（ＡＬＬ（ＡＬＬ（ＡＬＬ    ＢＡＣＫＵＰＢＡＣＫＵＰＢＡＣＫＵＰＢＡＣＫＵＰ    ＭＥＭＯＲＹ）ＭＥＭＯＲＹ）ＭＥＭＯＲＹ）ＭＥＭＯＲＹ）    

    初期化初期化初期化初期化をををを実行実行実行実行したときはしたときはしたときはしたときは、、、、必必必必ずずずずシステムシステムシステムシステムのののの再設定再設定再設定再設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                        

    システムシステムシステムシステムのののの設定設定設定設定はははは「「「「第第第第２２２２章章章章．．．．２２２２．．．．５５５５．．．．２２２２    システムシステムシステムシステムのののの設定設定設定設定」」」」をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

AA2000**
System Construction

SYSTEM
PHASE
TOTAL POWER

VOLTAGE SETUP

FREQUENCY SETUP

= MASTER

WAVEFORM

= 1

=    0.0V

= 2 kW

=  60.00Hz

= SIN

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

初期設定画面 
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   手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面にて「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→「ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ」にカーソルを移動し、 

          キー、または キーを押します。    

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ    ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順３３３３．．．．ご希望の項目にカーソルを移動し、キーを押すと以下の確認画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順４４４４．．．．キーを押すと初期化が実行されます。キャンセルする場合は、   キーを押してください。 

 

ＥＳＣ 

MENU

INTERFACE

OPTION

VERSION

SYSTEM DESIGNATION

INITIALIZE

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

SETUP MEMORY

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

SYSTEM INITIALIZE

REBOOT ONLY         :

PARAMETER ONLY      :

PARAMETER & WAVE RAM:

ALL BACKUP MEMORY   :

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

** ATTENTION **
INITIALIZE ?

YES:EXECUTE key

NO :ESC key
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  ３３３３．．．．２２２２    電圧電圧電圧電圧のののの基本設定基本設定基本設定基本設定    ································································································································································································································  

     出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧、、、、電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジ等等等等のののの設定設定設定設定をををを行行行行いまいまいまいますすすす。。。。    

    

        

    

    

        

        ・・・・ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズのののの電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定はははは出力波形出力波形出力波形出力波形ががががＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ波波波波（（（（交流交流交流交流））））及及及及びびびび±±±±ＤＣ（ＤＣ（ＤＣ（ＤＣ（直流直流直流直流））））のときののときののときののときの    

            実効値実効値実効値実効値にてにてにてにて行行行行いますいますいますいます。。。。    

    

    

    

    

 

                    操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

      電圧設定画面（ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下に電圧設定画面（ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）の機能および操作方法を示します。   

  

  「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」：電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます    ················································· 

    手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶＯＬＶＯＬＶＯＬＶＯＬＴＡＧＥＴＡＧＥＴＡＧＥＴＡＧＥ」に移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キー、    、   、ファンクションキーで電圧値の設定を行います。 

          ・数値キーによる設定方法 

         数値キーにより電圧値を入力し、キーを押すと決定されます。 

        ・    、    キーによる設定方法 

           、  キーを押して数値の桁を選択し    、   キーを押すごとに 

         電圧が増減します。（キーを押さなくても電圧が変化します。） 

         ・ファンクションキーによる設定方法 

             ～    キーを押すと画面下部に表示された固定値が入力され、キーを 

         押すと決定されます。   を押すと固定値のメニューが変化します。 

        ・電圧値は０．１Ｖステップで設定が行えます。（相電圧設定時）  

 

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定にはにはにはにはＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シシシシリーズリーズリーズリーズをごをごをごをご使用使用使用使用になるになるになるになる上上上上でででで重要重要重要重要なななな要素要素要素要素がががが含含含含まれていますまれていますまれていますまれています。。。。    

    このこのこのこの項目項目項目項目でででで説明説明説明説明するするするする機能機能機能機能、、、、使用方法使用方法使用方法使用方法をををを十分十分十分十分にににに理解理解理解理解してからごしてからごしてからごしてからご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                                    

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・任意波形任意波形任意波形任意波形（（（（ＡＲＢ＊ＡＲＢ＊ＡＲＢ＊ＡＲＢ＊））））はははは作成方法作成方法作成方法作成方法によりによりによりにより電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値とととと出力電圧値出力電圧値出力電圧値出力電圧値がががが異異異異なるなるなるなる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。    

    任意波形任意波形任意波形任意波形のののの作成作成作成作成についてはについてはについてはについてはアプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフトのののの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。            

ＶＯＬＴ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ５ 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  「「「「ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ    ＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥ」：」：」：」：電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの切切切切りりりり替替替替えをえをえをえを行行行行いますいますいますいます    ···································································································· 

                ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズはごはごはごはご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる電圧値電圧値電圧値電圧値にににに応応応応じてじてじてじて、、、、電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジをををを切切切切りりりり替替替替えるえるえるえる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

            各各各各レンジレンジレンジレンジのののの電圧出力範囲電圧出力範囲電圧出力範囲電圧出力範囲をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

                                                            ＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジ：（：（：（：（００００～～～～３００３００３００３００ＶＶＶＶＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ／／／／±±±±４００４００４００４００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）    

                                                            ＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジ：（：（：（：（００００～～～～１５０１５０１５０１５０ＶＶＶＶＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ／／／／±±±±２００２００２００２００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ） 

  

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ    ＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥ」に移動させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーを押して電圧レンジを切り替え、キーを押し決定します。 

    手順手順手順手順３３３３．．．．キーを押すと本機の液晶表示器⑪の電圧レンジ表示が切り替わります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力出力出力出力がががが「「「「オンオンオンオン」」」」のののの時時時時にににに電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジをををを切切切切りりりり替替替替えますとえますとえますとえますと、、、、出力出力出力出力はははは「「「「オフオフオフオフ」」」」となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

・・・・電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジををををＨｉＨｉＨｉＨｉ（（（（３００３００３００３００Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）レンジレンジレンジレンジからからからからＬｏＬｏＬｏＬｏ（（（（１５０１５０１５０１５０Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）レンジレンジレンジレンジへへへへ切切切切りりりり替替替替えるとえるとえるとえると    

    電圧電圧電圧電圧のののの設定値設定値設定値設定値はははは「「「「００００ＶＶＶＶ」」」」になりますになりますになりますになります。。。。    

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」はははは「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」にににに設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

    「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」はははは非同期非同期非同期非同期のののの高調波高調波高調波高調波をををを重畳重畳重畳重畳させるさせるさせるさせる時時時時にににに使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(300.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS
Hi

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  「ＰＨＡＳＥ」：「ＰＨＡＳＥ」：「ＰＨＡＳＥ」：「ＰＨＡＳＥ」：電圧電圧電圧電圧をををを設定設定設定設定するするするする相相相相とととと相電圧相電圧相電圧相電圧、、、、線間線間線間線間電圧電圧電圧電圧をををを選択選択選択選択しますしますしますします    ································································     

                                        ((((２２２２、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステムごごごご使用時使用時使用時使用時))))    

    

            手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

    手順手順手順手順２２２２．．．．     、    を押して設定相を切り替え、キーを押して決定します。 

 

 

 

 

     手順手順手順手順３３３３．．．．３相システムの場合は下記の設定が行えます。 

        平衡平衡平衡平衡モードモードモードモード（（（（ＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥ））））                ：：：：Ｎ－Ｌ（Ｎ－Ｌ（Ｎ－Ｌ（Ｎ－Ｌ（中性点中性点中性点中性点－－－－ライブライブライブライブ間間間間））））    

                                                                                                        ＬＬＬＬ－Ｌ（－Ｌ（－Ｌ（－Ｌ（ライブライブライブライブ－－－－ライブライブライブライブ間間間間））））    

        不平衡不平衡不平衡不平衡モードモードモードモード（（（（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥ    ））））    ：：：：Ｎ－Ｒ（Ｎ－Ｒ（Ｎ－Ｒ（Ｎ－Ｒ（中性点中性点中性点中性点－Ｒ－Ｒ－Ｒ－Ｒ相間相間相間相間））））    

                                                                                                                Ｎ－Ｓ（Ｎ－Ｓ（Ｎ－Ｓ（Ｎ－Ｓ（中性点中性点中性点中性点－Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ相間相間相間相間））））    

                                                                                                                    Ｎ－Ｔ（Ｎ－Ｔ（Ｎ－Ｔ（Ｎ－Ｔ（中性点中性点中性点中性点－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ相間相間相間相間））））    

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：単相システムの場合はＲ相（Ｎ－Ｒ）のみの設定となり、 

       設定相の切り替えは行えません。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：不平衡モードでご使用になられる場合は「第第第第３３３３章章章章    ５５５５．．．．多相多相多相多相  

       システムシステムシステムシステム時時時時のののの位相差位相差位相差位相差、、、、電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定」を参照してください。 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Hi(300.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

N-R

0.0VRMS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        「「「「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ」」」」：：：：出力波形出力波形出力波形出力波形にににに直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧をををを重畳重畳重畳重畳しますしますしますします    ········································································································  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、   を押して、ＥＮＡ（有効）／ＤＩＳ（無効）を「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に切り替え、 

       キーを押して決定します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．ＤＣオフセット重畳は「カップリングカップリングカップリングカップリング」を「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」で使用する必要があります。      

       カップリングを「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」に設定した状態で切り替えを行いますと、以下の警告が表示されますので、 

          キーで「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」に切り替え、キーを押し決定します。 

 

 

 

 

   手順手順手順手順４４４４．．．．「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦＳＥＴＳＥＴＳＥＴＳＥＴ」には出力レンジがありますので  キーを押し（Ｌｏ／Ｈｉ）に移動させます。 

           、   でご希望の電圧レンジに切り替え、キーを押して決定してください。 

   手順手順手順手順５５５５．．．．各レンジの最大オフセット電圧を下記に示します。 

         ＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±４０４０４０４０００００....００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００....２２２２ＶＶＶＶ 

         ＬＬＬＬｏｏｏｏレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±４０４０４０４０....００００００００ＶＶＶＶ    、、、、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００....０２０２０２０２ＶＶＶＶ 

   手順手順手順手順６６６６．．．．  キーを押し（＊＊＊＊Ｖ）に移動させます。   

          、   キー、数値キーで設定値を切り替え、キーを押して決定します。 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

＋／－ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・ＤＣＤＣＤＣＤＣオフセットオフセットオフセットオフセット重畳重畳重畳重畳をををを行行行行うううう場合場合場合場合はははは必必必必ずずずず「「「「カップリングカップリングカップリングカップリング」」」」をををを「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」にににに切切切切りりりり替替替替えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。    

    設定設定設定設定をををを行行行行いませんといませんといませんといませんとオフセットオフセットオフセットオフセット加算分加算分加算分加算分ははははキャンセルキャンセルキャンセルキャンセルされますされますされますされます。。。。                                                        

・ 「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ」のののの設定値設定値設定値設定値とととと交流波形交流波形交流波形交流波形ののののピークピークピークピーク値値値値のののの合計合計合計合計がががが電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大出力最大出力最大出力最大出力    

 電圧値電圧値電圧値電圧値をををを超超超超えないようしてくださいえないようしてくださいえないようしてくださいえないようしてください。。。。    

    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大出力電圧値最大出力電圧値最大出力電圧値最大出力電圧値をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合はははは「「「「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」」」」ランプランプランプランプがががが点灯点灯点灯点灯しししし、、、、    

    出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」になりますになりますになりますになります。。。。                                                                                                                                                    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ＤＣオフセットレンジをＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジからＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジに変更すると、ＤＣオフセットの 

       設定値が「００００ＶＶＶＶ」になります。 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS

ENA

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

Press +/- then EXEC for change.
    COUPLING STATE is AC.
       ** ATTENTION **

         coupling<AC>
 Press OTHER KEY for no-change.

AC

Press +/- then EXEC for change.
    COUPLING STATE is AC.
       ** ATTENTION **

         coupling<AC>
 Press OTHER KEY for no-change.

DC
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  「「「「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ」：」：」：」：電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値をををを変更変更変更変更したときにしたときにしたときにしたときに、、、、変更前変更前変更前変更前からからからから変更後変更後変更後変更後のののの電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値にににに    

                                                        達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの変化率変化率変化率変化率をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                                                変化率変化率変化率変化率＝＝＝＝電圧電圧電圧電圧（（（（ＶＶＶＶ）／）／）／）／時間時間時間時間（（（（ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ））））でででで表表表表されますされますされますされます。。。。    

            このこのこのこの機能機能機能機能はははは、、、、電圧電圧電圧電圧のののの設定値設定値設定値設定値をををを変更変更変更変更したときにしたときにしたときにしたときに、、、、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを急激急激急激急激にににに変化変化変化変化させたくないさせたくないさせたくないさせたくない場合場合場合場合にににに    

        使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

  手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーを押して、ＥＮＡ（有効）／ＤＩＳ（無効）を「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に切り替え、 

       キーを押して決定します。 

 

  手順手順手順手順３３３３．．．．      キーを押し（＊＊＊＊＊＊＊＊ＶＶＶＶ////secsecsecsec）に移動させます。 

               、    キー、数値キーでご希望の設定値に切り替え、 

       キーを押して決定します。 

          設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１１１１～～～～１００１００１００１００ＶＶＶＶ////ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能１１１１Ｖ／ｓｅｃＶ／ｓｅｃＶ／ｓｅｃＶ／ｓｅｃ 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」からからからから「「「「オフオフオフオフ」、」、」、」、またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」からからからから「「「「オンオンオンオン」」」」にしたときはこのにしたときはこのにしたときはこのにしたときはこの機能機能機能機能はははは    

無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。このときはこのときはこのときはこのときはソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ機能機能機能機能「「「「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１ソフトソフトソフトソフト    

スタートスタートスタートスタート／／／／ストップストップストップストップ」」」」がががが有効有効有効有効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

・・・・電圧電圧電圧電圧トランジショントランジショントランジショントランジション機能実行中機能実行中機能実行中機能実行中はははは、、、、他他他他のののの設定設定設定設定のののの変更変更変更変更はははは行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。                                

・・・・電圧電圧電圧電圧トランジショントランジショントランジショントランジション実行中実行中実行中実行中にににに変化率変化率変化率変化率をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、次回次回次回次回からからからから有効有効有効有効となりますとなりますとなりますとなります。。。。        

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

N-R

0.0VRMS

ENA

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        「「「「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（メインメインメインメイン（（（（主主主主））））シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定とととと    

                                                                                                                ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（サブサブサブサブ（（（（副副副副））））シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定をををを切切切切りりりり替替替替えますえますえますえます。。。。 

                  「ＭＡＩＮ」 ：第１シンセサイザの設定を行います。 

                   「ＳＵＢ」   ：第２シンセサイザの設定を行います。   

        「「「「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」」」」をををを「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」にににに設定設定設定設定するとするとするとすると基本波基本波基本波基本波（（（（メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザ））））にににに対対対対してしてしてして    

        独立独立独立独立したしたしたした発振器発振器発振器発振器（（（（サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

 

        非同期周波数非同期周波数非同期周波数非同期周波数（（（（サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ））））はははは以下以下以下以下のののの設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲でででで使用使用使用使用できますできますできますできます。。。。    

    

               Ｈｉレンジ：（０～２９．９９Ｖｒｍｓ）、     設定分解能：０.０１Ｖｒｍｓ 

              （３０．０～３００．０Ｖｒｍｓ）、 設定分解能：０.１Ｖｒｍｓ 

               Ｌｏレンジ：（０～２９．９９Ｖｒｍｓ）、       設定分解能：０.０１Ｖｒｍｓ 

              （３０．０～１５０．０Ｖｒｍｓ）、 設定分解能：０.１Ｖｒｍｓ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                            

    

出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲(Vrms)(Vrms)(Vrms)(Vrms)    周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲    

００００～～～～３００３００３００３００    ７５０７５０７５０７５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ以下以下以下以下    

４２０４２０４２０４２０－－－－００００....１６１６１６１６ｆｆｆｆ※    ７５０７５０７５０７５０....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～２０００２０００２０００２０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

１３５１３５１３５１３５－－－－００００....０１７５０１７５０１７５０１７５ｆｆｆｆ※    ２０００２０００２０００２０００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

                                    ※ｆ＝出力周波数 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目はははは、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ２２２２シリーズオプションシリーズオプションシリーズオプションシリーズオプション（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０９００９００９００９０ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳＳＳＳＳＳＳ））））をををを    

    実装時実装時実装時実装時のみのみのみのみ操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

１００Ｖ 

  ０Ｖ 

２００Ｖ 

３００Ｖ 

１ｋＨｚ ２ｋＨｚ ３ｋＨｚ ４ｋＨｚ ５ｋＨｚ ６ｋＨｚ 

設定可能範囲 

設定不可能 
出 
力 
電 
圧 

(rms) 

出力周波数 ( f ) 
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        操作方法操作方法操作方法操作方法 ························································································································································································································································································     

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」に移動させます。 

           、   キーで「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ」に切り替え、 

        キーを押して決定します。   

   手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させ重畳する 

       非同期周波数（サブシンセサイザ）の電圧値の設定を 

       行います。 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：メインシンセサイザとサブシンセサイザの周波数が整数倍の関係になっているとき、 

       双方の位相を０度で同期させることができます。 

       詳細については「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．３３３３    周波数周波数周波数周波数のののの基本設定基本設定基本設定基本設定」を参照してください。 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  : MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---



                                                                                                                                                    第第第第３３３３章章章章 基本操作  

                                       第３章 基本操作  73 

 

  ３３３３．．．．３３３３    周波数周波数周波数周波数のののの基本設定基本設定基本設定基本設定    ····················································································································································································································  

        出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

                    出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数とはとはとはとは読読読読みみみみ出出出出したしたしたした波形波形波形波形データデータデータデータ〔ＳＩＮ〔ＳＩＮ〔ＳＩＮ〔ＳＩＮ波波波波（（（（交流交流交流交流））））、、、、±±±±ＤＣ（ＤＣ（ＤＣ（ＤＣ（直流直流直流直流））））、、、、ＡＲＢ（ＡＲＢ（ＡＲＢ（ＡＲＢ（任意波形任意波形任意波形任意波形））））〕〕〕〕    

                        のののの１１１１周期周期周期周期のののの逆数逆数逆数逆数をををを表表表表していますしていますしていますしています。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

            

                

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                ！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定にはにはにはには本機本機本機本機をごをごをごをご使用使用使用使用になるになるになるになる上上上上でででで重要重要重要重要なななな要素要素要素要素がががが含含含含まれていますまれていますまれていますまれています。。。。    

    このこのこのこの項目項目項目項目でででで説明説明説明説明するするするする機能機能機能機能、、、、使用方法使用方法使用方法使用方法をををを十分十分十分十分にににに理解理解理解理解してからしてからしてからしてから、、、、ごごごご使使使使用用用用くださいくださいくださいください。。。。                                            

・・・・本機本機本機本機はははは任意波形出力機能任意波形出力機能任意波形出力機能任意波形出力機能（（（（ＡＲＢＩＴＲＡＲＹＡＲＢＩＴＲＡＲＹＡＲＢＩＴＲＡＲＹＡＲＢＩＴＲＡＲＹ））））をををを搭載搭載搭載搭載していますしていますしていますしています。。。。このためこのためこのためこのため    

    波形波形波形波形（（（（WAVE FORMWAVE FORMWAVE FORMWAVE FORM））））をををを直流直流直流直流（（（（±±±±ＤＣ）ＤＣ）ＤＣ）ＤＣ）でごでごでごでご使用使用使用使用になるときにもになるときにもになるときにもになるときにも、、、、周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値がががが有効有効有効有効にににに    

    なりますのでなりますのでなりますのでなりますので周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値のののの確認確認確認確認をしてくださいをしてくださいをしてくださいをしてください。。。。    

・・・・本機本機本機本機にはにはにはには電圧電圧電圧電圧のののの開始位置開始位置開始位置開始位置（（（（ＯＮＯＮＯＮＯＮ    ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、停止位置停止位置停止位置停止位置（（（（ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）をををを制御制御制御制御するするするする機能機能機能機能がががが    

    ありますありますありますあります。。。。このためこのためこのためこのため出力出力出力出力がががが「「「「オンオンオンオン」」」」またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」するまでにするまでにするまでにするまでに最低最低最低最低１１１１周期周期周期周期かかりますかかりますかかりますかかります。。。。    

    例例例例．．．．出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数のののの設定設定設定設定がががが００００....０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの場合場合場合場合、、、、出力出力出力出力がががが「「「「オンオンオンオン」」」」またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」するまでするまでするまでするまで最大最大最大最大１１１１００００００００秒秒秒秒    

            かかることになりますかかることになりますかかることになりますかかることになります。。。。特特特特にににに「「「「オフオフオフオフ」」」」へのへのへのへの移行中移行中移行中移行中はははは電圧電圧電圧電圧がががが出力出力出力出力されていますのでごされていますのでごされていますのでごされていますのでご注意願注意願注意願注意願いますいますいますいます。。。。    

    またまたまたまた、、、、このこのこのこの期間期間期間期間ののののキーキーキーキー入力入力入力入力はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    
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                操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

   周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）が表示されます。 

   以下に周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＦＲＥＱＵＦＲＥＱＵＦＲＥＱＵＥＮＣＹＥＮＣＹＥＮＣＹＥＮＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）の機能および操作方法を示します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

  「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」：周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定をををを行行行行いますいますいますいます    ················································································································································    

    

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．数値キー、   、    キー、ファンクションキーで周波数の設定を行います。 

        ・数値キーによる設定方法 

       数値キーより周波数（Ｈｚ単位）を入力し、キーを押すと設定されます。 

      ・    、   キーによる設定方法 

           、  キーを押して数値の桁を選択し、  

           、    キーを押すごとに周波数が増減します。 

       （キーを押さなくても周波数が変化します。）   

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：    ００００....０１０１０１０１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～１２００１２００１２００１２００....００００００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：    ００００....０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

     ・ファンクションキーによる設定方法 

             ～    キーを押すと画面下部に表示された固定値が入力され、キーを押すと 

        決定されます。 

           を押すと固定値のメニューが変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＲＥＱ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ１ Ｆ４ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ５ 

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

FREQUENCY SETUP

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

60.00Hz0

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ」 ：周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値をををを変更変更変更変更したときにしたときにしたときにしたときに、、、、変更前変更前変更前変更前からからからから変更後変更後変更後変更後のののの    

                                                            周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値にににに達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの変化率変化率変化率変化率をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                                                        変化率変化率変化率変化率＝＝＝＝周波数周波数周波数周波数（Ｈｚ）／（Ｈｚ）／（Ｈｚ）／（Ｈｚ）／時間時間時間時間（（（（ｓｓｓｓｅｃｅｃｅｃｅｃ））））でででで表表表表されますされますされますされます。。。。    

            このこのこのこの機能機能機能機能はははは、、、、周波数周波数周波数周波数のののの設定値設定値設定値設定値をををを変更変更変更変更したときにしたときにしたときにしたときに、、、、出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数をををを急激急激急激急激にににに変化変化変化変化させたくないさせたくないさせたくないさせたくない場合場合場合場合にににに    

        使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

        手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮＴＲＡＮＳＩＴＩＯＮ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーを押してＥＮＡ（有効）／ＤＩＳ（無効）を「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に切り替え、 

      キーを押して決定します。 

  手順手順手順手順３３３３．．．．   キーを押し（＊＊＊＊＊＊＊＊ＨｚＨｚＨｚＨｚ/s/s/s/secececec）に移動させます。    

                                                、   キー、数値キーでご希望の設定値に切り替え、キーを押して決定します。    

                                設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲            ：：：：１１１１００００～～～～１０００１０００１０００１０００ＨｚＨｚＨｚＨｚ////ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ        

                                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：１１１１Ｈｚ／ｓｅｃＨｚ／ｓｅｃＨｚ／ｓｅｃＨｚ／ｓｅｃ    

    

    

    

    

    

    

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・周波数周波数周波数周波数トランジショントランジショントランジショントランジション実行中実行中実行中実行中はははは、、、、他他他他のののの設定設定設定設定のののの変変変変更更更更はははは行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。                                                

・・・・周波数周波数周波数周波数トランジショントランジショントランジショントランジション実行中実行中実行中実行中にににに変化率変化率変化率変化率をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、次回次回次回次回からからからから有効有効有効有効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

FREQUENCY SETUP

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

DIS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

60.00Hz

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        「「「「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（」：ＭＡＩＮ（メインメインメインメイン（（（（主主主主））））シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定とととと    

                                                                                                                    ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（サブサブサブサブ（（（（副副副副））））シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定をををを切切切切りりりり替替替替えますえますえますえます。。。。 

                  「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」「ＭＡＩＮ」    ：：：：第第第第１１１１シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                                                                            「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」            ：：：：第第第第２２２２シンセサイザシンセサイザシンセサイザシンセサイザのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。   

        「「「「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」」」」をををを「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」「ＳＵＢ」にににに設定設定設定設定するとするとするとすると基本波基本波基本波基本波（（（（メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザ））））にににに対対対対してしてしてして    

        独立独立独立独立したしたしたした発振器発振器発振器発振器（（（（サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ））））へのへのへのへの設定設定設定設定がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

 

        非同期周波数非同期周波数非同期周波数非同期周波数（（（（サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ））））はははは以下以下以下以下のののの設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲でででで使用使用使用使用できますできますできますできます。。。。    

    

               Ｈｉレンジ：（０～２９.９９Ｖｒｍｓ）、   設定分解能：０.０１Ｖｒｍｓ 

             （３０.０～３００．０Ｖｒｍｓ）、設定分解能：０.１Ｖｒｍｓ 

               Ｌｏレンジ：（０～２９.９９Ｖｒｍｓ）、     設定分解能：０.０１Ｖｒｍｓ 

             （３０.０～１５０.０Ｖｒｍｓ）、 設定分解能：０.１Ｖｒｍｓ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                            

    

出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲(Vrms)(Vrms)(Vrms)(Vrms)    周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲    

００００～～～～３００３００３００３００    ７５０７５０７５０７５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ以以以以下下下下    

４２０４２０４２０４２０－－－－００００....１６１６１６１６ｆｆｆｆ※    ７５０７５０７５０７５０....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～２０００２０００２０００２０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

１３５１３５１３５１３５－－－－００００....０１７５０１７５０１７５０１７５ｆｆｆｆ※    ２０００２０００２０００２０００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

                                    ※ｆ＝出力周波数 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目はははは、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ、ＡＡ／Ｘ２２２２シリーズオプションシリーズオプションシリーズオプションシリーズオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０９００９００９００９０ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）をををを    

    実装時実装時実装時実装時のみのみのみのみ操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

１００Ｖ 

  ０Ｖ 

２００Ｖ 

３００Ｖ 

１ｋＨｚ ２ｋＨｚ ３ｋＨｚ ４ｋＨｚ ５ｋＨｚ ６ｋＨｚ 

設定可能範囲 

設定不可能 
出 
力 
電 
圧 

(rms) 

出力周波数 ( f ) 



                                                                                                                                                    第第第第３３３３章章章章 基本操作  

                                       第３章 基本操作  77 

 

        操作方法操作方法操作方法操作方法 ························································································································································································································································································    

 

    

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」に移動させます。 

          、   キーで「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ」に切り替え、 

       キーを押して決定します。   

   手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させ 

       サブシンセサイザの周波数の設定を行います。 

 

 

  

            「「「「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＰＰＰＰＨＡＳＥＨＡＳＥＨＡＳＥＨＡＳＥ    ＳＹＮＣＳＹＮＣＳＹＮＣＳＹＮＣ」：」：」：」：    カーソルカーソルカーソルカーソルをををを「「「「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＹＮＣＳＹＮＣＳＹＮＣＳＹＮＣ」」」」にににに移動移動移動移動しししし、、、、キーキーキーキーをををを押押押押すとすとすとすと、、、、    

                                                                            ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（ＳＵＢ（サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ））））ととととＭＡＩＮ（ＭＡＩＮ（ＭＡＩＮ（ＭＡＩＮ（メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザ））））のののの    

                                                                        ００００度度度度のののの位置位置位置位置がががが同期同期同期同期しますしますしますします。。。。    

                                                                        サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザととととメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザのののの出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数がががが整数倍整数倍整数倍整数倍のののの関係関係関係関係にににに    

                                                                        なっているなっているなっているなっている場合場合場合場合、、、、同期的同期的同期的同期的にににに００００度度度度のののの位置位置位置位置がががが一致一致一致一致するするするする状態状態状態状態（（（（位相位相位相位相ロックロックロックロック状態状態状態状態））））    

                                                                        をををを作作作作ることがでることがでることがでることができますきますきますきます。。。。 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

FREQUENCY SETUP

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

60.00Hz

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ３３３３．．．．４４４４    出力出力出力出力ののののオンオンオンオン／／／／オフオフオフオフ····························································································································································································································  

 

     ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ端子端子端子端子、、、、並列接続並列接続並列接続並列接続ボックスボックスボックスボックス（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１４０１４０１４０１４０ＰＢ）、ＰＢ）、ＰＢ）、ＰＢ）、３３３３相接続相接続相接続相接続ボックスボックスボックスボックス    

            （ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１３０１３０１３０１３０ＴＢ）ＴＢ）ＴＢ）ＴＢ）からのからのからのからの出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」にしますにしますにしますにします。。。。    

                以下以下以下以下にににに出力出力出力出力ののののオンオンオンオン／／／／オフオフオフオフのののの操作方法操作方法操作方法操作方法、、、、機能機能機能機能についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

    

 

 

 

 

        「「「「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」：」：」：」：出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしますにしますにしますにします    ························································································································································································     

   手順手順手順手順１１１１．．．．操作パネル（コントローラ）の「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ」部の    キー⑬を押します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．表示パネルに確認画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順３３３３．．．．キーを押すと出力がオンになり、表示パネル右上に「ＯＵＴ－ＯＮＯＵＴ－ＯＮＯＵＴ－ＯＮＯＵＴ－ＯＮ」が表示されます。 

       キャンセルする場合は     キーを押してください。 

 

                「「「「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」：」：」：」：出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしますにしますにしますにします ····················································································································································································     

   手順手順手順手順１１１１．．．．操作パネル（コントローラ）の「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ」部の    キー⑭を押します。 

        出力がオフになり、表示パネル右上に「ＯＵＴ－ＯＦＦＯＵＴ－ＯＦＦＯＵＴ－ＯＦＦＯＵＴ－ＯＦＦ」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＮ 

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ？ＯＮ？ＯＮ？ＯＮ？    

ＹＥＳＹＥＳＹＥＳＹＥＳ    ：：：：    ＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥＥＸＥＣＵＴＥ    ＫｅｙＫｅｙＫｅｙＫｅｙ        ＮＯＮＯＮＯＮＯ    ：：：：    ＥＳＣＥＳＣＥＳＣＥＳＣ    ＫｅｙＫｅｙＫｅｙＫｅｙ    

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・出力出力出力出力をををを「ＯＮ」「ＯＮ」「ＯＮ」「ＯＮ」にするにするにするにする前前前前にににに、、、、必必必必ずずずず各種設定各種設定各種設定各種設定がががが負荷負荷負荷負荷（（（（供試機器等供試機器等供試機器等供試機器等））））にににに適合適合適合適合していることをしていることをしていることをしていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

ＥＳＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：出力が「オフ」の場合は内部の機械接点がオープンになるため、 

       本機の出力はハイハイハイハイ・・・・インピーダンスインピーダンスインピーダンスインピーダンスとなります。 

ＯＦＦ 

                                                                ！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・本機本機本機本機にはにはにはには電圧電圧電圧電圧のののの開始位置開始位置開始位置開始位置（（（（ＯＮＯＮＯＮＯＮ    ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、ＰＨＡＳＥ）、停止位置停止位置停止位置停止位置（（（（ＯＦＯＦＯＦＯＦＦＦＦＦ    ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）をををを制御制御制御制御するするするする機能機能機能機能がががが    

    ありますありますありますあります。。。。このためこのためこのためこのため出力出力出力出力がががが「「「「オンオンオンオン」」」」またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」するまでにするまでにするまでにするまでに最低最低最低最低１１１１周期周期周期周期かかりますかかりますかかりますかかります。。。。    

    例例例例．．．．出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数のののの設定設定設定設定がががが００００....０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの場合場合場合場合、、、、出力出力出力出力がががが「「「「オンオンオンオン」」」」またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」するまでするまでするまでするまで最大最大最大最大１００１００１００１００秒秒秒秒    

            かかることになりますかかることになりますかかることになりますかかることになります。。。。特特特特にににに「「「「オフオフオフオフ」」」」へのへのへのへの移行中移行中移行中移行中はははは電圧電圧電圧電圧がががが出力出力出力出力されていますのでごされていますのでごされていますのでごされていますのでご注意願注意願注意願注意願いますいますいますいます。。。。    

    またまたまたまた、、、、このこのこのこの期間期間期間期間ののののキーキーキーキー入力入力入力入力はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：     

出力波形出力波形出力波形出力波形についてについてについてについて  ：出力をオンにすると、「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」に設定された波形が出力されます。 

           波形の切り替えは「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．７７７７    波形波形波形波形（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭ）ＦＯＲＭ）ＦＯＲＭ）ＦＯＲＭ）のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を    

                                            参照してください。  

カップリングカップリングカップリングカップリングについてについてについてについて：出力波形、使用条件により「カップリング」を切り替える必要があります。 

           カップリングの切り替え方法については「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリングのののの切切切切りりりり替替替替ええええ」 

           を参照してください。  

開始位相開始位相開始位相開始位相についてについてについてについて  ：出力をオンにしたときの出力電圧（電流）の開始位相を設定することができます。 

           開始位相の設定については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ」を 

           参照してください。 

停止位相停止位相停止位相停止位相についてについてについてについて  ：出力をオフにしたときの出力電圧（電流）の停止位相を設定することができます。 

           停止位相の設定については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ」を 

           参照してください。 

立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり時間時間時間時間についてについてについてについて：出力をオンにしたとき設定電圧（または設定電流：ＣＣモード時）に達する 

           までの時間を設定できます。 

           立ち上がり時間の設定については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ」を 

           参照してください。 

立立立立ちちちち下下下下がりがりがりがり時間時間時間時間についてについてについてについて：出力をオフにしたとき停止位相に達するまでの時間を設定できます。 

           立ち下がり時間の設定については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ」を 

           参照してください。 



 第３章 基本操作                                      

 80 第３章 基本操作  

 

  ３３３３．．．．５５５５    多相多相多相多相システムシステムシステムシステム時時時時のののの位相差位相差位相差位相差、、、、電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定（（（（２２２２相相相相、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステム使用時使用時使用時使用時のみのみのみのみ））））    

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要····························································································································································································································································································    

                ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２をををを２２２２相相相相、、、、またはまたはまたはまたは３３３３相相相相システムシステムシステムシステムにてごにてごにてごにてご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合、、、、位相差位相差位相差位相差のののの設定設定設定設定、、、、およびおよびおよびおよび相電圧相電圧相電圧相電圧のののの    

            設定設定設定設定がががが行行行行うことができますうことができますうことができますうことができます。。。。    

    

        操作方法操作方法操作方法操作方法 ························································································································································································································································································    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ」に移動させ、 

 キーまたは キーを押し決定してください。「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順２２２２．．．．    、      キーにより設定を行い、キーを押して決定します。          

     「ＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥＢＡＬＡＮＣＥ：位相差を固定値に設定します。  

             ３３３３相相相相システムシステムシステムシステムのののの場合場合場合場合：各相の位相差を１２０度に固定します。 

             ２２２２相相相相システムシステムシステムシステムのののの場合場合場合場合：各相（Ｒ、Ｓ）の位相差を９０度、または１８０度に固定します。 

 

 

 

     「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」：「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」：「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」：「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」：ＲＲＲＲ相相相相をををを基準基準基準基準とするとするとするとするＳＳＳＳ相相相相、Ｔ、Ｔ、Ｔ、Ｔ相相相相のののの遅遅遅遅れれれれ位相位相位相位相をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                                                    設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：００００度度度度～～～～３５９３５９３５９３５９....９９９９度度度度（（（（遅遅遅遅れれれれ位相位相位相位相））））    

                                                                設定設定設定設定分解能分解能分解能分解能    ：：：：００００....１１１１度度度度    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                手順手順手順手順３３３３．．．．カーソルを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴ＊－＊ＳＨＩＦＴ＊－＊ＳＨＩＦＴ＊－＊ＳＨＩＦＴ＊－＊」に移動し    、      キー、 

       ファンクションキー、または数値キーで設定を行い、キーを押して決定します。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：システムの設定については「第第第第２２２２章章章章    ２２２２．．．．５５５５．．．．２２２２    システムシステムシステムシステムのののの設定設定設定設定」を参照してください。 

θＲ－Ｔ 

θＲ－Ｓ 

相回転 

 ＶＲ 

 ＶＴ  ＶＳ 

Ｎ 

MENU

SYSTEM

PHASE SHIFT

REF IMPEDANCE

EXT CONTACT

TRG-OUT

KEY LOCK

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

▲

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PHASE SHIFT  [ 3 PHASE]

PHASE/VOLTAGE BALANCE : BALANCE

60deg 90deg 120deg NEXT0deg

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PHASE SHIFT  [ 3 PHASE]

PHASE/VOLTAGE BALANCE : UNBALANCE

60deg 90deg 120deg NEXT0deg

PHASE SHIFT   [R-S]   :

PHASE SHIFT   [R-T]   : 240deg

120deg

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  「「「「ＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥ」」」」にににに設定設定設定設定したしたしたした場合場合場合場合のののの電圧設定方法電圧設定方法電圧設定方法電圧設定方法 ····················································································································     

 

                操作パネル（コントローラ）のファンクションキー   を押すと 

    電圧設定画面（ＶＯＬＶＯＬＶＯＬＶＯＬＴＡＧＥＴＡＧＥＴＡＧＥＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動させます。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーで電圧の設定を行う相を選択し、キーを押して決定してください。 

      電圧の設定は相電圧（Ｎ－Ｒ、Ｎ－Ｓ、Ｎ－Ｔ）で行えます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順３３３３．．．．カーソルを「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動してください。 

  手順手順手順手順４４４４．．．．   、   キー、ファンクションキー、または数値キーで電圧値の設定を行い、 

 キーを押して決定してください。 

           電圧値は０．１Ｖステップで設定が行えます。  

            Ｎ－Ｓ、Ｎ－Ｔについては手順１へ戻り同様に電圧の設定を行ってください。 

 

ＶＯＬＴ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

θＲ－Ｔ 

θＲ－Ｓ 

 ＶＲ 

 ＶＴ  ＶＳ 

Ｎ 

 Ｒ 

 Ｎ 

 Ｓ 

 Ｔ 

 Ｎ－Ｒ 

 Ｎ－Ｓ 

 Ｎ－Ｔ 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Hi(519.6 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

N-S

0.0VRMS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ３３３３．．．．６６６６    メニューメニューメニューメニュー画面画面画面画面    

          メニューメニューメニューメニュー画面画面画面画面のののの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし、、、、操作方法操作方法操作方法操作方法、、、、メニューメニューメニューメニュー項目項目項目項目のののの詳細詳細詳細詳細についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。 

  

メニューメニューメニューメニュー階層階層階層階層 ························································································································································································································································································    

    ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘシリーズシリーズシリーズシリーズののののメニューメニューメニューメニューはははは次次次次のようなのようなのようなのような階層階層階層階層でででで構成構成構成構成されていますされていますされていますされています。。。。 

メニュー項目 サブメニュー項目 ３層メニュー項目 

ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮ  

ＬＡＮ ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ 

ＧＰ－ＩＢ 

ＯＰＴＩＯＮ  

ＶＥＲＳＩＯＮ  

ＳＹＳＴＥＭ 

ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ  

ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ ＡＢＲＵＰＴ ＣＨＡＮＧＥ 

ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ  ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ 

 ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ  ＳＥＱＵＥＮＣＥ 

ＳＥＱＵＥＮＣＥ 

 ＳＵＢ ＳＹＮＴＨＳＩＺＥＲ Ｖ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ 

ＰＲＯＧＲＡＭ 

ＰＵＬＳＥ ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ  

ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ   

ＳＴＯＲＥ  ＳＥＴＵＰ ＭＥＭＯＲＹ 

ＲＥＣＡＬＬ  

ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ／ＯＦＦ  

ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ  

ＰＨＡＳＥ ＳＨＩＦＴ  

ＣＯＵＰＬＩＮＧ  

ＯＦＦＳＥＴ ＣＡＬ  

ＲＥＭＯＴＥ ＳＥＮＳＥ  

ＲＥＦ ＩＭＰＥＤＡＮＣＥ  

ＴＲＧ－ＯＵＴ  

ＫＥＹ ＬＯＣＫ  

ＯＵＴＰＵＴ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ 

ＥＸＴ ＣＯＮＴＡＣＴ  

ＳＴＡＴＵＳ ＶＩＥＷ  ＡＬＡＲＭ ＳＴＡＴＵＳ 

ＳＴＡＴＵＳ ＬＡＴＣＨ  

ＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲ   

 ※網掛け部はオプション実装時のみ使用可能 
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    メニューメニューメニューメニュー項目項目項目項目のののの詳細詳細詳細詳細についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします························································································································································································ 

  

「「「「ＳＳＳＳＹＳＴＥＭＹＳＴＥＭＹＳＴＥＭＹＳＴＥＭ」：ＡＡ／Ｘ」：ＡＡ／Ｘ」：ＡＡ／Ｘ」：ＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズののののシステムシステムシステムシステム環境環境環境環境についてのについてのについてのについての設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    設設設設    定定定定    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

ＳＹＳＴＥＭ  ＭＡＳＴＥＲ ＡＡ／Ｘ２シリーズのシステム構成の設定を行います。 

ＰＨＡＳＥ ＭＡＳＴＥＲ ＡＡ２０００ＸＧ２を多相マスターで使用する場合に設定を行います。 

    

ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮ    

ＰＯＷＥＲ ＡＭＰＬＩＦＩＥＲ ＡＡ／Ｘ２シリーズをアンプモードで使用する場合に設定を行います。 

ＬＡＮ    ＩＰアドレス、サブネットマスクの設定を行います。 ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ    

ＧＰ－ＩＢ ＧＰ－ＩＢアドレス、ＳＲＱ（サービスリクエスト）他の設定を行います。 

ＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮ    ＡＡ／Ｘ２用オプションボードの実装状態を表示します。 

ＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮ    ＡＡ２０００ＸＧ２のファームウェアバージョンを表示します。 

ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ    システムの初期設定を行います。 

    

「「「「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」：」：」：」：プログラムプログラムプログラムプログラムのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    設設設設    定定定定    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

 プログラム動作の設定、実行を行います。 

ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ 

ＡＢＲＵＰＴ ＣＨＡＮＧＥ 

ノーマル電圧とイベント電圧を設定し、ノーマル電圧とイベント電圧の 

間で出力を急変させることができます。 

ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 

ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ 

複数の条件（電圧、周波数、時間）を設定することにより、 

各ポイント間を結んだスイープパターンを出力します。 

ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 

ＳＥＱＵＥＮＣＥ 

複数の条件（電圧、周波数、波形、時間）を設定することにより、 

各設定を順次に出力します。 

ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    

ＳＵＢ ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ 

Ｖ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ 

サブシンセサイザ（オプション）実装時にサブシンセサイザに 

複数の条件（電圧、周波数、時間）を設定することにより、 

各ポイント間を結んだスイープパターンを出力します。 

ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    

ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    

    パルス電圧重畳を行います。 
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    「「「「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」：」：」：」：保護機能保護機能保護機能保護機能のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    

    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ    

出力平均電流リミッタの設定を行います。 

ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ    保護機能が動作した時、出力が「オフ」になるまでの時間を設定します。 

ＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ    電圧、周波数の設定範囲を指定します。 

ＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    

    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ    

ピーク電流リミッタの設定を行います。 

    

    「「「「ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ    ＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹ」：」：」：」：パネルメモリパネルメモリパネルメモリパネルメモリにににに保存保存保存保存しますしますしますします。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ    電圧、電流、周波数など現在ご使用されている設定を内部メモリに保存します。 

ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ    内部メモリに保存されている電圧、電流、周波数の設定値を呼び出します。 

    

    「「「「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」：」：」：」：出力出力出力出力にににに関関関関するするするする機能機能機能機能のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ    出力を「オン」にしたときの、開始位相と設定値に達するまでの時間の設定および、 

出力を「オフ」にしたときの、停止位相と０Ｖに達するまでの時間の設定を行います。 

ＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭ    出力波形の選択を行います。 

ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    ２相、３相出力の位相差の変更を行います。 

ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ    カップリングの切り替えを行います。 

ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬ    残留直流成分の除去を行います。 

ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥ    自動電圧補償（デジタルＡＶＲ）を行います。 

ＲＥＦＲＥＦＲＥＦＲＥＦ    ＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥ    インピーダンスネットワーク（ＬＺシリーズ）のインピーダンスを切り替えます。 

ＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴ    トリガー出力（モード、エッジ極性、パルス幅）の設定を行います。 

ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ キーロック状態のモード設定を行います。 

ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴ 接点制御の有効／無効の設定を項目ごとに行います。 

※接点制御オプション実装時のみ 

    

「「「「ＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲ」：」：」：」：表示表示表示表示、、、、ブザーブザーブザーブザーのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー項目項目項目項目    機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明機 能 説 明     

ＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥ    表示用ＬＣＤの明暗を反転させます。 

ＬＣＤＬＣＤＬＣＤＬＣＤ    ＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲ    表示用ＬＣＤのスクリーンセーバーの有効／無効を選択します。 

ＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲ    操作パネル（コントローラ）のブザーの音量調整および有効／無効を選択します。 

ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ    プログラムモードにおいて現在実行されているプログラムナンバーの表示モードを 

選択します。 

ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ    ＥＲＲＥＲＲＥＲＲＥＲＲ    コントローラ～本体間の通信異常が発生した時の出力動作を選択します。 
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      メニューメニューメニューメニュー画面画面画面画面のののの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし    ････････････････････････････････････････････････････ 

 

         キーを押すと、メインメニュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  操作方法操作方法操作方法操作方法        ････････････････････････････････････････････････････････････････    

     手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー内で   、  を押すとカーソルが移動しメニュー項目を選択できます。 

         メニュー項目が選択しましたら   またはを押すと選択が確定されます。 

          選択されているメニュー項目は反転表示されます。 

     手順手順手順手順２２２２．．．．サブメニューがある場合はサブメニューが表示されます。 

     手順手順手順手順３３３３．．．．サブメニュー項目を選択し、設定を確定させます。 

         選択されているサブメニュー項目は反転表示されます。  

         メニュー項目「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」は３層メニューで構成されています。 

          

 

 MENU 

MENU

SYSTEM DESIGNATION

INTERFACE

OPTION

VERSION

INITIALIZE

PROGRAM

PROTECTION

SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ３３３３．．．．７７７７    波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ     

   

                ごごごご使用方法使用方法使用方法使用方法にににに合合合合わせわせわせわせ波形波形波形波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）のののの設定設定設定設定（（（（呼呼呼呼びびびび出出出出しししし））））をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

            波形波形波形波形はははは「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」「ＳＩＮ」、、、、「＋ＤＣ」「＋ＤＣ」「＋ＤＣ」「＋ＤＣ」、、、、「－ＤＣ」「－ＤＣ」「－ＤＣ」「－ＤＣ」、、、、「「「「±±±±ＤＣ」ＤＣ」ＤＣ」ＤＣ」、、、、「ＴＲＩ」「ＴＲＩ」「ＴＲＩ」「ＴＲＩ」、、、、「ＳＱＲ」「ＳＱＲ」「ＳＱＲ」「ＳＱＲ」、、、、「ＳＳ「ＳＳ「ＳＳ「ＳＳ１１１１」」」」、、、、「ＳＳ「ＳＳ「ＳＳ「ＳＳ２２２２」」」」のののの    

８８８８種類種類種類種類をををを標準波形標準波形標準波形標準波形としてとしてとしてとして内蔵内蔵内蔵内蔵しておりますしておりますしておりますしております。。。。    

またまたまたまた、、、、ユーザーユーザーユーザーユーザー定義定義定義定義任意波形用任意波形用任意波形用任意波形用にににに「「「「ＡＲＢＡＲＢＡＲＢＡＲＢ１１１１～～～～２４２４２４２４」」」」のののの波形波形波形波形メモリメモリメモリメモリをををを用意用意用意用意しておりしておりしておりしており、、、、    

            合計合計合計合計３２３２３２３２種類種類種類種類ががががありますありますありますあります。。。。    

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．メインメニューから「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」を選択します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．サブメニューが表示されましたら「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」を選択します。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順３３３３．．．．「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」画面が表示されたらカーソルを出力相設定に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順４４４４．．．．     、    キーにて波形を変更（呼出し）したい出力相を選択し、 

      キーを押して決定します。 

   手順手順手順手順５５５５．．．．カーソルを波形番号「ＮｏＮｏＮｏＮｏ....」に移動します。     

    

 

 

 

 

    

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

No. 1: SIN

WAVEFORM 1/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : No.1R

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

No. 2: +DC

No. 3: -DC

No. 4: ±DC

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

WAVEFORM 1/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : R

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

No. 1: SIN
No. 2: +DC

No. 3: -DC

No. 4: ±DC

No.11

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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   手順手順手順手順６６６６．．．．     、    キー、または数値キーにて呼出したい波形番号を設定します。 

        このとき、ファンクションキー（    または    ）にて波形リストの表示を切り替える 

       ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手手手手順順順順７７７７．．．．キーを押すと確認画面が表示されます。 

       波形切り替えを実行する場合はキーを、切り替えをキャンセルする場合は   キーを 

       押してください。 

    

   波形メニューには以下の波形が設定されています。    

波形（ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ） 規  格 

ＳＩＮ 正弦波です。交流出力などに使用します。 

＋ＤＣ（ＵＮＩＰＯＬＡＲ） 正（プラス）の直流出力に使用します。 

－ＤＣ（ＵＮＩＰＯＬＡＲ） 負（マイナス）の直流出力に使用します。 

±ＤＣ（ＢＩＰＯＬＡＲ） 直流出力に使用します。両極性の電圧設定が可能です。 

ＴＲＩ 三角波です。 

ＳＱＲ 矩形波です。単極でご使用の場合は、オフセット重畳を行ってください。 

ＳＳ１ ステップサイン１です。 

正弦波と同じピーク値と実効値を持ち、電圧レベルがマイナス、ゼロ、プラスと

３段に変化する波形です。 

ＳＳ２ ステップサイン２です。 

正弦波と同じピーク値と実効値を持ち、電圧レベルがマイナス、マイナス、ゼロ、 

プラス、プラスと４段に変化する波形です。 

ＡＲＢ１～２４ 任意波形です。外部コンピュータより波形データを転送して使用します。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・ ＡＲＢＡＲＢＡＲＢＡＲＢ１１１１～ＡＲＢ～ＡＲＢ～ＡＲＢ～ＡＲＢ２４２４２４２４はははは出荷時出荷時出荷時出荷時にはにはにはには波形波形波形波形のののの振幅振幅振幅振幅データデータデータデータはすべてはすべてはすべてはすべて「「「「００００」」」」にににに設定設定設定設定されていますされていますされていますされています。。。。    

任意波形任意波形任意波形任意波形データデータデータデータをををを本機本機本機本機にににに転送後転送後転送後転送後にごにごにごにご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

・ 一度転送一度転送一度転送一度転送したしたしたした任意波形任意波形任意波形任意波形データデータデータデータはははは本機内部本機内部本機内部本機内部メモリメモリメモリメモリにににに保存保存保存保存されていますされていますされていますされています。。。。    

    次回次回次回次回ごごごご使用使用使用使用になるになるになるになる場合場合場合場合はははは、、、、波形切波形切波形切波形切りりりり替替替替えのみでおえのみでおえのみでおえのみでお使使使使いいただけますいいただけますいいただけますいいただけます。。。。    

・ 出力波形出力波形出力波形出力波形のののの切切切切りりりり替替替替えをえをえをえを行行行行ったったったった場合場合場合場合はははは、、、、無負荷無負荷無負荷無負荷のののの状態状態状態状態でごでごでごでご希望希望希望希望のののの波形波形波形波形がががが出力出力出力出力されていることをされていることをされていることをされていることを    

    確認確認確認確認してからおしてからおしてからおしてからお使使使使いくださいいくださいいくださいいください。。。。                                                                                                                    

・ ＋ＤＣ、－ＤＣ、＋ＤＣ、－ＤＣ、＋ＤＣ、－ＤＣ、＋ＤＣ、－ＤＣ、±±±±ＤＣＤＣＤＣＤＣをごをごをごをご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合ははははカップリングカップリングカップリングカップリングをををを「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」にににに切切切切りりりり替替替替えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。                            

Ｆ１ Ｆ５ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＥＳＣ 

WAVEFORM 2/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : R No.11

No. 5: TRI

No. 6: SQR

No. 7: SS1

No. 8: SS2

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリング（（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ    ························································································································     

 

            使用方法使用方法使用方法使用方法にににに合合合合わせわせわせわせカップリングカップリングカップリングカップリング（（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

    

         ＡＣＡＣＡＣＡＣカップリングカップリングカップリングカップリング：：：：出力出力出力出力のののの直流直流直流直流（ＤＣ）（ＤＣ）（ＤＣ）（ＤＣ）成分成分成分成分ををををキャンセルキャンセルキャンセルキャンセルしますしますしますします。。。。    

                                                                        オフセットオフセットオフセットオフセット分分分分のないのないのないのない交流波形出力交流波形出力交流波形出力交流波形出力にににに使用使用使用使用しますしますしますします。。。。                

                                    ＤＣＤＣＤＣＤＣカップリングカップリングカップリングカップリング：：：：信号波形信号波形信号波形信号波形がそのままがそのままがそのままがそのまま出力出力出力出力されますされますされますされます。。。。 

    

            使用条件使用条件使用条件使用条件をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

信号波形 ＤＣ ＯＦＦＳＥＴ ＣＯＵＰＬＩＮＧ 使用条件 モード表示 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＤＩＳ ＡＣ 直流成分を含まない交流を出力するとき     

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＤＩＳ ＤＣ 直流成分を含む波形、２０Ｈｚ以下の交流、 

出力の急変（ＡＢＲＵＰＴ）、およびパルス 

重畳機能を使用するとき 

    

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＥＮＡ ＤＣ 交流波形に直流オフセット電圧を 

加えるとき 
    

＋ＤＣ、－ＤＣ ＤＩＳ ＤＣ 直流を出力するとき     

ＥＸＴ ＳＩＧ － ＡＣ 外部信号の直流成分をキャンセルするとき     

ＥＸＴ ＳＩＧ － ＤＣ 外部信号の直流成分まで増幅するとき     

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．メインメニューから「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」、続いて「ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ」を選択します。 

      「ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．    または    キーで「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」または「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」を選択し、 

         を押して確定します。 

      手順手順手順手順３３３３．．．．液晶表示器の上部のカップリング表示アイコンが「     (ＡＣ)」､「  (ＤＣ)」 

または「  (ＡＣ＋ＤＣ)」に切り替わります。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

COUPLING

COUPLING AC

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ３３３３．．．．９９９９    電流電流電流電流リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������    

 

    平均電流平均電流平均電流平均電流リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。設定設定設定設定はははは定格出力電流定格出力電流定格出力電流定格出力電流ののののパーセントパーセントパーセントパーセントでででで行行行行いますいますいますいます。。。。    

            使用条件別使用条件別使用条件別使用条件別にににに出力電流出力電流出力電流出力電流のののの最大値最大値最大値最大値をををを示示示示しますしますしますします。。。。 

 

出力波形 電圧レンジ １００パーセント電流値（Ａ） 

ＳＩＮ １５０Ｖ（Ｌｏ） ２０×Ｎ 

ＳＩＮ ３００Ｖ（Ｈｉ） １０×Ｎ 

±ＤＣ １５０Ｖ（Ｌｏ） １８×Ｎ 

±ＤＣ ３００Ｖ（Ｈｉ） ９×Ｎ 

                        ＊＊＊＊注意注意注意注意：Ｎ：Ｎ：Ｎ：Ｎはははは１１１１相当相当相当相当たりたりたりたり並列接続台数並列接続台数並列接続台数並列接続台数をををを示示示示すすすす。。。。 

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．メインメニューから「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」を選択します。 

       「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」に移動します。  

   手順手順手順手順３３３３．．．．使用条件に合わせ電流リミット値を定格出力電流値のパーセントで設定します。 

   手順手順手順手順４４４４．．．．電流リミット値の変更は    、   キーまたは数値キーで設定し、を押して 

       確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：平均電流リミッタが動作すると、出力電圧のピーク部分をクリップさせ、 

       リミッタ設定値以上の電流を流さないようにします。 

       「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上、電流制限状態が続いた時は 

       出力を「オフ」にします。 

       ピーク電流リミッタ、その他の保護機能についての詳細は 

       「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３        保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明」を参照してください。 

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S

105 %5

105 %

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ３３３３．．．．１０１０１０１０    計測画面計測画面計測画面計測画面についてについてについてについて    ············································································································································································································    

    

        電電電電圧圧圧圧、、、、電流電流電流電流、、、、またはまたはまたはまたは電力計測値電力計測値電力計測値電力計測値のののの表示表示表示表示、、、、またはまたはまたはまたは計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

       

      ・操作パネル（コントローラ）のファンクションキー      を押すと 

     「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面が表示されます。この状態では設定されている表示項目の 

      計測表示値、または出力周波数の設定値が表示されます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ファンクションキー    ～    の機能を下記に示します。 

 

        （ＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥ）：測定の開始、または一時停止を行います。     

                 ＣＯＮＴ ：表示のときにこのキーを押すと、継続的に測定を行います。 

                    ＦＲＥＥＺＥ ：表示のときにこのキーを押すと、最後の測定値を保持します。 

        （ＲＥＳＴＡＲＴ）      ：計測機能がピークホールド（±±±±ＰＥＡＫＨＰＥＡＫＨＰＥＡＫＨＰＥＡＫＨ）に設定されている場合に 

                      このキーを押すと、ピークホールド値をリセットします。 

         （７ＳＥＧ）        ：７ＳＥＧ計測表示器オプション（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－１５０１５０１５０１５０ＭＵＭＵＭＵＭＵ）の計測表示 

                   項目の設定を行います。「７７７７ＳＥＧＳＥＧＳＥＧＳＥＧ    ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ」画面を表示します。   

         （ＦＦＴ）       ：このキーを押すとＦＦＴ解析画面「ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    ＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲ」を 

                   表示します。電圧・電流のＦＦＴ解析結果をリストにて表示します。 

 

 

 

 

        （ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ）   ：電圧、電流、または電力などの測定モードの変更を行います。 

                    ファンクションキー    （ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ）を押すと、 

                   「ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲ    ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ」画面を表示します。 

           

    

METER 

Ｆ１ Ｆ５ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ＦＦＴ機能の詳細については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．６６６６    高調波高調波高調波高調波アナライザアナライザアナライザアナライザ機能機能機能機能」を 

    参照してください。 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ５ 

Ｆ５ 

VOLTAGE N-R MAIN :

FREQUENCY MAIN   :
0.0 V
60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

0

 A rms
 Hz

0.00
0.00
60.00

FFT CONFIGCONT RESTART 7SEG

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo



                                                                                                                                                    第第第第３３３３章章章章 基本操作  

                                       第３章 基本操作  91 

    

        ３３３３．．．．１１１１１１１１    計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

  計測計測計測計測表示表示表示表示モードモードモードモードのののの設定設定設定設定方法方法方法方法    ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

    

        手順手順手順手順１１１１．．．．操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

（ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ）画面が表示されます。 

      この画面には、電圧、電流、電力の測定値、または出力周波数の設定値が表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

手順手順手順手順２２２２．．．．「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面が表示されたら、ファンクションキー    

（ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ）を押し、「ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲ    ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ」画面を表示させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

      「ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲ    ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ」画面が表示されたら、ご希望の使用方法にあわせ、  

      各計測パラメータの設定を行ってください。 

 

 METER 

Ｆ５ 

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定はこのはこのはこのはこの項目項目項目項目でででで説明説明説明説明するするするする内容内容内容内容をををを十分十分十分十分にににに理解理解理解理解しししし、、、、正正正正しくしくしくしく行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

    計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定をををを誤誤誤誤るとるとるとると正正正正しいしいしいしい計測表示計測表示計測表示計測表示がががが行行行行われませんわれませんわれませんわれません。。。。                                                                        

・・・・２２２２、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステムごごごご使用時使用時使用時使用時ににににＳ／ＴＳ／ＴＳ／ＴＳ／Ｔ相相相相のののの電圧電圧電圧電圧、、、、電流電流電流電流、、、、電力電力電力電力のののの表示表示表示表示をををを行行行行うにはうにはうにはうには、、、、    

    計測相計測相計測相計測相のののの設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                                                            

・・・・周波数周波数周波数周波数のののの表示値表示値表示値表示値はははは設定値設定値設定値設定値でありでありでありであり、、、、計測値計測値計測値計測値ではありませんではありませんではありませんではありません。。。。                                                                            

    ただしただしただしただし、、、、周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定がががが外部同期外部同期外部同期外部同期（（（（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ））））またはまたはまたはまたはラインラインラインライン同期同期同期同期（（（（ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ））））にににに設定設定設定設定されているされているされているされている    

VOLTAGE N-R MAIN :

FREQUENCY MAIN   :
0.0 V
60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

0

 A rms
 Hz

0.00
0.00
60.00

FFT CONFIGCONT RESTART 7SEG

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

3

METER CONFIG

R
R

F
-
-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4
 5
 6

No.

 RMS
 RMS

 Hz
----
----
----

 CURR :
 VOLT :

 FREQ :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

-
-

-
-
-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10
11
12

No.

----
----

----
----
----
----

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTOL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---



 第３章 基本操作                                      

 92 第３章 基本操作  

    

  表示表示表示表示項目数項目数項目数項目数（（（（ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ））））のののの設定設定設定設定 ································································································································································································     
 

     ・カーソルを「ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ」に移動し、   、   キーまたは数値キーにて 

                            「ＤＤＤＤＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面に表示させたい計測項目数の設定を行い 

      キーを押して決定します。 

      「ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ」は「３３３３」､「４４４４」､「６６６６」､「８８８８」､「１２１２１２１２」から選択することができます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  計測項目計測項目計測項目計測項目のののの設定方法設定方法設定方法設定方法    ········································································································································································································································································     
 

     ・カーソルを設定したい「ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」の「ＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮ」に移動し、 

         、    キーにてご希望の計測項目の設定を行い、キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      計測項目は以下の項目から選択できます。 

                                ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ        ：：：：    電圧計測値を表示します。    

                                ＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲ        ：：：：    電流計測値を表示します。    

                                ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ        ：：：：    周波数設定値、または、同期信号の周波数計測値を表示します。    

                                ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ：：：：    電力計測値、または、力率の計測値を表示します。    

 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ」の設定数は「「「「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」」」」画面に 

      表示される計測項目数です。 

     「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面以外に常時表示される計測表示は 

     「ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．１１１１～～～～４４４４」までです。 

     常時確認したい計測項目は「ＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭＩＴＥＭ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．１１１１～～～～４４４４」に設定してください。 

4

METER CONFIG

R
R

F
-
-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4
 5
 6

No.

 RMS
 RMS

 Hz
----
----
----

 CURR :
 VOLT :

 FREQ :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

-
-

-
-
-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10
11
12

No.

----
----

----
----
----
----

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTAL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TOTAL ITEM        : 4

METER CONFIG

R
R

R
-
-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4
 5
 6

No.

 RMS
 RMS

 W
----
----
----

 CURR :
 VOLT :

POWER :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

-
-

-
-
-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10
11
12

No.

----
----

----
----
----
----

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

R :   0.00 W

 -:------- ---

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo
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  計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定方法設定方法設定方法設定方法····································································································································································································································································     

 

     ・・・・            キーでカーソルを「ＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮ」の計測モードに移動し、   、   キーにて 

     ご希望の計測モードの設定を行い、キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     計測モードは計測項目、出力波形の設定に応じて計測表示できるモードが異なります。 

   計測表示が可能な計測モードを以下に示します。 

 

   電圧・電流計測モード（ＶＯＬＴ／ＣＵＲＲＶＯＬＴ／ＣＵＲＲＶＯＬＴ／ＣＵＲＲＶＯＬＴ／ＣＵＲＲ） 

計測モード 

出力波形 

ＲＭＳ ＤＣ ＣＦ ＤＩＳＴ ＋ＰＥＡＫＣ －ＰＥＡＫＣ ＋ＰＥＡＫＨ －ＰＥＡＫＨ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ － ○ － － － － ○ ○ 

 

              ＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ   ：実効値（直流、交流を含めて実効値を示す）  

                     ＤＣＤＣＤＣＤＣ   ：直流（平均値） 

  ＣＦ（ＣＦ（ＣＦ（ＣＦ（クレストファクタクレストファクタクレストファクタクレストファクタ））））：波高率（ピークの絶対値／実効値） 

  ＤＩＳＴ（ＴＨＤ％）ＤＩＳＴ（ＴＨＤ％）ＤＩＳＴ（ＴＨＤ％）ＤＩＳＴ（ＴＨＤ％） ：総合高調波歪み率を表示します。 

     ＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ） ：サンプリングした正の最大値を保持し表示します。 

     －ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ） ：サンプリングした負の最大値を保持し表示します  

  ＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ） ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴ（   ）キーが押されてから 

                  現在までの正の最大値を表示します。  

  －ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ） ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴ（   ）キーが押されてから 

                  現在までの負の最大値を表示します。  

 

    

    

    

    

 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

Ｆ２ 

Ｆ２ 

TOTAL ITEM        : 4

METER CONFIG

R
R

R
R
-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4
 5
 6

No.

 RMS
 RMS

 W
PF
----
----

 CURR :
 VOLT :

POWER :
POWER :
 ---- :
 ---- :

-
-

-
-
-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10
11
12

No.

----
----

----
----
----
----

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

R :   0.00Vrms R :   0.00 W
R :   0.00Arms R :   1.00 PF

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意            
 

・・・・多相多相多相多相システムシステムシステムシステム構成時構成時構成時構成時ははははＤＣＤＣＤＣＤＣ計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。                                                                    
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    電力計測表示モード（ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ） 

          計測モード 

出力波形 

ＰＷ－ＡＣＴ ＰＷ－ＡＰＰ ＰＷ－ＲＥＡ ＰＦ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ ○ － － － 

 

    ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）  ：ＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（有効電力） 

    ＰＷ－ＡＰＰ（ｋＶＡ）ＰＷ－ＡＰＰ（ｋＶＡ）ＰＷ－ＡＰＰ（ｋＶＡ）ＰＷ－ＡＰＰ（ｋＶＡ） ：ＡＰＰＡＲＥＮＴ ＰＯＷＥＲ（皮相電力） 

    ＰＷ－ＲＥＡ（ｋＶａｒ）ＰＷ－ＲＥＡ（ｋＶａｒ）ＰＷ－ＲＥＡ（ｋＶａｒ）ＰＷ－ＲＥＡ（ｋＶａｒ）：ＲＥＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（無効電力） 

    ＰＦ（ＰＦ）ＰＦ（ＰＦ）ＰＦ（ＰＦ）ＰＦ（ＰＦ）      ：ＰＯＷＥＲ ＦＡＣＴＯＲ（力率） 

 

 

周波数表示モード（ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ） 

          計測モード 

出力波形 

ＦＲＥＱ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ 

±ＤＣ － 

 

   ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ（Ｈｚ）（Ｈｚ）（Ｈｚ）（Ｈｚ） ：ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ（周波数） 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意                                                                                                                                                                                                                                                    

・・・・周波数周波数周波数周波数のののの表示値表示値表示値表示値はははは設定値設定値設定値設定値でありでありでありであり、、、、計測計測計測計測値値値値ではありませんではありませんではありませんではありません。。。。    

    ただしただしただしただし、、、、周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定がががが外部同期外部同期外部同期外部同期（（（（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ））））またはまたはまたはまたはラインラインラインライン同期同期同期同期（（（（ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ））））にににに設定設定設定設定されているされているされているされている    

    場合場合場合場合はははは同期信号同期信号同期信号同期信号のののの周波数計測値周波数計測値周波数計測値周波数計測値をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
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        測定相測定相測定相測定相（（（（ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ））））のののの設定方法設定方法設定方法設定方法································································································································································································································     
 

                ・・・・            キーにてカーソルを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動し、      、    キーにて測定相の設定を行い、 

       キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  測定相は計測項目に応じて選択できる相が異なります。 

  以下に計測項目と設定可能な測定相を示します。 

 

    測定相（ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ） 

測定相 

計測項目 
Ｒ Ｓ Ｔ ＲＳ ＳＴ ＴＲ Σ 

ＶＯＬＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ＣＵＲＲ ○ ○ ○ － － － － 

ＰＯＷＥＲ ○ ○ ○ － － － ○ 

ＦＲＥＱ ○ － － － － － － 

 

   ＲＲＲＲ     ：Ｒ相電圧（中性点Ｎ－ライブＲ間）、Ｒ相電流、Ｒ相電力 

   ＳＳＳＳ     ：Ｓ相電圧（中性点Ｎ－ライブＳ間）、Ｓ相電流、Ｓ相電力 

   ＴＴＴＴ     ：Ｔ相電圧（中性点Ｎ－ライブＴ間）、Ｔ相電流、Ｔ相電力 

   ＲＳＲＳＲＳＲＳ ：線間電圧（ライブＲ－ライブＳ間） 

   ＳＴＳＴＳＴＳＴ ：線間電圧（ライブＳ－ライブＴ間） 

   ＴＲＴＲＴＲＴＲ ：線間電圧（ライブＴ－ライブＲ間） 

   ΣΣΣΣ     ：各相の合計 

 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

3

METER CONFIG

R
F
-
-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4
 5
 6

No.

 RMS
 RMS

 Hz
----
----
----

 CURR :
 VOLT :

 FREQ :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

-
-

-
-
-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10
11
12

No.

----
----

----
----
----
----

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :
 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTOL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

R
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第 ４ 章 
 

ＡＡ／Ｘの操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、本機の応用的な機能と操作方法に関する説明を行います。 

 

４．１ ソフトスタート／ストップ �����������������������������������������������������９８ 

４．２ デジタルＡＶＲ（リモートセンシングによる自動電圧補償） ���������������１０１ 

４．３ 保護機能と動作説明 �����������������������������������������������������������１０３ 

４．４ オフセット電圧重畳 �����������������������������������������������������������１１１ 

４．５ オフセットキャリブレーション ��������������������������������������������１１３ 

４．６ 高調波アナライザ機能 ��������������������������������������������������������１１４ 

４．７ パネルメモリ機能 ��������������������������������������������������������������１１６ 

４．８ ディスプレイの設定 �����������������������������������������������������������１１８ 

４．９ 「オプションボードの実装／未実装」の表示 ��������������������������１２１ 

４．１０ ソフトウェアバージョンの表示 �����������������������������������������１２１ 

４．１１ ＬＡＮインターフェースの設定 �����������������������������������������１２２ 

４．１２ ＧＰ－ＩＢインターフェースの設定 �����������������������������������１２３ 

４．１３ 内部直流電圧（Ｖｄｄ）の使い方 ��������������������������������������１２５ 

４．１４ 電力増幅器としての使い方 �����������������������������������������������１３０ 

４．１５ 周波数の外部信号同期および電源ライン同期について �����������１３２ 

４．１６ キーロック機能 ·········································１３４ 

４．１７ アラームステータス ·····································１３５ 

４．１８ 外部接点制御 ···········································１３７ 

４．１９ ディスプレイユニットの設定 ·····························１３９ 

４．２０ インピーダンスネットワーク（ＬＺシリーズ）の切り替え ···１４２ 
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  ４４４４．．．．１１１１    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································     

            出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしたときのにしたときのにしたときのにしたときの立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり位相位相位相位相(ON PHASE)(ON PHASE)(ON PHASE)(ON PHASE)およびおよびおよびおよび設定値設定値設定値設定値にににに達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの時間時間時間時間(ON SLOPE)(ON SLOPE)(ON SLOPE)(ON SLOPE)、、、、    

        およびおよびおよびおよび「「「「オフオフオフオフ」」」」にしたときのにしたときのにしたときのにしたときの立立立立ちちちち下下下下がりがりがりがり位相位相位相位相((((OFF PHASE)OFF PHASE)OFF PHASE)OFF PHASE)およびおよびおよびおよび００００ＶＶＶＶにににに達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの時間時間時間時間(OFF SLOPE)(OFF SLOPE)(OFF SLOPE)(OFF SLOPE)をををを    

        設定設定設定設定することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

        このこのこのこの機能機能機能機能はははは、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」、」、」、」、またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」にしたにしたにしたにした時時時時のののの急激急激急激急激なななな電圧変化電圧変化電圧変化電圧変化をををを制限制限制限制限しししし、、、、負荷負荷負荷負荷のののの突入電流突入電流突入電流突入電流やややや    

        逆起電圧逆起電圧逆起電圧逆起電圧によるによるによるによるサージサージサージサージ電圧電圧電圧電圧をををを抑制抑制抑制抑制することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

            

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ時間時間時間時間    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ時間時間時間時間    

ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「    オンオンオンオン        」」」」    ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「    オフオフオフオフ        」」」」    

００００ＶＶＶＶ    ００００ＶＶＶＶ    

図図図図４４４４－－－－１１１１．ＯＮ．ＯＮ．ＯＮ．ＯＮ    ＳＬＯＰＥ、ＯＦＦＳＬＯＰＥ、ＯＦＦＳＬＯＰＥ、ＯＦＦＳＬＯＰＥ、ＯＦＦ    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ解説図解説図解説図解説図    

ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「    オンオンオンオン        」」」」    

ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    

ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「ＯＵＴＰＵＴ「    オフオフオフオフ        」」」」    

図図図図４４４４－－－－２２２２．．．．ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥ、ＳＴＯＰＰＨＡＳＥ、ＳＴＯＰＰＨＡＳＥ、ＳＴＯＰＰＨＡＳＥ、ＳＴＯＰ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    解説図解説図解説図解説図    

ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ        

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ    

＝＝＝＝００００ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ設定設定設定設定    

ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ    

＝＝＝＝００００ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ設定設定設定設定    

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ

＝＝＝＝００００度設定度設定度設定度設定    

ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    

＝＝＝＝００００度設定度設定度設定度設定    

設定位相待ち時間 設定位相待ち時間 
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        機能説明機能説明機能説明機能説明    ············································································································································································································································································································     

                立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり位相位相位相位相［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ］：］：］：］： ············································································································································     

       出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしたときのにしたときのにしたときのにしたときの上昇上昇上昇上昇をををを開始開始開始開始するするするする位相位相位相位相のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３５９３５９３５９３５９（（（（度度度度）））） 

        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１度度度度    

    

                立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり時間時間時間時間［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（［ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）ＯＮ）    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ］：］：］：］： ············································································································································     

      出力出力出力出力がががが上昇上昇上昇上昇をををを開始開始開始開始してからしてからしてからしてから設定値設定値設定値設定値にににに達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００（（（（５０５０５０５０μμμμｓｓｓｓ）～）～）～）～１００００１００００１００００１００００（（（（ｍｓｍｓｍｓｍｓ）））） 

        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１０１０１０１０ｍｓｍｓｍｓｍｓ    

       この機能は約１ｍｓごとに振幅を変化させる制御方式を採用しておりますので出力波形は 

       階段状となります。また立ち上がり時間を「００００」に設定した場合、実際の立ち上がり時間は 

       約５０μｓとなります。 

                                

                立立立立ちちちち下下下下がりがりがりがり位相位相位相位相［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＯＦＦ）ＯＦＦ）ＯＦＦ）    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ］：］：］：］： ············································································································································     

      出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしたときのにしたときのにしたときのにしたときの下降下降下降下降をををを開始位相開始位相開始位相開始位相のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３５９３５９３５９３５９（（（（度度度度）））） 

        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１度度度度 

    

                立立立立ちちちち下下下下がりがりがりがり時間時間時間時間［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（［ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＯＦＦ）ＯＦＦ）ＯＦＦ）    ＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥＳＬＯＰＥ］：］：］：］： ············································································································································     

      出力出力出力出力がががが降下降下降下降下をををを開始開始開始開始してからしてからしてからしてから設定値設定値設定値設定値がががが「「「「００００」」」」にににに達達達達するまでのするまでのするまでのするまでの時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００（（（（５０５０５０５０μμμμｓｓｓｓ）～）～）～）～１００００１００００１００００１００００（（（（ｍｓｍｓｍｓｍｓ）））） 

        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１０１０１０１０ｍｓｍｓｍｓｍｓ 

       この機能は約１ｍｓごとに振幅を変化させる制御方式を採用しておりますので出力波形は 

       階段状となります。また立ち下がり時間を「００００」に設定した場合、実際の立ち下がり時間は 

       約５０μｓとなります。 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・ このこのこのこの機能機能機能機能はははは出力波形出力波形出力波形出力波形のののの位相位相位相位相がががが「「「「ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）ＳＴＡＲＴ（ＯＮ）    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」、」、」、」、またはまたはまたはまたは「「「「ＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＰＨＡＳＥＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＰＨＡＳＥＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＰＨＡＳＥＳＴＯＰ（ＯＦＦ）ＰＨＡＳＥ」」」」にににに    

なるまでなるまでなるまでなるまで待機待機待機待機していますしていますしていますしています。。。。このこのこのこの待機時間待機時間待機時間待機時間はははは最大最大最大最大１１１１サイクルサイクルサイクルサイクルとなりますのでとなりますのでとなりますのでとなりますので、、、、周波数周波数周波数周波数をををを低低低低いいいい値値値値にににに    

設定設定設定設定するとするとするとすると、、、、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの「「「「オンオンオンオン」、」、」、」、またはまたはまたはまたは「「「「オフオフオフオフ」」」」をををを行行行行うのにかなりのうのにかなりのうのにかなりのうのにかなりの時間時間時間時間がががが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

    例例例例．．．．周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値：：：：００００．．．．０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚにににに設定設定設定設定するとするとするとすると待機時間待機時間待機時間待機時間はははは最大最大最大最大１００１００１００１００秒秒秒秒となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

    またこのまたこのまたこのまたこの間間間間のののの操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））でのでのでのでの操作操作操作操作はははは行行行行えなくなりますえなくなりますえなくなりますえなくなります。。。。    

    以上以上以上以上のことをのことをのことをのことを十分十分十分十分ごごごご理解理解理解理解のののの上上上上ごごごご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

・ 本項目本項目本項目本項目のののの設定値設定値設定値設定値はははは直流直流直流直流((((±±±±ＤＣＤＣＤＣＤＣ))))出力出力出力出力にもにもにもにも有効有効有効有効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

    直流出力時直流出力時直流出力時直流出力時のののの出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数はははは特特特特にににに必要必要必要必要がなければがなければがなければがなければ、、、、１００１００１００１００ＨｚＨｚＨｚＨｚ程度程度程度程度にににに設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
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  以下以下以下以下ににににソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップのののの操作方法操作方法操作方法操作方法についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ」に 

      移動させ、  キーまたは キーを押し決定してください。 

       「ＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴ    ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」画面が表示されます。  

  手順手順手順手順２２２２．．．．ご使用方法に合わせカーソルを各項目に移動してください。 

  手順手順手順手順３３３３.... 数値キーまたは    、   キーで設定を行い、キーを押すと決定されます。 

      次回の出力「オンオンオンオン」、または「オフオフオフオフ」時から設定値が有効となります。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：この機能は出力の「オンオンオンオン」、「オフオフオフオフ」操作を行った時のみ有効となります。 

                            設定値を変更した場合の変化率の設定については 

       「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．２２２２    電圧電圧電圧電圧のののの基本設定基本設定基本設定基本設定」をご参照ください。 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

START (ON) PHASE :

0 ms

0 deg

0 ms

START (ON) SLOPE :

STOP (OFF) SLOPE :

0 deg

STOP (OFF) SLOPE :

SOFT START/STOP

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．２２２２    デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲ（ＡＶＲ（ＡＶＲ（ＡＶＲ（リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングによるによるによるによる自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ····························································································································································································································································································     

        「「「「デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲ」ＡＶＲ」ＡＶＲ」ＡＶＲ」機能機能機能機能とはとはとはとは負荷負荷負荷負荷までのまでのまでのまでの配線配線配線配線によるによるによるによる電圧降下電圧降下電圧降下電圧降下をををを補償補償補償補償しししし負負負負荷端荷端荷端荷端のののの電圧電圧電圧電圧をををを安定化安定化安定化安定化するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。    

    

    

    

    

    

        以下以下以下以下ににににデジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ機能機能機能機能をごをごをごをご使用使用使用使用になるになるになるになる場合場合場合場合のののの配線方法配線方法配線方法配線方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作（（（（出力急変出力急変出力急変出力急変、、、、シーケンスモードシーケンスモードシーケンスモードシーケンスモード、、、、スイープモードスイープモードスイープモードスイープモード）、）、）、）、電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器、、、、    

    ソフトスタートソフトスタートソフトスタートソフトスタート／／／／ストップストップストップストップ、、、、トランジショントランジショントランジショントランジション機能機能機能機能のののの動作中動作中動作中動作中はははは「「「「デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ」」」」はははは無効無効無効無効になりますになりますになりますになります。。。。    
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ツイストペア線 

図図図図４４４４－－－－３３３３．．．．リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングのののの配線配線配線配線    

        

１０ｍｍ 

手順１．マイナスドライバーで解放レバーを 

    押しながら端子接続スペースに 

    ケーブルを挿入します。 

手順２．マイナスドライバーを離すとケーブルが 

    固定されます。 
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SSSSＨＨＨＨ    ＳＮＳＮＳＮＳＮ     

解放レバー（オレンジ色） 

リモートセンシング用ケーブル 

単線／撚線（０.２～１.５ｍｍ２） 

端子接続スペー

図図図図４４４４－－－－４４４４．．．．リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング端子端子端子端子へのへのへのへの配線配線配線配線    

××××


○○○○
マイナスドライバー
（幅３ｍｍ程度）

・・・・解放解放解放解放レバーレバーレバーレバーのののの操作操作操作操作はははは、、、、ドライバードライバードライバードライバーをまっすぐをまっすぐをまっすぐをまっすぐ押押押押しししし込込込込んでんでんでんで行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。

斜斜斜斜めめめめ方向方向方向方向からのからのからのからの操作操作操作操作はははは、、、、端子端子端子端子のののの破損原因破損原因破損原因破損原因となることがありますとなることがありますとなることがありますとなることがあります。。。。

マイナスドライバー
（幅３ｍｍ程度）

 ！！！！    注注注注    意意意意    
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  「「「「デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ機能機能機能機能」」」」のののの操作方法操作方法操作方法操作方法 ························································································································································································     

             以下以下以下以下にににに「「「「デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ機能機能機能機能」」」」のののの操作方法操作方法操作方法操作方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥ」に 

       移動させ、  キーまたはキーを押し決定してください。 

        「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、   キーを押してカーソルを「ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：」に移動します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．     、    キーを押して「ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：ＳＥＮＳＩＮＧ：」を「ＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬ」から「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ」に 

       切り替えます。 

      「「「「ＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬＬＯＣＡＬ」」」」        ：：：：本機本機本機本機のののの出力端子出力端子出力端子出力端子をををを計測計測計測計測しますしますしますします。。。。 

      「「「「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ」：」：」：」：本機本機本機本機のののの「「「「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＩＮＧ／ＭＥＴＥＲＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ／ＭＥＴＥＲＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ／ＭＥＴＥＲＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ／ＭＥＴＥＲＩＮＧ」」」」端子端子端子端子にににに接続接続接続接続されるされるされるされる、 

               センシングポイントセンシングポイントセンシングポイントセンシングポイントのののの電圧電圧電圧電圧をををを計測計測計測計測しましましましますすすす。。。。    

   手順手順手順手順４４４４．．．．液晶表示器にセンシングポイントの電圧が表示されます。負荷を動作させ、電圧計測値を 

       読み取ります。 

       このときの電圧値が設定電圧の±５％以内であることを確認してください。  

       ±５％以上ある場合は「デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ機能機能機能機能」は正しく動作しません。 

   手順手順手順手順５５５５．．．．  、  キーを押してカーソルを「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ        ＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ」に移動します。 

   手順手順手順手順６６６６．．．．     、    キーを押して「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ：：：：」を「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」から「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」に切り替え、 

       キーを押すと動作を開始します。  

 

    

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ動作中動作中動作中動作中ににににリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングのののの配線配線配線配線がががが一瞬一瞬一瞬一瞬でもでもでもでも断線断線断線断線するとするとするとすると、、、、最大最大最大最大でででで電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値のののの    

    ＋＋＋＋６６６６％％％％のののの電圧電圧電圧電圧がががが出力出力出力出力されますされますされますされます。。。。センシングセンシングセンシングセンシング配線配線配線配線ををををスイッチスイッチスイッチスイッチ等等等等でででで開閉開閉開閉開閉しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。                    

・・・・デジタルデジタルデジタルデジタルＡＶＲＡＶＲＡＶＲＡＶＲ動作中動作中動作中動作中にににに本機出力本機出力本機出力本機出力とととと負荷間負荷間負荷間負荷間のののの配線配線配線配線をををを開閉開閉開閉開閉しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。                                        

・・・・リモートリモートリモートリモート側検出端子側検出端子側検出端子側検出端子のののの配線配線配線配線をををを行行行行わずわずわずわず、「、「、「、「ＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ」」」」をををを「「「「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ」」」」にするとにするとにするとにすると    

    正正正正しいしいしいしい計測計測計測計測はははは行行行行われませんわれませんわれませんわれません。。。。    

・・・・非線形負荷非線形負荷非線形負荷非線形負荷のののの電流電流電流電流とととと配線配線配線配線インピーダンスインピーダンスインピーダンスインピーダンスのののの積積積積によるによるによるによる負荷端負荷端負荷端負荷端でのでのでのでの電圧歪電圧歪電圧歪電圧歪はははは補償補償補償補償できませんできませんできませんできません。。。。    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

REMOTE SENSING

SENSING     :

OFFDIGITAL AVR :

LOCAL

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明    

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ························································································································································································································································································     

            本機内部回路本機内部回路本機内部回路本機内部回路、、、、およびおよびおよびおよび負荷負荷負荷負荷をををを保護保護保護保護するためにするためにするためにするために以下以下以下以下にににに示示示示すすすす保護回路保護回路保護回路保護回路をををを内蔵内蔵内蔵内蔵していますしていますしていますしています。。。。    

        保護回路保護回路保護回路保護回路のののの性質性質性質性質、、、、およびおよびおよびおよび設定方法設定方法設定方法設定方法をををを十分理解十分理解十分理解十分理解したしたしたした上上上上でででで本機本機本機本機をごをごをごをご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

    

     保護機能保護機能保護機能保護機能のののの種類種類種類種類 ····································································································································································································································································     

    

 本機本機本機本機にはにはにはには、、、、次次次次のようなさまざまなのようなさまざまなのようなさまざまなのようなさまざまな保護機能保護機能保護機能保護機能をををを備備備備えていますえていますえていますえています。。。。 

保護の目的 保護機能名称  機 能 保護動作  

平均電流制限 

（ＯＵＴＰＵＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

過負荷時の出力電流を制限します。 「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」を表示、 

出力電圧波形をクリップ、 

出力を「オフ」にします＊注意１ 

ソフトウェア制限 

（ＳＯＦＴＷＡＲＥ ＬＩＭＩＴ） 

設定範囲外の入力を禁止します。 設定値の入力を無効にします。 

ピーク電流制限 

（ＰＥＡＫ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

突入電流などの短時間の 

出力電流を制限します。 

「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」を表示、 

出力電圧波形をクリップ、 

出力を「オフ」にします。＊注意１ 

負荷の保護、および 

内部回路の保護を 

行う。 

ピーク電圧制限 

（ＰＥＡＫ ＶＯＬＴＡＧＥ ＬＩＭＩＴ） 

定電流動作時最大出力電圧を 

制限します。 

電圧波形ピーク部分をクリップ 

します。＊注意２ 

平均損失制限 

（ＡＭＰ ＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮ ＬＩＭＩＴ） 

本機内部の電力損失が大きく 

なった場合に動作します。 

「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」を表示、 

出力電圧波形をクリップ、 

出力を「オフ」にします。＊注意１ 

過温度保護 

（ＯＶＥＲ ＨＥＡＲＴ ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ） 

本機内部の放熱器温度が上昇した 

場合に動作します。 

電源スイッチを「オフ」にします。 

安全動作領域制限 

（ＳＯＡ ＬＩＭＩＴ） 

本機内部半導体の温度が限度値を 

超えた場合に動作します。 

「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」を表示、 

出力電圧波形をクリップ、 

出力を「オフ」にします＊注意１ 

内部回路の保護を 

行う。 

入力電流制限 

（ＩＮＰＵＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

過負荷時に入力電流が限度値を 

超えた場合に動作します。 

「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」を表示、 

出力電圧波形をクリップ、 

出力を「オフ」にします＊注意１ 

＊＊＊＊    注意注意注意注意１１１１：：：：出力出力出力出力「「「「オフオフオフオフ」」」」はははは「「「「ＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」」」」をををを００００～～～～６６６６００００ＳＳＳＳ設定時設定時設定時設定時のみのみのみのみ有効有効有効有効。。。。    

＊＊＊＊    注意注意注意注意２２２２：：：：定電流定電流定電流定電流オプションオプションオプションオプション使用使用使用使用によるによるによるによるＣＣＣＣＣＣＣＣ動作時動作時動作時動作時のみのみのみのみ有効有効有効有効。。。。    

 

        設定画面設定画面設定画面設定画面    

              メニュー画面でカーソルを「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

     キーまたは   キーを押し決定してください。「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

 

 

 MENU

SYSTEM

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S

105 %5

105 %

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  平均電流制限平均電流制限平均電流制限平均電流制限（（（（ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

     本機本機本機本機のののの出力電流出力電流出力電流出力電流のののの絶対平均値絶対平均値絶対平均値絶対平均値がががが設定値設定値設定値設定値をををを超超超超えたときにえたときにえたときにえたときに動作動作動作動作するするするする保護機能保護機能保護機能保護機能ですですですです。。。。 

    この保護機能が動作すると出力電圧のピーク部分をクリップさせて出力電流を制限します。 

    このとき液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＬＯＡＬＯＡＬＯＡＤＤＤＤ」が表示されます。 

    「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」を表示している状態が「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上続いた場合、 

    出力を「オフオフオフオフ」にします。 

       平均電流制限の設定は定格出力電流の百分率で行います。 

                使用条件別に定格電流値を示します。 

 

出力波形 電圧レンジ 定格電流値（Ａ） 

ＳＩＮ １５０Ｖ（Ｌｏ） ２０×Ｎ 

ＳＩＮ ３００Ｖ（Ｈｉ） １０×Ｎ 

±ＤＣ １５０Ｖ（Ｌｏ） １８×Ｎ 

±ＤＣ ３００Ｖ（Ｈｉ） ９×Ｎ 

                                 ＮＮＮＮはははは１１１１相相相相あたりのあたりのあたりのあたりの並列並列並列並列ユニットユニットユニットユニット数数数数をををを示示示示すすすす。。。。 

             設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１０１０１０１０～～～～１０５１０５１０５１０５（％）（％）（％）（％） 

    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１％％％％ 

     

         

 

 

 

 

        操作方法操作方法操作方法操作方法    

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

       キーまたは   キーを押し決定してください。「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が 

       表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、   キーを押して「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」に移動します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．     、    キー、または数値キーにて設定を行い、キーを押して決定します。 ＩＮＣ ＤＥＣ 

通常動作時 平均電流制限動作時 

出力電圧 

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S

105 %5

105 %

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  遅延出力遮断遅延出力遮断遅延出力遮断遅延出力遮断（（（（ＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ）））） 

            設定時間以上設定時間以上設定時間以上設定時間以上「「「「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」」」」がががが続続続続いたいたいたいた場合場合場合場合にににに出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしますにしますにしますにします    

 

 

 

 

 

 

             設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～６０６０６０６０（ｓ）、（ｓ）、（ｓ）、（ｓ）、∞∞∞∞ 

    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１ｓｓｓｓ 

      「０」：各アラームステータスを検出すると３ｍｓ以内に出力アンプ部の基準信号を０Ｖにし、 

          １秒後に出力を「オフオフオフオフ」にします。 

      「１～６０」：設定時間以上、「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が続いた場合に出力を「オフオフオフオフ」にします。 

      「∞」：遅延出力遮断を中止します。出力を「オフオフオフオフ」にしません。 

    

        操作方法操作方法操作方法操作方法 

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

       キーまたは   キーを押し決定してください。「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が 

       表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、  キーを押して「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」に移動します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．     、    キー、または数値キーにて設定を行い、キーを押して決定します。 

        

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意            

・・・・「ＣＵＴＯＦＦ「ＣＵＴＯＦＦ「ＣＵＴＯＦＦ「ＣＵＴＯＦＦ    ＤＥＤＥＤＥＤＥＬＡＹ」ＬＡＹ」ＬＡＹ」ＬＡＹ」をををを「「「「∞∞∞∞」（」（」（」（無限大無限大無限大無限大））））にににに設定設定設定設定するとするとするとすると、、、、操作操作操作操作パネルパネルパネルパネルのののの            キーキーキーキー、、、、    

    またはまたはまたはまたは本機内部回路用保護機能本機内部回路用保護機能本機内部回路用保護機能本機内部回路用保護機能がががが動作動作動作動作するまでするまでするまでするまで、、、、出力出力出力出力はははは「「「「オフオフオフオフ」」」」になりませんになりませんになりませんになりません。。。。    

    保護機能保護機能保護機能保護機能をををを十分理解十分理解十分理解十分理解したしたしたした上上上上でごでごでごでご利用利用利用利用くださいくださいくださいください。。。。    

ＯＦＦ 

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S1

105 %

105 %

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」を「∞∞∞∞」に設定する場合は、 

         「００００」設定状態から    キーを押すか、数値キーにて 

         「１１１１－－－－」を入力し設定の変更を行ってください。 

       ・・・・「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」を「００００」に設定した場合、   

         アラームステータスの表示はアラーム原因に関係なく 

        「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴ／ＣＵＴＬＩＭＩＴ／ＣＵＴＬＩＭＩＴ／ＣＵＴＬＩＭＩＴ／ＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」が 

         表示されます。 

ＤＥＣ 
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        ピークピークピークピーク出力電流制限出力電流制限出力電流制限出力電流制限（（（（ＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

     出力電流出力電流出力電流出力電流のののの最大振幅最大振幅最大振幅最大振幅（（（（ピークピークピークピーク値値値値））））がががが設定値設定値設定値設定値をををを超超超超えたときにえたときにえたときにえたときに動作動作動作動作するするするする保護機能保護機能保護機能保護機能ですですですです。 

    ピーク出力電流制限値を超える電流が流れた場合には出力電流の波形のピーク部分をクリップして 

    制限を行います。このとき液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ        ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示されます。 

    「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」を表示している状態が「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上続いた場合、 

    出力を「オフオフオフオフ」にします。 

    ピーク出力電流制限の設定は定格ピーク出力電流値の百分率で行います。 

                使用条件別にピーク出力電流値を示します。 

 

電圧レンジ ピーク出力電流値（Ａ） 

１５０Ｖ（Ｌｏ） ８０×Ｎ 

３００Ｖ（Ｈｉ） ４０×Ｎ 

                         ＮＮＮＮはははは１１１１相相相相あたりのあたりのあたりのあたりの並列並列並列並列ユニットユニットユニットユニット数数数数をををを示示示示すすすす。。。。 

                 設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：１０１０１０１０～～～～１０５１０５１０５１０５（％）（％）（％）（％） 

                 設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１％％％％ 

 

 

 

 

 

 

 

        操作方法操作方法操作方法操作方法    

    

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

       キーまたは   キーを押し決定してください。「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」に移動させます。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．     、    キー、または数値キーにて設定を行い、キーを押して決定します。 

    

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

通常動作時 ピーク出力電流制限動作時 

出力電流 

MENU

SYSTEM

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S

105 %

105 %5

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア制限制限制限制限（（（（ＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥＳＯＦＴＷＡＲＥ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

     電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数のののの設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲をををを制限制限制限制限すすすするるるる保護機能保護機能保護機能保護機能ですですですです。 

    設定範囲を超える電圧、周波数の設定値を入力すると、操作パネル（コントローラ）上に 

    警告表示がされ、入力を無効にします。 

 

 

 

 

    ソフトウェアーリミットには以下の項目があります。 

     「「「「ＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」」」」：：：：電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値のののの上限上限上限上限をををを制限制限制限制限しますしますしますします。。。。 

      設定範囲 ：－３９９.９～ ＋４００.０（Ｖ） 

      設定分解能：±０.１Ｖ 

     「「「「ＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」」」」：：：：電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値のののの下限下限下限下限をををを制限制限制限制限しますしますしますします。。。。    

      設定範囲 ：－４００Ｖ～＋３９９.９（Ｖ） 

      設定分解能：±０.１Ｖ 

     「「「「ＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲＵＰＰＥＲ    ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」：」：」：」：周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値のののの上限上限上限上限をををを制限制限制限制限しますしますしますします。。。。    

      設定範囲 ：０.０１～１２００.００（Ｈｚ） 

      設定分解能：０.０１Ｈｚ 

     「「「「ＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲＬＯＷＥＲ    ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」：」：」：」：周波数設定値周波数設定値周波数設定値周波数設定値のののの下限下限下限下限をををを制限制限制限制限しますしますしますします。。。。    

      設定範囲 ：０.０１～ １２００.００（Ｈｚ） 

      設定分解能：０.０１Ｈｚ 

 

        操作方法操作方法操作方法操作方法    

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

       キーまたは   キーを押し決定してください。 

       「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、  キーを押してご希望の設定項目に 

       移動します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．     、    キー、または数値キーにて設定を行い、 

       キーを押して決定します。 

 

＊＊ ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ ＊＊ 
Ｓｅｔｔｉｎｇ ｖａｌｕｅ ｉｓ ｅｘｃｅｅｄ ｔｈｅ 

ｓｏｆｔ ｌｉｍｉｔ （ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ） ｖａｌｕｅ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・外部同期外部同期外部同期外部同期、、、、電源電源電源電源ラインラインラインライン同期同期同期同期、、、、またはまたはまたはまたは電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器としてごとしてごとしてごとしてご使用使用使用使用いただくいただくいただくいただく場合場合場合場合はははは、、、、    

「「「「ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア制限制限制限制限」」」」はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。        

PROTECTION
▲

SOFTWARE LIMIT

UPPER VOLTAGE   :

LOWER VOLTAGE   :

0

-400.0 V

UPPER FREQUENCY :

LOWER FREQUENCY :

1200.00 Hz

0.01 Hz

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

+400.  V

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ピークピークピークピーク電圧制限電圧制限電圧制限電圧制限（（（（ＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

     出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの最大振幅最大振幅最大振幅最大振幅（（（（ピークピークピークピーク値値値値））））がががが設定値設定値設定値設定値をををを超超超超えたときにえたときにえたときにえたときに動作動作動作動作するするするする電圧制限機能電圧制限機能電圧制限機能電圧制限機能ですですですです。。。。 

    ピーク電圧制限値を超える電圧が発生した場合、出力電圧の波形をクリップして電圧を制限します。 

                 設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：１０１０１０１０～～～～４２６４２６４２６４２６（Ｖｐｋ）（Ｖｐｋ）（Ｖｐｋ）（Ｖｐｋ） 

                 設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１ＶｐｋＶｐｋＶｐｋＶｐｋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．ファンクションキー    キーを押してください。 

       「ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、  キーを押してカーソルを「ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ    ＬＩＭＩＴ：ＬＩＭＩＴ：ＬＩＭＩＴ：ＬＩＭＩＴ：」に移動します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．      、    キー、または数値キーにて設定を行い、キーを押して決定します。 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・定電流定電流定電流定電流モードモードモードモードでのでのでのでの動作時動作時動作時動作時のみごのみごのみごのみご使用使用使用使用いただけますいただけますいただけますいただけます。。。。（（（（定電流定電流定電流定電流モードモードモードモードをごをごをごをご使用使用使用使用になるになるになるになる場合場合場合場合はははは    

    定電流定電流定電流定電流オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１１０１１０１１０１１０ＣＣ）ＣＣ）ＣＣ）ＣＣ）がががが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。）。）。）。）        

・・・・設定設定設定設定はははは「「「「ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」」」」画面画面画面画面にてにてにてにて行行行行いますいますいますいます。。。。    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＣＵＲＲ

通常動作時 ピーク電圧制限動作時 

出力電圧 

Hi(426 V pk)

VOLT LIMIT   : +/- 10 V pk
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
CURRENT      :

ENA 10 A/Sec
ENA Hi  +1.000A

N-R

10.00A RMS
CURRENT SETUP

▼
0

MODE:CC OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  平均損失制限平均損失制限平均損失制限平均損失制限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

     低力率負荷低力率負荷低力率負荷低力率負荷、、、、またはまたはまたはまたはＶＶＶＶｄｄｄｄｄｄｄｄ（（（（内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧））））をををを固定固定固定固定したしたしたした状態状態状態状態でででで低低低低いいいい電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力したしたしたした場合場合場合場合などなどなどなど    

                内部内部内部内部のののの電力損失電力損失電力損失電力損失がががが大大大大きくなったきくなったきくなったきくなった場合場合場合場合にににに本機本機本機本機をををを保護保護保護保護するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。 

    この機能が動作すると液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」を表示し、Ｖｄｄ（内部直流電圧）を 

    低下させて内部の電力損失を制限します。この時、出力電圧のピーク部分がクリップされます。 

この状態が「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上続いた場合、出力を「オフオフオフオフ」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

  過温度保護過温度保護過温度保護過温度保護・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

     ファンモータの故障、エアフィルターの目づまりなどにより本機内部の放熱器温度が限度値 

    以上に上昇すると、電源スイッチを「オフオフオフオフ」にします。 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・過温度保護過温度保護過温度保護過温度保護はははは本機内部回路本機内部回路本機内部回路本機内部回路のののの保護機能保護機能保護機能保護機能ですのでですのでですのでですので制限値制限値制限値制限値のののの設定設定設定設定はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・平均損失制限平均損失制限平均損失制限平均損失制限はははは本機内部回路本機内部回路本機内部回路本機内部回路のののの保護機能保護機能保護機能保護機能ですのでですのでですのでですので制限値制限値制限値制限値のののの設定設定設定設定はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。    

通常動作時 平均損失制限動作時 

出力電圧 
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  安全動作領域安全動作領域安全動作領域安全動作領域（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）制限制限制限制限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

    

    

    

 

 

    負荷負荷負荷負荷のののの短絡短絡短絡短絡などによりなどによりなどによりなどにより内部半内部半内部半内部半導体導体導体導体のののの温度温度温度温度がががが急激急激急激急激にににに上昇上昇上昇上昇したしたしたした場合場合場合場合にににに本機本機本機本機をををを保護保護保護保護するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。    

    内部半導体の温度が限度値以上に上昇すると、出力波形をクリップして出力電流を制限します。 

    この機能が動作すると液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示されます。 

この状態が「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上続いた場合、出力を「オフオフオフオフ」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  入力電流制限入力電流制限入力電流制限入力電流制限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

     動作電源電圧動作電源電圧動作電源電圧動作電源電圧ををををＡＣＡＣＡＣＡＣ１７０１７０１７０１７０ＶＶＶＶ以下以下以下以下でででで使用使用使用使用しししし、、、、入力電流入力電流入力電流入力電流がががが最大最大最大最大入入入入力電流力電流力電流力電流をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合にににに    

                本機本機本機本機をををを保護保護保護保護するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。 

    この機能が動作すると液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」を表示し、出力電圧のピーク部分を 

    クリップさせて入力電流を制限します。 

この状態が「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」の設定時間以上続いた場合、出力を「オフオフオフオフ」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常動作時 
安全動作領域（ＳＯＡ）制限動作時 

出力電圧 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・安全動作領域安全動作領域安全動作領域安全動作領域（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）制限制限制限制限はははは本機内部回路本機内部回路本機内部回路本機内部回路のののの保護機能保護機能保護機能保護機能ですのでですのでですのでですので制限値制限値制限値制限値のののの    

    設定設定設定設定はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・入力電流制限入力電流制限入力電流制限入力電流制限はははは本機内部回路本機内部回路本機内部回路本機内部回路のののの保護機能保護機能保護機能保護機能ですのでですのでですのでですので制限値制限値制限値制限値のののの設定設定設定設定はははは行行行行えませんえませんえませんえません。。。。    

通常動作時 入力電流制限動作時 

出力電圧 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：本機は動作源電圧がＡＣ１７０Ｖ以下では入力電流が、約２５Ａ以下となるように 

       出力電圧を制限します。 

       動作電源電圧がＡＣ１００Ｖの場合、出力電力は約１０００Ｗに制限されます。 
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  ４４４４．．．．４４４４    オフセットオフセットオフセットオフセット電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳    

    

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ····················································································································································································································································································     

            交流電圧交流電圧交流電圧交流電圧にににに直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧をををを重畳重畳重畳重畳してしてしてして出力出力出力出力することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

            このこのこのこの直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧をををを「「「「オフセットオフセットオフセットオフセット電圧電圧電圧電圧」」」」とととと呼呼呼呼びますびますびますびます。。。。オフセットオフセットオフセットオフセット電圧電圧電圧電圧はははは「「「「±±±±４００４００４００４００Ｖ」Ｖ」Ｖ」Ｖ」までまでまでまで設定設定設定設定することがすることがすることがすることが    

            できますできますできますできます。Ｌｏ。Ｌｏ。Ｌｏ。Ｌｏオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジではではではでは±±±±４０４０４０４０....００００００００Ｖ（Ｖ（Ｖ（Ｖ（設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００....００００２２２２Ｖ）、ＨｉＶ）、ＨｉＶ）、ＨｉＶ）、Ｈｉオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジ    

            ではではではでは±±±±４００４００４００４００....００００Ｖ（Ｖ（Ｖ（Ｖ（設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００....２２２２Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）までまでまでまで設定設定設定設定がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

                

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・「「「「カップリングカップリングカップリングカップリング」」」」がががが「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」のままですとのままですとのままですとのままですと直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧がががが重畳重畳重畳重畳されませんされませんされませんされません。。。。                                                        

・・・・「「「「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴ」ＯＦＦＳＥＴ」ＯＦＦＳＥＴ」ＯＦＦＳＥＴ」のののの設定値設定値設定値設定値ははははオフセットオフセットオフセットオフセット電圧電圧電圧電圧とととと交流電圧交流電圧交流電圧交流電圧ののののピークピークピークピーク値値値値のののの合計合計合計合計がががが電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大値最大値最大値最大値    

    （Ｌｏ（Ｌｏ（Ｌｏ（Ｌｏレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±２１２２１２２１２２１２Ｖ、ＨｉＶ、ＨｉＶ、ＨｉＶ、Ｈｉレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±４２４４２４４２４４２４Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）をををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                

        電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大出力電圧値最大出力電圧値最大出力電圧値最大出力電圧値をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合はははは「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ    ＬＯＡＬＯＡＬＯＡＬＯＡＤ」Ｄ」Ｄ」Ｄ」がががが表示表示表示表示されされされされ、、、、    

        このこのこのこの状態状態状態状態がががが「「「「ＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦＣＵＴＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」」」」のののの設定値以上続設定値以上続設定値以上続設定値以上続くとくとくとくと出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」になりますになりますになりますになります。。。。                            

図図図図４４４４－－－－５５５５．．．．オフセットオフセットオフセットオフセット電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳    

オフセットオフセットオフセットオフセット    

電圧電圧電圧電圧    

００００ＶＶＶＶ        

ＤＣＤＣＤＣＤＣオフセットオフセットオフセットオフセット重畳重畳重畳重畳なしなしなしなし        ＤＣＤＣＤＣＤＣオフセットオフセットオフセットオフセット重畳重畳重畳重畳ありありありあり        

００００ＶＶＶＶ        
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        「「「「オフセットオフセットオフセットオフセット電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳」」」」操作方法操作方法操作方法操作方法 ································································································································································································     

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．ファンクションキー    を押すと「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面が表示されますので 

       カーソルを「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーを押してＤＤＤＤＩＳＩＳＩＳＩＳ（無効）をＥＥＥＥＮＡＮＡＮＡＮＡ（有効）に切り替え、 

       キーを押して決定します。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．ＤＣオフセット重畳は「カップリングカップリングカップリングカップリング」を「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」で使用する必要があります。      

       カップリングを「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」に設定した状態で切り替えを行いますと、以下の警告が表示されますので、 

          キーで「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」に切り替え、キーを押して決定します。    

    

    

    

  

 

   手順手順手順手順４４４４．．．．「ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ」にはレンジ切替えがありますので  キーを押し（Ｌｏ／Ｈｉ）に移動させます。 

          、   でご希望の電圧レンジに切り替え、キーを押して決定してください。 

   手順手順手順手順５５５５．．．．各レンジの最大オフセット電圧を下記に示します。 

         ＨｉＨｉＨｉＨｉオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジ：：：：±±±±４０４０４０４０００００....００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００....２２２２ＶＶＶＶ    

                                    ＬｏＬｏＬｏＬｏオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジオフセットレンジ：：：：±±±±４０４０４０４０....００００００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００....００００２２２２ＶＶＶＶ 

   手順手順手順手順６６６６．．．．  キーを押し（＊＊＊＊Ｖ）に移動させます。   

          、   キー、数値キー、    キーで設定値を切り替え、キーを押して決定します。 

    

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

VOLT 

+/－ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

＊＊ ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ ＊＊ 

ＣＯＵＰＬＩＮＧ ＳＴＡＴＥ ＩＳ ＡＣ． 

 Ｐｒｅｓｓ ＋／－ ｔｈｅｎ ＥＸＥＣ ｆｏｒ ｃｈａｎｇｅ 

            ｃｏｕｐｌｉｎｇ＜ＡＣ＞ 

   ｐｒｅｓｓ ＯＴＨＥＲ ＫＥＹ ｆｏｒ ｎｏ－ｃｈａｎｇｅ 

＊＊ ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ ＊＊ 

ＣＯＵＰＬＩＮＧ ＳＴＡＴＥ ＩＳ ＡＣ． 

 Ｐｒｅｓｓ ＋／－ ｔｈｅｎ ＥＸＥＣ ｆｏｒ ｃｈａｎｇｅ 

            ｃｏｕｐｌｉｎｇ＜ＤＣ＞ 

   ｐｒｅｓｓ ＯＴＨＥＲ ＫＥＹ ｆｏｒ ｎｏ－ｃｈａｎｇｅ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：出力を「オンオンオンオン」にした状態で、ＤＣオフセットレンジを変更すると、 

        オフセット電圧は０Ｖ設定になります。 

ＩＮＣ ＤＥＣ +/－ 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS

ENA

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．5555    オフセットオフセットオフセットオフセットキャリブレーションキャリブレーションキャリブレーションキャリブレーション    

    

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ························································································································································································································································································     

                ＤＣＤＣＤＣＤＣカップリングカップリングカップリングカップリング時時時時のののの出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧にににに現現現現れるれるれるれる残留直流電圧残留直流電圧残留直流電圧残留直流電圧をををを自動的自動的自動的自動的にににに最小最小最小最小にするにするにするにする機能機能機能機能ですですですです。。。。    

            残留直流電圧残留直流電圧残留直流電圧残留直流電圧はははは、、、、周囲温度周囲温度周囲温度周囲温度やややや経時経時経時経時によりによりによりにより変化変化変化変化しますしますしますします。。。。このためこのためこのためこのため直流出力直流出力直流出力直流出力、、、、出力急変出力急変出力急変出力急変、、、、任意波形出力任意波形出力任意波形出力任意波形出力    

            などをなどをなどをなどを実行実行実行実行するするするする前前前前にににに使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

  オフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションのののの操作方法操作方法操作方法操作方法································································································································································································ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

    

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬ」に 

       移動させ、  キーまたはキーを押し決定してください。 

       「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ」画面にてキーを押すと実行します。 

       オフセットキャリブレーション実行中は次の画面が表示されます。  

 

 

 

 

       実行中は経過を（＊＊％）で表示します。（終了まで約１分間かかります。） 

   手順手順手順手順３３３３．．．．「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ」が「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」になりましたら終了です。 

               

    

ＯＦＦＳＥＴ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ ｉｎ ｐｒｏｇｒｅｓｓ． 

              ＊＊％ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・「「「「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＮＮＮ」」」」はははは出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしてからにしてからにしてからにしてから実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

OFFSET CALIBRATION

OFFSET CALIBRATION : EXEC

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．６６６６    高調波高調波高調波高調波アナライザアナライザアナライザアナライザ機能機能機能機能    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                本機本機本機本機のののの出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧、、、、出力電流出力電流出力電流出力電流ををををＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ解析解析解析解析しししし、、、、そのそのそのその１１１１次次次次～～～～５０５０５０５０次次次次までのまでのまでのまでの周波数成分周波数成分周波数成分周波数成分をををを    

                リストリストリストリストでででで表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    

    

        高調波高調波高調波高調波アナライザアナライザアナライザアナライザのののの機能機能機能機能、、、、操作方法操作方法操作方法操作方法をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

       

       手順手順手順手順１１１１．．．．操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

       「ＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬＤＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＭＵＬＴＩＭＥＴＥＭＵＬＴＩＭＥＴＥＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＲＲＲ」画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＦＦＴ）を押すと、「ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    ＡＮＡＬＹＺＥＡＮＡＬＹＺＥＡＮＡＬＹＺＥＡＮＡＬＹＺＥＲＲＲＲ」画面が 

       表示されます。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．カーソルを「ＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動し、   、   キーにて  

       ＦＦＴ解析を行う基準位相を設定して、キーを押して決定します。 

  

 

 

  

   手順手順手順手順４４４４．．．．カーソルを「ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    ＯＯＯＯＢＢＢＢＪＥＣＴＪＥＣＴＪＥＣＴＪＥＣＴ」に移動し、   、   キーにて    

               ＦＦＴ解析を行う対象を設定して、キーを押して決定します。 

                            「「「「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」：」：」：」：電圧のＦＦＴ解析を行います。    

                            「「「「ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ」：」：」：」：電流のＦＦＴ解析を行います。    

     

   手順手順手順手順５５５５．．．．カーソルを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動し、    、   キーにてＦＦＴ解析を行う 

       位相を設定して、キーを押して決定します。 

 

 

 

 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ＣＶモード時は電圧位相、ＣＣモード時は電流位相が基準になります。 

「ＳＳＳＳ」、「ＴＴＴＴ」の設定は２相、３相システムご使用時にのみ設定可能です。       

METER 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：２相、３相システムでご使用時に「ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    ＯＢＪＥＣＴＯＢＪＥＣＴＯＢＪＥＣＴＯＢＪＥＣＴ」が「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」の 

       場合は、線間電圧「ＲＳＲＳＲＳＲＳ」、「ＳＴＳＴＳＴＳＴ」、「ＴＲＴＲＴＲＴＲ」の設定が可能です。        

VOLTAGE N-L MAIN :
FREQUENCY MAIN   :

100.0 V
60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

FFT CONFIGCONT RESTART

0

 A rms
 Hz

100.00
0.00
60.00

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

7SEG

FFT ANALYZER

REFERENCE PHASE : VOLTAGE

VOLTAGE
R

EXECUTE ?

FFT OBJECT      :

PHASE           :
FFT ANALYZER    :

R

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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   手順手順手順手順５５５５．．．．カーソルを「ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    ＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲＡＮＡＬＹＺＥＲ」に移動し、キーを押すとＦＦＴ解析を開始し、 

       画面がＦＦＴ解析結果表示（リスト）に切り替ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        操作操作操作操作キーキーキーキーのののの説明説明説明説明 

 

       （ＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥ）：「ＦＲＥＥＺＥＦＲＥＥＺＥＦＲＥＥＺＥＦＲＥＥＺＥ」を表示中は解析結果をリアルタイムで表示します。 

                   「ＣＯＣＯＣＯＣＯＮＴＮＴＮＴＮＴ」を表示中は「ＣＯＮＴＣＯＮＴＣＯＮＴＣＯＮＴ」に切り替わる直前の 

                     解析結果を表示します。 

       （ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）： 測定相の変更を行います。 

電圧解析時は「ＲＲＲＲ」→「ＳＳＳＳ」→「ＴＴＴＴ」→「ＲＳＲＳＲＳＲＳ」→「ＳＴＳＴＳＴＳＴ」→「ＴＲＴＲＴＲＴＲ」→「ＲＲＲＲ」の 

順番で測定結果が変化します。 

電流解析時は「ＲＲＲＲ」→「ＳＳＳＳ」→「ＴＴＴＴ」→「ＲＲＲＲ」の順番で測定結果が変化します。 

           ※単相システムご使用時は「ＲＲＲＲ」相のみの表示となります。 

       （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）： リスト表示画面の切り替えを行います。（前ページに戻ります。） 

       （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）： リスト表示画面の切り替えを行います。（次ページに移行します。） 

                １ページ： １次～１０次までのＦＦＴ解析画面を表示します。 

                ２ページ：１１次～２０次までのＦＦＴ解析画面を表示します。 

                ３ページ：２１次～３０次までのＦＦＴ解析画面を表示します。 

                ４ページ：３１次～４０次までのＦＦＴ解析画面を表示します。 

                ５ページ：４１次～５０次までのＦＦＴ解析画面を表示します。 

        ： 電圧／電流の高調波をレベル表示、またはパーセント表示に切り替えます。 

 

  画面画面画面画面のののの解説解説解説解説 

     「ＯＲＤＥＲＯＲＤＥＲＯＲＤＥＲＯＲＤＥＲ」：ＦＦＴ解析した高調波の次数です。 

     「ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ」：電圧、電流の高調波レベルです。 

     「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」：基準位相に対する各高調波の位相です。 

     

    

 

 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

＋／－ 

Ｆ５ 

Ｆ4 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：添付のアプリケーションソフトをご使用いただくと、リスト表示の他に 

       解析結果のバーグラフ表示、および解析に使用したサンプリング波形が 

       表示可能です。        

S-CH VOLTAGE FFT LIST(1/5)

ORDER

 1

 5
 3

 7
 9

LEVEL

100.00

  0.07
  0.10

  0.05
  0.01

  [V]
PHASE

 120

   4
-118

  96
 137

[deg]
ORDER

 2

 6
 4

 8
10

LEVEL

  0.08

  0.02
  0.02

  0.01
  0.00

  [V]
PHASE

 -24

  62
 143

  -2
 74

[deg]

PREV-P NEXT-PCONT PHASE

No. No.

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

FFT ANALYZER

REFERENCE PHASE : VOLTAGE

VOLTAGE

S

EXECUTE ?

FFT OBJECT      :

PHASE           :
FFT ANALYZER    :

R

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．７７７７    パネルメモリパネルメモリパネルメモリパネルメモリ機能機能機能機能    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                                                 

                    電圧電圧電圧電圧、、、、電流電流電流電流、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形．．．．．．．．．．．．などなどなどなど現現現現在設定在設定在設定在設定されているされているされているされている条件条件条件条件をををを本機内部本機内部本機内部本機内部メモリメモリメモリメモリにににに保存保存保存保存しししし    

                呼呼呼呼びびびび出出出出すことができますすことができますすことができますすことができます。。。。各設定値各設定値各設定値各設定値のののの組組組組みみみみ合合合合わせをわせをわせをわせを最大最大最大最大１０１０１０１０種類種類種類種類のののの保存保存保存保存がががが可能可能可能可能ですですですです。。。。    

                ファイルファイルファイルファイルにはにはにはには最大最大最大最大１６１６１６１６文字文字文字文字ののののコメントコメントコメントコメントをををを設定設定設定設定することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

    

            パネルメモリパネルメモリパネルメモリパネルメモリ機能機能機能機能のののの操作方法操作方法操作方法操作方法をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします。。。。 ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ    ＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹＭＥＭＯＲＹ」に移動させ、 

         キー、またはキーを押してください。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ」、「ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ」が表示されますので、ご希望に合わせ  キーまたはキーを 

       押して設定してください。 

         「「「「ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ」」」」        ：：：：    現在設定現在設定現在設定現在設定されているされているされているされている条件条件条件条件ををををパネルメモリパネルメモリパネルメモリパネルメモリにににに保存保存保存保存しますしますしますします。。。。    

            「「「「ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ」：」：」：」：    パネパネパネパネルメモリルメモリルメモリルメモリからからからからファイルファイルファイルファイルのののの呼呼呼呼びびびび出出出出しをしをしをしを行行行行いますいますいますいます。。。。    

    

  保存方法保存方法保存方法保存方法····························································································································································································································································································     

                        保存は「ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ    ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ」画面にて行います。 

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを保存番号「ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ」に移動し、保存場所の指定を行います。 

                   設定範囲は１～１０までです。   、   キーまたは数値キーにて保存場所を 

                   指定し、キーを押して設定してください。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＣＯＭＭＥＮＴＣＯＭＭＥＮＴＣＯＭＭＥＮＴＣＯＭＭＥＮＴ」に移動し、キーを押すとキー入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM

STORE

RECALL

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NUMBER          :
COMMENT         :
STORE           :

1

EXECUTE ?

SETUP STORE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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                          「＜－＜－＜－＜－」：コメント覧のカーソルを左に移動します。 

                          「－－－－＞＞＞＞」：コメント覧のカーソルを右に移動します。 

                         「ＳＰＣＳＰＣＳＰＣＳＰＣ」：コメント覧に空白を１字入力します。 

                          「ＢＳＢＳＢＳＢＳ」：コメント覧の文字を１字消去します。 

                         「ＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤ」：コメント入力を終了します。 

 

        カーソルキー  、  、  、  にて文字を選択し、キーを押すと、コメント欄に 

        １字入力されます。 

        文字入力はキー入力画面に表示される文字のみ有効です。 

        数字を入力する場合は操作パネル（コントローラ）の数値キーにて行います。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．コメント入力が終了しましたら、カーソルを「ＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤ」に移動し、キーを押すとキー入力が 

                   終了します。 

   手順手順手順手順４４４４．．．．カーソルを「ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ」に移動し、キーを押すとパネルメモリファイルを保存します。 

        

  呼呼呼呼びびびび出出出出しししし方法方法方法方法 ············································································································································································································································································     

                呼び出しは「ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ    ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ」画面にて行います。 

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを読み出しを行う保存番号「ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ」に移動します。    

                （ＶＩＥＷＶＩＥＷＶＩＥＷＶＩＥＷ）キーを押すと、その保存番号「ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ」の設定内容（電圧、 

       電圧レンジ、周波数、波形）を表示します。（約３秒間） 

   手順手順手順手順２２２２．．．．ページの変更は   （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）にて行います。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．希望の保存番号でキーを押すとファイル内容の設定を実行します。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・「ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ    ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ」は出力を「オフオフオフオフ」にしてから実行してください。     

 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

NUMBER          :
COMMENT         :
STORE           :

1

EXECUTE ?

SETUP STORE

A B C D E F G H I J K L M
N O P Q R S T U V W X Y Z
a b c d e f g h i j k l m
n o p q r s t u v w x y z
. _ ! # % ( ) = * ? - + /
, : ; <- ->  SPC  BC  END

A

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NUMBER

1
2

COMMENT

Test.1

Test.2

3
4

NEXT-PVIEW

Test.3

Test.4

SETUP RECALL 1/3

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---



 第４章 ＡＡ／Ｘの操作方法                                 

 118  第４章 ＡＡ／Ｘの操作方法  

 

  ４４４４．．．．８８８８    ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの設定設定設定設定    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ········································································································································································································································································     

                    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル部部部部（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））のののの液晶表示器液晶表示器液晶表示器液晶表示器（（（（ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ））））のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

    

        ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの設定項目設定項目設定項目設定項目をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします ····························································································································································  

 

      １．ディスプレイ表示の反転／非反転の切り替え。    

               ２．スクリーンセーバーの動作／非動作の切り替え。 

      ３．ブザー音の設定。  

      ４．プログラム動作中のプログラム番号の表示／非表示の切り替え。  

      ５．コントローラ～本体間の通信異常時の設定。  

 

        ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ設定設定設定設定のののの操作方法操作方法操作方法操作方法をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします ············································································································································  

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲ」に移動させ、 

         キーまたはキーを押してください。 

      手順手順手順手順２２２２．．．．「ＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲＤＩＳＰＬＡＹ／ＢＵＺＺＥＲ」画面が表示されます。 

   「ＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥ」：ディスプレイの表示の反転／非反転の切り替えを行います。 

            カーソルを「ＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥＲＥＶＥＲＳＥ」に移動させ     、   キーで設定を変更し、 

            キーを押して決定してください。  

           「ＯＦＦ「ＯＦＦ「ＯＦＦ「ＯＦＦ」：」：」：」：    バックグラウンドバックグラウンドバックグラウンドバックグラウンド：：：：白色白色白色白色／／／／文字文字文字文字：：：：青色青色青色青色    

                                            「ＯＮ「ＯＮ「ＯＮ「ＯＮ」」」」    ：：：：    バックグラウンドバックグラウンドバックグラウンドバックグラウンド：：：：青色青色青色青色／／／／文字文字文字文字：：：：白色白色白色白色    

    

   「ＬＣＤＬＣＤＬＣＤＬＣＤ    ＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲ」：スクリーンセーバーの動作／非動作の切り替えを行います。 

            カーソルを「ＬＣＤＬＣＤＬＣＤＬＣＤ    ＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲＳＡＶＥＲ」に移動させ    、    キーで設定を変更し、 

            キーを押して決定してください。  

           「ＯＦＦ「ＯＦＦ「ＯＦＦ「ＯＦＦ」：」：」：」：    スクリーンセーバースクリーンセーバースクリーンセーバースクリーンセーバー無効無効無効無効    

                                            「ＯＮ「ＯＮ「ＯＮ「ＯＮ」」」」            ：：：：    スクリーンセーバースクリーンセーバースクリーンセーバースクリーンセーバー有効有効有効有効    

                 設定時間は１分、５分のいずれかを設定できます。 

            

 

 

 

 

 

 

    

    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：スクリーンセーバーとは、設定した時間キー操作が行わないとスクリーン 

        （バックライト）消灯させる機能です。バックライトの寿命を延ばします。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：この機能の操作は       +     からでも行えます。 SHIFT Ｆ３ 
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   「ＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲ」：ブザーの音量を設定できます。    

            本機は、誤操作を行った場合、ブザーにてエラーを通知します。    

            カーソルを「ＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲＢＵＺＺＥＲ」に移動させ    、   キーで設定を変更し、 

            キーを押して決定してください。  

            設定は「ＭＩＮＭＩＮＭＩＮＭＩＮ」（小さい）、「ＭＩＤＭＩＤＭＩＤＭＩＤ」（普通）、「ＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ」（大きい）、 

           「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」の４種類から選択できます。 

 

   「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」：プログラム動作中のシーケンス番号、繰り返し回数の表示／非表示の切り替え。 

            カーソルを「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」に移動させ    、   キーで設定を変更し、 

            キーを押して決定してください。  

            「「「「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」：」：」：」：    ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号、、、、繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数回数回数回数のののの表示表示表示表示））））無効無効無効無効                 

            「「「「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」」」」     ：：：：    ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号、、、、繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数回数回数回数のののの表示表示表示表示））））有効有効有効有効                  

          この設定を「ＯＮＯＮＯＮＯＮ（有効）」にするとプログラムモード実行中に現在実行されている 

          シーケンス番号、繰り返し回数を表示します。 

          シーケンス番号、繰り返し回数をすべて表示するためにはシーケンス時間設定が 

５０ｍｓ以上必要となります。 

                     

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

  1

  1

INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :

CYCLE No.            :

START/HALT/RESTART 　:

PROGRAM MODE         : RUN

STOP                 :

シーケンス番号

繰り返し回数

出力スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ　ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ）実行時

  1

  1

INC key

DEC key

SEQUENCE No.         :

CYCLE No.            :

START/HALT/RESTART 　:

PROGRAM MODE         : RUN MODE

STOP                 :

シーケンス番号

繰り返し回数

シーケンス出力（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ　ＳＥＱＵＥＮＣＥ）実行時
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   「ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ    ＥＲＲＥＲＲＥＲＲＥＲＲ」：コントローラ～本体間の通信異常が発生した場合の出力動作の設定を行います。    

                    カーソルを「ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ    ＥＲＲＥＲＲＥＲＲＥＲＲ」に移動させ    、   キーで設定を変更し、 

              キーを押して決定してください。  

             「「「「ＯＵＴＯＦＦＯＵＴＯＦＦＯＵＴＯＦＦＯＵＴＯＦＦ」：」：」：」：    通信異常通信異常通信異常通信異常をををを検出検出検出検出するとするとするとすると出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしますにしますにしますにします。。。。                 

             「「「「ＳＴＡＹＳＴＡＹＳＴＡＹＳＴＡＹ」」」」      ：：：：通信異常通信異常通信異常通信異常をををを検出検出検出検出してもしてもしてもしても出力出力出力出力をををを「「「「オフオフオフオフ」」」」にしませんにしませんにしませんにしません。。。。                  

  

  

 

 

 

 

 

                                 

                                                     

                                         

 

 

 

 

 

 

                                

                                                    

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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        ４４４４．．．．９９９９    「「「「オプションボードオプションボードオプションボードオプションボードのののの実装実装実装実装／／／／未実装未実装未実装未実装」」」」のののの表示表示表示表示    

 

            機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                    オプションボードオプションボードオプションボードオプションボードのののの実装状態実装状態実装状態実装状態をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ」→→→→「ＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮ」に移動させ、 

         キーまたはキーを押してください。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮ    ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

       現在実装されているオプションボード名の項目に‘∨’マークが表示されます。 

   以下以下以下以下ににににオプションオプションオプションオプション名名名名についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

記号記号記号記号    オプションオプションオプションオプション名名名名    

ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢ    ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢインターフェースインターフェースインターフェースインターフェース（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０３００３００３００３０ＧＰ）ＧＰ）ＧＰ）ＧＰ）    

ＬＺＬＺＬＺＬＺ    Ｉ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ    インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク用用用用インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０８００８００８００８０ＬＺ）ＬＺ）ＬＺ）ＬＺ）    

ＶＩＶＩＶＩＶＩ    ＭＯＮＩＴＯＲＭＯＮＩＴＯＲＭＯＮＩＴＯＲＭＯＮＩＴＯＲ    出力絶縁出力絶縁出力絶縁出力絶縁モニタモニタモニタモニタ（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０７００７００７００７０ＩＭＩＭＩＭＩＭ２２２２））））    

ＭＭＭＭ    ＲＥＣＩＶＥＲＲＥＣＩＶＥＲＲＥＣＩＶＥＲＲＥＣＩＶＥＲ    多相多相多相多相レシーバーレシーバーレシーバーレシーバー（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０２００２００２００２０ＭＲ）ＭＲ）ＭＲ）ＭＲ）    

ＣＣ－ＯＰＴＩＯＮＣＣ－ＯＰＴＩＯＮＣＣ－ＯＰＴＩＯＮＣＣ－ＯＰＴＩＯＮ    定電流定電流定電流定電流オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１１０１１０１１０１１０ＣＣＣＣＣＣＣＣ２２２２））））    

ＥＸＴ－ＣＯＮＴＡＣＴＥＸＴ－ＣＯＮＴＡＣＴＥＸＴ－ＣＯＮＴＡＣＴＥＸＴ－ＣＯＮＴＡＣＴ    外部接点制御外部接点制御外部接点制御外部接点制御／／／／ステータスステータスステータスステータス出力出力出力出力オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０５００５００５００５０ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）    

Ｒ－Ｓ．ＳＹＮＲ－Ｓ．ＳＹＮＲ－Ｓ．ＳＹＮＲ－Ｓ．ＳＹＮ    ＲＲＲＲ相用相用相用相用サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０９００９００９００９０ＭＳ）ＭＳ）ＭＳ）ＭＳ）    

Ｓ－ＤＲＶＳ－ＤＲＶＳ－ＤＲＶＳ－ＤＲＶ    ＳＳＳＳ相用多相相用多相相用多相相用多相ドライバードライバードライバードライバー（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０１００１００１００１０ＭＤ）ＭＤ）ＭＤ）ＭＤ）    

Ｓ－Ｓ．ＳＹＮＳ－Ｓ．ＳＹＮＳ－Ｓ．ＳＹＮＳ－Ｓ．ＳＹＮ    ＳＳＳＳ相用相用相用相用サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）    

Ｔ－ＤＲＶＴ－ＤＲＶＴ－ＤＲＶＴ－ＤＲＶ    ＴＴＴＴ相用多相相用多相相用多相相用多相ドライバードライバードライバードライバー（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０１００１００１００１０ＭＤ）ＭＤ）ＭＤ）ＭＤ）    

Ｔ－Ｓ．ＳＹＮＴ－Ｓ．ＳＹＮＴ－Ｓ．ＳＹＮＴ－Ｓ．ＳＹＮ    ＴＴＴＴ相用相用相用相用サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）    

ＡＵＸＡＵＸＡＵＸＡＵＸ    予備用予備用予備用予備用（（（（現在現在現在現在、、、、使用使用使用使用されておりませんされておりませんされておりませんされておりません。）。）。）。）    

 

 

        ４４４４．．．．１０１０１０１０    ソフトウェアバージョンソフトウェアバージョンソフトウェアバージョンソフトウェアバージョンのののの表示表示表示表示    

 

            機能概要機能概要機能概要機能概要 ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������                                                                 

                    本機内蔵本機内蔵本機内蔵本機内蔵ののののソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアののののバージョンバージョンバージョンバージョンをををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    

   手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→→→→「ＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮ」に移動させ、  キーまたは 

       キーを押してください。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮＶＥＲＳＩＯＮ」画面が表示され、本機内蔵の 

       ソフトウェアバージョンが表示されます。 

 

                                                                                               

CONTROLLER
Ver 00.01

MAIN

DSP

VERSION

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

Ver 00.17:PKG 01.01

Ver 00.17:PKG 01.01:S-PKG 01.01

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．１１１１１１１１    ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮインターフェインターフェインターフェインターフェースースースースのののの設定設定設定設定    

    

    

    

    

    

    

    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                                                

                    ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                接続接続接続接続するするするするネットワークネットワークネットワークネットワークのののの環境環境環境環境にににに合合合合わせわせわせわせ各設定各設定各設定各設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

    

            以下以下以下以下にににに設定項目設定項目設定項目設定項目をををを示示示示しますしますしますします。。。。 

     １．ＩＰアドレス 

     ２．サブネットマスク 

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→→→→「ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ」に移動し、 

          キーまたはキーを押してください。 

      手順手順手順手順２２２２．．．．３層メニュー画面でカーソルを「ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ」に移動し、  キーまたはキーを 

       押してください。「ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ（（（（ＬＡＬＡＬＡＬＡＮＮＮＮ））））」画面が表示されます。 

 

 

   ＩＰＩＰＩＰＩＰアドレスアドレスアドレスアドレス設定設定設定設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＩＩＩＩＰＰＰＰ    ＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳ」に移動します。 

           、      キー、数値キーにより本機のＩＰアドレスを設定し、キーを 

       押して確定してください。 

 

 

 

 

   サブネットマスクサブネットマスクサブネットマスクサブネットマスク（（（（ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴ    ＭＡＳＫＭＡＳＫＭＡＳＫＭＡＳＫ））））設定設定設定設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴ    ＭＡＳＫＭＡＳＫＭＡＳＫＭＡＳＫ」に移動します。 

           、      キー、数値キーにより本機のサブネットマスクの設定し、 

       キーを押して確定してください。 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：工場出荷時は「192.168.  0.   1192.168.  0.   1192.168.  0.   1192.168.  0.   1」に設定されています。 

！！！！    注注注注    意意意意    

・本機と外部コンピュータとの接続は、必ず「ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ」のコネクタを使用してください。   

 誤って「ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ    ＩＩＩＩＮＴＥＲＦＡＣＥＮＴＥＲＦＡＣＥＮＴＥＲＦＡＣＥＮＴＥＲＦＡＣＥ」のコネクタに接続しますと、 

 本機およびコンピュータを破損する恐れがあります。 

・ＬＡＮによるリモート制御の詳細は「第第第第６６６６章章章章    リモートコントロールリモートコントロールリモートコントロールリモートコントロール」を参照してください。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：工場出荷時は「255255255255....255255255255....255255255255.   .   .   .   0000」に設定されています。 
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  ４４４４．．．．１２１２１２１２    ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースのののの設定設定設定設定    

    

    

    

    

    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                    ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

    

                以下以下以下以下にににに設定項目設定項目設定項目設定項目をををを示示示示しますしますしますします。。。。 

     １．ＧＰ－ＩＢインターフェースのアドレス設定 

     ２．サービスリクエスト（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ）のＯＮ／ＯＦＦ 

     ３．サービスリクエストアラームのＯＮ／ＯＦＦ 

     ４．デリミタの設定 

       ・ソフトデリミタ（ＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ） 

       ・ハードデリミタ（ＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ） 

     ５. 転送方式の設定 

 

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→→→→「ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ」に移動し、 

          キーまたはキーを押してください。 

      手順手順手順手順２２２２．．．．３層メニュー画面でカーソルを「ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢ」に移動し、  キーまたはキーを 

       押してください。「ＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥＩＮＴＥＲＦＡＣＥ（（（（ＧＰ－ＩＧＰ－ＩＧＰ－ＩＧＰ－ＩＢＢＢＢ））））」画面が表示されます。 

 

   機器機器機器機器アドレスアドレスアドレスアドレス設定設定設定設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢ    ＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳＡＤＲＥＳＳ」に移動します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．       、      キーにより本機の機器アドレスを変更し、キーを押して決定してください。 

 

       アドレスアドレスアドレスアドレス設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１１１１～～～～３０３０３０３０    

 

 

 

   サービスリクエストサービスリクエストサービスリクエストサービスリクエスト（ＳＲＱ）（ＳＲＱ）（ＳＲＱ）（ＳＲＱ）のののの設定設定設定設定    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ    ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ」に移動します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．       、     キーによりサービスリクエスト（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ）の切り替えを行い、 

       キーを押して決定してください。 

        「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」 ： サービスリクエスト（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ）を有効にします。 

              「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」： サービスリクエスト（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ）を発信しません。 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：工場出荷時は「２」に設定されています。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・このこのこのこの項目項目項目項目ははははＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ用用用用ＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢＧＰ－ＩＢインターフェースインターフェースインターフェースインターフェースオプションオプションオプションオプション（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０３００３００３００３０ＧＰＧＰＧＰＧＰ））））をををを 

 実装時実装時実装時実装時のみのみのみのみ操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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  サービスリクエストサービスリクエストサービスリクエストサービスリクエスト（（（（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ））））割割割割りりりり込込込込みみみみマスクマスクマスクマスクのののの設定設定設定設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ    ＭＡＳＫ（ＡＬＡＲＭＡＳＫ（ＡＬＡＲＭＡＳＫ（ＡＬＡＲＭＡＳＫ（ＡＬＡＲＭＭＭＭ））））」に移動します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、      キーによりサービスリクエスト（ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ）の切り替えを行い、 

       キーを押して決定してください。 

        

 

                                                                                                                 

    

 

 

  デリミタデリミタデリミタデリミタ（（（（ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ））））のののの設定設定設定設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ」、または「ＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ」に移動します。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．    、      キーによりデリミタ（Ｄ Ｅ Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ ＲＤ Ｅ Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ ＲＤ Ｅ Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ ＲＤ Ｅ Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ Ｒ）の設定を行い、 

       キーを押して決定してください。 

 

  ソフトデリミタソフトデリミタソフトデリミタソフトデリミタ（（（（ＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴＳＯＦＴ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

     ＡＡ／Ｘ２シリーズは以下に示すソフトデリミタの設定が行えます。  

       １１１１．［ＣＲ］．［ＣＲ］．［ＣＲ］．［ＣＲ］ 

       ２２２２．「ＬＦ」．「ＬＦ」．「ＬＦ」．「ＬＦ」 

       ３３３３．「ＣＲＬＦ」．「ＣＲＬＦ」．「ＣＲＬＦ」．「ＣＲＬＦ」    

       ４４４４．「－．「－．「－．「－    －－－－    －（－（－（－（未使用未使用未使用未使用）」）」）」）」    

 

 

 

    

    ハードデリミタハードデリミタハードデリミタハードデリミタ（（（（ＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤＨＡＲＤ    ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲＤＥＬＩＭＩＴＥＲ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

      ＡＡ／Ｘ２シリーズはハードデータの有効／無効の設定が行えます。 

      「ＥＮＡ」：「ＥＮＡ」：「ＥＮＡ」：「ＥＮＡ」：    有効有効有効有効  

「「「「----    ----    ----」」」」    ：：：：    無効無効無効無効  

     

 

    

    

    転送方式転送方式転送方式転送方式（（（（ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＯＮＴＲＡＮＳＭＩＳＳＯＮＴＲＡＮＳＭＩＳＳＯＮＴＲＡＮＳＭＩＳＳＯＮ     ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ））））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

                    ＧＰ－ＩＢの転送方式設定を行います。 

     「「「「００００」：」：」：」：有手順方式有手順方式有手順方式有手順方式    

     「「「「１１１１」：」：」：」：無手順方式無手順方式無手順方式無手順方式    

    

    

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：オーバーヒート、オーバーロード、パワーフェイルのＳＲＱマスクパターンの 

       設定が行えます。 

       詳細についてはＡＡ／Ｘシリーズ用ＧＰ－ＩＢインターフェース ＡＯＰ－０３０ＧＰの 

          取扱説明書を参照してください。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ソフトデリミタの設定を「－ － －（未使用）」に設定すると、 

ハードデリミタ（ＥＯＩ）が自動的に「有効」になります。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ハードデリミタ（ＥＯＩ）を「無効」に設定すると、 

ソフトデリミタの設定は自動的に「ＣＲＬＦ」が設定されます。 
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  ４４４４．．．．１３１３１３１３    内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））のののの使使使使いいいい方方方方    

    

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ····················································································································································································································································································     

                本機本機本機本機ではではではでは用途用途用途用途にににに応応応応じてじてじてじて内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを「「「「ＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫ」」」」、、、、「「「「ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ」」」」、、、、「「「「ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ」」」」にににに    

            切切切切りりりり替替替替えてえてえてえて使用使用使用使用しますしますしますします。。。。（（（（通常通常通常通常はははは「「「「ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ」」」」でででで使用使用使用使用しますしますしますします。）。）。）。）    

            内部電圧内部電圧内部電圧内部電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））とはとはとはとは本機本機本機本機のののの電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器にににに供給供給供給供給されるされるされるされる直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧ですですですです。。。。    

    

        機能説明機能説明機能説明機能説明····················································································································································································································································································     

    

   「ＴＲＡＣＫ」：「ＴＲＡＣＫ」：「ＴＲＡＣＫ」：「ＴＲＡＣＫ」：「「「「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」」」」にするとにするとにするとにすると出力出力出力出力のののの振幅振幅振幅振幅にににに追従追従追従追従しししし内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを制御制御制御制御しますしますしますします。。。。  

           出力電圧に対して必要な分だけ、わずかに高い電圧を設定します。このため内部の 

           損失電力は最小になりますが、出力電圧の大きな変化に対しては 

           追従速度（７０ｍｓ）が遅いため波形のピーク部分がクリップする場合があります。 

    

    

    

    

    

    

    

    

     「ＦＩＸ」：「ＦＩＸ」：「ＦＩＸ」：「ＦＩＸ」：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを設定設定設定設定したしたしたした値値値値にににに固定固定固定固定しますしますしますします。。。。  

           出力電圧の変化に関係なく内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）を設定するので、早い出力変化に 

           追従することができます。 

           ただし、内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）を固定にすると出力電圧が低いとき、本機内部 

           回路の損失電力が増加するため出力可能な電流が制限される場合があります。 

    

    

    

    

    

    

    

    

             「「「「ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ」」」」：「ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＡＧＥＡＧＥＡＧＥＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面に入ると自動的にこの設定になります。 

            プログラムモードをご使用時に内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）を「ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ」に設定すると、  

            プログラムされた電圧波形の最大値に合わせて内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）が固定されます。 

            このため、出力電圧が低く負荷電流が大きい場合は損失電力が増加するため、 

           「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」となり出力が「オフオフオフオフ」になることがあります。      

＋Ｖｄｄ 

－Ｖｄｄ 

出力電圧 

＋Ｖｄｄ 
この部分が 
飽和する  

－Ｖｄｄ 

出力電圧 

この電圧が大きいと損失電力が増加する 
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：内部直流電圧（ＶｄＶｄＶｄＶｄｄｄｄｄ）の設定を行う項目を以下に示します。 

          第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１４１４１４１４    電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器としてのとしてのとしてのとしての使使使使いいいい方方方方    

                            第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．１１１１    出力急変出力急変出力急変出力急変                                    

                            第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．２２２２    出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ    

                            第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．３３３３    シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力    

                            第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．４４４４    サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ    電圧電圧電圧電圧／／／／周波数周波数周波数周波数スイープスイープスイープスイープ    

                            第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．５５５５    パルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクション    

！！！！    注注注注    意意意意            

    内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄををををＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸでででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合、、、、内部消費電力内部消費電力内部消費電力内部消費電力のののの増加増加増加増加にににに注意注意注意注意するするするする必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

    内部消費電力内部消費電力内部消費電力内部消費電力とはとはとはとは、、、、電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器へのへのへのへの供給電力供給電力供給電力供給電力からからからから出力電力出力電力出力電力出力電力をををを差差差差しししし引引引引いたものでいたものでいたものでいたもので、、、、    

    すべてすべてすべてすべて熱熱熱熱としてとしてとしてとして放出放出放出放出されますされますされますされます。。。。    

    このこのこのこの電力電力電力電力がががが定格定格定格定格をををを超超超超えるとえるとえるとえると電力用半導体電力用半導体電力用半導体電力用半導体などのなどのなどのなどの温度温度温度温度がががが上昇上昇上昇上昇しししし、、、、故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります    

    本機本機本機本機はははは内部消費電力内部消費電力内部消費電力内部消費電力ををををシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションすることによりすることによりすることによりすることにより、、、、異常異常異常異常なななな温度上昇温度上昇温度上昇温度上昇をををを防止防止防止防止するするするする回路回路回路回路    

    （（（（平均損失制限回路平均損失制限回路平均損失制限回路平均損失制限回路））））をををを装備装備装備装備していますしていますしていますしています。。。。    

    平均損失制限回路平均損失制限回路平均損失制限回路平均損失制限回路はははは、、、、内部消費電力内部消費電力内部消費電力内部消費電力（Ｐ（Ｐ（Ｐ（ＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ））））がががが１１１１ユニットユニットユニットユニットあたりあたりあたりあたり１４００１４００１４００１４００ＷＷＷＷをををを超超超超えるとえるとえるとえると    

動作動作動作動作しますのでしますのでしますのでしますので、Ｐ、Ｐ、Ｐ、ＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＜＜＜＜１４００１４００１４００１４００ＷＷＷＷのののの条件条件条件条件でででで使用使用使用使用するするするする必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

特特特特ににににＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ（％）（％）（％）（％）にににに対対対対してしてしてして出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが低低低低いいいい場合場合場合場合はははは、Ｐ、Ｐ、Ｐ、ＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳがががが増大増大増大増大しますのでしますのでしますのでしますので注意注意注意注意してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳはははは次次次次のののの式式式式でででで計算計算計算計算することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

（（（（１１１１））））正弦波交流出正弦波交流出正弦波交流出正弦波交流出力力力力，，，，線形負荷時線形負荷時線形負荷時線形負荷時    

①①①①    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＨｉＨｉＨｉＨｉのときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛（＝｛（＝｛（＝｛（４４４４．．．．２４２４２４２４××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋５０５０５０５０））））××××            ××××００００．．．．９９９９))))｝－｛Ｖ｝－｛Ｖ｝－｛Ｖ｝－｛ＶＡＣＡＣＡＣＡＣ××××ＩＩＩＩＡＣＡＣＡＣＡＣ××××ＰＰＰＰＦＦＦＦ｝（Ｗ）｝（Ｗ）｝（Ｗ）｝（Ｗ）    

②②②②    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＬｏＬｏＬｏＬｏのときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛（＝｛（＝｛（＝｛（２２２２．．．．１２１２１２１２××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋２５２５２５２５））））××××            ××××００００．．．．９９９９))))｝－｛Ｖ｝－｛Ｖ｝－｛Ｖ｝－｛ＶＡＣＡＣＡＣＡＣ××××ＩＩＩＩＡＣＡＣＡＣＡＣ××××ＰＰＰＰＦＦＦＦ｝（Ｗ）｝（Ｗ）｝（Ｗ）｝（Ｗ）    

    ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ設定値設定値設定値設定値（％）、（％）、（％）、（％）、ＩＩＩＩＡＣＡＣＡＣＡＣ：：：：出力電流実効値出力電流実効値出力電流実効値出力電流実効値（Ａｒｍｓ）、（Ａｒｍｓ）、（Ａｒｍｓ）、（Ａｒｍｓ）、    

    ＶＶＶＶＡＣＡＣＡＣＡＣ：：：：出力電圧実効値出力電圧実効値出力電圧実効値出力電圧実効値（Ｖｒｍｓ）、Ｐ（Ｖｒｍｓ）、Ｐ（Ｖｒｍｓ）、Ｐ（Ｖｒｍｓ）、ＰＦＦＦＦ：：：：負荷力率負荷力率負荷力率負荷力率、Ｎ：、Ｎ：、Ｎ：、Ｎ：並列並列並列並列ユニットユニットユニットユニット数数数数    

（（（（２２２２））））直流出力直流出力直流出力直流出力，，，，非変動負荷時非変動負荷時非変動負荷時非変動負荷時    

①①①①    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＨｉ、Ｈｉ、Ｈｉ、Ｈｉ、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧とととと電流電流電流電流がががが同極性同極性同極性同極性（（（（給電給電給電給電））））のときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛＝｛＝｛＝｛４４４４．．．．２４２４２４２４××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋５０５０５０５０－－－－||||ＶＶＶＶＤＣＤＣＤＣＤＣ||||｝｝｝｝××××            （Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）    

②②②②    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＨｉ、Ｈｉ、Ｈｉ、Ｈｉ、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧とととと電流電流電流電流がががが逆極性逆極性逆極性逆極性（（（（吸収吸収吸収吸収））））のときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛＝｛＝｛＝｛４４４４．．．．２４２４２４２４××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋５０５０５０５０＋＋＋＋||||ＶＶＶＶＤＣＤＣＤＣＤＣ||||｝｝｝｝××××            （Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）    

③③③③    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＬｏ、Ｌｏ、Ｌｏ、Ｌｏ、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧とととと電流電流電流電流がががが同極性同極性同極性同極性（（（（給電給電給電給電））））のときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛＝｛＝｛＝｛２２２２．．．．１２１２１２１２××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋２５２５２５２５－－－－||||ＶＶＶＶＤＣＤＣＤＣＤＣ||||｝｝｝｝××××            （Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）    

④④④④    電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジＬｏ、Ｌｏ、Ｌｏ、Ｌｏ、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧とととと電流電流電流電流がががが逆極性逆極性逆極性逆極性（（（（吸収吸収吸収吸収））））のときのときのときのとき    

    ＰＰＰＰＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳＬＯＳＳ＝｛＝｛＝｛＝｛２２２２．．．．１２１２１２１２××××Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋Ｖｄｄ＋２５２５２５２５＋＋＋＋||||ＶＶＶＶＤＣＤＣＤＣＤＣ||||｝｝｝｝××××            （Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）（Ｗ）    

ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ：：：：ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ設定値設定値設定値設定値（％）、（％）、（％）、（％）、||||ＩＩＩＩＤＣＤＣＤＣＤＣ||||：：：：出力電流出力電流出力電流出力電流のののの絶対値絶対値絶対値絶対値（Ａ）、（Ａ）、（Ａ）、（Ａ）、    

||||ＶＶＶＶＤＣＤＣＤＣＤＣ||||：：：：出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの絶対絶対絶対絶対値値値値（Ｖ）、Ｎ＝（Ｖ）、Ｎ＝（Ｖ）、Ｎ＝（Ｖ）、Ｎ＝並列並列並列並列ユニットユニットユニットユニット数数数数    

ＩＩＩＩＡＣＡＣＡＣＡＣ    

ＮＮＮＮ    

ＩＩＩＩＡＣＡＣＡＣＡＣ    

ＮＮＮＮ    

||||ＩＩＩＩＤＣＤＣＤＣＤＣ||||    

    ＮＮＮＮ    

||||ＩＩＩＩＤＣＤＣＤＣＤＣ||||    

    ＮＮＮＮ    

||||ＩＩＩＩＤＣＤＣＤＣＤＣ||||    

    ＮＮＮＮ    

||||ＩＩＩＩＤＣＤＣＤＣＤＣ||||    

    ＮＮＮＮ    
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        操作方法操作方法操作方法操作方法������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

                                

        電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器としてごとしてごとしてごとしてご使用使用使用使用のときのときのときのとき    

  手順手順手順手順１１１１．カーソルを「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」に移動させ  キー 

      またはキーを押してください。「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」画面が表示されます。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ        ＡＭＰＬＩＦＩＥＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ」に移動し、キーを押します。 

      「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」画面が表示されます。 

 

ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ    

ＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫ                                    ＯＮＯＮＯＮＯＮ    

 

ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ    ――――――――――――――――        ％％％％    

ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ                        ＊＊ｋＷ＊＊ｋＷ＊＊ｋＷ＊＊ｋＷ    

            ＴＲＡＣＫ：「ＯＮ」ＴＲＡＣＫ：「ＯＮ」ＴＲＡＣＫ：「ＯＮ」ＴＲＡＣＫ：「ＯＮ」にするとにするとにするとにすると、ＴＲＡＣＫ、ＴＲＡＣＫ、ＴＲＡＣＫ、ＴＲＡＣＫモードモードモードモードになりますになりますになりますになります。。。。    

                                                                        「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」にするとにするとにするとにするとＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸモードモードモードモードになりますになりますになりますになります。。。。        

                                                ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ        ：：：：ユーザーユーザーユーザーユーザーがががが内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                                                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲はははは００００％～％～％～％～１００１００１００１００％％％％ですですですです。。。。        

                        ＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬＴＯＴＡＬ    ＰＯＷＥＲ：ＰＯＷＥＲ：ＰＯＷＥＲ：ＰＯＷＥＲ：設定設定設定設定されているされているされているされている、、、、総合出力電力値総合出力電力値総合出力電力値総合出力電力値ですですですです。。。。    

 

  手順手順手順手順３３３３．．．．カーソルを「ＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫ」に移動させ    、   キーで「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」、「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」の 

      設定を行い、キーを押して決定してください。 

  手順手順手順手順４４４４．．．．「ＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫＴＲＡＣＫ」を「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」にした場合は、カーソルを「ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ」に移動してください。 

        Ｖｄｄの設定値は次の式で決定します。 

        Ｈｉレンジ：Ｖｄｄ＝    ×１００（％） 

        Ｌｏレンジ：Ｖｄｄ＝    ×１００（％） 

        ||||ＶｐＶｐＶｐＶｐ||||は出力電圧波形の正負ピーク値の大きい方（絶対値）を表します。 

        [例] ＡＣ１２０ＶをＬｏレンジで出力する場合 

        Ｖｄｄ＝      ×１００＝８０．０４９ → Ｖｄｄ＝８０（％）に設定する。 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

|Ｖｐ| 

４２４ 
|Ｖｐ| 

２１２ 

√２×１２０ 

  ２１２ 
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        操作方法操作方法操作方法操作方法 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

                             

        プログラムモードプログラムモードプログラムモードプログラムモードでごでごでごでご使用使用使用使用のときのときのときのとき    

 

  手順手順手順手順１１１１．．．．各プログラムモードの設定画面にて、カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。 

      各プログラムモード時の「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」設定画面を以下に示します。 

      ・出力急変：「「「「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ    ３３３３／／／／３３３３」」」」 

      ・出力スイープ：「「「「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ    ２１２１２１２１／／／／２２２２２２２２」」」」 

      ・シーケンス出力：「「「「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ５１５１５１５１／／／／５２５２５２５２」」」」 

      ・パルスインジェクション：「「「「ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    ２２２２／／／／２２２２」」」」    

      ・サブシンセサイザ出力スイープ： 

「ＳＵＢ「ＳＵＢ「ＳＵＢ「ＳＵＢ    ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ    Ｖ／ＦＶ／ＦＶ／ＦＶ／Ｆ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ    １７１７１７１７／／／／１８１８１８１８」」」」 

 

  手順手順手順手順２２２２．．．．    、    キーで設定の変更を行い、キーで確定させます。 

      設定項目は以下の３種類を選択することが出来ます。 

        ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ：：：：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                            ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                    ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。。。。 

     手順手順手順手順３３３３．．．．「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」を「ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ」に設定すると、「ＦＩＸＦＩＸＦＩＸＦＩＸ    ＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥ」が表示されますので 

       ご使用条件に合わせて内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）を設定してください。 

       設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：００００％～％～％～％～１００１００１００１００％％％％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力急変（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ ＡＢＲＵＰＴ ＣＨＡＮＧＥ）設定画面 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

100 %

PREV-P

AUTO

    1 cyc

EXECUTE ?

   0.1 msec
     1 msec

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

100 %

PREV-P

FIX

    1 cyc

EXECUTE ?

   0.1 msec
     1 msec

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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           パルスインジェクション（ＰＵＬＳＥ ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ）設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ）設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーケンス出力（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＳＥＱＵＥＮＣＥ）設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブシンセサイザの出力スイープ（ＳＵＢ／ＳＹＮＴＨＳＩＺＥＲ Ｖ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ）設定画面 

100 cycREPEAT CYCLE    :

Vdd Control     :

INJECTION(ON/OFF)

EXECUTE ?PULSE INJECTION :

PULSE INJECTION 2/2

AUTO

R:OFF S:--- T:---

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

PAGE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

100 cycREPEAT CYCLE    :

Vdd Control     :

INJECTION(ON/OFF)

EXECUTE ?PULSE INJECTION :

PULSE INJECTION 2/2

FIX

R:OFF S:--- T:---

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

PAGE

FIX VALUE       :  70 %

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

ENA
STEP

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

MODE

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

ENA
STEP

FIXVdd Control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

100 %FIX VALUE         :

MODE

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

STEP

ENA
ENA

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

STEP

ENA
ENA

FIXVdd Control       :
EXT TRG IN        :

100 %FIX VALUE         :

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

PHASE SHIFT       :
EXT TRG IN        :

15 deg

AUTOVdd Control       :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 17/18

ENA

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

PHASE SHIFT       :
EXT TRG IN        :

15 deg

FIX
100 %FIX VALUE         :

Vdd Control       :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 17/18

ENA

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．１４１４１４１４    電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器としてのとしてのとしてのとしての使使使使いいいい方方方方    

    

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ····················································································································································································································································································     

                本機本機本機本機をををを電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器（（（（ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰモードモードモードモード））））としてとしてとしてとして動作動作動作動作させるさせるさせるさせる機能機能機能機能ですですですです。。。。外部外部外部外部のののの信号源信号源信号源信号源からからからから「「「「ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ    ＳＩＧＳＩＧＳＩＧＳＩＧ....ＩＮＩＮＩＮＩＮ」」」」    

            コネクタコネクタコネクタコネクタにににに入力入力入力入力されたされたされたされたアナログアナログアナログアナログ電圧電圧電圧電圧をををを増幅増幅増幅増幅してしてしてして出力出力出力出力しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

            外部入力電圧外部入力電圧外部入力電圧外部入力電圧にににに対対対対するするするする電圧増幅率電圧増幅率電圧増幅率電圧増幅率はははは電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジにかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず８０８０８０８０倍固定倍固定倍固定倍固定ですですですです。。。。    

 

    ・本機を電力増幅器（ＡＭＰモード）としてご使用になる場合は以下の範囲でご使用ください。 

      

出力可能電圧(Vrms) 出力周波数ｆ 

０～３００ ７５０Ｈｚ以下 

４２０－０.１６ｆ  ７５０.１Ｈｚ～２０００Ｈｚ 

１３５－０.０１７５ｆ ２０００.１Ｈｚ～６０００Ｈｚ 

３６－０.００１１ｆ  ６０００.１Ｈｚ～１５０００Ｈｚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・「「「「ＡＭＡＭＡＭＡＭＰＰＰＰ    ＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮ」」」」端子端子端子端子にににに印加印加印加印加するするするする電圧電圧電圧電圧がががが各各各各レンジレンジレンジレンジのののの最大入力電圧値最大入力電圧値最大入力電圧値最大入力電圧値をををを超超超超えないようにえないようにえないようにえないように    

    ごごごご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。                                                                                                                                                

・・・・「「「「ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ    ＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮ」」」」端子端子端子端子にににに±±±±５５５５ＶＶＶＶ以上以上以上以上のののの電圧電圧電圧電圧はははは印加印加印加印加しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。                                                    

・・・・本機本機本機本機をををを電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器（（（（ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰモードモードモードモード））））にににに変更変更変更変更するときはするときはするときはするときは本機本機本機本機のののの出力出力出力出力をををを必必必必ずずずず「「「「オフオフオフオフ」」」」にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。    

・・・・電力増幅器電力増幅器電力増幅器電力増幅器（（（（ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰモードモードモードモード））））としてごとしてごとしてごとしてご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合はははは操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））からのからのからのからの電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定、、、、    

    周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定、、、、ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア制限制限制限制限はははは無効無効無効無効となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

・ 本機本機本機本機のののの出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧はははは入力信号入力信号入力信号入力信号のののの周波数周波数周波数周波数によりによりによりにより制限制限制限制限されますされますされますされます。。。。    

    「「「「図図図図４４４４－－－－６６６６    許容出力電圧許容出力電圧許容出力電圧許容出力電圧」」」」のののの使用可能範囲内使用可能範囲内使用可能範囲内使用可能範囲内でごでごでごでご使用下使用下使用下使用下さいさいさいさい。。。。                                                            

使用可能範囲 

使用禁止範囲 

１００Ｖ 

０Ｖ 

２００Ｖ 

３００Ｖ 

２ｋＨｚ ６ｋＨｚ 

出 

力 

電 

圧 

(rms) 

出力周波数 ( f ) 

１０ｋＨｚ １５ｋＨｚ 

図図図図４４４４－－－－６６６６．．．．許容出力電圧許容出力電圧許容出力電圧許容出力電圧    
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  ごごごご使用使用使用使用になられるになられるになられるになられる前前前前にににに ············································································································································································································································ 

   本機を電力増幅器（ＡＭＰモード）でご使用になられる前に、以下に示す準備を行ってください。 

    ・外部信号源を本機背面コネクタ部の「ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ    ＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮＳＩＧ．ＩＮ」コネクタに接続します。 

     信号入力部は出力と絶縁されています。 

 

    ・出力電圧に合わせ本機の電圧レンジの変更を行ってください。 

    ・入力信号の最大電圧を以下に示します。 

電圧レンジ 波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ） 外部信号電圧 出力電圧範囲 

Ｌｏ ±ＤＣ ±２．５Ｖ ±２００Ｖ 

Ｈｉ ±ＤＣ ±５Ｖ ±４００Ｖ 

 

  電電電電力増幅器力増幅器力増幅器力増幅器（ＡＭＰ（ＡＭＰ（ＡＭＰ（ＡＭＰモードモードモードモード））））としてのとしてのとしてのとしての操作方法操作方法操作方法操作方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＳＹＳＴＥＭＭＭＭ」→→→→「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」に移動させ、 

         キーまたはキーを押し決定してください。「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」画面が表示されます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮＮＮＮ」画面でカーソルを「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ        ＡＭＰＬＩＦＩＥＡＭＰＬＩＦＩＥＡＭＰＬＩＦＩＥＡＭＰＬＩＦＩＥＲＲＲＲ」に移動して 

       キーを押してください。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．「 ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔＣｏｎｔＣｏｎｔＣｏｎｔｒｏｌｒｏｌｒｏｌｒｏｌ」画面が表示されます。  

       この設定画面にて内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）の設定を行います。 

       ご使用条件に合わせて設定を行ってください。 

 

 

 

 

   手順手順手順手順４４４４．．．．操作パネル（コントローラ）の    キーを押し、キーで出力を「オンオンオンオン」にします。  

       外部信号を増幅した電圧が出力されます。 

       出力を中止する場合は    キーを押します。 

    

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    

ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：    内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ）については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３ 

        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

MENU

SYSTEM DESIGNATION

INTERFACE

OPTION

VERSION

INITIALIZE

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PHASE MASTER

POWER AMPLIFIER

SYSTEM MASTER
DESIGNATION

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．１５１５１５１５    周波数周波数周波数周波数のののの外部信号同期外部信号同期外部信号同期外部信号同期およびおよびおよびおよび電源電源電源電源ラインラインラインライン同期同期同期同期についてについてについてについて    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                本機本機本機本機のののの出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数、、、、およびおよびおよびおよび位相位相位相位相をををを背面背面背面背面のののの「「「「ＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ」」」」コネクコネクコネクコネクタタタタからからからから入力入力入力入力されたされたされたされた    

                外部同期信号外部同期信号外部同期信号外部同期信号（ＴＴＬ（ＴＴＬ（ＴＴＬ（ＴＴＬレベルレベルレベルレベル）、）、）、）、またはまたはまたはまたは動作用電源動作用電源動作用電源動作用電源ラインラインラインラインのののの周波数周波数周波数周波数にににに同期同期同期同期させますさせますさせますさせます。。。。    

    

    

        １１１１．．．．外部同期外部同期外部同期外部同期    

    

    

    

    

    

    

    

        ２２２２．．．．ラインラインラインライン同期同期同期同期    

    

    

    

    

    

                                                        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意        

・・・・外部同期信号外部同期信号外部同期信号外部同期信号のののの周波数範囲周波数範囲周波数範囲周波数範囲はははは４５４５４５４５Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６５６５６５６５ＨｚＨｚＨｚＨｚですですですです。。。。    

・・・・外部同期外部同期外部同期外部同期モードモードモードモードごごごご使用時使用時使用時使用時はははは必必必必ずずずず外部同期信号外部同期信号外部同期信号外部同期信号をををを入力後入力後入力後入力後、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。    

    外部同期信号外部同期信号外部同期信号外部同期信号をををを入力入力入力入力しませんとしませんとしませんとしませんと、、、、出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数はははは約約約約１５１５１５１５ＨｚＨｚＨｚＨｚとなりますとなりますとなりますとなります。。。。                                                    

・・・・外部同期信号外部同期信号外部同期信号外部同期信号のののの周波数周波数周波数周波数をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、完全完全完全完全にににに同期同期同期同期するまでするまでするまでするまで、、、、約約約約１１１１秒必秒必秒必秒必要要要要となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

!!!!    

 

 
本機本機本機本機    

ＴＲＧ／ＳＹＮＣ 

 ＩＮ 

外部同期信号 

例 ビデオ垂直同期信号 
５９．９１Ｈｚ 

動作電源２００Ｖ、６０Ｈｚ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
 

本機本機本機本機    

ＬＩＮＥ 

 ＩＮＰＵＴ 

Ｈ 

 

Ｎ 

Ｈ 

Ｎ 

Ｈ 

Ｎ Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
 

例 ５９．９１Ｈｚ 

動作電源に同期した６０Ｈｚ 

外部同期信号 

出力波形 

出力波形 

動作電源波形 

＋５Ｖ 

０Ｖ 

 

 
本機本機本機本機    

ＴＲＧ／ＳＹＮＣ 

 ＩＮ 

外部同期信号 

例 ビデオ垂直同期信号 
５９．９１Ｈｚ 

動作電源２００Ｖ、６０Ｈｚ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
 

本機本機本機本機    

ＬＩＮＥ 

 ＩＮＰＵＴ 

Ｈ 

 

Ｎ 

Ｈ 

Ｎ 

Ｈ 

Ｎ Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
 

例 ５９．９１Ｈｚ 

動作電源に同期した６０Ｈｚ 

外部同期信号 

出力波形 

出力波形 

動作電源波形 

＋５Ｖ 

０Ｖ 

図図図図４４４４－－－－７７７７．．．．外部信号同期外部信号同期外部信号同期外部信号同期、、、、およびおよびおよびおよびララララインインインイン同期同期同期同期    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：周波数設定を外部同期、およびライン同期に設定した場合、 

       計測表示部の周波数表示は同期信号周波数の計測値を表示します。 
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  操作方法操作方法操作方法操作方法    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    

        外部同期外部同期外部同期外部同期モードモードモードモードのののの操作方法操作方法操作方法操作方法    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    キーを押すと、 

   周波数設定画面「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させます。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴ）を押すと画面下部のメニューが切り替わります。 

  手順手順手順手順３３３３．．．．ファンクションキー       を押すと周波数設定値が「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ」に変わりますので、 

       キーを押し決定します。 

  手順手順手順手順４４４４．．．．外部信号源の出力を「オン」にし、１秒以上持ちます。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．ファンクションキー       を押し、キーで出力を「オンオンオンオン」にします。 

 

        電源電源電源電源ラインラインラインライン同期同期同期同期モードモードモードモードのののの操作方法操作方法操作方法操作方法    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

                操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    キーを押すと、 

   周波数設定画面「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴ）を押すと画面下部のメニューが切り替わります。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．ファンクションキー       を押すと周波数設定値が「ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ」に変わりますので、 

       キーを押し決定します。 

   手順手順手順手順４４４４．．．．ファンクションキー       を押し、キーで出力を「オンオンオンオン」にします。 

 

 

 

ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    

ＦＦＦＦ５５５５    

ＦＦＦＦ２２２２    

ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ    

ＯＮＯＮＯＮＯＮ    

ＦＦＦＦ５５５５    

ＦＦＦＦ２２２２    

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：入力電源ラインの電圧歪み、ノイズが大きい場合は、出力周波数および位相が 

       安定しませんので、ご注意ください。 

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

60.0 Hz0

FREQUENCY SETUP

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

   EXTHz

FREQUENCY SETUP

EXT NEXTLINE

EXT

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

FREQUENCY SETUP

EXT NEXTLINE

   EXTHzLINE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

FREQUENCY SETUP

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

60.0 Hz0

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．１１１１６６６６    キーロックキーロックキーロックキーロック機能機能機能機能    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                                                 

                誤操作防止誤操作防止誤操作防止誤操作防止のためのためのためのため、、、、本機本機本機本機のののの操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（コントローラコントローラコントローラコントローラ））））からのからのからのからのキーキーキーキー操作操作操作操作をををを無効無効無効無効にしますにしますにしますにします。。。。    

    

        キーロッキーロッキーロッキーロッククククのののの機能機能機能機能、、、、操作方法操作方法操作方法操作方法をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

       

       手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ」に 

       移動させ、  キーまたはキーを押し決定してください。 

       「ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ」画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．   、   キーにてキーロックのタイプを設定し、キーを押して決定します。 

                            「「「「ＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥ    １１１１」：」：」：」：キーロック（ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ１１１１）以外の全てのキー操作を無効。    

                            「「「「ＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥ    ２２２２」：」：」：」：キーロック（ＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋ＦＳＨＩＦＴ＋Ｆ１１１１）、および「ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ／ＯＦＦ」以外の 

                 キー操作を無効。    

   手順手順手順手順３３３３．．．．            キーを押して「ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴモードモードモードモード」に設定します。  

       液晶表示器上部に「ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ」が表示されます。    

   手順手順手順手順４４４４．．．．「ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴモードモードモードモード」中にファンクションキー    （ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ）を押すと    

             液晶表示器に「ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ」が表示され、キー操作が無効になります。    

      手順手順手順手順５５５５．．．．「ＫＥＹＫＥＹＫＥＹＫＥＹ    ＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫＬＯＣＫ」中に    キー →    キーを押すとキーロック状態が 

       解除されます。 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＳＨＩＦＴ 

ＦＦＦＦ１１１１    

ＳＨＩＦＴ ＦＦＦＦ１１１１    

KEY LOCK     : TYPE 1

KEY LOCK

TYPE 1： All key locked
TYPE 2： locked except

          OUTPUT ON/OFF key

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

PHASE SHIFT

REF IMPEDANCE

EXT CONTACT

TRG-OUT

KEY LOCK

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

▲

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・アラームステータスは    キー → ファンクションキー   （ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ） 

         でも表示することができます。 

       ・「ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ」を「００００」に設定した場合、アラーム原因に 

         関係なく、「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」が表示されます。 

 

  ４４４４．．．．１７１７１７１７    アラームステータスアラームステータスアラームステータスアラームステータス    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                                                 

                本機動作中本機動作中本機動作中本機動作中にににに発生発生発生発生したしたしたしたアラームアラームアラームアラームのののの詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報をををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    

    

        アラームステータスアラームステータスアラームステータスアラームステータスのののの機能機能機能機能、、、、操作方法操作方法操作方法操作方法をををを下記下記下記下記にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

    

        アラームステータスアラームステータスアラームステータスアラームステータスのののの表示方法表示方法表示方法表示方法 ························································································································································································································     

    

       手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ」→「ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    ＶＩＥＷＶＩＥＷＶＩＥＷＶＩＥＷ」に移動させ、 

         キーまたはキーを押し決定してください。 

       「ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ」画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   ステータスステータスステータスステータス内容内容内容内容    

     「「「「ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」：」：」：」：アラームアラームアラームアラームのののの発生発生発生発生したしたしたした相相相相をををを表表表表しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」：」：」：」：出力平均電流出力平均電流出力平均電流出力平均電流リミッタリミッタリミッタリミッタがががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫＰＥＡＫ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」：」：」：」：ピークピークピークピーク電流電流電流電流リミッタリミッタリミッタリミッタがががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰ    ＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」：」：」：」：平均損失制限平均損失制限平均損失制限平均損失制限がががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。 

     「「「「ＳＯＡＳＯＡＳＯＡＳＯＡ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」：」：」：」：安全動作領域安全動作領域安全動作領域安全動作領域（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）（ＳＯＡ）制限制限制限制限がががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴＩＮＰＵＴ    ＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴＣＵＲＲＥＮＴ    ＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴＬＩＭＩＴ」：」：」：」：入力電流入力電流入力電流入力電流リミッタリミッタリミッタリミッタがががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＦＡＩＬＵＲＥＦＡＩＬＵＲＥＦＡＩＬＵＲＥＦＡＩＬＵＲＥ」：」：」：」：内部電源回路異常内部電源回路異常内部電源回路異常内部電源回路異常をををを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

     「「「「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＨＥＡＲＴＨＥＡＲＴＨＥＡＲＴＨＥＡＲＴ」：」：」：」：過温度保護過温度保護過温度保護過温度保護がががが動作動作動作動作したことをしたことをしたことをしたことを意味意味意味意味しますしますしますします。。。。    

 

 

 

  

    

ＳＨＩＦＴ ＦＦＦＦ４４４４    

ALARM PHASE           :
OUTPUT CURRENT LIMIT  :

PEAK CURRENT LIMIT    :

SOA LIMIT             :

AMP DISSIPATION LIMIT :

INPUT CURRENT LIMIT   :

POWER FAILURE         :

OVER HEART            :

ALARM STATUS

ALARM STATUS CLEAR    : EXECUTE ?

R S T

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

AVR OUT OFF RANGE     :

●

●
－

－ －

－ －
－ －

－ － －

－

－－－

－ －

－ － －

－ － －

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

ALARM STATUS

DISPLAY/BUZZER

▲

STATUS VIEW

STATUS LATCH

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ステータスクリアステータスクリアステータスクリアステータスクリアのののの方法方法方法方法 ············································································································································································································································     

    

       手順手順手順手順１１１１．．．．「ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ」画面にて、キーを押すと保持していたアラームステータスが 

        クリアされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        アラームステータスアラームステータスアラームステータスアラームステータスのののの保持方法保持方法保持方法保持方法····································································································································································································································     

 

  「ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」：：：：アラームステータスアラームステータスアラームステータスアラームステータスがががが発生発生発生発生したことをしたことをしたことをしたことを表示表示表示表示しししし続続続続けますけますけますけます。。。。 

   この機能はアラーム発生後、遅延出力遮断（ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹＤＥＬＡＹ）による出力「オフオフオフオフ」などで 

   過負荷原因が取り除かれた場合でも、液晶表示器に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」の表示、およびブザー鳴動に 

   よる警告を続け、アラーム状態が発生したことを知らせます。 

   また、外部接点制御オプション（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０５００５００５００５０ＭＣＭＣＭＣＭＣ）実装時には、アラームのステータス出力を 

   保持します。 

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ」→「ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」に移動させ、 

         キーまたはキーを押し決定してください。「ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．「ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    ＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨＬＡＴＣＨ」画面が表示されたら、   、   キーにて設定を変更し、 

       キーを押して決定してください。    

ＳＨＩＦＴ ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：アラームステータスは    キー → ファンクションキー   （ＲＥＲＥＲＥＲＥＳＳＳＳＥＴＥＴＥＴＥＴ） 

       でもクリアすることができます。 

ＦＦＦＦ５５５５    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ALARM PHASE           :
OUTPUT CURRENT LIMIT  :

PEAK CURRENT LIMIT    :

SOA LIMIT             :

AMP DISSIPATION LIMIT :

INPUT CURRENT LIMIT   :

POWER FAILURE         :

OVER HEART            :

ALARM STATUS

ALARM STATUS CLEAR    : EXECUTE ?

R S T

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

AVR OUT OFF RANGE     :

－

－ －

－ －
－ －

－ － －

－

－－－

－ －

－ － －

－ － －

－

－

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ALARM PHASE           :
OUTPUT CURRENT LIMIT  :

PEAK CURRENT LIMIT    :

SOA LIMIT             :

AMP DISSIPATION LIMIT :

INPUT CURRENT LIMIT   :

POWER FAILURE         :

OVER HEART            :

ALARM STATUS

ALARM STATUS CLEAR    : EXECUTE ?

R S T

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

AVR OUT OFF RANGE     :

●

●
－

－ －

－ －
－ －

－ － －

－

－－－

－ －

－ － －

－ － －

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

STATUS LATCH     : DIS

STATUS LATCH

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

ALARM STATUS

DISPLAY/BUZZER

▲

STATUS VIEW

STATUS LATCH

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ４４４４．．．．１１１１８８８８    外部接点制御外部接点制御外部接点制御外部接点制御    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                             

                本機本機本機本機をををを外部接点外部接点外部接点外部接点にてにてにてにて制御制御制御制御するためのするためのするためのするための設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

    

            以下以下以下以下にににに外部接点外部接点外部接点外部接点にてにてにてにて制御可能制御可能制御可能制御可能なななな設定項目設定項目設定項目設定項目をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    １．ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ：出力の「オン」、「オフ」 

    ２．ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥ：電圧レンジの切り替え「Ｈｉ／Ｌｏ」 

    ３．ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ：カップリングの切り替え「ＡＣ／ＤＣ」 

    ４．ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ：出力構成の切り替え「単相／三相」※単／三切り替えシステム時のみ有効 

    ５．ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＳＷＳＷＳＷ    ＴＲＩＰＴＲＩＰＴＲＩＰＴＲＩＰ：入力電源スイッチのトリップ 

    ６．ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴ：アラームステータスのリセット 

    

        外部接点制御外部接点制御外部接点制御外部接点制御のののの設定設定設定設定方法方法方法方法 ········································································································································································································································     

    

       手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴ」に 

       移動させ  キーまたはキーを押し決定してください。 

       「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴＣＯＮＴＡＣＴ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ」画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目ははははＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ用外部接点制御用外部接点制御用外部接点制御用外部接点制御オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０５００５００５００５０ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）をををを実装時実装時実装時実装時のみのみのみのみ    

    操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

・・・・外部接点制御外部接点制御外部接点制御外部接点制御オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０５００５００５００５０ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）ＭＣ）はははは工場出荷工場出荷工場出荷工場出荷オプションオプションオプションオプションですですですです。。。。    

・・・・外部接点制御外部接点制御外部接点制御外部接点制御オプションオプションオプションオプションのののの使用方法使用方法使用方法使用方法のののの詳細詳細詳細詳細はははは「「「「ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０５００５００５００５０ＭＣＭＣＭＣＭＣ」」」」のののの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をををを    

    参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

OUTPUT ON/OFF  : DIS

DIS

DIS

DIS

DIS

DIS

VOLTAGE RANGE  :

COUPLING       :

POWER SW TRIP  :

ALARM RESET    :

OUTPUT PHASE   :

EXT CONTACT CONTROL

DIS NO

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

PHASE SHIFT

REF IMPEDANCE

EXT CONTACT

TRG-OUT

KEY LOCK

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

▲

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：「：「：「：「ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＳＷＳＷＳＷ    ＴＲＩＰＴＲＩＰＴＲＩＰＴＲＩＰ」：」：」：」：入力電源スイッチのトリップは接点の論理 

       （ＮＮＮＮＯＯＯＯ：ノーマルオープン、ＮＣＮＣＮＣＮＣ：ノーマルクローズ）を設定することができます。 

        トリップ接点の論理の設定は、電源の再起動にて設定変更が有効となります。 

 

       手順手順手順手順２２２２．．．．設定を行いたい項目にカーソルを移動させ    、   キーにて設定を変更し、 

       キーを押して決定してください。 

       「ＥＮＡ」に設定した項目のみ外部接点制御が有効になります。 

        「「「「ＤＩＳＤＩＳＤＩＳＤＩＳ」：」：」：」：外部接点制御無効外部接点制御無効外部接点制御無効外部接点制御無効    

        「「「「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」：」：」：」：外部接点制御有効外部接点制御有効外部接点制御有効外部接点制御有効    

 

 

 

 

 

 

    接点接点接点接点のののの論理論理論理論理をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

接点制御項目接点制御項目接点制御項目接点制御項目    接点開接点開接点開接点開（（（（オープンオープンオープンオープン））））    接点閉接点閉接点閉接点閉（（（（クローズクローズクローズクローズ））））    

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ    ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ    ＯＴＰＵＴＯＴＰＵＴＯＴＰＵＴＯＴＰＵＴ    ＯＮＯＮＯＮＯＮ    

ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥ    Ｈｉ（Ｈｉ（Ｈｉ（Ｈｉ（３００３００３００３００Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）レンジレンジレンジレンジ    Ｌｏ（Ｌｏ（Ｌｏ（Ｌｏ（１５０１５０１５０１５０Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）レンジレンジレンジレンジ    

ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ    ＡＣＡＣＡＣＡＣ    ＤＣＤＣＤＣＤＣ    

ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    三相三相三相三相    単単単単相相相相    

ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＳＷＳＷＳＷ    ＴＲＩＰ（ＮＯ）ＴＲＩＰ（ＮＯ）ＴＲＩＰ（ＮＯ）ＴＲＩＰ（ＮＯ）    ノーマルノーマルノーマルノーマル    トリップトリップトリップトリップ    

ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    ＳＷＳＷＳＷＳＷ    ＴＲＩＰ（ＮＣ）ＴＲＩＰ（ＮＣ）ＴＲＩＰ（ＮＣ）ＴＲＩＰ（ＮＣ）    トリップトリップトリップトリップ    ノーマルノーマルノーマルノーマル    

ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    ＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴＲＥＳＥＴ    －－－－    アラームリセットアラームリセットアラームリセットアラームリセット    

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：メーターディスプレイ ユニットは電圧計測値、電流計測値、および周波数 

       表示（または電力計測値）を各１項目しか表示できません。 

 

  ４４４４．．．．１９１９１９１９    ディスプレイユニットディスプレイユニットディスプレイユニットディスプレイユニットのののの設定設定設定設定    

 

 

 

 

 

 

 

      機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································                                                                 

                メーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイ    ユニットユニットユニットユニットのののの計測項目計測項目計測項目計測項目のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

   

        メーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイ    ユニットユニットユニットユニットのののの設定設定設定設定 ························································································································································································     

    

       手順手順手順手順１１１１．．．．操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

       「ＤＤＤＤＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬＩＧＩＴＡＬ    ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面が表示されます。 

   手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （７７７７ＳＥＧＳＥＧＳＥＧＳＥＧ）を押すと「ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲ    ＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹ    ＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧＣＯＮＦＩＧ」 

       画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順３３３３．．．．設定を行いたい計測項目にカーソルを移動させ    、   キーで設定を変更し、 

       キーを押して決定してください。 

 

       計測項目を以下に示します。       

       「ＶＯＬＴ」「ＶＯＬＴ」「ＶＯＬＴ」「ＶＯＬＴ」：：：：電圧計測に関する設定を行います。 

       「ＣＵＲＲ「ＣＵＲＲ「ＣＵＲＲ「ＣＵＲＲ」」」」：：：：電流計測に関する設定を行います。 

       「ＦＲＥＱ」「ＦＲＥＱ」「ＦＲＥＱ」「ＦＲＥＱ」：：：：周波数表示、電力計測に関する設定を行います。 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目ははははＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ用用用用メーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイ    ユニットユニットユニットユニット（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１５０１５０１５０１５０ＭＵ）ＭＵ）ＭＵ）ＭＵ）をををを    

    実装時実装時実装時実装時のみのみのみのみ操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

・・・・メーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイメーターディスプレイ    ユニットユニットユニットユニット（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－１１１１５０５０５０５０ＭＭＭＭＵＵＵＵ））））はははは工場出荷工場出荷工場出荷工場出荷オプションオプションオプションオプションですですですです。。。。    

METER 

ＦＦＦＦ３３３３    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

VOLTAGE N-R MAIN :
FREQUENCY MAIN   :

0.0 V
60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

0

 A rms
 Hz

0.00
0.00
60.00

FFT CONFIGCONT RESTART 7SEG

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

METER DISPLAY CONFIG

R

R

---

FUNCTION PHASE

RMS

RMS

Hz

VOLT :

R : 100.00Vrms
R :  20.00Arms

F :  60.00Hz
- :  -------

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

CURR :

FREQ :
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計測計測計測計測モードモードモードモードのののの設定設定設定設定 ········································································································································································································································································     

    各計測項目各計測項目各計測項目各計測項目のののの設定値設定値設定値設定値（（（（計測計測計測計測モードモードモードモード））））をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

 

電圧計測電圧計測電圧計測電圧計測モードモードモードモード（ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ） 

電圧計測モード 

出力波形 

ＲＭＳ ＤＣ ＣＦ ＋ＰＥＡＫＣ －ＰＥＡＫＣ ＋ＰＥＡＫＨ －ＰＥＡＫＨ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ － ○ － － － ○ ○ 

 

電圧計測モード（ＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮ）は    、   キーを押すごとに以下のように設定が 

切り替ります。 

   キー：「ＲＭＳ」→「ＤＣ」→「ＣＦ」→「＋ＰＥＡＫＣ」→「－ＰＥＡＫＣ」→「＋ＰＥＡＫＨ」→「－ＰＥＡＫＨ」 

      キー：「ＲＭＳ」→「－ＰＥＡＫＨ」→「＋ＰＥＡＫＨ」→「－ＰＥＡＫＣ」→「＋ＰＥＡＫＣ」→「ＣＦ」→「ＤＣ」 

 

 

電電電電流流流流計測計測計測計測モードモードモードモード（ＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲ） 

電流計測モード 

出力波形 

ＲＭＳ ＤＣ ＣＦ ＋ＰＥＡＫＣ －ＰＥＡＫＣ ＋ＰＥＡＫＨ －ＰＥＡＫＨ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ － ○ － － － ○ ○ 

 

電流計測モード（ＦＵＮＣＴＩＦＵＮＣＴＩＦＵＮＣＴＩＦＵＮＣＴＩＯＮＯＮＯＮＯＮ）は    、   キーを押すごとに以下のように設定が 

切り替ります。 

   キー：「ＲＭＳ」→「ＤＣ」→「ＣＦ」→「＋ＰＥＡＫＣ」→「－ＰＥＡＫＣ」→「＋ＰＥＡＫＨ」→「－ＰＥＡＫＨ」 

      キー：「ＲＭＳ」→「－ＰＥＡＫＨ」→「＋ＰＥＡＫＨ」→「－ＰＥＡＫＣ」→「＋ＰＥＡＫＣ」→「ＣＦ」→「ＤＣ」 

 

  電圧電圧電圧電圧・・・・電流電流電流電流計測計測計測計測モードモードモードモードのののの内容内容内容内容をををを以下以下以下以下にににに説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

                                   ＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ    ：実効値（直流、交流を含めて実効値を示す） 

                                       ＤＣＤＣＤＣＤＣ    ：直流（平均値） 

   ＣＦ（ＣＦ（ＣＦ（ＣＦ（クレスクレスクレスクレストファクタトファクタトファクタトファクタ））））：波高率（ピークの絶対値／実効値） 

   ＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）        ：サンプリングした正の最大値を表示します。 

   －ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＣ（ＰＫ）        ：サンプリングした負の最大値を表示します。 

   ＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）        ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ（    ）キーが 

                                                    押されてから現在までの正の最大値を表示します。 

   －ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）－ＰＥＡＫＨ（ＰＫ）        ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ（    ）キーが 

                                                    押されてから現在までの負の最大値を表示します。 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 

ＦＦＦＦ２２２２    

ＦＦＦＦ２２２２    



                                第４章 ＡＡ／Ｘの操作方法  

                                 第４章 ＡＡ／Ｘの操作方法  141 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：周波数設定が外部同期（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ）またはライン同期（ＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥＬＩＮＥ）に設定されて 

       いる場合は、同期周波数の計測値を表示します。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：各計測モードのＳ、Ｔ、および線間電圧の設定は２相、３相システム時にのみ 

       設定が可能です。 

    

 

電力電力電力電力計測計測計測計測・・・・周波数表示周波数表示周波数表示周波数表示モードモードモードモード（ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ） 

電力・周波数計測モード 

出力波形 

ＦＲＥＱ 

（Ｈｚ） 

ＰＷ－ＡＣＴ 

（ｋＷ） 

ＰＷ－ＡＰＰ 

（ｋＶＡ） 

ＰＷ－ＲＥＡ 

（ｋＶａｒ） 

ＰＦ 

（ＰＦ） 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ － ○ － － － 

 

 電力計測・周波数表示モード（ＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮ）は    、   キーを押すごとに以下のように 

設定が切り替ります。 

    キー：「Ｈｚ」→「ｋＷ」→「ｋＶＡ」→「ｋＶａｒ」→「ＰＦ」 

       キー：「Ｈｚ」→「ＰＦ」→「ｋＶａｒ」→「ｋＶＡ」→「ｋＷ」 

 

   電力電力電力電力計測計測計測計測・・・・周波数表示周波数表示周波数表示周波数表示モードモードモードモードのののの内容内容内容内容をををを以下以下以下以下にににに説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

       ＦＲＥＱ（Ｈｚ）ＦＲＥＱ（Ｈｚ）ＦＲＥＱ（Ｈｚ）ＦＲＥＱ（Ｈｚ）                ：ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ（設定周波数） 

       ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）        ：ＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（有効電力） 

    ＰＷ－ＡＰＰＰＷ－ＡＰＰＰＷ－ＡＰＰＰＷ－ＡＰＰ（（（（ｋＶＡｋＶＡｋＶＡｋＶＡ））））    ：ＡＰＰＡＲＥＮＴ ＰＯＷＥＲ（皮相電力） 

       ＰＷ－ＲＥＡＰＷ－ＲＥＡＰＷ－ＲＥＡＰＷ－ＲＥＡ（（（（ｋＶａｒｋＶａｒｋＶａｒｋＶａｒ））））：ＲＥＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（無効電力） 

       ＰＰＰＰＦＦＦＦ（Ｐ（Ｐ（Ｐ（ＰＦＦＦＦ））））                        ：ＰＯＷＥＲ ＦＡＣＴＯＲ（力率） 

 

    

    

    

 

 

        計測計測計測計測相相相相のののの設定設定設定設定····································································································································································································································································································     

    計測相計測相計測相計測相のののの設定値設定値設定値設定値をををを以下以下以下以下にににに示示示示しますしますしますします。。。。    

   

     電圧計測モード 

       相電圧 ：Ｒ（中性点Ｎ－Ｒ相電圧）、Ｓ（中性点Ｎ－Ｓ相電圧）、Ｔ（中性点Ｎ－Ｔ相電圧） 

       線間電圧：ＲＳ（ライブＲ－ライブＳ間）、ＳＴ（ライブＳ－ライブＴ間） 

            ＴＲ（ライブＴ－ライブＲ間） 

     電流計測モード：Ｒ、Ｓ、Ｔ 

     周波数表示・電力計測モード：Ｒ、Ｓ、Ｔ、Σ（各相電力の合計）  

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 
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  ４４４４．．．．２２２２００００    インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺシリーズシリーズシリーズシリーズ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ    

    

      機能概要機能概要機能概要機能概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                                                                

                インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺシリーズシリーズシリーズシリーズ：：：：オプションオプションオプションオプション））））ののののインピーダンスインピーダンスインピーダンスインピーダンスをををを切切切切りりりり替替替替えますえますえますえます。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

      インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺ（ＬＺシリーズシリーズシリーズシリーズ））））へのへのへのへの接続接続接続接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 

   インピーダンスネットワーク（ＬＺシリーズ）に付属のケーブルにて下図に従い配線を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目はははは、、、、インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク（ＬＺ－（ＬＺ－（ＬＺ－（ＬＺ－２０００２０００２０００２０００Ａ、ＬＺ－Ａ、ＬＺ－Ａ、ＬＺ－Ａ、ＬＺ－４０００４０００４０００４０００Ａ）、Ａ）、Ａ）、Ａ）、    

    インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク用用用用インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０８００８００８００８０ＬＺＬＺＬＺＬＺ））））がががが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。                    

・・・・インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワーク用用用用インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース（（（（ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－ＡＯＰ－０８００８００８００８０ＬＺＬＺＬＺＬＺ））））はははは工場出荷工場出荷工場出荷工場出荷オプションオプションオプションオプションですですですです。。。。    

 

      
本機本機本機本機    
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図図図図４４４４－－－－８８８８．．．．インピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークインピーダンスネットワークへのへのへのへの配線配線配線配線    
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       インピーダンスインピーダンスインピーダンスインピーダンスのののの切切切切りりりり替替替替ええええ方法方法方法方法    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 

                     以下以下以下以下にににに操作方法操作方法操作方法操作方法をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

      手順手順手順手順１１１１．．．．メニュー画面でカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＰＡＲＡＭＥＴＥＰＡＲＡＭＥＴＥＰＡＲＡＭＥＴＥＲＲＲＲ」→「ＲＥＲＥＲＥＲＥＦＦＦＦ    ＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥ」に 

       移動させ、  キーまたはキーを押し決定してください。 

       「ＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥＲＥＦＥＲＥＮＣＥ        ＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥＩＭＰＥＤＡＮＣＥ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順手順手順手順２２２２．．．．    、    キーにて設定を変更し、キーを押して決定してください。 

       ネットワークが切り替わります。 

 以下に設定値とネットワークの対応表を示します 

型 名 ＬＺ－２０００Ａ ＬＺ－４０００Ａ 

設定値 インピーダンスネットワーク設定値 

ＬＺ０ ＢＹＰＡＳＳ ＢＹＰＡＳＳ 

１００Ｖ 単相２線式 

（０．４０Ω＋０．３７ｍＨ） 

２００Ｖ 単相３線式 

（ライブ側：０．１９Ω＋０．２３ｍＨ） 

（ニュートラル側：０．２１Ω＋０．１４ｍＨ） 

ＬＺ１ ＮＯＴ ＵＳＥ 

２００Ｖ ３相３線式 

（０．１９Ω＋０．２３ｍＨ） 

ＬＺ２ １００Ｖ 単相２線式 

（０．４０Ω＋０．３７０ｍＨ） 

ＮＯＴ ＵＳＥ 

 

ＬＺ３ ＮＯＴ ＵＳＥ ２００Ｖ 単相２線式 

（０．３８Ω＋０．４６ｍＨ） 

ＬＺ４ ２００Ｖ 単相２線式 

（０．３８Ω＋０．４６ｍＨ） 

ＮＯＴ ＵＳＥ 

 

２３０Ｖ 単相２線式 

（０．４０Ω＋０．７９６ｍＨ） 

ＬＺ５ ２３０Ｖ 単相２線式 

（０．４０Ω＋０．７９６ｍＨ） 

４００Ｖ ３相４線式 

（ライブ側：０．２４Ω＋０．４７７ｍＨ） 

（ニュートラル側：０．１６Ω＋０．３１８ｍＨ） 

ＬＺ６ ＮＯＴ ＵＳＥ ＮＯＴ ＵＳＥ 

ＬＺ７ ＮＯＴ ＵＳＥ ＮＯＴ ＵＳＥ 

    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

REFERENCE IMPEDANCE  : LZ0

REFERENCE IMPEDANCE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

PHASE SHIFT

REF IMPEDANCE

EXT CONTACT

TRG-OUT

KEY LOCK

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

▲

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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第 ５ 章 
 

プログラムモード 
（ＰＲＯＧＲＡＭ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

この章では、本機のプログラムモード（出力急変、出力スイープ、 

シーケンス出力、パルスインジェクション）に関する説明を行います。 

また、プログラムモードのトリガ信号出力、および外部トリガ信号入力 

の使い方を説明します。 

 

５．１ 出力急変（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ ＡＢＲＵＰＴ ＣＨＡＮＧＥ）�������������１４６ 

５．２ スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ） ����������１５９ 

５．３ シーケンス出力（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＳＥＱＵＥＮＣＥ） ������１７０ 

５．４ サブシンセサイザの出力スイープ（ＳＵＢ ＳＹＮＴＨＳＩＺＥＲ 

    Ｖ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ） �����������������������������������������������������������１８１ 

５．５ パルスインジェクション（ＰＵＬＳＥ ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ）���������������������１８６ 

５．６ トリガ出力 ���������������������������������������������������������������������������������１９０ 

５．７ トリガ入力 ���������������������������������������������������������������������������������１９４ 
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  ５５５５．．．．１１１１    出力急変出力急変出力急変出力急変（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ························································································································································································································································································    

            電圧電圧電圧電圧、、、、波形波形波形波形、、、、位相位相位相位相のののの３３３３要素要素要素要素についてについてについてについて異異異異なるなるなるなる値値値値にににに急変急変急変急変させることができさせることができさせることができさせることができ、、、、指定指定指定指定したしたしたした期間期間期間期間、、、、    

        急変値急変値急変値急変値をををを維持維持維持維持しししし元元元元のののの値値値値にににに復帰復帰復帰復帰しますしますしますします。。。。急変急変急変急変ののののタイミングタイミングタイミングタイミングはははは位相角位相角位相角位相角でででで指定指定指定指定することができすることができすることができすることができ、、、、電圧電圧電圧電圧、、、、    

        波形波形波形波形、、、、位相位相位相位相のののの組組組組みみみみ合合合合わせをわせをわせをわせを１０１０１０１０種類種類種類種類までまでまでまで登録登録登録登録することがすることがすることがすることが可能可能可能可能ですですですです。。。。このこのこのこの機能機能機能機能はははは電機電機電機電機、、、、電子機器電子機器電子機器電子機器のののの    

        入力電圧変動試験入力電圧変動試験入力電圧変動試験入力電圧変動試験にににに使用使用使用使用することができすることができすることができすることができますますますます。。。。位相位相位相位相のののの急変急変急変急変はははは系統切換系統切換系統切換系統切換ええええ試験試験試験試験などになどになどになどに使用使用使用使用できますできますできますできます。。。。    

        例例例例１１１１～～～～例例例例５５５５にににに波形波形波形波形のののの例例例例をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

    

    例例例例１１１１．．．．位相角位相角位相角位相角００００度度度度からからからから急変電圧急変電圧急変電圧急変電圧００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、期間期間期間期間１１１１サイクルサイクルサイクルサイクルのののの瞬時停電瞬時停電瞬時停電瞬時停電をををを１１１１回実施回実施回実施回実施するするするする。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    例例例例２２２２．．．．周波数周波数周波数周波数５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚにてにてにてにて位相角位相角位相角位相角００００度度度度からからからから急変電圧急変電圧急変電圧急変電圧００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、期間期間期間期間２５２５２５２５ｍｓｍｓｍｓｍｓのののの瞬時停電瞬時停電瞬時停電瞬時停電をををを１１１１回実施回実施回実施回実施するするするする。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    例例例例３３３３．．．．周波数周波数周波数周波数５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚにてにてにてにて位相角位相角位相角位相角９０９０９０９０度度度度からからからから期間期間期間期間２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓのののの瞬時停電瞬時停電瞬時停電瞬時停電をくりをくりをくりをくり返返返返しししし実施実施実施実施するするするする。。。。    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

あそび時間 
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  例例例例４４４４．．．．位相角位相角位相角位相角００００度度度度からからからから波形波形波形波形をををを正弦波正弦波正弦波正弦波からからからから矩形波矩形波矩形波矩形波にににに切切切切りりりり換換換換ええええ３３３３サイクルサイクルサイクルサイクル出力出力出力出力したしたしたした後後後後、、、、正弦波正弦波正弦波正弦波へへへへ復帰復帰復帰復帰させるさせるさせるさせる。。。。    

                    これをこれをこれをこれを複数回複数回複数回複数回くりくりくりくり返返返返すすすす（（（（出力出力出力出力のののの急変急変急変急変）。）。）。）。    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

        例例例例５５５５．．．．位相角位相角位相角位相角９０９０９０９０度度度度からからからから波形波形波形波形をををを９０９０９０９０度度度度遅遅遅遅れれれれ位相位相位相位相にににに切切切切りりりり換換換換ええええ、、、、５５５５ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後復帰後復帰後復帰後復帰させるさせるさせるさせる。。。。 

     これをこれをこれをこれを複数回複数回複数回複数回くりくりくりくり返返返返すすすす（（（（位相位相位相位相のののの急変急変急変急変）。）。）。）。    

    

    

    

    

    

            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

あそび時間 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

あそび時間 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・２２２２相相相相、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステムではではではでは位相差設定位相差設定位相差設定位相差設定ををををアンバランスアンバランスアンバランスアンバランス（（（（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥ））））にににに設定設定設定設定するとするとするとするとノーマルノーマルノーマルノーマル、、、、    

    およびおよびおよびおよびイベントイベントイベントイベントのののの電圧電圧電圧電圧・・・・波形波形波形波形・・・・位相位相位相位相をををを相毎相毎相毎相毎にににに個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することができますがすることができますがすることができますがすることができますが、、、、ノーマルノーマルノーマルノーマル時間時間時間時間、、、、    

    イベントイベントイベントイベント時間時間時間時間、、、、およびおよびおよびおよび開始位相開始位相開始位相開始位相をををを個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することはできませんすることはできませんすることはできませんすることはできません。。。。                                                            

・・・・カップリングカップリングカップリングカップリング（（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））をををを「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」にににに設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                    

    「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」「ＡＣ」にににに設定設定設定設定されているされているされているされている状態状態状態状態ではではではでは直流成分直流成分直流成分直流成分ををををカットカットカットカットしてしまいしてしまいしてしまいしてしまい希望希望希望希望したしたしたした波形波形波形波形にならないにならないにならないにならない場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。    

    カップリングカップリングカップリングカップリングのののの切切切切りりりり替替替替えについてはえについてはえについてはえについては「「「「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリング（（（（ＣＯＵＰＬＩＮＣＯＵＰＬＩＮＣＯＵＰＬＩＮＣＯＵＰＬＩＮＧ）Ｇ）Ｇ）Ｇ）のののの    

    切切切切りりりり替替替替ええええ」」」」をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                            

・・・・出力急変出力急変出力急変出力急変をををを行行行行うううう前前前前にににに必必必必ずずずずオフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションオフセットキャリブレーションをををを実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                

・・・・出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてからにしてからにしてからにしてからプログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                

    出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」のののの状態状態状態状態ですとですとですとですと、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にするようにするようにするようにするよう注意画面注意画面注意画面注意画面がががが表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。                                                                

・・・・あそびあそびあそびあそび時間時間時間時間のののの設定設定設定設定はははは必必必必ずずずず行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                                                

    あそびあそびあそびあそび時間時間時間時間のののの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについては１１１１５５５５５５５５ページページページページのののの「「「「あそびあそびあそびあそび時間時間時間時間のののの設定設定設定設定についてについてについてについて」」」」をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。        
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        設定画面設定画面設定画面設定画面のののの表示表示表示表示················································································································································································································     

    

            出力急変を行う場合は以下の手順に従い設定画面を表示させてください。 

            メニュー画面にてカーソルを「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→→→→「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」→→→→「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    

                            ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       キー、またはキーを押して、「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」画面を 

表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」画面は３ページで構成されています。 

     画面の切り替えはファンクションキー   （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）、または   （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）にて    

     行ってください。 

          （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）：１画面前に戻ります。 

          （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）：次画面に進みます。

                                出力急変出力急変出力急変出力急変（ＡＢＲＵＰＴ（ＡＢＲＵＰＴ（ＡＢＲＵＰＴ（ＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）のののの設定設定設定設定                                        

・・・・プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行するするするする前前前前にににに必必必必ずずずず電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジををををノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧、、、、イベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧いずれかいずれかいずれかいずれか高高高高いいいい方方方方のののの設定値設定値設定値設定値にににに    

    対応対応対応対応させてくださいさせてくださいさせてくださいさせてください。。。。                                                                                                                                                

ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧、、、、イベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧のののの設定値設定値設定値設定値がががが電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの出力範囲外出力範囲外出力範囲外出力範囲外ですとですとですとですと、、、、プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行できませんできませんできませんできません。。。。    

Ｆ４ Ｆ５ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

STORE NEXT-PRECALL

PROGRAM NUMBER      :
NORMAL VOLTAGE -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT VLOTAGE  -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 1/3

1
   0.0 V
-------

   0.0 V

PREV-P

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

START PHASE         :
EVENT WAVEFORM -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT PHASE    -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 2/3

SIN

PREV-P

  0.0 deg

  0.0 deg

-------

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  機能説明機能説明機能説明機能説明 ························································································································································································································ 

    

        プログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号（（（（ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ    ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ）））） ····················································································································································     

    作成したプログラムに番号を付け、最大１０組の設定を本機内部メモリに保存することができます。 

         

    手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ    ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キー、または数値キーにて 

               プログラム番号（１～１０）を入力し、キーを 

        押して確定します。 

 

 

 

    手順手順手順手順３３３３．．．．以下にプログラム番号の保存、または呼び出し方法を示します。 

        ・・・・プログラムプログラムプログラムプログラムのののの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし 

         画面下部のファンクションキー    （ＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬＲＥＣＡＬＬ）を押すと確認画面が 

         表示されますのでキーを押して決定してください。 

           ・・・・プログラムプログラムプログラムプログラムのののの保存保存保存保存    

         画面下部のファンクションキー    （ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ）を押すと確認画面が 

         表示されますのでキーを押して決定してください。 

                 キャンセルする場合は   キーを押してください。 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

ＥＳＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：パネルメモリ機能を併用することで最大１００組のプログラムデータを 

       保存することができます。 

STORE NEXT-PRECALL

PROGRAM NUMBER      :
NORMAL VOLTAGE -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT VLOTAGE  -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 1/3

1
   0.0 V
-------

   0.0 V

PREV-P

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧（（（（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）））） ························································································································································  

     定常時定常時定常時定常時のののの出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧ですですですです。。。。 

                      カーソルを「ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させ、 

       数値キー、または     、   キーにより入力を 

       行い、キーを押して確定します。  

       設定範囲： 

        Ｈｉレンジ：（０～３００ＶＲＭＳ／±４００ＶＤＣ） 

        設定分解能： ０．１Ｖ    

        Ｌｏレンジ：（０～１５０ＶＲＭＳ／±２００ＶＤＣ） 

        設定分解能： ０．１Ｖ         

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形（（（（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭ））））····················································································································································     

     定常時定常時定常時定常時のののの出力波形出力波形出力波形出力波形ですですですです。。。。 

     「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」の「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」 

     にて呼び出しを行った波形がノーマル波形になります。 

     ノーマル波形は「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、「±±±±ＤＣＤＣＤＣＤＣ」、「ＳＱＲＳＱＲＳＱＲＳＱＲ」、「ＴＲＩＴＲＩＴＲＩＴＲＩ」 

     「ＳＳＳＳＳＳＳＳ１１１１」、「ＳＳＳＳＳＳＳＳ２２２２」および｢ＡＲＢｎＡＲＢｎＡＲＢｎＡＲＢｎ｣から選択できます。   

        注：「ｎ」は１～２４を示す。  

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＥＧＥＣＨＡＮＥＧＥＣＨＡＮＥＧＥＣＨＡＮＥＧＥ１１１１／／／／３３３３」を表示すると 

        ノーマル電圧（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＶＯＶＯＶＯＬＴＡＧＥＬＴＡＧＥＬＴＡＧＥＬＴＡＧＥ）は「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」画面で 

          設定された値が設定されます。    

                            ・・・・ノーマル電圧（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）の設定値は保存（ＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥＳＴＯＲＥ） 

        されませんので、プログラムを読み出した後、設定を行ってください。 

                                                        ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・周波数はあらかじめ周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ）にて設定しておく必要があります。    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

STORE NEXT-PRECALL

PROGRAM NUMBER      :
NORMAL VOLTAGE -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT VLOTAGE  -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 1/3

2
 100.0 V

   0.0 V

PREV-P

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------

-------

-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        イイイイベントベントベントベント電圧電圧電圧電圧（（（（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）））） ···································································································································································· 

      急変期間中急変期間中急変期間中急変期間中のののの出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧ですですですです。。。。    

                      カーソルを「ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させ、 

       数値キー、または     、   キーにより入力を 

       行い、キーを押して確定します。  

       設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：： 

       Ｈｉレンジ：（０～３００ＶＲＭＳ／±４００ＶＤＣ） 

       設定分解能： ０．１Ｖ 

       Ｌｏレンジ：（０～１５０ＶＲＭＳ／±２００ＶＤＣ） 

       設定分解能： ０．１Ｖ 

    

        開始位相開始位相開始位相開始位相（（（（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）····································································································································································································    

            イベントイベントイベントイベント（（（（出力急変出力急変出力急変出力急変））））ををををノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧（Ｒ（Ｒ（Ｒ（Ｒ相相相相））））のどののどののどののどの位相位相位相位相からからからから開始開始開始開始するかをするかをするかをするかを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。 

                      カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動させ、 

       数値キー、または     、   キーにより入力を 

       行い、キーを押して確定します。  

       設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３５９３５９３５９３５９．．．．９９９９（（（（度度度度））））    

                            設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００．．．．１１１１度度度度    

    

    

    

        イベントイベントイベントイベント波形波形波形波形（（（（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭ）））） ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������    

         急変期間中急変期間中急変期間中急変期間中のののの波形波形波形波形ですですですです。。。。    

                        イベント波形は「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、「±±±±ＤＣＤＣＤＣＤＣ」、「ＳＱＲＳＱＲＳＱＲＳＱＲ」、「ＴＲＩＴＲＩＴＲＩＴＲＩ」、、、、「ＳＳＳＳＳＳＳＳ１１１１」、「ＳＳＳＳＳＳＳＳ２２２２」、    

                        「ＡＲＢｎＡＲＢｎＡＲＢｎＡＲＢｎ」から選択できます。    

       注：「ｎ」は１～２４を示す。 

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーにて設定の変更を行い 

        キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

STORE NEXT-PRECALL

PROGRAM NUMBER      :
NORMAL VOLTAGE -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT VLOTAGE  -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 1/3

2
 100.0 V

  70.0 V

PREV-P

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------
-------

-------

-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

START PHASE         :
EVENT WAVEFORM -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT PHASE    -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 2/3

SIN

PREV-P

 90.0 deg

  0.0 deg

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------

-------

-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

START PHASE         :
EVENT WAVEFORM -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT PHASE    -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 2/3

SIN

PREV-P

 90.0 deg

  0.0 deg

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        イベントイベントイベントイベント位相位相位相位相（（（（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）ＰＨＡＳＥ）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

      急変期間中急変期間中急変期間中急変期間中にににに出力出力出力出力するするするするイベントイベントイベントイベント波形波形波形波形のののの位相位相位相位相のののの設定設定設定設定をしますをしますをしますをします。。。。    

                                設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３５９３５９３５９３５９．．．．９９９９（（（（度度度度））））    

                                設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００．．．．１１１１度度度度    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動させます。  

 

    手順手順手順手順２２２２．．．．    、    キー、または数値キーにて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ノーマル波形 

ＳＴＡＲＴ ＰＨＡＳＥ 

ＥＶＥＮＴ ＰＨＡＳＥ 

イベント波形 

出力波形 

時間 

0 deg 

0 deg 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・ノーマル波形の０度位相の時のイベント波形の位相が 

「ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」の設定置となります。 

・通常の電圧急変試験では、イベント位相は０度に設定します。 

NEXT-P

START PHASE         :
EVENT WAVEFORM -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT PHASE    -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 2/3

+DC

PREV-P

 90.0 deg

180.0 deg0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ））））································································································································································     

      内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）のののの制御方式制御方式制御方式制御方式をををを変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

                            ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ：：：：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                        ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．    、   キーにて設定の変更を行い  

        キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

        

        イベントイベントイベントイベント期間期間期間期間（（（（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）····························································································································································     

      急変急変急変急変をををを実施実施実施実施するするするする期間期間期間期間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：００００．．．．１１１１～～～～６０００６０００６０００６０００....００００（ｍｓｅｃ）、（ｍｓｅｃ）、（ｍｓｅｃ）、（ｍｓｅｃ）、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００．．．．１１１１ｍｓｅｃｍｓｅｃｍｓｅｃｍｓｅｃ    

                                            １１１１～～～～６５６５６５６５（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）、、、、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ    

                                            ００００．．．．５５５５～～～～３２５０３２５０３２５０３２５０（ｃｙｃ）、（ｃｙｃ）、（ｃｙｃ）、（ｃｙｃ）、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００．．．．５５５５ｃｙｃｃｙｃｃｙｃｃｙｃ    

    

   手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ」に移動させます。  

   手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣ）、 

            （ＳＥＣＳＥＣＳＥＣＳＥＣ） 、   （ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ）にて単位の 

       変更を行います。 

       ＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣ    ：：：：ミリミリミリミリ（（（（１０１０１０１０－－－－３３３３））））秒単位秒単位秒単位秒単位にてにてにてにて設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

       ＳＥＣＳＥＣＳＥＣＳＥＣ        ：：：：秒単位秒単位秒単位秒単位にてにてにてにて設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

       ＣＹＣＬＥ：ＣＹＣＬＥ：ＣＹＣＬＥ：ＣＹＣＬＥ：００００．．．．５５５５サイクルサイクルサイクルサイクル（（（（半波半波半波半波））））単位単位単位単位にてにてにてにて    

                                                    設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

   手順手順手順手順３３３３．．．．    、   キー、または数値キーにて設定の 

       変更を行い、キーを押して確定します。 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：    内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ）については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３ 

        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ１ 

Ｆ２ Ｆ３ 

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

100 %

PREV-P

AUTO

    1 cyc

EXECUTE ?

   0.1 msec
     1 msec

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

 70 %

PREV-P

FIX

    1 cyc

EXECUTE ?

   0.1 msec
     1 msec

1

SEC CYCLEMSEC

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ノーマルノーマルノーマルノーマル期間期間期間期間（（（（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）ＤＵＲＡＴＩＯＮ）····················································································································································     

      ノーマルノーマルノーマルノーマル出力出力出力出力をををを行行行行うううう時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                            設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１１１１～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（ｍｓｅｃ）（ｍｓｅｃ）（ｍｓｅｃ）（ｍｓｅｃ）、、、、設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１ｍｓｅｃｍｓｅｃｍｓｅｃｍｓｅｃ    

                                                １１１１～～～～６５０６５０６５０６５０．．．．００００（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）（ｓｅｃ）、、、、    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００....１１１１ｓｅｃｓｅｃｓｅｃｓｅｃ    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＤＵＲＡＤＵＲＡＤＵＲＡＴＩＯＮＴＩＯＮＴＩＯＮＴＩＯＮ」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣＭＳＥＣ）、    

           （ＳＥＣＳＥＣＳＥＣＳＥＣ）にて単位の変更を行います。 

                            ＭＳＥＣ：ＭＳＥＣ：ＭＳＥＣ：ＭＳＥＣ：ミリミリミリミリ（（（（１０１０１０１０－－－－３３３３））））秒単位秒単位秒単位秒単位にてにてにてにて設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                                ＳＥＣＳＥＣＳＥＣＳＥＣ：：：：秒単位秒単位秒単位秒単位にてにてにてにて設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

    手順手順手順手順３３３３．．．．    、   キー、または数値キーにて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

       

        繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数設定回数設定回数設定回数設定（（（（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥ）ＣＹＣＬＥ）ＣＹＣＬＥ）ＣＹＣＬＥ）························································································································································     

      急変動作急変動作急変動作急変動作のののの繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数回数回数回数をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（（（（回回回回））））    

                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１回回回回         

           「００００」を設定すると無限回となり、プログラムを 

                      中断するまで繰り返し実行します。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動させます。  

            、   キー、または数値キーにて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

    

        出力急変出力急変出力急変出力急変プログラムプログラムプログラムプログラム実行実行実行実行（（（（ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）ＣＨＡＮＧＥ）····························································································································     

      急変動作急変動作急変動作急変動作のののの実行実行実行実行／／／／中止中止中止中止をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

      キーを押すとプログラムを実行し、「ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？」が 

         「ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？」に変化します。 

      プログラム実行中は操作パネル（コントローラ）上部に 

 「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧ」が表示されます。    

      再度キーを押すとプログラムを中止し、「ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？ＳＴＯＰ？」が 

      「ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？ＥＸＥＣＵＴＥ？」に変化します。    

    

    

    

    

Ｆ１ 

Ｆ２ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力急変実行中出力急変実行中出力急変実行中出力急変実行中にににに急変中止急変中止急変中止急変中止のののの操作操作操作操作（ＳＴＯＰ？（ＳＴＯＰ？（ＳＴＯＰ？（ＳＴＯＰ？表示中表示中表示中表示中ににににキーキーキーキー））））をするとをするとをするとをすると、、、、現在実行中現在実行中現在実行中現在実行中のののの電圧電圧電圧電圧    

    （（（（ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧値電圧値電圧値電圧値、、、、またはまたはまたはまたはイベントイベントイベントイベント電圧値電圧値電圧値電圧値））））をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

・・・・出力急変出力急変出力急変出力急変プログラムプログラムプログラムプログラム終了後終了後終了後終了後ははははノーマルノーマルノーマルノーマル電圧値電圧値電圧値電圧値（（（（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ））））をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

 70 %

PREV-P

FIX

    1 cyc

EXECUTE ?

   3.0 msec
     1 msec1

SECMSEC

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

Vdd Control         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 3/3

 70 %

PREV-P

FIX

    1 cyc

EXECUTE ?

   3.0 msec
     5  sec

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

Vdd Conyrol         :
FIX VALUE           :

NORMAL DURATION     :
EVENT DURATION      :

REPEAT CYCLE        :

ABRUPT CHANGE       :

PROGRAM RUNNING

 70 %

PREV-P

FIX

    0 cyc

STOP ?

   3.0 sec
     5 sec

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        あそびあそびあそびあそび時間時間時間時間のののの設定設定設定設定についてについてについてについて ····················································································································································································································     

    

     ノーマル電圧からイベント電圧への切り替えは「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＰＨＡＳＰＨＡＳＰＨＡＳＥＥＥＥ」の位相で行われます。 

    このためノーマル時間の設定値終了後も次の「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」までノーマル電圧を出力する 

    ことになります。この設定外の時間があそび時間となります。    

     以下に示すノーマル電圧、イベント電圧を繰り返すような出力急変プログラムを作成する場合に 

    ついて説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     定常期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）の終了位置と開始位置（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）を同じ位相に 

    設定すると、タイミングが不確定となり最大で１サイクルの余分なノーマル電圧を出力することに 

    なります。（下図参照） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

     この余分なノーマル電圧の出力を行わないためには、定常期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）の 

    終了位置から次の開始位置（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）までの間隔を１ｍｓ以上離してください。 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

あそび時間 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＥＶＥＮＴ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＥＶＥＮＴ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 
ＤＵＲＡＴＩＯＮ 余分な 

ノーマル電圧 
の期間 
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  サンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラム················································································································································································································································     

    

        プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１．．．．    

                ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの００００度度度度のののの位相位相位相位相からからからから、、、、    

            １１１１サイクルサイクルサイクルサイクルのののの期間期間期間期間だけだけだけだけイベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧：：：：００００ＶＶＶＶにににに急変急変急変急変しししし、、、、再再再再びびびびノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、    

            ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ    にににに復帰復帰復帰復帰するするするする。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    例例例例１１１１参照参照参照参照））））    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．波形設定（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、周波数を「５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ」、 

        電圧設定（ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧）を「１００１００１００１００ＶＶＶＶ」、カップリングを「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→→→→「ＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴＯＦＦＳＥＴ    ＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬ」に移動させ、 

        オフセットキャリブレーションを実行します。 

       手順手順手順手順３３３３．．．．カーソルを「    ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→→→→「ＳＥＱＵＥＳＥＱＵＥＳＥＱＵＥＳＥＱＵＥＮＣＥＮＣＥＮＣＥＮＣＥ」→→→→「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    

                                        ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    手順手順手順手順４４４４．．．．キーを押し、「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・波形呼び出しについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．７７７７    波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を 

        参照してください。 

       ・・・・周波数設定については「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．３３３３    周波数周波数周波数周波数のののの基本設定基本設定基本設定基本設定」を参照してください。 

       ・・・・カップリングの切り替えについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリング 

        （（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を参照してください。 

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P

START PHASE         :
EVENT WAVEFORM -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT PHASE    -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 2/3

SIN

PREV-P

  0.0 deg

  0.0 deg

-------

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

STORE NEXT-PRECALL

PROGRAM NUMBER      :
NORMAL VOLTAGE -R   :

               -T   :
               -S   :

EVENT VLOTAGE  -R   :
               -S   :
               -T   :

VOLTAGE/PHASE ABRUPT CHANGE 1/3

1
   0.0 V
-------

   0.0 V

PREV-P

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

-------

-------
-------

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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    手順手順手順手順５５５５．．．．イベント電圧（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）を０Ｖに設定します。 

    手順手順手順手順６６６６．開始位相（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）を０度に設定します。 

    手順手順手順手順７７７７．．．．イベント波形を（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ        ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」に設定します。 

       手順手順手順手順８８８８．．．．イベント位相（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）を０度に設定します。 

    手順手順手順手順９９９９．．．．イベント期間（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）１ｃｙｃに設定します。 

      手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．ノーマル期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を４０ｍｓに設定します。 

      手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．繰り返し回数（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ）を「１」に設定します。 

   手順手順手順手順１２１２１２１２．．．．出力を「オンオンオンオン」にします。 

   手順手順手順手順１３１３１３１３．．．．カーソルを「ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ」に移動し、キーを押すとプログラムを実行します。 

      手順手順手順手順１４１４１４１４．．．．再び キーを押すとプログラムを中止します。 

 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラム２２２２．．．．    

                ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの００００度度度度のののの位相位相位相位相からからからから、、、、    

            ２５２５２５２５ｍｓｍｓｍｓｍｓのののの期間期間期間期間イベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧：：：：００００ＶＶＶＶにににに急変急変急変急変しししし、、、、再再再再びびびびノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、    

            ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ    にににに復帰復帰復帰復帰するするするする。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    例例例例２２２２参照参照参照参照））））    

            このこのこのこの波形波形波形波形はははは（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１））））のののの手順手順手順手順９９９９、、、、手順手順手順手順１０１０１０１０をををを以下以下以下以下のののの通通通通りりりり変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

    手順手順手順手順９９９９．．．．イベント期間（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を２５ｍｓに設定します。 

   手順手順手順手順１０１０１０１０.... ノーマル期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を３５ｍｓに設定します。 

 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラム３３３３．．．．    

                ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの９０９０９０９０度度度度のののの位相位相位相位相からからからから、、、、    

            ２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓのののの期間期間期間期間００００ＶＶＶＶにににに急変急変急変急変しししし、、、、再再再再びびびびノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ    

            にににに復帰復帰復帰復帰するするするする。。。。このこのこのこの動作動作動作動作をををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返すすすす。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    例例例例３３３３参照参照参照参照））））    

            このこのこのこの波形波形波形波形はははは（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１））））のののの手順手順手順手順６６６６、、、、手順手順手順手順９９９９、、、、手順手順手順手順１０１０１０１０、、、、手順手順手順手順１１１１１１１１をををを以下以下以下以下のののの通通通通りりりり変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

       手順手順手順手順６６６６．．．．開始位相（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）を９０度に設定します。 

       手順手順手順手順９９９９．．．．イベント期間（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＤＵＲＡＴＩＯＤＵＲＡＴＩＯＤＵＲＡＴＩＯＮＮＮＮ）を２０ｍｓに設定します。 

   手順手順手順手順１０１０１０１０. . . . ノーマル期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を２３ｍｓに設定します。 

   手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．繰り返し回数（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ）を「２２２２」回に設定します。 
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        プログラムプログラムプログラムプログラム４４４４．．．．    

                ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの００００度度度度のののの位相位相位相位相からからからから、、、、    

            イベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、イベントイベントイベントイベント波形波形波形波形：ＳＱＲ：ＳＱＲ：ＳＱＲ：ＳＱＲ（（（（矩形波矩形波矩形波矩形波））））にににに急変急変急変急変しししし、、、、このこのこのこの波形波形波形波形をををを３３３３サイクルサイクルサイクルサイクル    

            出力出力出力出力したあとしたあとしたあとしたあと、、、、再再再再びびびびノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１１１１００００００００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ波波波波にににに復帰復帰復帰復帰するするするする。。。。このこのこのこの動作動作動作動作をををを    

            ２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返すすすす出力急変出力急変出力急変出力急変ののののプログラムプログラムプログラムプログラムのののの作成方法作成方法作成方法作成方法をををを説明説明説明説明しますしますしますします。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    例例例例４４４４参照参照参照参照））））    

            このこのこのこの波形波形波形波形はははは（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１））））のののの手順手順手順手順５５５５、、、、手順手順手順手順７７７７、、、、手順手順手順手順９９９９、、、、手順手順手順手順１０１０１０１０、、、、手順手順手順手順１１１１１１１１をををを以下以下以下以下のののの通通通通りりりり    

            変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

    手順手順手順手順５５５５．．．．イベント電圧（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＶＶＶＯＬＴＡＧＥＯＬＴＡＧＥＯＬＴＡＧＥＯＬＴＡＧＥ）を１００Ｖに設定します。 

       手順手順手順手順７７７７．．．．イベント波形（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＱＲＳＱＲＳＱＲＳＱＲ」に設定します。 

       手順手順手順手順９９９９．．．．イベント期間（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を「３３３３」サイクルに設定します。 

手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．ノーマル期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＤＵＲＤＵＲＤＵＲＡＴＩＯＮＡＴＩＯＮＡＴＩＯＮＡＴＩＯＮ）を１３ｍｓに設定します。 

   手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．繰り返し回数（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ）を「２２２２」回に設定します。 

 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラム５５５５．．．．    

                ノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの９０９０９０９０度度度度のののの位相位相位相位相からからからから、、、、    

            ５５５５ｍｓｍｓｍｓｍｓのののの期間期間期間期間、、、、イベントイベントイベントイベント電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、９０９０９０９０度遅度遅度遅度遅れれれれ位相位相位相位相、、、、イベントイベントイベントイベント波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮにににに急変急変急変急変しししし、、、、    

            再再再再びびびびノーマルノーマルノーマルノーマル電圧電圧電圧電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ノーマルノーマルノーマルノーマル波形波形波形波形：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ：ＳＩＮ    にににに復帰復帰復帰復帰するするするする。。。。このこのこのこの動作動作動作動作をををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返すすすす、、、、    

                出力急変出力急変出力急変出力急変ののののプログラムプログラムプログラムプログラムのののの作成方法作成方法作成方法作成方法をををを説明説明説明説明しますしますしますします。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    例例例例５５５５参照参照参照参照））））    

            このこのこのこの波形波形波形波形はははは（（（（プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１））））のののの手順手順手順手順５５５５、、、、手順手順手順手順６６６６、、、、手順手順手順手順８８８８、、、、手順手順手順手順９９９９、、、、手順手順手順手順１０１０１０１０、、、、手順手順手順手順１１１１１１１１をををを以下以下以下以下のののの通通通通りりりり    

            変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

       手順手順手順手順５５５５．．．．イベント電圧（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）を１００Ｖに設定します。 

       手順手順手順手順６６６６．．．．開始位相（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）９０度に設定します。 

    手順手順手順手順８８８８．．．．イベント位相（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）を２７０度に設定します。 

       手順手順手順手順９９９９．．．．イベント期間（ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を５ｍｓに設定します。 

手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．ノーマル期間（ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ）を２３ｍｓに設定します。 

             手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．繰り返し回数（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ）を「２２２２」回に設定します。 
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５５５５．．．．２２２２    出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要····················································································································································································································································································     

            電圧電圧電圧電圧およびおよびおよびおよび周波数周波数周波数周波数ののののスイープスイープスイープスイープをををを行行行行いますいますいますいます。。。。最大最大最大最大１０１０１０１０００００個個個個のののの析析析析れれれれ点点点点をををを含含含含むむむむ折折折折れれれれ線線線線グラフグラフグラフグラフ状状状状のののの    

        スイープスイープスイープスイープをををを実行実行実行実行しますしますしますします。。。。    

        電圧電圧電圧電圧スイープスイープスイープスイープはははは電源電圧変動試験電源電圧変動試験電源電圧変動試験電源電圧変動試験にににに、、、、電圧電圧電圧電圧／／／／周波数同時周波数同時周波数同時周波数同時スイープスイープスイープスイープはははは可変速可変速可変速可変速モータモータモータモータのののの試験試験試験試験などになどになどになどに    

        使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

電圧電圧電圧電圧スイープスイープスイープスイープ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

周波数周波数周波数周波数スイープスイープスイープスイープ    

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ｔ１ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ｔ２ ｔ３ 
定常電圧 

ｔ１ ｔ２ 

Ｖｓ 

Ｖ１ 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ ＳＥＱ３ 

（ＳＴＯＰ  ＳＥＱ） 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ 

Ｖ２ 

Ｖ３ 

Ｖ１ Ｖ２ 

時間（ｓ） 

電圧（ＶＲＭＳ） 

 ＣＹＣＬＥ２ 

ＳＴＡＲＴ 
ＰＨＡＳＥ 

ｔ１ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

ｔ２ ｔ３ 
定常周波数 

ｔ１ ｔ２ 

ｆｓ 

ｆ１ 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ ＳＥＱ３ 

（ＳＴＯＰ  ＳＥＱ） 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ 

ｆ２ ｆ３ 

ｆ１ 

ｆ２ 

時間（ｓ） 

周波数（Ｈｚ） 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ｔ３ 

ｔ３ 
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        出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ時時時時ののののステップステップステップステップ動作動作動作動作についてについてについてについて ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

    本機は出力スイープ（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ）動作のとき電圧、 

   周波数をデジタル方式で変化させていますので階段状の変化をします。このため完全な直線状の 

   変化は得ることができません。 

   以下に「ＷＡＶＥＦＯＲＭ＝＋ＤＣＷＡＶＥＦＯＲＭ＝＋ＤＣＷＡＶＥＦＯＲＭ＝＋ＤＣＷＡＶＥＦＯＲＭ＝＋ＤＣ」にて出力スイープを行った場合の説明を行います。 

   プログラム番号（Ｎ）で設定した電圧ＶＮからプログラム番号（Ｎ＋１）で設定した電圧ＶＮ＋１までを 

   遷移時間（ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ）ＴＲにて変化させると下図のような階段状の波形になります。 

   このときの、ステップ幅（ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ）ｔｓは１ｍｓとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   プログラム番号（Ｎ）で設定した電圧からプログラム番号（Ｎ＋１）で設定した電圧までの 

  時間ステップ数は式５－１により求めることができます。 

          

            
ステップステップステップステップ幅幅幅幅

遷移時間遷移時間遷移時間遷移時間ＴＴＴＴ
    ＝＝＝＝ ＲＲＲＲ        時間時間時間時間ステップステップステップステップ数数数数     （（（（個個個個））））    ――――――――――――――――――――――――――――（（（（式式式式５５５５－－－－１１１１））））    

 

  以上より時間ステップ毎の振幅ステップは式５－２より求めることができます。 

 

         
時間時間時間時間ステップステップステップステップ数数数数

｜｜｜｜－Ｖ－Ｖ－Ｖ－Ｖ｜Ｖ｜Ｖ｜Ｖ｜Ｖ
＝＝＝＝ ＮＮＮＮＮ＋Ｎ＋Ｎ＋Ｎ＋１１１１））））振幅振幅振幅振幅ステップステップステップステップ（Ｖ（Ｖ（Ｖ（Ｖ ＳＳＳＳ     （Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）        ――――――――――――（（（（式式式式５５５５－－－－２２２２））））    

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：周波数スイープ、電流スイープ（定電流動作時）を行った場合も 

       同様のステップ動作を行います。 

 遷移時間遷移時間遷移時間遷移時間ＴＴＴＴＲＲＲＲ（（（（ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ））））    

プログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号（Ｎ＋（Ｎ＋（Ｎ＋（Ｎ＋１１１１））））のののの電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＮ＋Ｎ＋Ｎ＋Ｎ＋１１１１））））    

プログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号（Ｎ）（Ｎ）（Ｎ）（Ｎ）のののの電圧設定値電圧設定値電圧設定値電圧設定値（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＮＮＮＮ））））    

ステップステップステップステップ幅幅幅幅    

（ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ）））） 

振幅振幅振幅振幅ステップステップステップステップ（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＳＳＳＳ））））    

 

電圧電圧電圧電圧（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）    

ｔｓｔｓｔｓｔｓ    
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            出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ））））のののの設定設定設定設定        

    

・・・・２２２２相相相相、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステムではではではでは位相差設定位相差設定位相差設定位相差設定ををををアンバランスアンバランスアンバランスアンバランス（（（（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥ））））にににに設定設定設定設定するとするとするとすると    

    目標電圧目標電圧目標電圧目標電圧をををを相毎相毎相毎相毎にににに個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することができますがすることができますがすることができますがすることができますが、、、、目標周波数目標周波数目標周波数目標周波数、、、、およびおよびおよびおよび遷移時間遷移時間遷移時間遷移時間をををを    

    個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することはできませんすることはできませんすることはできませんすることはできません。。。。                                                                                                                

・・・・出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてからにしてからにしてからにしてからプログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                            

    出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」のののの状態状態状態状態ですとですとですとですと、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にするようにするようにするようにするよう注意画面注意画面注意画面注意画面がががが表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。                                                            

・・・・プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行するするするする前前前前にににに必必必必ずずずず電圧電圧電圧電圧のののの最大値最大値最大値最大値とととと電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジをををを対応対応対応対応させてくださいさせてくださいさせてくださいさせてください。。。。                                    

    電圧電圧電圧電圧のののの設定値設定値設定値設定値がががが電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの出力範囲外出力範囲外出力範囲外出力範囲外ですとですとですとですと、、、、プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行できませんできませんできませんできません。。。。                                

                                                            ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ実行中実行中実行中実行中ににににスイープスイープスイープスイープ中止中止中止中止のののの操作操作操作操作をするとをするとをするとをすると、、、、現在実行中現在実行中現在実行中現在実行中のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを保保保保持持持持しますしますしますします。。。。    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ終了後終了後終了後終了後はははは終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    
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    設定画面設定画面設定画面設定画面のののの表示表示表示表示····················································································································································································································     

    

            出力スイープを行う場合は以下の手順に従い設定画面を表示させてください。 

   メニュー画面にてカーソルを「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→→→→「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」→→→→「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    

     ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      キー、またはキーを押して、「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＮＣＹＮＣＹＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ」 

     画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機能説明機能説明機能説明機能説明 ········································································································································································································································     

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（ＳＥＱ（ＳＥＱ（ＳＥＱ（ＳＥＱ    Ｎｏ．）Ｎｏ．）Ｎｏ．）Ｎｏ．） ····························································································································································································     

       シーケンスプログラムシーケンスプログラムシーケンスプログラムシーケンスプログラムのののの番号番号番号番号ですですですです。。。。    

    この番号順に順次スイープ動作を行います。最大１００個の電圧、周波数、時間を 

    設定することができます。 

    「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ」はスイープ設定画面：２０ページ、 

    内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）等のモード設定画面：１ページ、プログラム実行画面：１ページ の 

    計２２ページで構成されています。 

    ページの切り替えはファンクションキー    （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）、    （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）で 

    行います。 

    ページを進ませるときは、ファンクションキー    （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）、ページを戻すときは 

    ファンクションキー   （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）で行ってください。 

    実行画面を表示させるときは、ファンクションキー    （ＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－Ｐ）を押してください。 

      

Ｆ１ Ｆ２ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
R[V]

-----

-----
-----

SEQ
No.
  1

  2
  3
  4
  5

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS  1/22

FREQUENCY
[Hz]

  60.00

  60.00

TRANSIENT
[ms]
  100

  100

   0.0 ----- -----
S[V] T[V]

   0.0 ----- -----   60.00   100

   0.0 -----
   0.0
   0.0

-----
-----

  60.00   100
  60.00   100

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  目標目標目標目標電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定（（（（ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）））） ········································································································································································································     

    スイープスイープスイープスイープのののの目標電圧目標電圧目標電圧目標電圧をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。 

               カーソルキーを「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させ、 

      数値キーにより入力を行い、キーを押して確定します。  

      設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：： 

      ＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジ    ：：：：（（（（００００～～～～３００３００３００３００Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／±±±±４００４００４００４００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ） 

      設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：    ００００．．．．１１１１ＶＶＶＶ   

      ＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジ    ：：：：（（（（００００～～～～１５０１５０１５０１５０Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／±±±±２００２００２００２００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ） 

      設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：    ００００．．．．１１１１ＶＶＶＶ   

 

 

        目標周波数設定目標周波数設定目標周波数設定目標周波数設定（（（（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ）））） ············································································································································································     

    スイープスイープスイープスイープのののの目標周波数目標周波数目標周波数目標周波数をををを設定設定設定設定しますしますしますします。 

               カーソルキーを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させ、 

      数値キーにより入力を行い、キーを押して確定します。 

      設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲  ：：：：００００....０１０１０１０１～～～～１２１２１２１２００００００００....００００００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ  

         設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：００００....０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚ 

  

 

 

 

    

        遷移時間遷移時間遷移時間遷移時間（（（（ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ））））····································································································································································································     

      各各各各スイープスイープスイープスイープ番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数にににに遷移遷移遷移遷移するするするする時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。 

      カーソルを「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」に移動させ、 

      数値キーにより入力を行い、キーを押して確定します。  

      設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００ｍｓｍｓｍｓｍｓ    

                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：１１１１ｍｍｍｍｓｓｓｓ 

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：遷移時間の設定を０ｍｓに設定した場合、出力の 

       レスポンス時間（設定値９０％に達する時間）は 

       ５０μｓ以下となります。 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
R[V]

-----

-----
-----

SEQ
No.
  1

  2
  3
  4
  5

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS  1/22

FREQUENCY
[Hz]

  60.00

  60.00

TRANSIENT
[ms]

  100

  100

   0.0 ----- -----
S[V] T[V]

   0.0 ----- -----   60.00   100

   0.0 -----
   0.0
   0.0

-----
-----

  60.00   100
  60.00   100

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
R[V]

-----

-----
-----

SEQ
No.
  1

  2
  3
  4
  5

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS  1/22

FREQUENCY
[Hz]

  60.00

  60.00

TRANSIENT
[ms]

  100

  100

   0.0 ----- -----
S[V] T[V]

   0.0 ----- -----   60.00   100

   0.0 -----
   0.0
   0.0

-----
-----

  60.00   100
  60.00   100

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

0

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
R[V]

-----

-----
-----

SEQ
No.
  1

  2
  3
  4
  5

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS  1/22

FREQUENCY
[Hz]

  60.00

  60.00

TRANSIENT
[ms]

  100

  100

   0.0 ----- -----
S[V] T[V]

   0.0 ----- -----   60.00   100

   0.0 -----
   0.0
   0.0

-----
-----

  60.00   100
  60.00   100

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

0
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        開始位相開始位相開始位相開始位相（（（（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ）））） ····························································································································································································    

         出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープをををを波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））のどののどののどののどの位相位相位相位相からからからから開始開始開始開始するかをするかをするかをするかを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：００００～～～～３５９３５９３５９３５９（（（（度度度度））））    

                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：１１１１度度度度    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

        確定します。 

 

 

       

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス方式方式方式方式（（（（ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ））））················································································································································     

        シーシーシーシーケケケケンスンスンスンスのののの遷移方式遷移方式遷移方式遷移方式のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮ    ：：：：シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号順番号順番号順番号順にににに自動的自動的自動的自動的にににに状態状態状態状態がががが遷移遷移遷移遷移しますしますしますします。。。。    

                    ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：                キーキーキーキーをををを押押押押すごとにすごとにすごとにすごとに次次次次ののののシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに    

                                        遷移遷移遷移遷移しますしますしますします。。。。    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ」に  

        移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

 

  外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ（（（（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ））））························································································································································································     

      外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

      外部トリガの設定を行うと本機背面の同期入力端子に外部トリガ信号を入力することで 

      出力スイープを開始させます。 

       ＤＩＳＤＩＳＤＩＳＤＩＳ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ無効無効無効無効    

       ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ有効有効有効有効    

    手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ」に移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

  

     外部トリガ入力の設定を有効「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に設定し、 

        キーを押すと操作パネル画面上部に「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ」および｢ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ        ＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧ｣が 

     表示され、外部トリガ信号待ちの状態になります。 

 

 

 

 

ＩＮＣ 

Ｆ４ 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ」が「ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰ」に設定されている場合、 

       外部トリガ信号にてプログラムのステップ送りが可能です。 

       トリガ信号のレベルとタイミングについては「５５５５．．．．７７７７    トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力」を 

       参照してください。 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

DIS
 RUN

AUTOVdd control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

DIS
RUN

AUTOVdd control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

ENA
STEP

AUTOVdd control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

MODE

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ＩＮＣ 
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        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ）））） ····························································································································································     

         内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）のののの制御方式制御方式制御方式制御方式をををを変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

                            ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ：：：：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                        ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。。。。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。  

       手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

 

        開始開始開始開始シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．））））················································································································     

         プログラムプログラムプログラムプログラムをををを開始開始開始開始するするするする番号番号番号番号をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：    １１１１～～～～９９９９９９９９    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

        確定します。 

 

 

 

        終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．）））） ····················································································································     

      ププププログラムログラムログラムログラムをををを終了終了終了終了するするするするシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：    ２２２２～～～～１０１０１０１０００００    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

          手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

        確定します。 

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：    内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ）については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３ 

        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

Ｆ４ 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

90 deg

DIS
STEP

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

MODE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 22/22

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :

1

REPEAT CYCLE             : 1 cyc
1

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

PROGRAM MODE         : STEP

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 22/22

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :

1

REPEAT CYCLE             : 1 cyc
1

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

PROGRAM MODE         : STEP

1

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数回数回数回数（（（（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ））））····································································································································································    

         開始番号開始番号開始番号開始番号からからからから終了番号終了番号終了番号終了番号までのまでのまでのまでの出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ動作動作動作動作をををを何回繰何回繰何回繰何回繰りりりり返返返返すかをすかをすかをすかを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：    ００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（（（（回回回回））））    

                        設定分設定分設定分設定分解能解能解能解能    ：：：：    １１１１回回回回    

          「００００」を設定すると無限回となり、プログラムを 

                      中断するまで繰り返し実行します。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動させます。  

       手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

        確定します。 

 

 

 プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作のののの開始開始開始開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

           キーを押すとプログラム動作を開始し、操作パネル（コントローラ）画面上部に 

     「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮＮＩＮＮＩＮＮＩＮＮＩＮＧＧＧＧ」が表示されます。 

          再度、    キーを押すと画面上部に「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴ」を表示し、プログラム動作を 

一時停止します。 

    「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＨＨＨＨＡＡＡＡＬＴＬＴＬＴＬＴ」の状態で   キーを押すとプログラム動作を再開（ＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ） 

     します。 

      プログラム動作中のシーケンス番号を表示するには「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」の設定を行ってください。 

     設定を行うと、現在実行中のシーケンス番号が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作のののの強制終了強制終了強制終了強制終了：：：：················································································································································································································     

         キーを押した場合、または設定された繰り返し回数に達するとプログラム動作を終了します。 

 

 

 

 

 

ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：プログラムを開始する前に出力電圧を「オンオンオンオン」にする必要があります。 

           出力電圧が「オフオフオフオフ」の状態で    キーを押すと、 

       画面上に出力電圧を「オンオンオンオン」にするよう警告表示されます。 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 

ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」の説明については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．８８８８        

                            ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの設定設定設定設定についてについてについてについて」を参照してください。 

ＩＮＣ 

                                                                ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ実行中実行中実行中実行中ににににスイープスイープスイープスイープ中止中止中止中止のののの操作操作操作操作（（（（                キーキーキーキー））））をするとをするとをするとをすると、、、、    

    停止停止停止停止したしたしたしたプログプログプログプログラムラムラムラム番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ終了後終了後終了後終了後はははは終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

ＤＥＣ 

NEXT-PPREV-P

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 22/22

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :

1

REPEAT CYCLE             : 1 cyc
25

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

PROGRAM MODE         : STEP

1

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  サンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラム ················································································································································································································································     

    

        プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１．．．．    

            出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、出力波形出力波形出力波形出力波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの状態状態状態状態からからからから    

            ４０４０４０４０ｍｓｍｓｍｓｍｓでででで出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを１５０１５０１５０１５０ＶＶＶＶにににに上昇上昇上昇上昇させさせさせさせ、、、、このこのこのこの状態状態状態状態をををを２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、    

            ４０４０４０４０ｍｓｍｓｍｓｍｓでででで出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを００００ＶＶＶＶにににに下降下降下降下降させるさせるさせるさせるスイープスイープスイープスイープ動作動作動作動作をををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返しますしますしますします。。。。    

            （（（（機能概要機能概要機能概要機能概要    電圧電圧電圧電圧スイープスイープスイープスイープ参照参照参照参照））））    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．波形設定（ＷＡＶＷＡＶＷＡＶＷＡＶＥＥＥＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、周波数を「５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ」 

        電圧設定を「１００１００１００１００ＶＶＶＶ」、カップリングを「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「    ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」」」」→→→→「「「「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」」」」→→→→「「「「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 

          ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順３３３３. . . . キーを押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ    １１１１／／／／２２２２２２２２」 

        画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・波形呼び出しについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．７７７７    波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を 

        参照してください。 

                            ・周波数設定については「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．３３３３    周波数周波数周波数周波数のののの基本設定基本設定基本設定基本設定」を参照してください。 

                            ・カップリングの切り替えについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリング 

                                （（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を参照してください。 

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
R[V]

-----

-----
-----

SEQ
No.
  1

  2
  3
  4
  5

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS  1/22

FREQUENCY
[Hz]

  60.00

  60.00

TRANSIENT
[ms]
  100

  100

   0.0 ----- -----
S[V] T[V]

   0.0 ----- -----   60.00   100

   0.0 -----
   0.0
   0.0

-----
-----

  60.00   100
  60.00   100

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

0
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  手順手順手順手順４４４４．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．１１１１の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１５０Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

                  「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を４０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．２２２２の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１５０Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

                  「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を２０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順６６６６．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．３３３３の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を０Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

                  「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を４０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順７７７７．．．．ファンクションキー   （ＥＥＥＥＸＥＣ－ＰＸＥＣ－ＰＸＥＣ－ＰＸＥＣ－Ｐ）を押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ  

                       ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ    ２２２２２２２２／／／／２２２２２２２２」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順８８８８．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

     手順手順手順手順９９９９．．．．数値キーにて「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「１１１１」に設定し、キーを押して確定します。 

 手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

 手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．数値キーにて「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「３３３３」に設定し、キーを押して確定します。 

    手順手順手順手順１２１２１２１２．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動します。 

    手順手順手順手順１３１３１３１３．．．．数値キーにて「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定し、キーを押して確定します。 

 手順手順手順手順１４１４１４１４．．．．出力を「オンオンオンオン」にします。 

 手順手順手順手順１５１５１５１５．．．．   キー を押してプログラムを実行します。 

 

 

 

 

 

 手順手順手順手順１６１６１６１６．．．．「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定しているため２サイクル実行後プログラムは終了します。 

 

  注意：「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ」、「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ」等を設定する場合は、  

     「ＶＯＴＡＧＥ／ＦＲＥＶＯＴＡＧＥ／ＦＲＥＶＯＴＡＧＥ／ＦＲＥＶＯＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＱＵＥＮＣＹＱＵＥＮＣＹＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ    ２１２１２１２１／／／／２２２２２２２２」画面にて設定を行ってください。 

ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：プログラムを開始する前に出力を「オンオンオンオン」にする必要があります。 

           出力が「オフオフオフオフ」の状態で      キーを押すと、画面上に出力を「オンオンオンオン」に 

         するよう警告表示されます。 

ＩＮＣ 

Ｆ５ 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

START PHASE       :
SEQUENCE MODE     :

0 deg

DIS
 RUN

AUTOVdd control       :
EXT TRG IN        :

VOLTAGE/FREQUENCY VARIATIONS 21/22

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        プログラムプログラムプログラムプログラム２２２２．．．．    

                出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、出力波形出力波形出力波形出力波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの状態状態状態状態からからからから、、、、    

            １００１００１００１００ｍｓｍｓｍｓｍｓでででで周波数周波数周波数周波数をををを２５２５２５２５ＨｚＨｚＨｚＨｚにににに下降下降下降下降させさせさせさせ、、、、次次次次にににに、、、、２００２００２００２００ｍｓｍｓｍｓｍｓでででで周波数周波数周波数周波数をををを１５０１５０１５０１５０ＨｚＨｚＨｚＨｚにににに    

            上昇上昇上昇上昇させさせさせさせ、、、、このこのこのこの状態状態状態状態をををを１５０１５０１５０１５０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持しますしますしますします。。。。このこのこのこのスイープスイープスイープスイープ動作動作動作動作をををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返しますしますしますします。。。。    

            （（（（機能概要機能概要機能概要機能概要    周波数周波数周波数周波数スイープスイープスイープスイープ参照参照参照参照））））    

    

  プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１のののの手順手順手順手順４４４４～～～～６６６６をををを以下以下以下以下のののの通通通通りりりり変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

     手順手順手順手順４４４４．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．１１１１の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を２５Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を１００ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．２２２２の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を２００ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順６６６６．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．３３３３の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を１５０ｍｓに設定します。 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：プログラム１は電圧スイープ、プログラム２は周波数スイープの例です。 

       シーケンス番号に電圧と周波数を設定すると、電圧、周波数の同時スイープを 

       行うことができます。  
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  ５５５５．．．．３３３３    シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································     

            電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形、、、、保持時間保持時間保持時間保持時間をををを１１１１組組組組としてとしてとしてとして最大最大最大最大１００１００１００１００組組組組ののののシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力がががが行行行行えますえますえますえます。。。。    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号ごとにごとにごとにごとに保持時間保持時間保持時間保持時間がががが設定設定設定設定できるのでできるのでできるのでできるので、、、、複雑複雑複雑複雑なななな変化変化変化変化パターンパターンパターンパターンやややや、、、、急激急激急激急激なななな立立立立ちちちち上上上上がりとがりとがりとがりと    

        長長長長いいいいスロープスロープスロープスロープをををを持持持持ったったったったエンベロープエンベロープエンベロープエンベロープのののの出力出力出力出力がががが可能可能可能可能ですですですです。。。。    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力はははは過渡電圧変動過渡電圧変動過渡電圧変動過渡電圧変動、、、、過渡周波数変動過渡周波数変動過渡周波数変動過渡周波数変動などのなどのなどのなどの試験試験試験試験にににに使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

電圧電圧電圧電圧シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

周波数周波数周波数周波数シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

波形切波形切波形切波形切りりりり替替替替ええええ    

ＰＲＧ－ＲＵＮ 

Ｄ１ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

Ｄ２ Ｄ３ 
定常周波数 

Ｄ１ Ｄ２ 

ｆｓ 

ｆ１ 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ ＳＥＱ３ 

（ＳＴＯＰ  ＳＥＱ） 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ 

ｆ２ 
ｆ３ 

ｆ１ 

ｆ２ 

時間（ｓ） 

周波数（Ｈｚ） 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＰＲＧ－ＲＵＮ 
 

Ｄ１ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

Ｄ２ Ｄ３ 
定常電圧 

Ｄ１ Ｄ２ 

Ｖｓ 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ ＳＥＱ３ 

（ＳＴＯＰ  ＳＥＱ） 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ 

Ｖ３ 
時間（ｓ） 

電圧（ＶＲＭＳ） 

 ＣＹＣＬＥ２ 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

ＰＲＧ－ＲＵＮ 

Ｄ１ 

 ＣＹＣＬＥ１ 
 

Ｄ２ Ｄ３ Ｄ１ Ｄ２ 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ ＳＥＱ３ 

（ＳＴＯＰ  ＳＥＱ） 

ＳＥＱ１ 

（ＳＴＡＲＴ ＳＥＱ） 

ＳＥＱ２ 

時間（ｓ） 

 ＣＹＣＬＥ２ 
 

ＡＲＢ１ ＋ＤＣ ＳＩＮ －ＤＣ ＋ＤＣ ＡＲＢ１ 

出力波形 

Ｄ３ 

Ｄ３ 

Ｄ３ 定常波形 

－ＤＣ 
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    設定画面設定画面設定画面設定画面のののの表示表示表示表示 ························································································································································································································································     

    

    出力スイープを行う場合は以下の手順に従い設定画面を表示させてください。 

    メニュー画面にてカーソルを「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→→→→「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」→→→→「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＶＯＬＴＡＧＥ／ＶＯＬＴＡＧＥ／ＶＯＬＴＡＧＥ／    

                    ＦＦＦＦＲＥＱＵＥＮＣＹＲＥＱＵＥＮＣＹＲＥＱＵＥＮＣＹＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      キー、またはキーを押して、「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」 

     画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

            シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ））））のののの設定設定設定設定        

・・・・２２２２相相相相、、、、３３３３相相相相システムシステムシステムシステムではではではでは位相差設定位相差設定位相差設定位相差設定ををををアンバランスアンバランスアンバランスアンバランス（（（（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥＵＮＢＡＬＡＮＣＥ））））にににに設定設定設定設定するとするとするとすると    

    電圧電圧電圧電圧、、、、波形波形波形波形をををを相毎相毎相毎相毎にににに個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することができますがすることができますがすることができますがすることができますが、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、およびおよびおよびおよび保持時間保持時間保持時間保持時間をををを    

    個別個別個別個別にににに設定設定設定設定することはできませんすることはできませんすることはできませんすることはできません。。。。                                                                                                                    

・・・・出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてからにしてからにしてからにしてからプログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                            

    出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」のののの状態状態状態状態ですとですとですとですと、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にするようにするようにするようにするよう注意画面注意画面注意画面注意画面がががが表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。                                                            

・・・・プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行するするするする前前前前にににに必必必必ずずずず電圧電圧電圧電圧のののの最大値最大値最大値最大値とととと電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジをををを対応対応対応対応させてくださいさせてくださいさせてくださいさせてください。。。。                                    

    電圧電圧電圧電圧のののの設定値設定値設定値設定値がががが電圧電圧電圧電圧レンジレンジレンジレンジのののの出力範囲外出力範囲外出力範囲外出力範囲外ですとですとですとですと、、、、プログラムプログラムプログラムプログラムをををを実行実行実行実行できませんできませんできませんできません。。。。                                    

                                                                ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力実行中出力実行中出力実行中出力実行中にににに中止中止中止中止のののの操作操作操作操作をするとをするとをするとをすると、、、、現在現在現在現在のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

・・・・シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力終了後出力終了後出力終了後出力終了後はははは終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

0

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  機能説明機能説明機能説明機能説明 ········································································································································································································································································     

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．）））） ························································································································································································     

      シーケンスモードシーケンスモードシーケンスモードシーケンスモードののののプログラムプログラムプログラムプログラムのののの番号番号番号番号ですですですです。。。。 

     この番号順に順次シーケンス動作を行います。 

     最大１００個の電圧、周波数、時間、波形を設定する 

     ことができます。 

 

 

 

      

    「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」は設定画面：５０ページ、 

    内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）等のモード設定画面：１ページ、プログラム実行画面：１ページ の 

    計５２ページで構成されています。 

    ページの切り替えはファンクションキー    （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）、    （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）で 

    行います。 

    ページを進ませるときは、ファンクションキー    （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）、ページを戻すときは 

    ファンクションキー   （ＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－ＰＰＲＥＶ－Ｐ）で行ってください。 

    実行画面を表示させるときは、ファンクションキー    （ＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－Ｐ）を押してください。 

      

        電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定（（（（ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ））））············································································································································································································································     

      電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

     カーソルキーを「ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ」に移動させ、数値キーにより 

     入力を行い、キーを押して確定します。  

     設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

                        ＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジ    ：（：（：（：（００００～～～～３００３００３００３００Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／±±±±４００４００４００４００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）    

                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：    ００００．．．．１１１１ＶＶＶＶ            

                        ＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジ    ：（：（：（：（００００～～～～１５０１５０１５０１５０Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／Ｖｒｍｓ／±±±±２００２００２００２００ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）ＶＤＣ）    

                        設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：    ００００．．．．１１１１ＶＶＶＶ            

 

 

Ｆ１ Ｆ２ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

0

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

0

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定（（（（ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ）））） ····································································································································································································································    

      出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

     カーソルキーを「ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ」に移動させ、数値キーにより 

     入力を行い、キーを押して確定します。  

                設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：００００....０１０１０１０１～～～～１２１２１２１２００００００００....００００００００（Ｈｚ）（Ｈｚ）（Ｈｚ）（Ｈｚ）    

                            設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：００００....０１０１０１０１ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

        

    

    

        保持時間保持時間保持時間保持時間（（（（ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ））））············································································································································································································     

      各各各各シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに対応対応対応対応するするするする電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形をををを    

                    保持保持保持保持しているしているしているしている時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

     カーソルキーを「ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ」に移動させ、 

     数値キーにより入力を行い、キーを押して確定します。  

          設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲        ：：：：１１１１～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（ｍｓ）（ｍｓ）（ｍｓ）（ｍｓ）    

                            設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：１１１１ｍｓｍｓｍｓｍｓ    

    

 

    

        波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ）））） ························································································································································································································································     

     各各各各シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに対応対応対応対応するするするする波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））をををを    

                    設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

     カーソルキーを「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ」に移動させ、ファンクションキー 

        （ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ）により切り替えを行い、キーを押して 

     確定します。  

     設定項目設定項目設定項目設定項目：：：：ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ、±±±±ＤＣＤＣＤＣＤＣ、ＴＲＩＴＲＩＴＲＩＴＲＩ、ＳＱＲＳＱＲＳＱＲＳＱＲ、ＳＳＳＳＳＳＳＳ１１１１、ＳＳＳＳＳＳＳＳ２２２２、 

                         ＡＡＡＡＲＢｎ（ｎ：ＲＢｎ（ｎ：ＲＢｎ（ｎ：ＲＢｎ（ｎ：１１１１～～～～２４２４２４２４））））    

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス方式方式方式方式（（（（ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ））））················································································································································     

    シシシシーーーーケンスケンスケンスケンスのののの遷移方式遷移方式遷移方式遷移方式のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮ    ：：：：シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号順番号順番号順番号順にににに自動的自動的自動的自動的にににに状態状態状態状態がががが遷移遷移遷移遷移しますしますしますします。。。。    

                ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：ＳＴＥＰ：                キーキーキーキーをををを押押押押すごとにすごとにすごとにすごとに次次次次ののののシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに    

                                    遷移遷移遷移遷移しますしますしますします。。。。    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ」に  

        移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

 

Ｆ４ 

Ｆ４ 

ＩＮＣ 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
 100.0

-------

-------

-200.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

100.00

DURATION
[ms]
  100

WAVE

ARB10

-----

-----

-DC

-----
-----

65000

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

0

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

1

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

RUN

DIS
DIS

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ゼロクロスゼロクロスゼロクロスゼロクロス切切切切りりりり替替替替ええええ（（（（ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ    ａｔａｔａｔａｔ    Ｚ／ＣＺ／ＣＺ／ＣＺ／Ｃ））））········································································································································     

      シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号のののの遷移遷移遷移遷移をををを「「「「ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ」」」」でででで設定設定設定設定されたされたされたされた    

                        時間経過後時間経過後時間経過後時間経過後のののの最最最最もももも近近近近いいいいゼロクロスゼロクロスゼロクロスゼロクロス（（（（００００度度度度のののの位置位置位置位置））））にてにてにてにて行行行行いますいますいますいます。。。。    

                        ＥＮＡ：ＥＮＡ：ＥＮＡ：ＥＮＡ：    遷移遷移遷移遷移ををををゼロクロスゼロクロスゼロクロスゼロクロス（（（（００００度度度度のののの位置位置位置位置））））にてにてにてにて行行行行いいいいますますますます。。。。    

                        ＤＩＳ：ＤＩＳ：ＤＩＳ：ＤＩＳ：「「「「ＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮＤＵＲＡＴＩＯＮ」」」」のののの設定時間後設定時間後設定時間後設定時間後すぐにすぐにすぐにすぐに    

                                            状態状態状態状態がががが遷移遷移遷移遷移しますしますしますします。。。。    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ    ａｔａｔａｔａｔ    Ｚ／ＣＺ／ＣＺ／ＣＺ／Ｃ」に移動 

       させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて 

                設定を変更し、キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

 

  外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ（（（（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ））））························································································································································································     

      外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

      外部トリガの設定を行うと本機背面の同期入力端子に外部トリガ信号を入力することで 

      シーケンス出力を開始させます。 

       ＤＩＳＤＩＳＤＩＳＤＩＳ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ無効無効無効無効    

       ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ有効有効有効有効    

    手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ」に移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

  

     外部トリガ入力の設定を有効「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に設定し、 

        キーを押すと操作パネル画面上部に「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ」および｢ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ        ＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧ｣が 

     表示され、外部トリガ信号待ちの状態になります。 

 

 

 

 

 

  

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：ゼロクロス切り替えを行う場合は必ずあそび時間を考慮してください。 

       あそび時間の説明については「第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．１１１１    出力急変出力急変出力急変出力急変」を参照してください。 

Ｆ４ 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ」が「ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰ」に設定されている場合、 

       外部トリガ信号にてプログラムのステップ送りが可能です。 

       トリガ信号のレベルとタイミングについては「５５５５．．．．７７７７    トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力」を 

       参照してください。 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

STEP

DIS
ENA

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

STEP

ENA
ENA

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

EXTMODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ＩＮＣ 
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        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ）））） ································································································································································     

      内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）のののの制御方式制御方式制御方式制御方式をををを変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

                            ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ：：：：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                        ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。。。。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

 

        開始開始開始開始シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．））））············································································································     

              シーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの開始番号開始番号開始番号開始番号ですですですです。。。。    

                                設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１１１１～～～～９９９９９９９９    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

        確定します。 

 

 

 

        終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．））））····················································································································     

      シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス終了番号終了番号終了番号終了番号をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：２２２２～～～～１００１００１００１００    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを押して 

         確定します。 

 

 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ）の説明については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３        

内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

SEQUENCE MODE     :
CHANGE at Z/C     :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 51/52

STEP

DIS
ENA

AUTOVdd Control       :
EXT TRG IN        :

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数設定回数設定回数設定回数設定（（（（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ））））····················································································································································     

                        開始開始開始開始シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号からからからから終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号までをまでをまでをまでを何回繰何回繰何回繰何回繰りりりり返返返返すかをすかをすかをすかを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（（（（回回回回））））    

                            設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１回回回回 

      「００００」を設定すると、プログラムを中止するまで 

       繰り返し実行します。 

 

 

 

 

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス動作動作動作動作のののの開始開始開始開始 ····································································································································································································································     

        を押すとプログラム動作を開始し、操作パネル（コントローラ）画面上部に 

     「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧ」が表示されます。 

          再度    キーを押すと画面上部に「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴ」を表示し、プログラム動作を 

     一時停止します。 

     ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴの状態で    キーを押すとプログラム動作を再開（ＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ） 

     します。 

      プログラム動作中のシーケンス番号を表示するには「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」の設定を行ってください。 

     設定を行うと、現在実行中のシーケンス番号、繰り返し回数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作のののの終了終了終了終了 ····································································································································································································································     

         キーを押した場合、または設定された繰り返し回数に達するとプログラム動作を終了します。 

      

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力実行中実行中実行中実行中ににににプログラムプログラムプログラムプログラム中止中止中止中止のののの操作操作操作操作（（（（                キーキーキーキー））））をするとをするとをするとをすると、、、、    

停止停止停止停止したしたしたしたプログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

・・・・シーケンシーケンシーケンシーケンスススス出力出力出力出力終了後終了後終了後終了後はははは終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数、、、、波形波形波形波形をををを出力出力出力出力したしたしたした    

    状態状態状態状態をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。 

 

 

ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：プログラムを開始する前に出力を「オンオンオンオン」にする必要があります。 

           出力が「オフオフオフオフ」の状態で      キーを押すと、 

       画面上に出力を「オンオンオンオン」にするよう警告表示されます。 

ＩＮＣ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：「ＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴＲＥＰＯＲＴ」の説明については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．８８８８     

        ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの設定設定設定設定についてについてについてについて」を参照してください。 

ＩＮＣ 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 

ＤＥＣ 

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

8
1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  サンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラム ················································································································································································································································     

    

        プログラムプログラムプログラムプログラム１１１１．．．．    

            出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧：：：：５０５０５０５０Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの状態状態状態状態からからからから    

            出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを１００１００１００１００ＶＶＶＶにににに変化変化変化変化させさせさせさせ、、、、このこのこのこの状態状態状態状態をををを４０４０４０４０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを１５０１５０１５０１５０ＶＶＶＶにににに    

            変化変化変化変化させこのさせこのさせこのさせこの状態状態状態状態をををを４０４０４０４０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧をををを００００ＶＶＶＶにににに変化変化変化変化させこのさせこのさせこのさせこの状態状態状態状態をををを４０４０４０４０ｍｓｍｓｍｓｍｓ    

            保持保持保持保持するするするする。。。。このこのこのこのシーケンスシーケンスシーケンスシーケンスをををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返しますしますしますします。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    電圧電圧電圧電圧シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス参照参照参照参照））））    

 

       手順手順手順手順１１１１．．．．波形設定（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、周波数を「５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ」、 

        電圧設定を「５０５０５０５０ＶＶＶＶ」、カップリングを「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順２２２２．．．．カーソルを「    ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→→→→「ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」→→→→「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    

                                        ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ」に移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    手順手順手順手順３３３３．．．．キーを押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ        １１１１／／／／５２５２５２５２」 

        画面を表示させます。 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・波形呼び出しについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．７７７７    波形波形波形波形（（（（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を 

                                参照してください。 

                            ・・・・周波数設定については「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．３３３３    周波数周波数周波数周波数のののの基本設定基本設定基本設定基本設定」を参照してください。 

                            ・・・・カップリングの切り替えについては「第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．８８８８    カップリングカップリングカップリングカップリング 

        （（（（ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ））））のののの切切切切りりりり替替替替ええええ」を参照してください。 

SEQUENCE VOLTAGE/PHASE
ABRUPT CHANGE

VOLTAGE/FREQUENCY

VOLTAGE/FREQUENCY
VARIATIONS

SEQUENCE

PROGRAM

▼

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLT
 [V]
   0.0

-------

-------

   0.0

-------
-------

SEQ
No.
 1-R

  -T
  -S

 2-R
  -S
  -T

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE  1/52
FREQ
[Hz]

  60.00

 60.00

DURATION
[ms]
    1

WAVE

SIN

-----

-----

SIN

-----
-----

    1

0

WAVE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  手順手順手順手順４４４４．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．１１１１の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を４０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．２２２２の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１５０Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を４０ｍｓに設定します。 

     手順手順手順手順６６６６．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．３３３３の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を０Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を４０ｍｓに設定します。 

     手順手順手順手順７７７７．．．．ファンクションキー   （ＥＸＥＣＥＸＥＣＥＸＥＣＥＸＥＣ－Ｐ－Ｐ－Ｐ－Ｐ）を押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ        

                                ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ５５５５２２２２／／／／５２５２５２５２」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順８８８８．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

  手順手順手順手順９９９９．．．．数値キーにて「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「１１１１」に設定し、キーを押して確定します。 

 手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

 手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．数値キーにて「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「３３３３」に設定し、キーを押して確定します。 

 手順手順手順手順１１１１２２２２．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動します。 

    手順手順手順手順１１１１３３３３．．．．数値キーにて「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定し、キーを押して確定します。 

    手順手順手順手順１１１１４４４４．．．．出力を「オンオンオンオン」にします。 

 手順手順手順手順１１１１５５５５．．．．                キーを押してプログラムを実行します。 

     

 

 

 

 

 手順手順手順手順１６１６１６１６....「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定しているためシーケンス番号１～３を２サイクル 

      実行後プログラムは終了します。 

  

Ｆ５ 

ワンポイント：：：：プログラムを開始する前に出力を「オンオンオンオン」にする必要があります。 

           出力が「オフオフオフオフ」の状態で      キーを押すと、画面上に 

         出力を「オンオンオンオン」にするよう警告表示されます。 

ＩＮＣ 

ＩＮＣ   

ワンポイント：「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ」等の設定を行う場合は、手順６．の後に 

       「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ５１５１５１５１／／／／５２５２５２５２」画面にて 

各設定を行ってください。  

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        プログラムプログラムプログラムプログラム２２２２．．．．    

            出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：１００１００１００１００ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの状態状態状態状態からからからから    

            周波数周波数周波数周波数をををを５０５０５０５０ＨｚＨｚＨｚＨｚにににに変化変化変化変化させこのさせこのさせこのさせこの状態状態状態状態をををを２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、周波数周波数周波数周波数をををを１５０１５０１５０１５０ＨｚＨｚＨｚＨｚにににに    

            変化変化変化変化させこのさせこのさせこのさせこの状態状態状態状態をををを１５１５１５１５ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、周波数周波数周波数周波数をををを２５２５２５２５ＨｚＨｚＨｚＨｚにしてこのにしてこのにしてこのにしてこの状態状態状態状態をををを８０８０８０８０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

            このこのこのこの動作動作動作動作をををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返しますしますしますします。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    周波数周波数周波数周波数シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス参照参照参照参照））））    

 

  手順手順手順手順１１１１．．．．波形（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、周波数を「１００１００１００１００ＨｚＨｚＨｚＨｚ」、電圧設定を「１００１００１００１００ＶＶＶＶ」、 

      カップリングを「ＡＣＡＣＡＣＡＣ」に設定した後、 

      「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    １１１１／／／／５２５２５２５２」画面を表示させてください。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．１１１１の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を２０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順３３３３．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．２２２２の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１５０Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を１５ｍｓに設定します。 

     手順手順手順手順４４４４．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．３３３３の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を２５Ｈｚ、 

      「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を８０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．ファンクションキー   （ＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－Ｐ）を押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ        

                 ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ５５５５２２２２／／／／５５５５２２２２」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順手順手順手順６６６６．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

  手順手順手順手順７７７７．．．．数値キーにて「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「１１１１」に設定し、キーを押して確定します。 

  手順手順手順手順８８８８．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

     手順手順手順手順９９９９．．．．数値キーにて「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「３３３３」に設定し、キーを押して確定します。 

    手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．カーソルを「ＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動します。 

 手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．数値キーにて「ＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴＰＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定し、キーを押して確定します。 

 手順手順手順手順１２１２１２１２．．．．出力を「オンオンオンオン」にします。 

 手順手順手順手順１３１３１３１３．．．．   キーを押してプログラムを実行します。     

Ｆ５ 

ＩＮＣ 

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        プログラムプログラムプログラムプログラム３３３３．．．．    

            出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧：：：：１００１００１００１００Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、波形波形波形波形：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、：ＳＩＮ、周波数周波数周波数周波数：：：：１００１００１００１００ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの状態状態状態状態からからからから    

            波形波形波形波形をををを＋ＤＣ＋ＤＣ＋ＤＣ＋ＤＣにににに切切切切りりりり替替替替えこのえこのえこのえこの状態状態状態状態をををを２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、波形波形波形波形ををををＡＲＢＡＲＢＡＲＢＡＲＢ１１１１にににに切切切切りりりり替替替替ええええ、、、、    

            このこのこのこの状態状態状態状態をををを１１１１５５５５ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持したしたしたした後後後後、、、、波形波形波形波形：－ＤＣ：－ＤＣ：－ＤＣ：－ＤＣにににに切切切切りりりり替替替替えこのえこのえこのえこの状態状態状態状態をををを２０２０２０２０ｍｓｍｓｍｓｍｓ保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

            このこのこのこのシーケンスシーケンスシーケンスシーケンスをををを２２２２回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返しますしますしますします。（。（。（。（機能概要機能概要機能概要機能概要    波形切波形切波形切波形切りりりり替替替替ええええ参照参照参照参照））））    

 

  手順手順手順手順１１１１．．．．波形（ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ）を「ＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮ」、周波数を「１００１００１００１００ＨｚＨｚＨｚＨｚ」、電圧設定を「１００１００１００１００ＶＶＶＶ」、 

      カップリングを「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」に設定した後、 

      「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    １１１１／／／／５５５５２２２２」画面を表示させます。 

  手順手順手順手順２２２２．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．１１１１の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１００Ｈｚ、 

       「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ」を＋ＤＣ、「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を２０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順３３３３．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．２２２２の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１００Ｈｚ、 

      「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ」をＡＲＢ１、「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を１５ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順４４４４．．．．プログラム番号ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．ＳＥＱ．３３３３の「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」を１００Ｖ、「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」を１００Ｈｚ、 

      「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ」を－ＤＣ、「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」を２０ｍｓに設定します。 

  手順手順手順手順５５５５．．．．ファンクションキー   （ＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－Ｐ）を押し「ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ        

                                ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    ５５５５２２２２／／／／５５５５２２２２」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     手順手順手順手順６６６６．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

  手順手順手順手順７７７７．．．．数値キーにて「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「１１１１」に設定し、キーを押して確定します。 

  手順手順手順手順８８８８．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に移動します。 

  手順手順手順手順９９９９．．．．数値キーにて「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」を「３３３３」に設定し、キーを押して確定します。 

    手順手順手順手順１１１１００００．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動します。 

    手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．数値キーにて「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」を「２２２２」に設定し、キーを押して確定します。 

    手順手順手順手順１２１２１２１２．．．．出力を「オンオンオンオン」に移動します。 

 手順手順手順手順１３１３１３１３．．．．          キーをおしてプログラムを実行します。 

 

Ｆ５ 

ＩＮＣ 

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

VOLTAGE/FREQUENCY SEQUENCE 52/52
1

1 cyc

  0
STEP MODE

 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
PROGRAM MODE         :

CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Hi

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ５５５５．．．．４４４４    サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ    

                        （（（（ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＳＹＮＴＨＳＹＮＴＨＳＹＮＴＨＳＹＮＴＨＥＥＥＥＳＩＺＥＲＳＩＺＥＲＳＩＺＥＲＳＩＺＥＲ    Ｖ／ＦＶ／ＦＶ／ＦＶ／Ｆ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要····················································································································································································································································································     

                サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザ〔ＡＯＰ－〔ＡＯＰ－〔ＡＯＰ－〔ＡＯＰ－０９００９００９００９０ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳ〕ＳＳ〕ＳＳ〕ＳＳ〕のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数ををををスイープスイープスイープスイープしますしますしますします。。。。    

            周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲：：：：５５５５....００００Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００....００００Ｈｚ、Ｈｚ、Ｈｚ、Ｈｚ、電圧設定範囲電圧設定範囲電圧設定範囲電圧設定範囲：：：：００００～～～～２９２９２９２９．．．．９９９９９９９９ＶＶＶＶ    

        （（（（設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００．．．．０１０１０１０１Ｖ）、Ｖ）、Ｖ）、Ｖ）、３０３０３０３０．．．．００００Ｖ～Ｖ～Ｖ～Ｖ～３００３００３００３００....００００Ｖ（Ｖ（Ｖ（Ｖ（設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能００００．．．．１１１１Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）のののの間間間間でででで    

            電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数スイープスイープスイープスイープをををを行行行行いますいますいますいます。。。。このこのこのこの機能機能機能機能はははは中間高調波重畳試験中間高調波重畳試験中間高調波重畳試験中間高調波重畳試験などになどになどになどに使用使用使用使用しますしますしますします。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ動作中動作中動作中動作中にににに中止中止中止中止のののの操作操作操作操作をををを行行行行うとうとうとうと、、、、現在出力中現在出力中現在出力中現在出力中のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・このこのこのこの項目項目項目項目はははは、、、、オプションオプションオプションオプション（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－（ＡＯＰ－０９００９００９００９０ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－ＭＳ、ＡＯＰ－１００１００１００１００ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）ＳＳ）のののの    

    サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザをををを実装実装実装実装したしたしたした時時時時のみのみのみのみ操作操作操作操作がががが行行行行えますえますえますえます。。。。                                                                    

・・・・基本波基本波基本波基本波のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数はははは「「「「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」、」、」、」、「「「「ＦＲＥＱＵＮＥＣＹＦＲＥＱＵＮＥＣＹＦＲＥＱＵＮＥＣＹＦＲＥＱＵＮＥＣＹ    ＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰＳＥＴＵＰ」」」」    

    画面画面画面画面にてにてにてにて「「「「ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ」」」」をををを「「「「ＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮ」」」」にしてからにしてからにしてからにしてから行行行行いますいますいますいます。。。。    

・・・・基本波基本波基本波基本波（（（（ＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮ））））とととと高調波高調波高調波高調波（（（（ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ））））のののの電圧電圧電圧電圧のののの合計合計合計合計がががが各電圧各電圧各電圧各電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大出力電圧最大出力電圧最大出力電圧最大出力電圧をををを    

    超超超超えないようにえないようにえないようにえないように設定設定設定設定をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。                                                                                                            

・・・・出出出出力力力力スイープスイープスイープスイープをををを行行行行うううう場合場合場合場合はははは出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にしてからにしてからにしてからにしてから実行実行実行実行してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

    出力出力出力出力がががが「「「「オフオフオフオフ」」」」のののの状態状態状態状態ですとですとですとですと、、、、表示画面上表示画面上表示画面上表示画面上にににに出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にするようにするようにするようにするよう    

    注意画面注意画面注意画面注意画面がががが表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。                                                                                                                                    
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  機能説明機能説明機能説明機能説明 ················································································································································································································································································     

    

        シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．）））） ····························································································································································································     

       シーケンスプログラムシーケンスプログラムシーケンスプログラムシーケンスプログラムのののの番号番号番号番号ですですですです。。。。    

    この番号順に順次スイープ動作を行います。最大８０組の電圧、周波数、遷移時間を設定する 

    ことができます。 

    「ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ    ＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲＳＹＮＴＨＥＳＩＺＥＲ    Ｖ／ＦＶ／ＦＶ／ＦＶ／Ｆ ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＳＳＳ」は設定画面：１６ページ、 

    内部直流電圧（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）等のモード設定画面：１ページ、プログラム実行画面：１ページの 

    計１８ページで構成されています。 

    ページを進ませるときは、ファンクションキー    （ＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－ＰＮＥＸＴ－Ｐ）、ページを戻すときは 

    ファンクションキー   （ＰＲＥＶＰＲＥＶＰＲＥＶＰＲＥＶ－－－－ＰＰＰＰ））））を押します。 

    実行画面を表示させるときは、ファンクションキー    （ＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－ＰＥＸＥＣ－Ｐ）を押します。 

      

        目標目標目標目標電圧電圧電圧電圧（（（（ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ）））） ····················································································································································································································    

      出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧のののの目標値目標値目標値目標値をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

      カーソルキーを「ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させ、数値キーにより入力を行い、 

      キーを押すと確定します。  

 

               設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：００００．．．．００００００００Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～２９２９２９２９．．．．９９９９９９９９Ｖｒｍｓ（Ｖｒｍｓ（Ｖｒｍｓ（Ｖｒｍｓ（分解能分解能分解能分解能：：：：００００....０１０１０１０１Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）    

                                                    ３０３０３０３０....００００Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～Ｖｒｍｓ～３００３００３００３００....００００ＶｒｍｓＶｒｍｓＶｒｍｓＶｒｍｓ    （（（（分解能分解能分解能分解能：：：：００００....１１１１Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）Ｖｒｍｓ）    

               ただしただしただしただし、、、、下記下記下記下記ののののグラフグラフグラフグラフおよびおよびおよびおよび式式式式にににに示示示示すようにすようにすようにすように出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数によによによによりりりり設定設定設定設定できるできるできるできる電圧電圧電圧電圧がががが制限制限制限制限されますされますされますされます。。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大出力電圧最大出力電圧最大出力電圧最大出力電圧    周波数範囲周波数範囲周波数範囲周波数範囲ｆｆｆｆ    

３００３００３００３００ＶｒｍｓＶｒｍｓＶｒｍｓＶｒｍｓ    ７５０７５０７５０７５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ以下以下以下以下    

ＶＶＶＶ≦≦≦≦４２０４２０４２０４２０－－－－００００....１６１６１６１６ｆｆｆｆ    ７５０７５０７５０７５０....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～２０００２０００２０００２０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

ＶＶＶＶ≦≦≦≦１３５１３５１３５１３５－－－－００００....０１７５０１７５０１７５０１７５ｆｆｆｆ    ２０００２０００２０００２０００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００....００００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

 

 

 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

（Ｖ） 

１００Ｖ 

  ０Ｖ 

２００Ｖ 

３００Ｖ 

１ｋＨｚ ２ｋＨｚ ３ｋＨｚ ４ｋＨｚ ５ｋＨｚ ６ｋＨｚ （ｆ） 

設定可能範囲 



                                 第５章 プログラムモード  

                               第５章 プログラムモード 183 

 

        目標周波数目標周波数目標周波数目標周波数（（（（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ）））） ····························································································································································································  

        目標周波数目標周波数目標周波数目標周波数のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

           カーソルキーを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させ、 

     数値キーにより入力を行い、キーを押すと確定します。  

     設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：５５５５．．．．００００Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００．．．．００００ＨＨＨＨｚｚｚｚ        

                    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：００００....１１１１ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

 

 

    

    

        遷移時間遷移時間遷移時間遷移時間（（（（ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ））））····································································································································································································     

      各各各各シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数にににに    

                    遷移遷移遷移遷移するするするする時間時間時間時間のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。 

     カーソルキーを「ＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴＴＲＡＮＳＩＥＮＴ」に移動させ、 

     数値キーにより入力を行い、キーを押すと確定します。  

     設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：１００１００１００１００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（ｍｓ）（ｍｓ）（ｍｓ）（ｍｓ）    

     設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１０１０１０１０ｍｓｍｓｍｓｍｓ    

    

    

    

        位相位相位相位相シフトシフトシフトシフト（（（（ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ）））） ····················································································································································································    

      基本波基本波基本波基本波（（（（メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザ））））にににに対対対対するするするする位相差位相差位相差位相差をををを    

                        設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

     カーソルキーを「ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ」に移動させ、 

     ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）により 

     設定の変更を行い、キーを押して確定します。  

      設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３４５３４５３４５３４５度度度度        

      設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１５１５１５１５度度度度    

 

 

 

Ｆ４ 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
[V]

 15.75

  0.00
  0.00

  0.00
  0.00

SEQ
No.
 1

 3
 2

 4
 5

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS  1/18

FREQUENCY
[Hz]
 60.0

60.0

0

TRANSIENT
[ms]
   10

   10

 60.0

 60.0

60.0    10

   10

   10

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

VOLTAGE
[V]

 15.75

  0.00
  0.00

  0.00
  0.00

SEQ
No.
 1

 3
 2

 4
 5

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS  1/18

FREQUENCY
[Hz]
500.0

60.0

0

TRANSIENT
[ms]
   1

   10

 60.0

 60.0

60.0    10

   10

   10

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

PHASE SHIFT       :
EXT TRG IN        :

0 deg

AUTOVdd Control       :

0

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 17/18

DIS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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 184 第５章 プログラムモード 

    

  外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ（（（（ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ））））························································································································································································     

      外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 

      外部トリガの設定を行うと本機背面の同期入力端子に外部トリガ信号を入力することで 

      シーケンス出力を開始させます。 

       ＤＩＳＤＩＳＤＩＳＤＩＳ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ無効無効無効無効    

       ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ    ：：：：    外部外部外部外部トリガトリガトリガトリガ有効有効有効有効    

    手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ    ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ」に移動させます。 

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー   （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

        変更を行い、キーを押して確定します。 

  

     外部トリガ入力を「ＥＮＡＥＮＡＥＮＡＥＮＡ」に設定し、   キーを押すと 

     操作パネル画面上部に「ＥＸＴＥＸＴＥＸＴＥＸＴ」および｢ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ    ＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧＲＵＮＮＩＮＧ｣が表示され 

     外部トリガ信号待ちの状態になります。 

 

 

 

 

        内部直内部直内部直内部直流電圧設定流電圧設定流電圧設定流電圧設定（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ））））····························································································································································     

      内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）のののの制御方式制御方式制御方式制御方式をををを変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

                            ＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯＡＵＴＯ：：：：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                        ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

        ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ））））をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。。。。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣＣＣＣｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．ファンクションキー    （ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）にて設定の 

                変更を行い、キーを押すと確定します。 

 

 

 

 

 

 

        開始開始開始開始シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲＴＴＴＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．）））） ·······························  

         シーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの開始番号開始番号開始番号開始番号をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：１１１１～～～～７９７９７９７９    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを 

        押して確定します。 

 

 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：    内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｏｌＣｏｎｔｏｌＣｏｎｔｏｌＣｏｎｔｏｌ）については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３ 

        内内内内部直流電圧設定部直流電圧設定部直流電圧設定部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

Ｆ４ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：トリガ信号のレベルとタイミングについては「５５５５．．．．７７７７    トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力」を 

       参照してください。 

NEXT-P EXEC-PPREV-P

PHASE SHIFT       :
EXT TRG IN        :

15 deg

AUTOVdd Control       :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 17/18

DIS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-P EXEC-PPREV-P

PHASE SHIFT       :
EXT TRG IN        :

15 deg

AUTOVdd Control       :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 17/18

DIS

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

MODE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

1

1 cyc
1

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 18/18

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ＩＮＣ 
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        終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号（（（（ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥＵＥＮＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．））））············································································································  

      シーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの終了番号終了番号終了番号終了番号をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：２２２２～～～～８０８０８０８０    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＳＥＱＳＥＱＳＥＱＳＥＱＵＥＮＵＥＮＵＥＮＵＥＮＣＥＣＥＣＥＣＥ    Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．」に 

        移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを 

        押して確定します。 

 

 

 

        繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数設定回数設定回数設定回数設定（（（（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ））））������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������     

      開始番号開始番号開始番号開始番号からからからから終了番号終了番号終了番号終了番号までのまでのまでのまでの出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ動作動作動作動作のののの繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数回数回数回数をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（（（（回回回回））））    

                            設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１回回回回    

          「００００」を設定すると無限回となり、プログラムを 

                     中止するまで繰り返し実行します。 

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動させます。  

       手順手順手順手順２２２２．．．．数値キーにて設定の変更を行い、キーを 

                押して確定します。 

 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラムのののの動作動作動作動作のののの開始開始開始開始：：：： ····················································································································································································································     

         キーを押すとプログラム動作を開始し、操作パネル（コントローラ）画面上部に 

    「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧ」が表示されます。  

          再度    キーを押すと画面上部に「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴ」を表示し、プログラム動作を 

     一時停止します。 

     ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ    ＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴＨＡＬＴの状態で   キーを押すと、プログラム動作を再開（ＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ） 

     します。 

 

        プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作のののの強制終了強制終了強制終了強制終了 ····················································································································································································································     

         キーを押した場合、または設定した繰り返し回数に達するとプログラム動作を終了します。 

 

 

 

 

 

 

       

 

ＩＮＣ 

ＩＮＣ 

ＤＥＣ 

ＩＮＣ 

                                                                ！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ実行中実行中実行中実行中ににににスイープスイープスイープスイープ中止中止中止中止のののの操作操作操作操作（（（（                キーキーキーキー））））をするとをするとをするとをすると、、、、現在現在現在現在のののの電圧電圧電圧電圧、、、、周波数周波数周波数周波数をををを保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

・・・・出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ終了後終了後終了後終了後はははは終了終了終了終了シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス番号番号番号番号にににに設定設定設定設定されているされているされているされている電圧電圧電圧電圧（（（（ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ））））をををを出力出力出力出力したしたしたした状態状態状態状態をををを    

保持保持保持保持しますしますしますします。。。。    

ＤＥＣ 

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

1

1 cyc
7

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 18/18

1

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

NEXT-PPREV-P

START SEQUENCE No.       :
STOP SEQUENCE No.        :
REPEAT CYCLE             :

1

1 cyc

  0
 ∞
INC key
DEC key

SEQUENCE No.         :
CYCLE No.            :
START/HALT/RESTART   :
STOP                 :

SUB SYNTHESIZER V/F VARIATIONS 18/18

17
5

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ５５５５．．．．５５５５    パルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクション（（（（ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ）））） 

 

  機能概要機能概要機能概要機能概要 ················································································································································································································································································     

                出力波形出力波形出力波形出力波形ににににパルスパルスパルスパルス電圧電圧電圧電圧をををを重畳重畳重畳重畳しますしますしますします。。。。    

            前縁位相前縁位相前縁位相前縁位相（（（（ＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴ    ＥＤＧＥ）、ＥＤＧＥ）、ＥＤＧＥ）、ＥＤＧＥ）、後縁位相後縁位相後縁位相後縁位相（（（（ＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲ    ＥＤＧＥ）ＥＤＧＥ）ＥＤＧＥ）ＥＤＧＥ）でででで指定指定指定指定されされされされたたたた範囲範囲範囲範囲のののの    

                電圧電圧電圧電圧ををををインジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベル（（（（ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ））））分上昇分上昇分上昇分上昇、、、、またはまたはまたはまたは下降下降下降下降させますさせますさせますさせます。。。。        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ ＬＥＶＥＬ 

 ＣＹＣＬＥ１ 

ＲＥＡＲ ＥＤＧＥ 

ＦＲＯＮＴ ＥＤＧＥ 

 ＣＹＣＬＥ２ 

「ＷＡＶＥＦＯＲＭ」で 

 設定された  

 基本波形 


ピ
ー
ク
電
圧 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・基本波形基本波形基本波形基本波形のののの設定設定設定設定はははは「「「「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」」」」のののの「「「「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」」」」にてにてにてにて設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

・・・・カップリングカップリングカップリングカップリングはははは「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」「ＤＣ」にににに設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                    

・・・・基本波形基本波形基本波形基本波形ととととインジェクションインジェクションインジェクションインジェクション波形波形波形波形のののの合合合合計計計計（（（（ピークピークピークピーク電圧電圧電圧電圧））））がががが各電圧各電圧各電圧各電圧レンジレンジレンジレンジのののの最大値最大値最大値最大値をををを超超超超えないえないえないえない    

    ようにようにようにように設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。                                                                                                                                                    

    ＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±２１２２１２２１２２１２Ｖ、ＨｉＶ、ＨｉＶ、ＨｉＶ、Ｈｉレンジレンジレンジレンジ：：：：±±±±４２４４２４４２４４２４ＶＶＶＶがががが最大値最大値最大値最大値ですですですです。。。。    
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  機能説明機能説明機能説明機能説明 ············································································································································································································································································     

        インジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベル設定設定設定設定（（（（ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ）））） ················································································  

                      Ｒ、Ｓ、ＴＲ、Ｓ、ＴＲ、Ｓ、ＴＲ、Ｓ、Ｔ相相相相ののののインジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベルインジェクションレベルのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

                                    設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：    

                                            ＨｉＨｉＨｉＨｉレンジレンジレンジレンジ：－：－：－：－４００４００４００４００．．．．００００ＶＶＶＶ    ～～～～    ＋＋＋＋４００４００４００４００．．．．００００ＶＶＶＶ    

                                            ＬｏＬｏＬｏＬｏレンジレンジレンジレンジ：－：－：－：－２００２００２００２００．．．．００００ＶＶＶＶ    ～～～～    ＋＋＋＋２００２００２００２００．．．．００００ＶＶＶＶ    

                                    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能    ：：：：００００．．．．２２２２ＶＶＶＶ    

    

        前縁設定前縁設定前縁設定前縁設定（（（（ＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ）））） ····························································································································································································     

                            パルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションのののの開始位相開始位相開始位相開始位相をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                    設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～３５８３５８３５８３５８（（（（度度度度））））    

                                    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１度度度度    

 

        後縁設定後縁設定後縁設定後縁設定（（（（ＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ）））） ····································································································································································································     

                            パルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションのののの終了終了終了終了位相位相位相位相をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                    設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：１１１１～～～～３５９３５９３５９３５９（（（（度度度度））））    

                                    設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１度度度度    

    

 

 

 

 

 

 

 

  繰繰繰繰りりりり返返返返しししし回数設定回数設定回数設定回数設定（（（（ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ））））····················································································································································     

          連続連続連続連続してしてしてしてパパパパルスインジェクションルスインジェクションルスインジェクションルスインジェクションをををを行行行行うううう回数回数回数回数（（（（サイクルサイクルサイクルサイクル数数数数））））をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                  設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    ：：：：００００～～～～６５０００６５０００６５０００６５０００（（（（回回回回））））    

         設定分解能設定分解能設定分解能設定分解能：：：：１１１１回回回回    

                                    「００００」を設定すると無限回となり、プログラムを中断するまで繰り返し実行します。 

 

 

 

 

 

 

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズのののの電圧電圧電圧電圧ののののレスポンスレスポンスレスポンスレスポンス時間時間時間時間はははは５０５０５０５０μμμμｓｓｓｓですのでですのでですのでですので、、、、前縁位相前縁位相前縁位相前縁位相とととと後縁位相後縁位相後縁位相後縁位相のののの    

間隔間隔間隔間隔がががが狭狭狭狭いいいい場合場合場合場合、、、、ごごごご希望希望希望希望のののの波形波形波形波形がががが得得得得られないられないられないられない場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。                                                                

・・・・前縁前縁前縁前縁とととと後縁後縁後縁後縁のののの位相差位相差位相差位相差（（（（インジェクションインジェクションインジェクションインジェクション幅幅幅幅））））はははは、、、、１８０１８０１８０１８０度度度度をををを超超超超えてえてえてえて設定設定設定設定できませんできませんできませんできません。。。。                    
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        内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    Ｃｏｎｔｒｏｌ）Ｃｏｎｔｒｏｌ）Ｃｏｎｔｒｏｌ）Ｃｏｎｔｒｏｌ）····························································································································································  

      内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）（Ｖｄｄ）のののの制御方式制御方式制御方式制御方式をををを変更変更変更変更しますしますしますします。。。。    

                                    ＡＵＴＯ：ＡＵＴＯ：ＡＵＴＯ：ＡＵＴＯ：自動設定自動設定自動設定自動設定モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：ＴＲＡＣＫ：追従追従追従追従モードモードモードモードですですですです。。。。    

                                        ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：ＦＩＸ：内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）をををを固定固定固定固定にしますにしますにしますにします。。。。    

       手順手順手順手順１１１１．．．．カーソルを「ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ    ＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌＣｏｎｔｒｏｌ」に移動させます。  

    手順手順手順手順２２２２．．．．   、    キーにて設定の変更を行い、キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

        パルスパルスパルスパルス電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳のののの有効有効有効有効／／／／無効設定無効設定無効設定無効設定〔〔〔〔ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ（ＯＮ／ＯＦＦ）〕ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ（ＯＮ／ＯＦＦ）〕ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ（ＯＮ／ＯＦＦ）〕ＩＮＪＥＣＴＩＯＮ（ＯＮ／ＯＦＦ）〕 ································································     

                            相相相相ごとにごとにごとにごとにパルスパルスパルスパルス重畳重畳重畳重畳のののの有効有効有効有効／／／／無効無効無効無効をををを設定設定設定設定しますしますしますします。。。。    

                                    「「「「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」」」」    ：：：：    有効有効有効有効     

                                    「「「「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」：」：」：」：    無効無効無効無効     

 

        パルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションパルスインジェクションのののの実行実行実行実行（（（（ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ））））························································································     

                            パルスインジェクシパルスインジェクシパルスインジェクシパルスインジェクションョンョンョンをををを実行実行実行実行しますしますしますします。。。。 

       中断する場合は    キー、または    キー-を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：・・・・パルスインジェクションを実行する前に出力を「オンオンオンオン」にしてください。 

        出力を「オンオンオンオン」にしないで実行しますと、警告画面が表示されます。 

       ・パルスインジェクションを実行後、再度行う場合は 

        「「「「パルスパルスパルスパルス電圧重畳電圧重畳電圧重畳電圧重畳のののの有効有効有効有効／／／／無効無効無効無効のののの設定設定設定設定」」」」を再度行ってください。 

ＥＳＣ ＯＦＦ 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：内部直流電圧設定（ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ）の説明については「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１１１１３３３３    

                            内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定内部直流電圧設定（（（（Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）Ｖｄｄ）のののの使使使使いいいい方方方方についてについてについてについて」を参照してください。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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  実行手順実行手順実行手順実行手順 ····················································································································································································································································································     

       手順手順手順手順１１１１．．．．「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥＷＡＶＥ    ＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭＦＯＲＭ」にて基本波形を 

設定しておきます。 

       手順手順手順手順２２２２．．．．「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ」に移動し、 

カップリングを「ＤＣＤＣＤＣＤＣ」に設定します。 

       手順手順手順手順３３３３．．．．操作パネル（コントローラ）の    キーにて基本波形の出力電圧を設定します。 

       手順手順手順手順４４４４．．．．カーソルを「ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ」→「ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ        ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ」に移動させ、 

        キーを押して「ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    １１１１／／／／２２２２」画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       手順手順手順手順５５５５．．．．カーソルを「ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ」に移動します。    

       手順手順手順手順６６６６．．．．数値キー、または      、    キーで希望の値を入力し、キーを押して決定します。 

       手順手順手順手順７７７７．．．．カーソルを「ＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴＦＲＯＮＴ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ」に移動します。    

                                                    手順手順手順手順８８８８．．．．数値キー、または      、    キーでご希望の値を入力し、キーを押して決定します。 

       手順手順手順手順９９９９．．．．カーソルを「ＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲＲＥＡＲ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ」に移動します。    

                                        手順手順手順手順１０１０１０１０．．．．数値キー、または      、    キーでご希望の値を入力し、キーを押して決定します。 

      手順手順手順手順１１１１１１１１．．．．カーソルを「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」に移動します。    

                                        手順手順手順手順１２１２１２１２．．．．数値キー、または      、    キーでご希望の値を入力し、キーを押して決定します。 

       手順手順手順手順１３１３１３１３．．．．カーソルを「ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ    （ＯＮ／ＯＦＦ）（ＯＮ／ＯＦＦ）（ＯＮ／ＯＦＦ）（ＯＮ／ＯＦＦ）」に移動します。    

                                        手順手順手順手順１４１４１４１４．．．．     、    キーで実行したい相（Ｒ、Ｓ、Ｔ）の「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」を「ＯＮＯＮＯＮＯＮ」に変更し、 

         キーを押して決定します。 

      手順手順手順手順１５１５１５１５．．．．出力を「オンオンオンオン」にすると、基本波形の電圧が出力されます。 

      手順手順手順手順１６１６１６１６．．．．カーソルを「ＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥＰＵＬＳＥ    ＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮＩＮＪＥＣＴＩＯＮ」に移動します。    

   手順手順手順手順１７１７１７１７．．．．キーを押すとパルスインジェクションを実行します。「ＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴＲＥＰＥＡＴ    ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ」の 

        回数だけパルスインジェクションを実行します。 

        実行中は画面上部に「ＰＲＰＲＰＲＰＲＯＯＯＯＧＧＧＧＲＡＭＲＡＭＲＡＭＲＡＭ    ＲＵＮＲＵＮＲＵＮＲＵＮＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧＮＩＮＧ」が表示されます。 

        中止するときは     キーを押してください。    

 

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＥＳＣ 

ＶＯＬＴ 

INJECTION LEVEL R:

S:

FRONT EDGE  :

REAR EDGE   :

   0.0 V

 90 deg

 91 deg

T:

------ V

------ V

PULSE INJECTION 1/2

0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

PAGE

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

SEQUENCE

PULSE INJECTION

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

▼
OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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        ５５５５．．．．６６６６    トリガトリガトリガトリガ出力出力出力出力    

 

            機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（出力急変出力急変出力急変出力急変、、、、出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ、、、、シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス））））動作時動作時動作時動作時にににに本機本機本機本機のののの背面端子背面端子背面端子背面端子「「「「ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴ」」」」よりよりよりより    

            トリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号（（（（ハイレベルハイレベルハイレベルハイレベル＋＋＋＋５５５５Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖ、ローレベルローレベルローレベルローレベル００００Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）をををを出力出力出力出力しますしますしますします。。。。    

            トリガトリガトリガトリガ出力出力出力出力はははは信号出力信号出力信号出力信号出力ののののタイミングタイミングタイミングタイミング（（（（トリガモードトリガモードトリガモードトリガモード）、）、）、）、信号信号信号信号のののの極性極性極性極性、、、、トリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号ののののパルスパルスパルスパルス幅幅幅幅をををを設定設定設定設定するするするする 

   ことができますことができますことができますことができます。。。。 

 

        設定画設定画設定画設定画面面面面のののの表示表示表示表示 ····························································································································································································································································     

 

    トリガ出力に関する設定を行う場合は以下の手順に従い設定画面を表示させてください。 

    メニュー画面にてカーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→→→→「ＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴ」に移動させ、    

       キー、またはキーを押して「ＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴ」画面を表示します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

            機能機能機能機能説明説明説明説明 ············································································································································································································································································                                                                 

 

            トリガモードトリガモードトリガモードトリガモード（（（（ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ）））） ····················································································································································································                                                                 

     トリガトリガトリガトリガ出力出力出力出力ののののモードモードモードモードのののの設定設定設定設定をををを行行行行いいいいますますますます。。。。    

      カーソルを「ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ」に移動させ、 

         、   キーにて設定の変更を行い、 

      キーを押して確定します。 

 

 

 

     設定項目設定項目設定項目設定項目    

       ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ                ：：：：出力急変実行時出力急変実行時出力急変実行時出力急変実行時ののののイベントイベントイベントイベント期間中期間中期間中期間中、、、、またはまたはまたはまたは出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ、、、、シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力 

                                                 実行中実行中実行中実行中ににににプログラムプログラムプログラムプログラム番号番号番号番号がががが遷移遷移遷移遷移するときにするときにするときにするときにトリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号をををを出力出力出力出力しますしますしますします。。。。    

      ＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰ：：：：プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作のののの開始時開始時開始時開始時およびおよびおよびおよび停止時停止時停止時停止時ににににトリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号をををを出力出力出力出力しますしますしますします。。。。 

      ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ                    ：：：：プログラムプログラムプログラムプログラム動作時動作時動作時動作時にににに１１１１サイクルサイクルサイクルサイクルごとにごとにごとにごとにトリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号をををを出力出力出力出力しますしますしますします。。。。 

      ＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＳ：内部発振器内部発振器内部発振器内部発振器（（（（ＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮＭＡＩＮ））））のののの００００度度度度位相位相位相位相にににに同期同期同期同期したしたしたしたトリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号をををを出力出力出力出力しますしますしますします。。。。    

 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

TRG MODE     : NORMAL

POSITIVE

OFF

TRG EDGE     :

TRG WIDTH    :

TRG-OUT

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MENU

SYSTEM

PHASE SHIFT

REF IMPEDANCE

EXT CONTACT

TRG-OUT

KEY LOCK

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

▲

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TRG MODE     : START-STOP

POSITIVETRG EDGE     :

TRG WIDTH    :

TRG-OUT

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

OFF

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮ））））動作動作動作動作のときのときのときのとき    

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

０Ｖ 

＋５Ｖ ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

出出出出力急変力急変力急変力急変（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥＶＯＬＴＡＧＥ／ＰＨＡＳＥ    ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    ＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥＣＨＡＮＧＥ））））動作動作動作動作のときのときのときのとき    

０Ｖ 

＋５Ｖ 

ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 

ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    

ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ    ＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥＶＯＬＴＡＧＥ    

ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ設定時設定時設定時設定時のののの動作動作動作動作    

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

出力出力出力出力シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ））））動作動作動作動作のときのときのときのとき    

０Ｖ 

＋５Ｖ ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 
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出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

ＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰＰＰＰ設定時設定時設定時設定時のののの動作動作動作動作    

０Ｖ 

＋５Ｖ ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

プログラムプログラムプログラムプログラム動作開始動作開始動作開始動作開始    

（ＳＴＡＲＴ）（ＳＴＡＲＴ）（ＳＴＡＲＴ）（ＳＴＡＲＴ）    

プログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作終了終了終了終了    

（ＳＴ（ＳＴ（ＳＴ（ＳＴＯＰＯＰＯＰＯＰ））））    

プログラム動作中 

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

ＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥＣＹＣＬＥ設定時設定時設定時設定時のののの動作動作動作動作    

０Ｖ 

＋５Ｖ ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 

ＣＹＣＬＥ１ ＣＹＣＬＥ２ ＣＹＣＬＥ３ 

プログラム動作中 

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

ＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＺＥＲＯ－ＣＲＯＳＳＳＳＳ設定時設定時設定時設定時のののの動作動作動作動作    

０Ｖ 

＋５Ｖ ＴＲＧ ＯＵＴ 

ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ    

設定値設定値設定値設定値    

ＰＯＳＩＴＩＶ設定時 
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            トリガトリガトリガトリガエッジエッジエッジエッジ（（（（ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ））））························································································································································································                                                                 

     トリガトリガトリガトリガ出力信号出力信号出力信号出力信号のののの極性極性極性極性のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

      カーソルを「ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥＥＤＧＥ」に移動させ、 

         、   キーにて設定の変更を行い、 

      キーを押して確定します。 

 

 

 

     設定項目設定項目設定項目設定項目    

       ＰＯＳＩＴＩＶＥＰＯＳＩＴＩＶＥＰＯＳＩＴＩＶＥＰＯＳＩＴＩＶＥ    ：：：：トリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号のののの極性極性極性極性をををを立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがりエッジエッジエッジエッジにににに固定固定固定固定しますしますしますします。。。。 

      ＮＥＧＡＴＩＶＥＮＥＧＡＴＩＶＥＮＥＧＡＴＩＶＥＮＥＧＡＴＩＶＥ    ：：：：トリガトリガトリガトリガ信号信号信号信号のののの極性極性極性極性をををを立立立立ちちちち下下下下がりがりがりがりエッジエッジエッジエッジにににに固定固定固定固定しますしますしますします。。。。 

 

    

    

    

    

 

 

            トリガトリガトリガトリガパルスパルスパルスパルス幅幅幅幅（（（（ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ）））） ········································································································································································                                                                 

     トリガトリガトリガトリガ出力信号出力信号出力信号出力信号ののののパルスパルスパルスパルス幅幅幅幅のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

      カーソルを「ＴＲＧＴＲＧＴＲＧＴＲＧ    ＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨＷＩＤＴＨ」に移動させ、 

         、   キーにて設定の変更を行い、 

      キーを押して確定します。 

 

      パルス幅の設定は「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」または、 

      「００００．．．．１１１１ｍｓｍｓｍｓｍｓ」、「１１１１ｍｓｍｓｍｓｍｓ」、「１０１０１０１０ｍｓｍｓｍｓｍｓ」、 

      「１００１００１００１００ｍｓｍｓｍｓｍｓ」から選択することができます。 

      パルス幅の設定を「ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ」に設定するとトリガ信号の出力は行いません。 

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：本機背面の「ＴＴＴＴＲＧＲＧＲＧＲＧ    ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴ」端子は出力と絶縁されています。    

                      コールド側はシャーシと同電位です。    

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

TRG MODE     : CYCLE
POSITIVETRG EDGE     :

TRG WIDTH    :

TRG-OUT

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

OFF

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TRG MODE     :

POSITIVETRG EDGE     :

TRG WIDTH    :

TRG-OUT

0.1 ms

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

ZERO-CLOSS

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：トリガパルス幅の設定は各出力モードに応じてパルス間隔に十分 

                            余裕のある設定を行ってください。 

       パルス間隔に余裕がない場合はご希望のトリガ信号を出力できない 

場合があります。          
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        ５５５５．．．．７７７７    トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力    

 

            機能概要機能概要機能概要機能概要 ············································································································································································································································································                                                                 

                本機本機本機本機のののの背面端子背面端子背面端子背面端子「「「「ＴＲＧ／ＳＹＮＣＩＮＴＲＧ／ＳＹＮＣＩＮＴＲＧ／ＳＹＮＣＩＮＴＲＧ／ＳＹＮＣＩＮ」」」」    にににに入力入力入力入力したしたしたした外部信号外部信号外部信号外部信号ででででプログラムプログラムプログラムプログラム動作動作動作動作（（（（出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ、、、、    

            シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力））））をををを開始開始開始開始することができますすることができますすることができますすることができます。。。。    

            外部信号外部信号外部信号外部信号ははははＴＴＴＴＴＬ（ＴＬ（ＴＬ（ＴＬ（００００～＋～＋～＋～＋５５５５Ｖ）Ｖ）Ｖ）Ｖ）レベルレベルレベルレベルでででで、、、、立立立立ちちちち下下下下りでりでりでりで動作動作動作動作をををを開始開始開始開始しますしますしますします。。。。 

 

 

 

 

 

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

出力出力出力出力シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＹＳＥＱＵＥＮＣＹＳＥＱＵＥＮＣＹＳＥＱＵＥＮＣＹ））））    

＋５Ｖ 

１０１０１０１０μμμμＳＳＳＳ以上以上以上以上    

 ０Ｖ 

ＴＲＧ ＳＹＮＣ．ＩＮ 

遅れ時間３０ｍｓＭＡＸ 

Ｈｉレベル：＋３．１～＋５．０Ｖ 

Ｌｏレベル：＋０～＋０．９Ｖ 

＋５Ｖ 

１０ｋΩ 

７４ＨＣ１４相当品 

内部回路へ 

ＣＯＭ 

ＣＯＭ 

ＴＲＧ／ＳＹＮＣＩＮ 

                    入力等価回路入力等価回路入力等価回路入力等価回路    

＋５Ｖ 

０Ｖ 

Ｈｉレベル 

Ｌｏレベル 

                    入力入力入力入力レベルレベルレベルレベル    

出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ））））    

出力電圧（ＯＵＴＰＵＴ） 

＋５Ｖ 

１０１０１０１０μμμμＳＳＳＳ以上以上以上以上    

ＴＲＧ ＳＹＮＣ．ＩＮ 

 ０Ｖ 

遅れ時間 

５ｍｓＭＡＸ 
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ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：本機背面「ＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣＴＲＧ／ＳＹＮＣ    ＩＮＩＮＩＮＩＮ」端子は出力と絶縁されています。    

                      コールド側はシャーシと同電位です。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：プログラムモードの各設定については以下の項目を参照してください。 

       「第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．２２２２    出力出力出力出力スイープスイープスイープスイープ（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳＶＡＲＩＡＴＩＯＮＳ））））」 

       「第第第第５５５５章章章章    ５５５５．．．．３３３３    シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス出力出力出力出力（（（（ＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹＶＯＬＴＡＧＥ／ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ    ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ））））」  

！！！！    注注注注    意意意意    

・・・・トリガトリガトリガトリガ入力入力入力入力信号信号信号信号ののののローレベルローレベルローレベルローレベルのののの幅幅幅幅はははは、、、、１０１０１０１０μμμμＳＳＳＳ以上必要以上必要以上必要以上必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

        ローローローローレベルレベルレベルレベルのののの幅幅幅幅がががが狭狭狭狭いいいい場合場合場合場合はははは、、、、ごごごご希望希望希望希望のののの波形波形波形波形がががが得得得得られないられないられないられない場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。                                                    

・・・・トリガトリガトリガトリガ入力信号入力信号入力信号入力信号ににににはははは機械接点機械接点機械接点機械接点等等等等はははは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。                                                                            

    チャタリングチャタリングチャタリングチャタリングによりによりによりにより誤動誤動誤動誤動作作作作するするするする恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。                                                                                            
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第 ６ 章 
 

リモートコントロール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    
この章では、リモートコントロールコマンドについて説明します。 

 

６．１ 接続構成 ���������������������������������������������������������������������������������  １９８ 

６．２ ＬＡＮ接続形態 ������������������������������������������������������������������������  １９８ 

６．２．１ 物理的接続 ���������������������������������������������������������������������  １９８ 

６．２．２ 論理的接続形態 ���������������������������������������������������������������  １９８ 

６．２．３ ＩＰアドレス、ポート番号の割り付け ���������������������������������  １９８ 

６．３ 基本フォーマット ���������������������������������������������������������������������� １９９ 

６．４ 状態問合せ ������������������������������������������������������������������������������� １９９ 

６．５ コマンド・レスポンス ���������������������������������������������������������������� ２００ 

６．６ コマンドのネスティング ������������������������������������������������������������� ２０１ 

５．７ コマンドリファレンス ����������������������������������������������������������������� ２０２ 

６．８ エラーコード ����������������������������������������������������������������������������� ３２２ 
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        ６６６６．．．．１１１１    接続構成接続構成接続構成接続構成 

       以下に、リモートコントロール時の装置構成の例を示します。ＧＰ-ＩＢオプション（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）を 

       追加する事でＧＰ－ＩＢにて制御することも可能です。 

 

 

図．リモートコントロール時 装置構成 
 

        ６６６６．．．．２２２２    ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ接続形態接続形態接続形態接続形態 

     ６．２．１ 物理的接続 

           ＡＡ/Ｘ２は、標準でＬＡＮコネクタを搭載し、制御ＰＣとＬＡＮを介して接続されます。 

           （Ｅｔｈｅｒｎｅｔ １０ＢＡＳＥ－Ｔ，１００ＢＡＳＥ－ＴＸ） 

 

     ６．２．２ 論理的接続形態 

           制御ＰＣとＡＡ/Ｘ２間通信のプロトコルは、ＴＣＰ/ＩＰを使用します。 

           制御ＰＣをクライアント、ＡＡ/Ｘ2をサーバーとし、１本の論理パスを使用して通信を 

           行います。 

 

     ６．２．３ ＩＰアドレス，ポート番号の割り付け 

           ＡＡ/Ｘ２ ＬＡＮ初期設定 

            ＩＰアドレス  ： １９２．１６８．０．１ 

            サブネットマスク ： ２５５．２５５．２５５．０ 

            通信用ポート番号 ： ５０１００（固定） 

 

          ※上記のＩＰアドレス、サブネットマスクの設定は、工場出荷時の設定であり、本体または、リモート 

           コマンドより変更可能です。 

ＬＡＮポート
（標準）

ＡＡ/Ｘ２本体

ＧＰ-ＩＢオプション
(AOP-030GP)

制御ＰＣ

ＬＡＮポート

ＧＰ-ＩＢ Ｉ/Ｆボード

ＬＡＮケーブル
クロスオーバー

ＧＰ-ＩＢ

ケーブル
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        ６６６６．．．．３３３３    基本基本基本基本フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット 

       データフォーマットは、下記のようにすべてＡＳＣＩＩ（一部データ量の多いコマンドを除く） 

       文字列で構成されています。 

       先頭の文字列は、コマンドの種別認識のためのＩＤ文字列で、その後に区切り文字の 

       スペースコードで以後がそのコマンドのデータ部になります。    

    

        （例） 

        ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ            －－－－    １００１００１００１００            ＶＶＶＶ                
          ①   ② ③  ④   ⑤ ⑥ ⑦ 

    

       ①ヘッダ部（コマンドＩＤ）     「注意：制御ＰＣ側は、必ず大文字」    

       ②スペース（ＡＳＣＩＩ ２０Ｈ）  「注意：ない場合エラーになります。」    

       ③極性を表す±と数値の間は、つめる 「注意：スペースが間に入るとエラーになります。」    

       ④データ部（先頭１バイト目がＡＳＣＩＩの３ＦＨ以外は、コマンド）    

       ⑤スペース（ＡＳＣＩＩ ２０Ｈ）  「注意：ない場合エラーになります。」 

       ⑥単位等 

       ⑦デリミタ 

 

        ６６６６．．．．４４４４    状態問状態問状態問状態問いいいい合合合合わせわせわせわせ 

       ＡＡ／Ｘ２本体内の設定や状態を問い合わせる場合、下記のように問い合わせたいコマンドの 

       識別子、スペーススペーススペーススペース（２０Ｈ）、の後に ？？？？（３ＦＨ）のデータを送信することにより問い合わせ 

       することができます。 

 

        （例） 

        ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ            ？？？？                        

          ①   ② ③ ④ ⑤ 

 

       ①ヘッダ部（コマンドＩＤ）     「注意：制御ＰＣ側は、必ず大文字」    

       ②スペース（ＡＳＣＩＩ ２０Ｈ）  「注意：ない場合エラーになります。」    

       ③状態問い合わせキャラクタ（ＡＳＣＩＩ ３ＦＨ）    

       ④部位指定（コマンドにより異なります）    

       ⑤デリミタ 
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        ６６６６．．．．５５５５    コマンドコマンドコマンドコマンド・・・・レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス 
 

      制御ＰＣなどの上位から発行されるコマンドやステータス・リクエスト等の種別認識ＩＤ文字列は、 

      大文字にて構成され、ＡＡ／Ｘ２から上位に送信するコマンドに対するレスポンスの種別認識ＩＤは、 

      小文字で構成されています。 

 

      またコマンドのレスポンスについては、マスク機能があり、デフォルト全返送として起動します。 

 

      この機能は、以下に示すコマンドによりマスクＯＮ／ＯＦＦをいつでも変更することが可能です。 

 

       「「「「書式書式書式書式」」」」    ＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳ    ①①①①,,,,②②②②,,,,③③③③    

 

         ①コマンドに対するレスポンス返送禁止 

          コマンド制御後の制御完了応答を禁止します。 

          ０  ：レスポンスの返送を行いません。 

              ““““RESPONS 0,*,*RESPONS 0,*,*RESPONS 0,*,*RESPONS 0,*,*””””  注＊は０または１どちらでもよい。 

              例）””””VOLT 100VVOLT 100VVOLT 100VVOLT 100V””””のコマンドを受信しても、レスポンスの返送は 

                行いません。 

          １  ：レスポンスの返送を行います。 

               ““““RESPONS 0RESPONS 0RESPONS 0RESPONS 0,1,1,1,1,1,1,1,1””””    

              例）””””VOLT 100VVOLT 100VVOLT 100VVOLT 100V””””のコマンドを受信すると””””volt 100Vvolt 100Vvolt 100Vvolt 100V””””が返送されます。 

 

          ※コマンドレスポンスを０（返送禁止）にすると以後のパラメータは、無視されます。 

 

         ②レスポンスの識別子返送禁止 

          コマンド制御後のレスポンスに識別子を付けずに返送します。 

          ０  ：識別子を省略します。 

              ““““RESPONS 1,0,1RESPONS 1,0,1RESPONS 1,0,1RESPONS 1,0,1””””        

              例）””””VOLTVOLTVOLTVOLT 100V 100V 100V 100V””””のコマンドを受信すると””””100V100V100V100V””””が返送されます。 

          １  ：識別子を付加します。 

               ““““RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1””””    

              例）””””VOLT 100VVOLT 100VVOLT 100VVOLT 100V””””のコマンドを受信すると””””volt 100Vvolt 100Vvolt 100Vvolt 100V””””が返送されます。 

 

  

 

         ③レスポンスの単位返送省略 

          ０  ：単位を省略します。 

              ““““RESPONS 1,0,0RESPONS 1,0,0RESPONS 1,0,0RESPONS 1,0,0””””        

              例）””””VOLT 100VVOLT 100VVOLT 100VVOLT 100V””””のコマンドを受信すると””””volt 100volt 100volt 100volt 100””””が返送されます。 

          １  ：単位を付加します。 

               ““““RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1RESPONS 1,1,1””””    

              例）””””VOLT 100VVOLT 100VVOLT 100VVOLT 100V””””のコマンドを受信すると””””volt 100Vvolt 100Vvolt 100Vvolt 100V””””が返送されます。 
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        ６６６６．．．．６６６６    コマンドコマンドコマンドコマンドののののネスティングネスティングネスティングネスティング 

      ＡＡ／Ｘ２本体は、１つのコマンドを実行中に次のコマンドを受け付けられる（コマンドの 

      ネスティング）処理には対応してない為、連続でコマンドを送信する場合、下記のような 

      注意が必要です。 

 

      ＡＡ／Ｘ２本体では、コマンド処理中に新たなコマンドを送信されるとコマンドビジーを返送し 

      そのコマンドを破棄する為、レスポンスを確認しながらコマンドを送信してください。 

 

 

制御ＰＣ側 ＡＡ／Ｘ２本体側

コマンド１発行

コマンド２破棄コマンド２発行

コマンド１受信
コマンド１処理中

コマンドビジー通知
コマンド１終了

コマンド１レスポンス発行

コマンドコマンドコマンドコマンドがががが破棄破棄破棄破棄されるされるされるされるパターンパターンパターンパターン

コマンドコマンドコマンドコマンドがががが破棄破棄破棄破棄されないされないされないされないパターンパターンパターンパターン

制御ＰＣ側 ＡＡ／Ｘ２本体側

コマンド１発行

コマンド１
レスポンス受信

コマンド１受信
コマンド１処理中
コマンド１終了
コマンド１レスポンス発行

レスポンス受信確認後送信

コマンド２発行
コマンド２受信
コマンド２処理中
コマンド２終了
コマンド２レスポンス発行

コマンド２
レスポンス受信
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        ６６６６．．．．７７７７    コマンドコマンドコマンドコマンドリファレンスリファレンスリファレンスリファレンス 

コマンドＩＤ 内容 
コマンド 

コード 
ページ 

    

D-VER ＤＳＰソフトウエアバージョンの読み込み 01 206 

M-VER メインＣＰＵソフトウエアバージョンの読み込み 02 207 

SYSTEM システム構成の変更 04 208 

PHASE フェーズ設定 05 209 

OPTION オプション装着状態の読込み 06 210 

OUTPUT 出力ＯＮ／ＯＦＦ設定 07 211 

RANGE 出力レンジの設定 08 212 

VOLT 電圧関係の設定と電圧計測値の読込み 09 214 

CURR 電流関係の設定と電流計測値の読込み 0A 221 

POWER 最大容量と電力計測等の読み込み 0B 230 

FREQ 周波数の設定 0c 231 

WAVEFORM 出力波形の設定 0d 235 

VDDMODE ＶＤＤのトラッキングモードの設定 0e 237 

GP-ADRS ＧＰ－ＩＢのアドレス設定とデリミタの設定 0f 238 

SRQ-MASK ＳＲＱ割り込みマスクの設定 10 239 

SRQ ＳＲＱの有効・無効の設定 11 240 

IP-ADRS ＩＰアドレス設定の設定 60 241 

SUBNET サブネットマスクの設定 61 242 

SOFT-DELIMITER ＬＡＮ接続で使用するソフトウェア デリミタの設定 62 243 

ABRMODE ABRUPT MODE(出力急変モード)の設定 13 244 

EVENT-WAVE ABRUPT MODE の EVENT-WAVE の設定 14 245 

PRG-NO ABRUPT MODE の PROGRAM NUMBER の設定 15 246 

EVENT-VOLT ABRUPT MODE の EVENT-VOLT の設定 16 247 

EVENT-CURR ABRUPT MODE の EVENT-CURR の設定 16 248 

EVENT-PHASE ABRUPT MODE の EVENT-PHASE の設定 17 250 

START-PHASE ABRUPT MODE START-PHASE 設定 18 251 

EVENT-DURATION ABRUPT MODE EVENT-DURATION 設定 19 252 

NORMAL-DURATION ABRUPT MODE NORMAL-DURATION 設定 1A 253 

REPEAT-CYCLE ABRUPT MODE REPEAT-CYCLE 設定 1B 254 

ABRUPT ABRUPT MODE の実行 1C 255 
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コマンドＩＤ 内容 
コマンド 

コード 
ページ 

    

VARIATION VARIATION モードの設定 1D 256 

VARI VARIATION モードパラメータを設定 1E 257 

VARI-UNBALA アンバランス時の VARIATION モードパラメータを設定    74 259 

VARI-START VARIATION モード開始番号設定    1F 262 

VARI-STOP VARIATION モード終了番号設定    20 263 

VARI-REPEAT VARIATION モード繰り返し回数設定    21 264 

VARI-PHASE VARIATION モード位相角設定    22 265 

VARI-CNT VARIATION モードの実行    23 266 

SEQUENCE SEQUENCE モードの設定を行います。    24 267 

SEQU SEQUENCE モードパラメータ設定    25 268 

SEQU-START SEQUENCE モード開始番号設定    26 270 

SEQU-STOP SEQUENCE モード終了番号設定    27 271 

SEQU-REPEAT SEQUENCE モード繰り返し回数設定    28 272 

SEQU-MODE SEQUENCE モードの実行モードを設定    29 273 

SEQU-ZEROCROSS SEQUENCE モード実行中のゼロクロス設定    2A 274 

SEQU-CNT SEQUENCE モードの実行の設定    2B 275 

S.SYNTHE S.SYNTHE モードの設定    2C 276 

S.SYN S.SYNTHE モードパラメータ設定    2D 277 

S.SYN-PHASE S.SYNTHE モード位相角設定    2E 279 

S.SYN-START S.SYNTHE モード開始番号設定 2F 280 

S.SYN-STOP S.SYNTHE モード終了番号の設定    30 281 

S.SYN-REPEAT S.SYNTHE モード繰り返し回数の設定    31 282 

S.SYN-CNT SEQUENCE SYNTHE モードの実行    32 283 

WAVEDATA 波形データの読み込み・書き込み    33 284 

WAVETEXT 任意波形データのコメントの読み込み・書き込み    6B 285 

FFT-REF ＦＦＴ解析の基準となる波形の設定    65 286 

FFT-TGT ＦＦＴ解析の対象となる波形の設定    70 287 

FFT ＦＦＴの処理要求    35 288 

EMERGENCY-STOP 緊急時に本体の電源を切る    39 290 

INJECT ＰＵＬＳＥ  ＩＮＪＥＣＴＩＯＮの設定    3A 291 

PROTECT ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮの設定    3B 293 

OUTPARA アウトプットパラメータの設定    3C 294 

PHASESHIFT 多相時の位相を設定    3D 295 

RMT-SENS リモートセンシングの設定    3E 296 

COUPLING カップリングの設定    3F 297 

OFFSET-CAL オフセットキャリブレーションの実行    40 298 
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コマンドＩＤ 内容 
コマンド 

コード 
ページ 

    

REFIMP リファレンスインピーダンスの設定    41 299 

SELECT 指定されたバンクにＡＡ／Ｘ２動作状態を保持／読み出し    42 300 

RESPONS レスポンス返送方法を設定    44 302 

TRG-OUT 外部ＴＲＧ－ＯＵＴの極性設定    46 303 

ALARM アラーム情報の読み出し    48 304 

ALARM-CLEAR アラームステータスのラッチクリア    66 306 

EXT-CONT 外部接点制御ボード（オプション）の設定    67 307 

CONDITION ＡＡ／Ｘ２の状態の問い合わせ    55 309 

CVCC 定電圧・定電流の切り替え    53 310 

INITIAL バックアップメモリを初期化    D2 311 

METER-ITEM ＬＣＤ画面の計測表示個数の設定    68 312 

METER-CONF ＬＣＤ画面の計測表示の設定    69 313 

METER-FREEZE 計測値の表示更新の設定    76 315 

DISPLAY-CONF ７ＳＥＧ計測表示器の設定    6A 316 

EXT-TRG-IN プログラム動作時のトリガ入力の設定    6C 318 

RPG-MODE プログラム（VASIATION，SEQUENCE）モードの実行モードを設定    6D 319 

STATUS ステータス情報の詳細を取得    77 320 
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        Ｄ－ＶＥＲＤ－ＶＥＲＤ－ＶＥＲＤ－ＶＥＲ    

 ：ＤＳＰソフトウエアバージョンを読み込みます。 

 
  機能機能機能機能：：：：    

        ＤＳＰソフトウェアバージョンを読み込みます。 

 

  書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：なし 

        設定値読み出し：D-VER ? 

 

  設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ＤＳＰソフトウエアバージョンを読み込む場合 

        D-VER ? 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

                                D-VER ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

                                d-ver 戻り値１ 

戻り値 内    容 

戻り値１ ＤＳＰバージョン情報 

(例)    d-ver Ver 01.00:PKG 01.00:S-PKG 01.00 
 

        解説解説解説解説：：：：    

                          ＤＳＰ部のアプリケーションソフト更新・機能追加時の確認用にアプリケーションソフトの 

        バージョンを返送します。 
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        Ｍ－ＶＥＲＭ－ＶＥＲＭ－ＶＥＲＭ－ＶＥＲ    

 ：メインＣＰＵソフトウエアバージョンを読み込みます。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

        メインＣＰＵソフトウェアバージョンを読み込みます。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：なし 

        設定値読み出し：M-VER ? 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        M-VER ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        m-ver 戻り値１ 

戻り値 内    容 

戻り値１ メインＣＰＵバージョン情報 

        (例)   m-ver Ver 01.00:PKG 01.00 
 

    解説解説解説解説：：：：    

          メインＣＰＵ部のアプリケーションソフト更新・機能追加時の確認用にアプリケーションソフトの 

          バージョンを返送します。 
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        ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ    

 ：システム構成の変更をします。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

                                システム構成の変更をします。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SYSTEM 設定値 

        設定値読み出し：SYSTEM ? 

 
        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

MASTER ＸＧ（マスター機）に設定します 

AMP ＡＭＰモードに設定します 

P-MASTER ＸＰ（多相マスター機）に設定します 

 ブースター機には設定できません ※ 

        ※ブースターモードは、ＡＡ／Ｘ２背面端子のＪＪＪＪ３３３３に接続されたときに自動的に切り替わります。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＡＭＰモードに切り替える場合 

          SYSTEM AMP 

        ②MASTERモードに切り替える場合 

          SYTEM MASTER 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

                                SYSTEM ? 

   

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

                                system 戻り値 

戻り値 内    容 

MASTER ＸＧ（マスター機）に設定されていることを示します 

AMP ＡＭＰモードに設定されていることを示します 

P-MASTER ＸＰ（多相マスター機）に設定されていることを示します 

BOOSTER ブースター機に設定されていることを示します 

        例①ＸＧに設定されているとき 

            system MASTER 

          ②ＡＭＰモードに設定されているとき 

            system AMP 

    

        解説解説解説解説：：：：    

                                接続されているＡＡ／Ｘ２本体がシステム構成上どのような役割の装置かを設定、又は返送します。 

        各モードは下記の取扱説明書を参照してください。 

          AMPモード      ・ＡＡ／Ｘ２本体取扱説明書 

          P-MASTERモード ・ＡＯＰ－０２０ＭＲ取扱説明書 

          BOOSTERモード  ・ＡＡ／Ｘ２本体取扱説明書 

    

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        MφRECIEVER が実装されていない場合、P-MASTER への設定はできません。 

        OUTPUT ON 中は設定できません。 
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        ＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥＰＨＡＳＥ    

 ：フェーズ設定をします。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

                                フェーズ設定をします。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：PHASE 設定値 

        設定値読み出し：PHASE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

1 単相に設定します 

2 二相・位相角１８０゜に設定します 

2M 二相・位相角９０゜に設定します 

3 三相・位相角１２０゜に設定します 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        ＡＯＰ－０１０ＭＤがオプションスロットに実装されて、システムが二相または三相構成になっていないと 

        二相、三相の設定はできません。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①３相構成に設定します。 

          PHASE 3 

        ②２相・位相確度９０゜に設定します。 

          PHASE 2M 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ::::    

                          PHASE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

                                phase 戻り値 

戻り値 内    容 

1 単相の状態になっています 

2 二相・位相角１８０゜になっています 

2M 二相・位相角９０゜になっています 

3 三相・位相角１２０゜になっています 

        例①単相の時 

            phase 1 

          ②三相の時 

            phase 3 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        単相、２相、３相の切り替えを行います。 

        切り替える前にあらかじめ電源を切った状態で、配線をしてください。 

        ＡＯＰ－１３０ＴＢ（３相接続ボックス）を使用して、単相／三相システムが組み込まれている場合、 

        このコマンドを実行されると自動的に結線が変更されます。 

 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        このコマンドにて、多相→単相への構成の切り替えが設定された場合、多相位相設定(PahseShift)は強制的 

        に平衡(BALANCE)となります。 

        OUTPUT ON中は設定できません。 
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        ＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮＯＰＴＩＯＮ    

 ：オプション装着状態の読み込みを行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

オプション装着状態の読込みを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：なし 

        設定値読み出し：OPTION ? 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

OPTION ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

option 戻り値 

  戻り値は、0000 h～ ffff h で返送されます。 

          オプションボードの装着状態を下記に示すビットマップ化された情報として１６進数４桁の 

          文字列として返送されます。 

 

ビット番号 オプション名 詳    細 

０（ＬＳＢ） ＡＯＰ－０３０ＧＰ ＧＰ－ＩＢ  Ｉ／Ｆボード 

１ ＡＯＰ－０８０ＬＺ ＬＺ  Ｉ／Ｆボード 

２ ＡＯＰ－０７０ＩＭ ＶＩモニター  ボード 

３ ＡＯＰ－０２０ＭＲ Ｍφレシーバーボード 

４ ＡＯＰ－１１０ＣＣ ＣＣオプションボード 

５ （名称不明） 外部接点制御/ステータス出力ボード 

６ ＡＯＰ－０９０ＭＳ Ｒ相用サブシンセボード 

７ ＡＯＰ－０１０ＭＤ Ｓ相用ドライバーボード 

８ ＡＯＰ－１００ＳＳ Ｓ相用サブシンセボード 

９ ＡＯＰ－０１０ＭＤ Ｔ相用ドライバーボード 

１０ ＡＯＰ－１００ＳＳ Ｔ相用サブシンセボード 

１１ －－－ ＡＵＸ（特注オプション用） 

１２ （未使用）  

１３ （未使用）  

１４ （未使用）  

１５（ＭＳＢ） （未使用）  

例①ＧＰ－ＩＢボードが実装されている場合 

    option 0001 h 

 

                制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        ＡＯＰ－０７０ＩＭ・ＡＯＰ－１１０ＣＣは、工場出荷時にオプション実装フラグを 

        ＡＡ／Ｘ２に記録させますので、もしユーザーで上記ボードを抜いた場合、実装フラグは 

        保持されたままなので、オプションの装着状態を問い合わすと該当するボードのビットは 

        たったままになっています。 
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        ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    

 ：出力のＯＮ／ＯＦＦの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

出力ＯＮ／ＯＦＦ設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：OUTPUT 設定値 

        設定値読み出し：OUTPUT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

ON 出力をＯＮにします 

OFF 出力をＯＦＦにします 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①出力をＯＮさせます 

          OUTPUT ON 

        ②出力をＯＦＦさせます 

          OUTPUT OFF 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

OUTPUT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

output 戻り値 

戻り値 内    容 

ON 出力がＯＮになっています 

OFF 出力がＯＦＦになっています 

        例①出力がＯＮになっているとき 

            output on 

          ②出力がＯＦＦになっているとき 

            output off 

 

        解説解説解説解説：：：：    

出力電圧のＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行います 
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        ＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥＲＡＮＧＥ    
 ：出力レンジの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

出力レンジの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：RANGE 設定値 

        設定値読み出し：RANGE ? 

    

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

LO 出力レンジをＬＯレンジにします 

HI 出力レンジをＨＩレンジにします 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①出力レンジをＬＯレンジにします。 

          RANGE LO 

        ②出力レンジをＨＩレンジにします。 

          RANGE HI 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

RANGE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

range 戻り値 

戻り値 内    容 

LO 出力レンジがＬＯレンジになっています 

HI 出力レンジがＨＩレンジになっています 

        例①ＬＯレンジの時 

            range LO 

          ②ＨＩレンジの時 

            range HI 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        出力ＯＮの状態で、レンジを変更すると、出力がＯＦＦになります。 

        その後レンジが変更されます。 
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        解説解説解説解説：：：：    

        レンジを変えることにより、電圧・電流の設定範囲が決定されます。 

         

        ＨＩレンジが設定されている状態で、ＬＯレンジに切り替えた場合、ＬＯレンジ０Ｖに再設定されます。 

        ※ＣＣモードの場合、ＬＯレンジが設定されている状態で、ＨＩレンジに切り替えた場合、ＨＩレンジの 

          ０Ａに設定されます。 

 

 

●ＣＶモードの時 

  電圧レンジを設定します。 

波形モード ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ 

ＳＩＮ ０．０ ～ １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

＋ＤＣ ＋０．０ ～ ＋２００．０ ＋０．０ ～ ＋４００．０ 

－ＤＣ －０．０ ～ －２００．０ －０．０ ～ －４００．０ 

ＤＣ －２００．０ ～ ＋２００．０ －４００．０ ～ ＋４００．０ 

ＴＲＩ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

ＳＱＲ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

ＳＳ１ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

ＳＳ２ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

ＡＲＢ１～２４ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ 

 

        ●ＣＣモードの時 

          電流レンジを設定します。※１相あたりの電力により値が変わります。 

          ・波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定範囲[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.００～  ２０.００ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.００～  ４０.００ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.００～  ６０.００ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.００～  ８０.００ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.００～１００.００ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.００～１２０.００ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.００～１４０.００ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.００～１６０.００ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.００～１８０.００ 

２０ ０.００～１００.００ ０.００～２００.００ 

 

          ・波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定範囲[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.００～－  ２０.００ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.００～－  ４０.００ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.００～－  ６０.００ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.００～－  ８０.００ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.００～－１００.００ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.００～－１２０.００ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.００～－１４０.００ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.００～－１６０.００ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.００～－１８０.００ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.００～－２００.００ 
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        ＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴＶＯＬＴ    
 ：電圧関係の設定と電圧計測値の読み込みを行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

電圧関係の設定と電圧計測値の読込みを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VOLT 設定値 

        設定値読み出し：VOLT ? 

設定値は、下記表のように分類されます。 

設定値 コマンド種別 

PRE 又は数値で始まる場合 【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定    

DC-OFFSET 【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴのののの設定設定設定設定    

SUB 【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの設定設定設定設定    

RESTART 【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールドののののクリアクリアクリアクリア    

VL（ＣＣオプション装着時） 【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】電圧電圧電圧電圧リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定    

RATE(TRANSITION RATE) 【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】変化角度設定変化角度設定変化角度設定変化角度設定    

問い合わせ 【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

    【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】電圧電圧電圧電圧のののの設定設定設定設定    

          ・機能 

            出力電圧を設定します 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT [PRE]設定値[V][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                               Ｓ.Ｔ相パラメータ 設定値[V] 

            設定値読み出し：VOLT ?  

 

          ・設定範囲 

波形モード ＬＯレンジ ＨＩレンジ 設定分解能 備    考 

ＳＩＮ ０．０ ～ １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

＋ＤＣ ＋０．０ ～ ＋２００．０ ＋０．０ ～ ＋４００．０ ０.１Ｖ ＋符号は省略可 

－ＤＣ －０．０ ～ －２００．０ －０．０ ～ －４００．０ ０.１Ｖ －符号省略不可 

ＤＣ －２００．０～＋２００．０ －４００．０～＋４００．０ ０.１Ｖ  

ＴＲＩ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

ＳＱＲ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

ＳＳ１ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

ＳＳ２ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

ＡＲＢ１～２４ ０．０ ～  １５０．０ ０．０ ～ ３００．０ ０.１Ｖ  

    ※波形モードは、WAVEFORMコマンドの設定になります。 

    ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジはRANGEコマンドの設定になります。 

 

  ・使用例 

    パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

    下記の様な設定となります。 

 

      （１）単相と多相時のバランスモード時 

             parameterで電圧を設定します 
            （例）VOLT 100.1 V 

 

      （２）２相アンバランスモード時 

             parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
             VOLT Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値 

            （例1）VOLT 100.0,100.0   ← ２相とも同時に設定する場合 

            （例2）VOLT ,100.0        ← Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 



                                                                                                                            第６章 リモートコントロール  

                                第６章 リモートコントロール  215 

 

      （３）３相アンバランスモード時 

            parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
            VOLT Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値,Ｔ相電圧値 

            （例1）VOLT 100.0,100.0,100.0    ← ３相とも同時に設定する場合 

            （例2）VOLT 100.0,,              ← Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

 

          ・その他 

          [PRE][V]は省略可能です。 

          WAVEFORM ±DC 時、各相の符号は同一にしてください。 

          周波数TRANSITION動作中は設定できません。 

 

                【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴのののの設定設定設定設定    

 

          ・機能 

            ＤＣオフセット電圧を重畳します。 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT DC-OFFSET [(ENA又はDIS)][/(HI又はLO)/設定値][V][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                             Ｓ.Ｔ相パラメータ [(ENA又はDIS)][/(HI又はLO)/設定値] [V] 

            設定値読み出し：VOLT ? DC-OFFSET 

 

          ・設定範囲 

 設定レンジ 設  定  範  囲 設  定  分  解  能 

ＬＯ ０．００～  ±４０.００ ０.０２Ｖ 

ＨＩ ０．０  ～  ±４００．０ ０.２  Ｖ 

 

  ・使用例 

１．VOLT DC-OFFSET ENA/HI/-100 V      ← DC-OFFSETを有効にし、HIレンジ -100Vに設定します。 

２．VOLT DC-OFFSET DIS                ← DC-OFFSETを無効にします。 

３．VOLT DC-OFFSET DIS/LO/+10         ← DC-OFFSETを無効にし、LOレンジ10Vに設定します。 

４．VOLT DC-OFFSET ENA                ← DC-OFFSETを有効にします。 

５．VOLT DC-OFFSET LO/40.0            ← DC-OFFSETが有効か無効かは前回値とし、LOレンジ 40V 

                                         に設定します。 

６．パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

        下記の様な設定となります。 

        ・単相単相単相単相とととと多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時    

          VOLT DC-OFFSET ENA/HI/100.2 V 

        ・２２２２相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

          parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
          VOLT DC-OFFSET Ｒ相,Ｓ相,Ｔ相 

         （例1）VOLT DC-OFFSET ENA/HI/100.0,ENA/LO/20.0  ← ２相とも同時に設定する場合 

         （例2）VOLT DC-OFFSET ,ENA/HI/100.0             ← Ｓ相のみ設定しＲ相は前回値とする場合 

         （例3）VOLT DC-OFFSET ,DIS                      ← Ｓ相のみディセーブルする場合 

                ・３３３３相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

          parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
          VOLT DC-OFFSET Ｒ相 、Ｓ相、Ｔ相 

         （例1）VOLT DC-OFFSET HI/100.0,LO/40.0,LO/40.0  ← ３相とも同時に設定する場合 

         （例2）VOLT DC-OFFSET Hi/100.0,,                ← Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

         （例3）VOLT DC-OFFSET Hi/100.0,DIS,             ← Ｒ相のみ設定しＳ相はディセーブルし 

                                                            Ｔ相のみ前回値とする場合 

 

  ・その他 

    RANGE コマンドで設定されたレンジにより、範囲を超える設定は出来ません。 

    [V]は省略可能です。 

    周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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                【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの設定設定設定設定    

    

          ・機能 

            サブシンセサイザの電圧を設定します。 

            サブシンセオプションボードが実装されているときに有効になります。 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT SUB [(ENA又はDIS)]設定値[V][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                             Ｓ.Ｔ相パラメータ [(ENA又はDIS)]設定値 [V] 

            設定値読み出し：VOLT ? SUB 

 

          ・設定範囲 

電圧レンジ 設  定  範  囲 設  定  分  解  能 

０．００～２９.９９ ０.０１Ｖ ＬＯ 

３０.０～１５０.０ ０.１Ｖ 

０．００～２９.９９ ０.０１Ｖ ＨＩ 

３０.０～３００.０ ０.１Ｖ 

 

          ・使用例 

            １．VOLT SUB ENA/30.0 V           ← サブシンセを有効にし、30.0 Vに設定します。 

            ２．VOLT SUB DIS/20.0 V           ← サブシンセを無効にし、20.0 Vに設定します。 

            ３．VOLT SUB ENA                  ← サブシンセを有効にし、設定値は前回値を使用します。 

            ４．VOLT SUB DIS                  ← サブシンセを無効にします。 

            ５．VOLT SUB 10                   ← サブシンセが有効か無効かは前回値とし、10Vに設定します。 

            ６．パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

        下記の様な設定となります。 

        ・単相単相単相単相とととと多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時 

           parameterで設定します 
          （例）VOLT SUB ENA/30.0 V 

        ・２２２２相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

           parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
           VOLT SUB Ｒ相、Ｓ相  

          （例1）VOLT SUB 30.0,30.0           ← ２相とも同時に設定する場合 

          （例2）VOLT SUB ,30.0               ← Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 

          （例3）VOLT SUB ,DIS                ← Ｓ相のみディセーブルする場合 

        ・３３３３相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

           parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
           VOLT SUB Ｒ相,Ｓ相,Ｔ相 

          （例1）VOLT SUB ENA/30.0,ENA/30.0,ENA/30.0      ← ３相とも同時に設定する場合 

          （例2）VOLT SUB 30.0,,                          ← Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

          （例3）VOLT SUB 30.0,DIS,                       ← Ｒ相のみ設定しＳ相はディセーブルし 

                                                             Ｔ相のみ前回値とする場合 

  ・制限事項 

    サブシンセの周波数設定は、サブシンセ設定電圧(VOLT SUB)で、設定できる周波数が制限されます。 

 

      y 

    300V 

 

 

    200V 

                            設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲 

 

    100V 

              設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲 

 

      0V 

               1kHz     2kHz    3kHz    4kHz    5kHz    6kHz x 

 

・設定できる範囲 

０～３００Ｖ    ：７５０Ｈｚまで 

y=-0.16x+420    ：７５０.１Hz～２０００．０Hz 

y=-0.0175x+135  ：２０００.１Hz～６０００.０Hz 

        １００Ｖ：２ｋＨｚ 

          ３０Ｖ：６ｋＨｚ 



                                                                                                                            第６章 リモートコントロール  

                                第６章 リモートコントロール  217 

 

  ・制限される例 

    ① VOLT SUB 300 V で、FREQ SUB 6000 Hz に設定した場合（300V設定の時は、750Hzまでです） 

    ② VOLT SUB 100 V で、FREQ SUB 2500 Hz に設定した場合（100V設定の時は、2kHzまでです） 

    ③ VOLT SUB 200 V で、FREQ SUB 3000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、1375Hzまでです※） 

        ※ y=-0.16x+420より、200=-0.16x+420 x=1375 

    ④ VOLT SUB 60 V で、FREQ SUB 5000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、4285.71Hzまでです※） 

        ※ y=-0.0175x+135より、60=-0.0175x+135 y=4285.714（小数部第３位四捨五入） 

 

  ・その他 

    RANGE コマンドで設定されたレンジにより、範囲を超える設定は出来ません。 

    [V]は省略可能です。 

    周波数TRANSITION動作中は設定できません。 

 

                【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールドののののクリアクリアクリアクリア    

    

          ・機能 

    このコマンドによりＤＳＰ部が保持している各ピーク値（VOLT ? -PH / VOLT ? +PH）の 

    保持データをクリアします。 

 

          ・書式 

            設定：          VOLT RESTART 

    

                【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】電圧電圧電圧電圧リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            ＣＣオプション実装時に有効になります。 

            ＣＣオプション装着時でＣＣモード時の電圧リミッタを設定します。 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT VL 設定値[V][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                            Ｓ.Ｔ相パラメータ 設定値 [V] 

            設定値読み出し：VOLT ? VL 

 

  ・設定範囲 

電圧レンジ 設定範囲 分解能 

ＬＯ １０～２１４Ｖ ２Ｖ 

ＨＩ １０～４２６Ｖ ２Ｖ 

      ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジはRANGEコマンドの設定になります。 

           

          ・使用例 

            １．VOLT VL 426 V                  ← 426V に設定します。 

            ２．パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

        下記の様な設定となります。 

        ・単相単相単相単相とととと多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時 

           parameterで設定します 
          （例）VOLT VL 214 V 

        ・２２２２相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

           parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
           VOLT VL Ｒ相,Ｓ相  

          （例1）VOLT VL 214,214           ← ２相とも同時に設定する場合 

          （例2）VOLT VL ,330              ← Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 

        ・３３３３相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

           parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
           VOLT VL Ｒ相,Ｓ相,Ｔ相 

          （例1）VOLT VL 300,300,300      ← ３相とも同時に設定する場合 

          （例2）VOLT VL 300,,            ← Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

 

  ・その他 

    RANGE コマンドで、ＨＩレンジから、ＬＯレンジに変更されたとき、ＬＯレンジの最大設定値 214 V を 

    超えた設定をされていた場合、ＬＯレンジにしたときに 214 Vに再設定されます。 

    [V]は省略可能です。 
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                【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】電圧電圧電圧電圧のののの上昇上昇上昇上昇・・・・下降率下降率下降率下降率をををを設定設定設定設定するするするする    

 

          ・機能 

            ある電圧値から設定された電圧値に変化するときの上昇・下降率を設定します。 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT RATE [(ENA又はDIS)/]設定値 

            設定値読み出し：VOLT ? RATE 

 

  ・設定範囲 

設  定  範  囲 設  定  分  解  能 

１～１００ １ 

 

          ・使用例 

            １．VOLT RATE ENA/10                 ← TRを有効にして、10V/sec に設定します。 

            ２．VOLT RATE DIS/100                ← TRを無効にして、100V/sec に設定します。 

            ３．VOLT RATE ENA                    ← TRを有効にして、前回値を使用します。 

            ４．VOLT RATE DIS                    ← TRを無効にします。 

            ５．VOLT RATE 100                    ← TRが有効か無効かは前回値とし、100V/secに設定します。 
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                【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

          ・機能 

            各パラメータに設定された値を問い合わせます。 

 

          ・書式 

            設定          ：VOLT ? 設定値 
                    設定値がない場合は、設定電圧（ＰＲＥ）を返送し、parameterがある場合下記 

                    表のようになります。 

 

    ○設定値の問い合わせ 

ＦＵＮＣ 書    式 

 VOLT ? 設定電圧 

 VOLT ? PRE 

ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ  VOLT ? DC-OFFSET 

サブシンセ設定電圧  VOLT ? SUB 

電圧リミッタＶＬ※  VOLT ? VL 

電圧の上昇・下降率  VOLT ? RATE 

      ※ＣＣオプション装着時有効になります。 

 

    ○測定値の問い合わせ 

   相動作モード                多     相      動       作 

          相電圧測定         線間電圧測定             PHASE 

 FUNC 

 

単  相 

Ｒ Ｓ Ｔ Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ 

 実効値 RMS R RMS S RMS T RMS RS RMS ST RMS TR RMS 

 ±DC DC R DC S DC T DC RS DC ST DC TR DC 

 クレストファクタ CF R CF S CF T CF RS CF ST CF TR CF 

 歪率 DIST R DIST S DIST T DIST RS DIST ST DIST TR DIST 

 +peak +P R +P S +P T +P RS +P ST +P TR +P 

 -peak -P R -P S -P T -P RS -P ST -P TR -P 

 +Peak Hold +PH R +PH S +PH T +PH RS +PH ST +PH TR +PH 

 -Peak Hold -PH R -PH S -PH T -PH RS -PH ST -PH TR -PH 

 

  （例）単相時のクレストファクタを読み込むとき 

      VOLT ? CF 

 

  （例）三相時Ｒ相のクレストファクタを読み込むとき 

      VOLT ? R CF 

 

  ・計測対応表 

計    測    モ    ー    ド  

RMS DC CF DiST +P -P +PH -PH 

ＡＣモード ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＤＣモード × ○ × × × × ○ ○ 

ＡＭＰモード ○ × × × × × ○ ○ 

５Ｈｚ未満モード ○ × × × × × ○ ○ 

              ※ＡＣモードは、WAVEFORM DC/+DC/-DC以外を示します。 

              ※ＤＣモードは、WAVEFORM DC/+DC/-DCの事を示します。 

              ※○が計測可能、×が計測不可です。 

              ※計測不可の項目を計測しようとすると、error 30**03error 30**03error 30**03error 30**03 エラーが返送されます。 

              ※計測の優先順位は①ＡＭＰモード 

②５Ｈｚ未満モード 

③ＡＣモード、ＤＣモード となります。 
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        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

volt 戻り値                            

     戻り値は、指定された設定値または、指定ポイントの電圧を返送します。 

 

  【設定値のレスポンス例】 

 

ＦＵＮＣ 単相・多相（バランスモード） 多相（アンバランスモード３相時） 

設定電圧  volt PRE 100 V  volt PRE 100 V,100 V,100 V 

DC-OFFSET      ※１  volt DC-OFFSET ENA/Hi/80 V  volt DC-OFFSET ENA/Hi/80 V,DIS/Lo/20 V,ENA/Lo/10 V 

サブシンセ設定電圧 ※１  volt SUB DIS/Lo/100 V  volt SUB ENA/Lo/100 V,ENA/Lo/100 V,ENA/Lo/100 V 

 

        

 

        

        電圧リミッタ       ※２  volt VL 150 V  volt vl 150 V,150 V,150 V 

 電圧の上昇・下降率  volt RATE ENA/10 V/SEC volt RATE ENA/10 V/SEC 

 

  ※１  レスポンスは、選択状態／レンジ／設定電圧  の設定値をまとめて返送されます。 

  ※２  ＣＣオプション装着時 

 

  注意１：多相（アンバランスモード）の相データ返送順序は、２相時の時はＲ,Ｓの順で、 

          ３相時の時はＲ,Ｓ,Ｔの順で返送されます。［表の多相（アンバランスモード）は、３相時の例］ 

 

          【測定値のレスポンス例】 

   相動作モード 多相動作 

相電圧測定又は設定値 線間電圧測定             PHASE 

 FUNC 

 

     単    相 

Ｒ Ｒ－Ｓ 

 実効値 volt RMS 100 Vrms volt R RMS 100 Vrms volt RS RMS 100 Vrms 

 ±DC volt DC 100 Vdc volt R DC 100 Vdc volt RS DC 100 Vdc 

 クレストファクタ volt CF 4.0 volt R CF 4.0 volt RS CF 4.0 

 +peak volt +P 141 Vpeak volt R +P 141 Vpeak volt RS +P 141 Vpeak 

 -peak volt -P 141 Vpeak volt R -P 141 Vpeak volt RS -P 141 Vpeak 

 +Peak Hold volt +PH 151 Vpeak volt R +PH 151 Vpeak volt RS +PH 151 Vpeak 

 

 -Peak Hold volt -PH 151 Vpeak volt R -PH 151 Vpeak volt RS -PH 151 Vpeak 

 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：： 

多相時は、波形にDC、+DC、-DCが設定されている場合でも、ACモードの計測しか行えません。 
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        ＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲＣＵＲＲ    
 ：電流関係の設定と電流計測値の読み込みを行います。 

 
  機能機能機能機能：：：： 

電流関係の設定と電流計測値の読込みを行います。 

 

  コマンドコマンドコマンドコマンド：：：： 

CURR 設定値 

    コマンドは、設定値により、下記表のように分類されます。 

 

パラメータ コマンド種別 

ＣＣ 又は数値で始まる場合 【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】電流電流電流電流のののの設定設定設定設定    

ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ 【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴのののの設定設定設定設定    

ＳＵＢ 【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの設定設定設定設定    

ＲＥＳＴＡＲＴ 【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールドののののクリアクリアクリアクリア    

ＩＰ 【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】ピークピークピークピーク電流電流電流電流リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定    

ＲＡＴＥ(TRANSITION RATE) 【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】変化角度設定変化角度設定変化角度設定変化角度設定    

問い合わせ 【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

    【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】電流電流電流電流のののの設定設定設定設定    

 

          ・機能 

            出力電流を設定します。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR [CC]設定値[A][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                              Ｓ.Ｔ相パラメータ 設定値[A] 

            設定値読み出し：CURR ? 

 

          ・設定範囲 

            設定範囲は、１相あたりの電力[KVA]により変わります。 

 

            ○波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 



 第６章 リモートコントロール                                 

 222 第６章 リモートコントロール  

 

            ○波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.０１ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.０１ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.０１ ０.００～－１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ ０.００～－１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.０１ ０.００～－１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ ０.００～－１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.０１ ０.００～－１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.０１ ０.００～－２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

          ・使用例 

    パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

    下記の様な設定となります。 

 

      （１）単相と多相時のバランスモード時 

             parameterで電流を設定する 
            （例）CURR CC 10.00 A 

 

      （２）２相アンバランスモード時 

             parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
             CURR Ｒ相電流値,Ｓ相電流値 

            （例1）CURR 10.00,10.00   ←  ２相とも同時に設定する場合 

            （例2）CURR ,10.00        ←  Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 

 

      （３）３相アンバランスモード時 

            parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
            VOLT Ｒ相電流値,Ｓ相電流値,Ｔ相電流値 

            （例1）CURR 10.00,10.00,10.00   ←  ３相とも同時に設定する場合 

            （例2）CURR 10.00,,             ←  Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

 

          ・その他 

          [CC][A]は省略可能です。 

          WAVEFORM ±DC 時、各相の符号は同一にしてください。 

          周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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                【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ【Ｂ】ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴのののの設定設定設定設定    

 

          ・機能 

            ＤＣオフセット電流を重畳します。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR DC-OFFSET [(ENA又はDIS)][/(HI又はLO)/設定値][A][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                             Ｓ.Ｔ相パラメータ [(ENA又はDIS)][/(HI又はLO)/設定値] [A] 

            設定値読み出し：CURR ? DC-OFFSET 

 

          ・設定範囲 

            設定範囲は１相あたりの電力[KVA]、DC-OFFSET のレンジとRANGEの関係により下記のようになります。 

 

DC-OFFSET LO レンジ(RANGE LO/HI)  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.０００～  ±２.０００ ０.００１ 

４ ０.０００～  ±４.０００ ０.００１ 

６ ０.０００～  ±６.０００ ０.００１ 

８ ０.０００～  ±８.０００ ０.００１ 

１０ ０.００  ～  ±１０.００ ０.０１ 

１２ ０.００  ～  ±１２.００ ０.０１ 

１４ ０.００  ～  ±１４.００ ０.０１ 

１６ ０.００  ～  ±１６.００ ０.０１ 

１８ ０.００  ～  ±１８.００ ０.０１ 

２０ ０.００  ～  ±２０.００ ０.０１ 

 

 

DC-OFFSET HI レンジ(RANGE LO) DC-OFFSET HI レンジ(RANGE HI)  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～±２０.００ ０.０１ ０.００～±１０.００ ０.０１ 

４ ０.００～±４０.００ ０.０１ ０.００～±２０.００ ０.０１ 

６ ０.００～±６０.００ ０.０１ ０.００～±３０.００ ０.０１ 

８ ０.００～±８０.００ ０.０１ ０.００～±４０.００ ０.０１ 

１０ ０.０  ～±１００.０ ０.１ ０.０  ～±５０.０ ０.１ 

１２ ０.０  ～±１２０.０ ０.１ ０.０  ～±６０.０ ０.１ 

１４ ０.０  ～±１４０.０ ０.１ ０.０  ～±７０.０ ０.１ 

１６ ０.０  ～±１６０.０ ０.１ ０.０  ～±８０.０ ０.１ 

１８ ０.０  ～±１８０.０ ０.１ ０.０  ～±９０.０ ０.１ 

２０ ０.０  ～±２００.０ ０.１ ０.０  ～±１００.０ ０.１ 
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  ・使用例 

１．CURR DC-OFFSET ENA/HI/-10 A     ← DC-OFFSETを有効にし、HIレンジ -10A に設定します。 

２．CURR DC-OFFSET DIS              ← DC-OFFSETを無効にします。 

３．CURR DC-OFFSET DIS/LO/+2        ← DC-OFFSETを無効にし、LOレンジ 2A に設定します。 

４．CURR DC-OFFSET ENA              ← DC-OFFSETを有効にします。 

５．CURR DC-OFFSET LO/1.000         ← DC-OFFSETが有効か無効かは前回値とし、LOレンジ 1.000A 

                                       に設定します。 

６．パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

        下記の様な設定となります。 

        ・単相単相単相単相とととと多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時    

          CURR DC-OFFSET ENA/HI/20.00 A 

        ・２２２２相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

          parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します 
          CURR DC-OFFSET Ｒ相電流値,Ｓ相電流値,Ｔ相電流値 

         （例1）CURR DC-OFFSET ENA/HI/20.0,ENA/LO/2.0 ←２相とも同時に設定する場合 

         （例2）CURR DC-OFFSET ,ENA/HI/20.0           ←Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 

         （例3）CURR DC-OFFSET ,DIS                   ←Ｓ相のみディセーブルする場合 

                ・３３３３相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

          parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
          VOLT DC-OFFSET Ｒ相電流値,Ｓ相電流値,Ｔ相電流値 

         （例1）VOLT DC-OFFSET HI/20.0,LO/2.0,LO/1.0  ←３相とも同時に設定する場合 

         （例2）CURR DC-OFFSET Hi/20.0,,              ←Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

         （例3）CURR DC-OFFSET Hi/20.0,DIS,           ←Ｒ相のみ設定しＳ相はディセーブルし 

                                                        Ｔ相のみ前回値とする場合 

 

  ・その他 

    RANGE コマンドで設定されたレンジにより、範囲を超える設定は出来ません。 

    [A]は省略可能です。 

    周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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                【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの設定設定設定設定    

    

          ・機能 

            サブシンセサイザの電圧を設定します。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR SUB [(ENA又はDIS)]設定値[A][,Ｓ相][,Ｔ相] 

                            Ｓ.Ｔ相パラメータ [(ENA又はDIS)]設定値 [A] 

            設定値読み出し：CURR ? SUB 

 

          ・設定範囲 

            設定範囲は、１相あたりの電力[KVA]により変わります。 

 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

          ・使用例 

            １．CURR SUB ENA/1.0 A            ←サブシンセを有効にし、1.0 Aに設定します。 

            ２．CURR SUB DIS/1.0 A            ←サブシンセを無効にし、1.0 Aに設定します。 

            ３．CURR SUB ENA                  ←サブシンセを有効にし、設定値は前回値を使用します。 

            ４．CURR SUB DIS                  ←サブシンセを無効にします。 

            ５．CURR SUB 1                    ←サブシンセが有効か無効かは前回値とし、1 Aに設定します。 

            ６．パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、 

       下記の様な設定となります。 

       ・単相単相単相単相とととと多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時 

           parameterで設定します 
          （例）CURR SUB ENA/2.0 A 

       ・２２２２相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

           parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します。 
           CURR SUB Ｒ相電流値,Ｓ相電流値  

          （例1）CURR SUB 2.0,2.0          ←２相とも同時に設定する場合 

          （例2）CURR SUB ,2.0             ←Ｓ相のみ設定しＲ相は、前回値とする場合 

          （例3）CURR SUB ,DIS             ←Ｓ相のみディセーブルする場合 

       ・３３３３相相相相アンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時 

           parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
           CURR SUB Ｒ相電流値,Ｓ相電流値,Ｔ相電流値 

          （例1）CURR SUB ENA/1.0,ENA/1.0,ENA/1.0     ←３相とも同時に設定する場合 

          （例2）CURR SUB 1.0,,                       ←Ｒ相のみ設定しＳ・Ｔ相は、前回値とする場合 

          （例3）CURR SUB 1.0,DIS,                    ←Ｒ相のみ設定しＳ相はディセーブルし 

                                                        Ｔ相のみ前回値とする場合 

 

  ・その他 

    RANGE コマンドで設定されたレンジにより、範囲を超える設定は出来ません。 

    [A]は省略可能です。 

    周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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                【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールドののののクリアクリアクリアクリア    

    

          ・機能 

    このコマンドによりＤＳＰ部が保持している各ピーク値（CURR ? -PH / CURR ? +PH）の 

    保持データをクリアします。 

 

          ・書式 

            設定：          CURR RESTART 

 

    

                【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】ピークピークピークピーク電流電流電流電流リミッタリミッタリミッタリミッタのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            ピーク電流リミッタの設定を行います。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR IP 設定値[%] 

            設定値読み出し：CURR ? IP 

 

  ・設定範囲 

 

設定範囲 設定分解能 

１０～１０５％ １％ 

 

      設定値は、ピーク電流リミッタ値を１０～１０５％の範囲で設定します。 

 

    （例）CURR IP 100 %                  構成装置が2KVA時に、RANGE LO の時 80 A  になります。 

                                                             RANGE HI の時 40 A 
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                【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】【Ｆ】電流電流電流電流のののの上昇上昇上昇上昇・・・・下降率下降率下降率下降率をををを設定設定設定設定    

 

          ・機能 

            ある電流値から設定された電流値に変化するときの上昇・下降率を設定します。 

            １相あたりの容量により、設定範囲・分解能が変わります。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR RATE [(ENA又はDIS)/]設定値 

            設定値読み出し：CURR ? RATE 

 

          ・設定範囲 

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ２～２０Ａ／ｓｅｃ １ 

４ ４～４０Ａ／ｓｅｃ ２ 

６ ６～６０Ａ／ｓｅｃ ３ 

８ ８～８０Ａ／ｓｅｃ ４ 

１０ １０～１００Ａ／ｓｅｃ ５ 

１２ １２～１２０Ａ／ｓｅｃ ６ 

１４ １４～１４０Ａ／ｓｅｃ ７ 

１６ １６～１６０Ａ／ｓｅｃ ８ 

１８ １８～１８０Ａ／ｓｅｃ ９ 

２０ ２０～２００Ａ／ｓｅｃ １０ 

 

          ・使用例 

            １．CURR RATE ENA/10                 ← TRを有効にして、10A/sec に設定します。 

            ２．CURR RATE DIS/5                  ← TRを無効にして、5A/sec に設定します。 

            ３．CURR RATE ENA                    ← TRを有効にして、前回値を使用します。 

            ４．CURR RATE DIS                    ← TRを無効にします。 

            ５．CURR RATE 20                     ← TRが有効か無効かは前回値とし、20A/secに設定します。 
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                【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】【Ｇ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

          ・機能 

            各パラメータに設定された値を問い合わせます。 

 

          ・書式 

            設定          ：CURR ? [R/S/T] 設定値 
                    設定値がない場合は、設定電流（ＰＲＥ）を返送し、設定値がある場合下記 

                    表のようになります。 

 

    ○設定値の問い合わせ 

 

ＦＵＮＣ 書    式 

 CURR ? 設定電流 

 CURR ? PRE 

ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ  CURR ? DC-OFFSET 

サブシンセ設定電圧  CURR ? SUB 

ピーク電流リミッタＩＰ  CURR ? IP 

電流の上昇・下降率  CURR ? RATE 

 

 

    ○測定値の問い合わせ 

 

   相動作モード      多   相    動    作 

         相間測定            PHASE 

 FUNC 

単相 

   Ｒ    Ｓ    Ｔ 

 実効値 RMS R RMS S RMS T RMS 

 ±DC              DC R DC S DC T DC 

 クレストファクタ CF R CF S CF T CF 

 歪率 DIST R DIST S DIST T DIST 

 +peak             +P R +P S +P T +P 

 -peak             -P R -P S -P T -P 

 +Peak Hold        +PH R +PH S +PH T +PH 

 -Peak Hold -PH R -PH S -PH T -PH 

 

  （例）単相時のクレストファクタを読み込むとき 

      CURR ? CF 

 

  （例）三相時Ｓ相のクレストファクタを読み込むとき 

      CURR ? S CF 

 

  ・計測対応表 

計    測    モ    ー    ド  

RMS DC CF DiST +P -P +PH -PH 

ＡＣモード ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＤＣモード × ○ × × × × ○ ○ 

ＡＭＰモード ○ × × × × × ○ ○ 

５Ｈｚ未満モード ○ × × × × × ○ ○ 

              ※ＡＣモードは、WAVEFORM +DC/-DC以外を示します。 

              ※ＤＣモードは、WAVEFORM +DC/-DCの事を示します。 

              ※○が計測可能、×が計測不可です。 

              ※計測不可の項目を計測しようとすると、error 30**03error 30**03error 30**03error 30**03 エラーが返送されます。 

              ※計測の優先順位は①ＡＭＰモード 

                                ②５Ｈｚ未満モード 

                                ③ＡＣモード、ＤＣモード となります。 
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  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

curr value                            
      valueは、指定された設定値又は、指定ポイントの測定値を返送します。 
 

【設定値のレスポンス例】 

 

ＦＵＮＣ 単相・多相（バランスモード） 多相（アンバランスモード３相時） 

設定電流  curr PRE 20 A  curr PRE 20 A,20 A,20 A 

DC-OFFSET        curr DC-OFFSET ENA/Hi/10 A  curr DC-OFFSET ENA/Hi/10 A,DIS/Lo/5 a,ENA/Lo/2 A 

サブシンセ設定電流   curr SUB DIS/Lo/5 A  curr SUB ENA/Lo/5 A,ENA/Lo/5 A,ENA/Lo/5 A 

 

          

 

          

          ピーク電流リミッタ   curr IP 100 %  curr IP 100 % 

 電流の上昇・下降率  curr RATE DIS/10 A/sec  curr RATE DIS/10 A/sec 

 

  注意１：多相（アンバランスモード）の相データ返送順序は、２相時Ｒ,Ｓの順で、３相時       

          Ｒ,Ｓ,Ｔの順で返送されます。［表の多相（アンバランスモード）は、３相時の例］ 

 

         【測定値のレスポンス例】 

 

   相動作モード 多相動作 

相間測定             PHASE 

 FUNC 

単相 

Ｒ・Ｓ・Ｔ 

 実効値 curr RMS 3.2 Arms curr R RMS 3.2 Arms 

 ±DC              curr DC 2.3 Adc curr S DC 2.3 Adc 

 クレストファクタ curr CF 4.0 curr T CF 4.0 

 +peak             curr +P 4.2 Apeak curr R +P 4.2 Apeak 

 -peak           curr -P 4.2 Apeak curr S -P 4.2 Apeak 

 +Peak Hold        curr +PH 6.3 Apeak curr T +PH 6.3 Apeak 

 

 -Peak Hold curr -PH 6.3 Apeak curr R -PH 6.3 Apeak 

 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：： 

多相時は、波形にDC、+DC、-DCが設定されている場合でも、ACモードの計測しか行えません。 
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        ＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲＰＯＷＥＲ    

 ：最大容量と電力計測等の読み込みを行います。 

 
  機能機能機能機能：：：： 

最大容量と電力等の読込みを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        電力関連項目問い合わせ：POWER ? 

 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ ： 

POWER ? 設定値                            

○設定値の問い合わせ 

ＦＵＮＣ       書      式 

 最大容量設定値   POWER ? 

  POWER ? MAX 

 

○測定値の問い合わせ 

   相動作モード 単相／多相動作 多     相      動       作 

相電力測定             PHASE 

 FUNC 

単相／ 

多相合計（Σ） Ｒ Ｓ Ｔ 

 力率  PF 

※多相時はR相 

R PF S PF T PF 

 皮相  APP R APP S APP T APP 

 有効  ACT R ACT S ACT T ACT 

 無効  REA R REA S REA T REA 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        POWER 2 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

POWER 戻り値                           

      戻り値は、最大容量または、指定ポイントの測定値を返送します。 

 【設定値のレスポンス例】 

ＦＵＮＣ 書      式 

最大容量設定値 power 2.0 kVA 

 

         【測定値のレスポンス例】 

   相動作モード 単相／多相動作 多相動作  

相電力測定             PHASE 

 FUNC 

単相／ 

多相合計（Σ） Ｒ相の場合 

 力率 power PF 0.96 

※多相時はR相 

power R PF 0.960 

 皮相 power APP 10.0 VA power R APP 10.0 VA 

 有効 power ACT 960.0 W power R ACT 960.0 W 

 

 無効 power REA 4.0 Var power R REA 4.0 Var 

 

                                    ①POWER AMPLIFIER ならば ACT のみ有効です。 

                                    ②周波数設定が 5Hz 未満ならば ACT のみ有効です。 

                                    ③WAVEFORM DC,+DC,-DC ならば ACT のみ有効です。 

                                    ④③以外の WAVEFORM ならば ACT,APP,PF,REA が有効です。 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：： 

多相時は、波形にDC、+DC、-DCが設定されている場合でも、ACモードの計測しか行えません。    
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        ＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱＦＲＥＱ    

 ：周波数の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

周波数を設定します。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

FREQ 設定値 
 
コマンドは、設定値により、下記表のように分類されます。 

 

設定値 コマンド種別 

MAIN 【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザのののの設定設定設定設定    

SUB 【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】サブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザサブシンセサイザのののの設定設定設定設定    

SORCE 【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】ソースソースソースソースのののの設定設定設定設定    

SYNC 【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】サブシンセサブシンセサブシンセサブシンセ同期設定同期設定同期設定同期設定    

RATE 【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】周波数周波数周波数周波数のののの上昇上昇上昇上昇・・・・下降率下降率下降率下降率のののの設定設定設定設定    

?（問い合わせ） 【【【【ＦＦＦＦ】】】】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

                【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】メインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザメインシンセサイザのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            メインシンセサイザの周波数の設定を行います。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ [MAIN] 設定値 [HZ] 

            設定値読み出し：FREQ ? [MAIN] 

 

  ・設定範囲 

設定範囲 設定分解能 

    ０.０１～  １２００.００Ｈｚ ０.０１Ｈｚ 

 

  ・設定例 

    ①周波数を６０Ｈｚに設定する場合 

      FREQ 60 HZ または、FREQ MAIN 60 

    ②周波数を１０００Ｈｚに設定する場合 

      FREQ 1000 HZ または、FREQ MAIN 1000 

 

  ・デフォルト 

    FREQ 60 HZ 

 

  ・その他 

    MAIN と HZ は省略が可能です。 

    

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

            DIGITAL AVRがONの場合、メインシンセサイザの設定は5Hz未満に設定できません。 

            電圧・電流TRANSITION動作中は設定できません。 
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                【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】サブシンシンセサイザサブシンシンセサイザサブシンシンセサイザサブシンシンセサイザのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            オプションボードのＡＯＰ－０９０ＭＳ（三相時はＡＯＰ－０９０ＭＳとＡＯＰ－１００ＳＳ）実装時 

            サブシンセサイザの周波数の設定を行います。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ SUB 設定値 [HZ] 

            設定値読み出し：FREQ ? SUB 

 

  ・設定範囲 

設定範囲 設定分解能 

５.０～６０００.０Ｈｚ ０.１Ｈｚ 

 

  ・制限事項 

    サブシンセの周波数設定は、サブシンセ設定電圧(VOLT SUB)で設定できる周波数が制限されます。 

 

      y 

    300V 

 

 

    200V 

                            設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲 

 

    100V 

              設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲 

 

      0V 

               1kHz     2kHz    3kHz    4kHz    5kHz    6kHz x 

 

  ・制限される例 

    ① VOLT SUB 300 V で、FREQ SUB 6000 Hz に設定した場合（300V設定の時は、750Hzまでです） 

    ② VOLT SUB 100 V で、FREQ SUB 2500 Hz に設定した場合（100V設定の時は、2kHzまでです） 

    ③ VOLT SUB 200 V で、FREQ SUB 3000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、1375Hzまでです※） 

        ※ y=-0.16x+420より、200=-0.16x+420 x=1375 

    ④ VOLT SUB 60 V で、FREQ SUB 5000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、4285.7Hzまでです※） 

        ※ y=-0.0175x+135より、60=-0.0175x+135 y=4285.7（小数部第２位四捨五入） 

 

  ・設定例 

    ①周波数を１０００Ｈｚに設定する場合 

      FREQ SUB 1000 HZ または、FREQ SUB 1000 

    ②周波数を６０００Ｈｚに設定する場合 

      FREQ SUB 6000 HZ または、FREQ SUB 6000 

 

  ・その他 

    SUB は省略不可です。 

    HZ は省略が可能です。 

    電圧・電流TRANSITION動作中は設定できません。 

・設定できる範囲 

０～３００Ｖ    ：７５０Ｈｚまで 

y=-0.16x+420    ：７５０.１Hz～２００．０Hz 

y=-0.0175x+135  ：２０００.１Hz～６０００.０Hz 

        １００Ｖ：２ｋＨｚ 

          ３０Ｖ：６ｋＨｚ 
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                【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】ソースソースソースソースのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            メインシンセサイザのクロック源をＩＮＴ（内部シンセ）にするか、 

            ＬＩＮＥ（入力ライン同期）にするか、ＥＸＴ（外部入力）にするかを切り替えます。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ SOURCE 設定値 

            設定値読み出し：FREQ ? SOURCE 

 

          ・設定範囲 

設  定  値 内    容 詳細 

INT 内部シンセ 通常の周波数設定を行う場合に設定します。 

LINE 入力ライン同期 入力ラインと周波数を同期させる場合に設定します。 

EXT 外部入力 外部入力により、同期させる場合に設定します。 

 

          ・設定例 

    ①内部シンセに設定する場合 

      FREQ SOURCE INT 

    ②入力ラインに同期させる設定にする場合 

      FREQ SOURCE LINE 

 

          ・デフォルト 

            FREQ SOURCE INT 

 

          ・その他 

            電圧・電流TRANSITION動作中は設定できません。 

 

 

                【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】【Ｄ】サブシンセサブシンセサブシンセサブシンセ同期設定同期設定同期設定同期設定    

    

          ・機能 

            メインシンセサイザのゼロクロスで、サブシンセサイザのシンセサイザをリセットさせます。 

            設定直後、メインシンセサイザと、サブシンセサイザのゼロクロスが一致します。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ SYNC 

            設定値読み出し：なし 

 

          ・設定例 

            FREQ SYNC 
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                【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】【Ｅ】周波数周波数周波数周波数のののの上昇上昇上昇上昇・・・・下降率下降率下降率下降率をををを設定設定設定設定するするするする    

 

          ・機能 

            ある周波数値から設定された周波数値に変化するときの上昇・下降率を設定します。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ RATE [(ENA又はDIS)]設定値 

            設定値読み出し：FREQ ? RATE 

 

          ・設定範囲 

設定範囲[Hz] 設定分解能[Hz] 

１０～１０００Ｈｚ／ｓｅｃ １Ｈｚ／ｓｅｃ 

 

          ・設定例 

            ①FREQ RATE ENA/100                 ← TRを有効にして、100Hz/sec に設定します。 

            ②FREQ RATE DIS/500                 ← TRを無効にして、500Hz/sec に設定します。 

            ③FREQ RATE ENA                     ← TRを有効にして、前回値を使用します。 

            ④FREQ RATE DIS                     ← TRを無効にします。 

            ⑤FREQ RATE 100                     ← TRが有効か無効かは前回値とし、100Hz/secに設定します。 

 

          ・デフォルト 

            FREQ RATE DIS/1000 

 

 

                【【【【ＦＦＦＦ】】】】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

    

          ・機能 

            各パラメータに設定された値を問い合わせます。 

 

          ・書式 

            設定          ：FREQ ? 設定値 
                    設定値がない場合は、メインシンセサイザの周波数（ＭＡＩＮ）を返送し、 

                    設定値がある場合下記表のようになります。 

 

パラメータ 書    式 返送内容 

MAIN  FREQ ? [MAIN] メインシンセの設定値を返送する 

SUB  FREQ ? SUB サブシンセの設定値を返送する 

SOURCE  FREQ ? SOURCE ＳＯＵＲＣＥ設定値を返送する 

RATE（周波数の上昇・下降率）  FREQ ? RATE 上昇・下降率設定値を返送する 

FDISP  FREQ ? FDISP 周波数の定期的発行の設定値を返送する 

 

          ・レスポンス 

 

パラメータ レスポンス例 

FREQ ? MAIN  freq MAIN 60 Hz 

FREQ ? SUB  freq SUB 1000 Hz 

FREQ ? SOURCE  freq SOURCE INT 

FREQ ? RATE  freq RATE ENA/10 Hz/sec 

FREQ ? FDISP   freq FDISP ENA 

 

     ①POWER AMPLIFIERならばエラーとなります。 

     ②WAVEFORM DC,+DC,-DCならばエラーとなります。 

     ③周波数同期設定が内部ならば周波数設定値となります。 

     ④周波数同期設定が外部ライン同期ならば周波数計測値となります。 
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        ＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭＷＡＶＥＦＯＲＭ    

 ：波形の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

出力波形の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：WAVEFORM 設定値[,Ｓ相][,Ｔ相] 

        設定値読み出し：WAVEFORM ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 詳      細 

SIN サイン波形 

+DC ＋直流波形（ユニポーラ） 

-DC －直流波形（ユニポーラ） 

DC 直流波形（バイポーラ） 

TRI 三角波 

SQR 矩形波 

SS1 ステップサイン1 

SS2 ステップサイン2 

ARB1～24 任意波形（ユーザー設定） 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

 単相単相単相単相時時時時    およびおよびおよびおよび、、、、多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時    

        ①出力波形を－ＤＣ（ユニポーラ）に設定する場合 

           WAVEFORM -DC 

 

 単相単相単相単相３３３３線時線時線時線時ののののアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

        ①出力波形をＲ相ＤＣ バイポーラ，Ｓ相ＳＩＮ波に設定する場合 

           WAVEFORM DC,SIN 

 

        ②出力波形をＲ相を前回設定値、Ｓ相ＳＩＮ波に設定する場合 

           WAVEFORM ,SIN 

 

 三相時三相時三相時三相時ののののアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

        ①出力波形をＲ相ＳＩＮ波，Ｓ相ＡＲＢ１，Ｔ相ＡＲＢ５に設定する場合 

           WAVEFORM SIN,ARB1,ARB5 

 

        ②出力波形をＲ相ＳＩＮ波，Ｓ相とＴ相を前回設定値に設定する場合 

           WAVEFORM SIN,, 
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        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

WAVEFORM ?  

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

 単相単相単相単相時時時時    およびおよびおよびおよび、、、、多相時多相時多相時多相時ののののバランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時    

        ①出力波形が－ＤＣ（ユニポーラ）に設定されている場合 

           waveform -DC 

 

 単相単相単相単相３３３３線時線時線時線時ののののアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

        ①出力波形がＲ相ＤＣ バイポーラ，Ｓ相ＳＩＮ波に設定されている場合 

           waveform DC,SIN 

 

 三相時三相時三相時三相時ののののアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモードアンバランスモード時時時時    

        ①出力波形がＲ相ＳＩＮ波，Ｓ相ＡＲＢ１，Ｔ相ＡＲＢ５に設定されている場合 

           WAVEFORM SIN,ARB1,ARB5 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

 単相時単相時単相時単相時    およびおよびおよびおよび、、、、多相多相多相多相バランスモードバランスモードバランスモードバランスモード時時時時    

          WAVEFORM SIN 

 

 単単単単相相相相アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス時時時時    

          WAVEFORM SIN,SIN 

 

 ３３３３相相相相アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス時時時時    

          WAVEFORM SIN,SIN,SIN 

 

        そのそのそのその他他他他：：：：    

          ・DC 時、アンバランスモードの設定はできますが、各相の符号は統一にしてください。 

            各相毎に別々の符号の混在指定はできません。 

          ・電圧・電流・周波数 TRANSITION 動作中は設定できません。 

          ・+DC、-DC に設定された相の設定電圧（電流）値は０に初期化されます。 
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        ＶＤＤＭＯＤＶＤＤＭＯＤＶＤＤＭＯＤＶＤＤＭＯＤＥＥＥＥ    

 ：ＶＤＤのトラッキングモードの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＶＤＤのトラッキングモードの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VDDMODE parameter1  parameter2 
        設定値読み出し：VDDMODE ? [FIXVAL] 

                parameter1とparameter2 は、下記表のように分類されます。 
 

parameter1 

ＶＤＤモード指定 

parameter2 

値の設定 

備        考 

AUTO なし 予測制御モードに設定 

TRACK なし ＶＤＤをオートトラッキングに設定 

FIX 0～100 % ＶＤＤをparameter2で指定した値で固定 

FIX 省略時 ＶＤＤを前回の固定値で動作させる   

   

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        上記表を参照してください。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＶＤＤモードを ＡＵＴＯ に設定する場合 

          VDDMODE AUTO 

        ②ＶＤＤモードを ＦＩＸ  ５０％に設定する場合 

          VDDMODE FIX 50 % 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        動作モードにより設定できる条件があります。 

条  件 ＶＤＤモード ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

ＣＶモード  通常モード 設定に関係なく ＴＲＡＣＫ になります。 ※ 

ＣＶモード  アブラプトチェンジモード ＡＵＴＯ／ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 AUTO 

ＣＶモード  シーケンスモード ＡＵＴＯ／ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 AUTO 

ＣＶモード  バリエーションモード ＡＵＴＯ／ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 AUTO 

ＣＶモード  アンプモード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

ＣＣモード  通常モード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

ＣＣモード  アブラプトチェンジモード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

ＣＣモード  シーケンスモード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

ＣＣモード  バリエーションモード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

ＣＣモード  アンプモード ＦＩＸ／ＴＲＡＣＫが設定できます。 TRACK 

        ※OUTPUT OFF→ON 時は、AUTO  ON直前出力電圧に対応 →ON後TRACKになります(FIX 30%) 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VDDMODE ? [FIXVAL] 

 

設定されているパラメータ レスポンス例 

ＡＵＴＯ  vddmode AUTO 

ＴＲＡＣＫ  vddmode TRACK 

ＦＩＸ  vddmode FIX 100 % 

 

パラメータの FIXVAL を付けると、FIX に設定されている値を返送します。 

レスポンス例 

            vddmode FIXVAL 100 % 

 

        そのそのそのその他他他他：：：：    

        ＦＩＸ設定値の％は省略が可能です。 

        電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＧＰ－ＡＤＲＳＧＰ－ＡＤＲＳＧＰ－ＡＤＲＳＧＰ－ＡＤＲＳ    

 ：ＧＰ－ＩＢのアドレス設定とデリミタの設定を行います。 
※ＧＰ－ＩＢオプション（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）実装時に有効なコマンドです。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

ＧＰ－ＩＢのアドレスの設定と、デリミタの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：GP-ADRS 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：GP-ADRS ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ ０～３０ ＧＰ－ＩＢアドレスを設定します 

設定値２ CRLF/CR/LF/DIS ＧＰ－ＩＢのコマンドデリミタの設定します 

設定値３ ０/１ ＧＰ－ＩＢ転送方式を設定します 

設定値４ DIS/ENA EOI の使用の有無を設定します 

    

        ※デリミタとＥＯＩには組み合わせがあります。 

 

デリミタ ＥＯＩ 

CRLF DIS/ENA 

CR DIS/ENA 

LF DIS/ENA 

DIS ENA 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

gp-adrs 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 設定範囲 内    容 

戻り値１ ０～３０ 設定されているＧＰ－ＩＢアドレスを返送します 

戻り値２ CRLF/CR/LF/DIS 設定されているＧＰ－ＩＢのコマンドデリミタを送信します 

戻り値３ ０/１ ＧＰ－ＩＢ転送方式を返送します 

戻り値４ DIS/ENA EOIの状態を返送します 

        例①ＧＰＩＢアドレスが２、コマンドデリミタが EOI の場合 

             gp-adr 2,dis,0,ena 

        例②ＧＰ－ＩＢアドレス５、コマンドデリミタ CRLF+EOI の場合 

             gp-adr 5,crlf,0,ena 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        GP-IBアドレス2、コマンドデリミタ EOI、転送方式１ に設定されています。 

        GP-ADRS 2,DIS,1,ENA 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・ＧＰ－ＩＢのアドレスを変更するときに、このコマンドにて設定変更します。このコマンド発行後 

 約１秒以内の、本体とのＧＰ－ＩＢでの通信は保証されません。 

 またレスポンス等が返送され終わる前にアドレスの変更が行われた場合そのレスポンス等の保証は 

 されません。 

 このコマンドは、基本的に即時実行コマンドです。 

        ・転送方式０は、コマンド処理にＧＰＩＢバスを占領しませんが、ＡＡ／Ｘ２からのレスポンスを受信し、 

          そのレスポンスにより、次のコマンドを送信する手順が必要です。 

          転送方式１は、コマンド処理中はＧＰＩＢバスを占領しますがレスポンスによる手順は必要ありません。 

        ・デリミタをDIS（付けない）にし、EOI をDIS(付けない）の設定はエラーになります。 

        ・デリミタにCRLF CR LF が指定された場合、バイナリー転送を必要とするコマンド、 

          WAVEDATA HARM FFT CREST のコマンドはエラーになり、使用できません。 

 

※デリミタがＤＩＳのときは、ＥＯＩ を必ず付けます。 
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        ＳＲＱ－ＭＡＳＫＳＲＱ－ＭＡＳＫＳＲＱ－ＭＡＳＫＳＲＱ－ＭＡＳＫ    

 ：ＳＲＱ割り込みマスクの設定を行います。 
※ＧＰ－ＩＢオプション（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）実装時に有効なコマンドです。 

 

  機能機能機能機能：：：： 

ＳＲＱ割り込みマスク設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SRQ-MASK 設定値 

        設定値読み出し：SRQ-MASK ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値は、１６バイト１６進数の値で設定します。 

各ビットの重みは下記表のようになっています。 

 

 ビット番号 障  害  項  目 

０ ＯＶＨ  オーバーヒート 

１ ＯＶＬ  オーバーロード（ＣＬ・ＳＯＡ・ＯＶＤ） 

２ ＰＦＬ  パワーフェイル 

３ バッテリー不良 

４～７ 未使用 

８ ＡＶＲ  ＤＡＣ  レンジオーバー 

９～１５ 未使用 

    ※ＬＳＢ側８ビットをエラーグループとして、ＭＳＢ側８ビットをワーニンググループとして分けて使用 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ＯＶＨアラーム自動通知機能を設定する場合 

        SRQ-MASK FFFE 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ： 

SRQ-MASK ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

srq-mask value              
  value は、コマンド参照 

   

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        SRQ-MASK FFFF 

 

  解説解説解説解説：：：： 

ＧＰ－ＩＢのみ有効、ＳＲＱのマスクパターンの設定を行う、デフォルトは、マスク状態です。 

ALARM コマンドと併用して使用します。 
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        ＳＲＱＳＲＱＳＲＱＳＲＱ    

 ：ＳＲＱの有効・無効の設定を行います。 
※ＧＰ－ＩＢオプション（ＡＯＰ－０３０ＧＰ）実装時に有効なコマンドです。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

ＳＲＱの有効・無効の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SRQ 設定値 

        設定値読み出し：SRQ ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

ON ＳＲＱを有効にする 

OFF ＳＲＱを無効にする 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    ：：：：    

SRQ ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

srq 戻り値 

戻り値 内  容 

ON ＳＲＱが有効になっています 

OFF ＳＲＱが無効になっています 

        例①ＳＲＱが有効の時 

            srq ON 

          ②ＳＲＱが無効の時 

            srq OFF 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        SRQ OFF 

 

  解説解説解説解説：：：： 

ＧＰ－ＩＢのみ有効です。 
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        ＩＰ－ＡＤＲＳＩＰ－ＡＤＲＳＩＰ－ＡＤＲＳＩＰ－ＡＤＲＳ    

 ：ＩＰアドレス設定の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ＩＰアドレスの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：IP-ADRS 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：IP-ADRS ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ ０～２５５ ＩＰアドレスを設定します 

設定値２ ０～２５５ ＩＰアドレスを設定します 

設定値３ ０～２５５ ＩＰアドレスを設定します 

設定値４ ０～２５５ ＩＰアドレスを設定します 

    

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

ip-adrs 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 設定範囲 内    容 

戻り値１ ０～２５５ 設定されているＩＰアドレスを返送します 

戻り値２ ０～２５５ 設定されているＩＰアドレスを返送します 

戻り値３ ０～２５５ 設定されているＩＰアドレスを返送します 

戻り値４ ０～２５５ 設定されているＩＰアドレスを返送します 

 

        例①ＩＰアドレスが192.168.0.1 の場合 

             ip-adrs 192,168,0,1 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        IPアドレス 192.168.0.1に設定されています。 

        IP-ADRS 192,168,0,1 
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        ＳＵＢＮＳＵＢＮＳＵＢＮＳＵＢＮＥＴＥＴＥＴＥＴ    

 ：サブネットマスクの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

サブネットマスクの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SUBNET 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：SUBNET ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ ０～２５５ サブネットマスクの設定します 

設定値２ ０～２５５ サブネットマスクの設定します 

設定値３ ０～２５５ サブネットマスクの設定します 

設定値４ ０～２５５ サブネットマスクの設定します 

    

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

subnet 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 設定範囲 内    容 

戻り値１ ０～２５５ 設定されているサブネットマスクを返送します 

戻り値２ ０～２５５ 設定されているサブネットマスクを返送します 

戻り値３ ０～２５５ 設定されているサブネットマスクを返送します 

戻り値４ ０～２５５ 設定されているサブネットマスクを返送します 

 

        例①サブネットマスクが 255.255.255.0 の場合 

             subnet 255,255,255,0 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        サブネットマスク 255.255.255.0に設定されています。 

        SUBNET 255,255,255,0 
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        ＳＯＦＴ－ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＳＯＦＴ－ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＳＯＦＴ－ＤＥＬＩＭＩＴＥＲＳＯＦＴ－ＤＥＬＩＭＩＴＥＲ    

 ：ＬＡＮ接続で使用するソフトウェア デリミタの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ＬＡＮ接続で使用するソフトウェア デリミタの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SOFT-DELIMITER 設定値 

        設定値読み出し：SOFT-DELIMITER ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：        

設定値１ 内    容 

CRLF デリミタをＣＲＬＦ（0x0d 0x0a）に設定します 

DIS デリミタを使用しません 

    

    

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        soft-delimiter 戻り値 

戻り値 範囲 内    容 

戻り値 CRLF / DIS ＬＡＮ接続時のソフトウェア デリミタを返送します 

 

        例①ＬＡＮ接続時のソフトウェア デリミタがCRLF の場合 

             soft-delimiter CRLF 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        ＬＡＮ接続時のソフトウェア デリミタが「使用しない」に設定されます。 

        SOFT-DELIMITER DIS 
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        ＡＢＲＭＯＤＥＡＢＲＭＯＤＥＡＢＲＭＯＤＥＡＢＲＭＯＤＥ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE（出力急変モード）の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：ABRMODE 設定値 

        設定値読み出し：ABRMODE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内容 

IN アブラプトチェンジモードに入ります 

OUT アブラプトチェンジモードを抜けます 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①アブラプトチェンジモードに入る場合 

          ABRMODE IN 

        ②アブラプトチェンジモードから抜ける場合 

          ABRMODE OUT 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

ABRMODE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

ABRMODE 戻り値 

 戻り値は、IN 又は、OUT で現在の状態を返送する。 

設定されているパラメータ レスポンス例 

IN  abrmode IN 

OUT  abrmode OUT 

   

        デフデフデフデフォルトォルトォルトォルト：：：：    

        ABRMODE OUT 

 

        解説解説解説解説：：：：    

      ・アブラプトチェンジモードに入らないと、EVENT-WAVE PRG-NO EVENT-VOLT EVENT-CURR EVENT-PHASE 

        START-PHASE EVENT-DURATION NORMAL-DURATION REPEAT-CYCLE ABRUPT コマンドによる設定はできません。 

      ・このモードにＩＮするとＯＵＴで終了しない限り、SEQUENCE,VARIATION,S.SYNTHEのモードには、 

        推移できません。 
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        ＥＶＥＮＴ－ＷＡＶＥＥＶＥＮＴ－ＷＡＶＥＥＶＥＮＴ－ＷＡＶＥＥＶＥＮＴ－ＷＡＶＥ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＥＶＥＮＴ－ＷＡＶＥの設定を行います。 
 

  機能機能機能機能：：：： 

ABRUPT MODEのEVENT-WAVEの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：WAVEFORM 設定値[,[,[,[,ＳＳＳＳ相相相相][,][,][,][,ＴＴＴＴ相相相相]]]] 

        設定値読み出し：EVENT-WAVE ? 

    

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値 詳      細 

SIN サイン波形 

+DC ＋直流波形（ユニポーラ） 

-DC －直流波形（ユニポーラ） 

DC 直流波形（バイポーラ） 

TRI 三角波 

SQR 矩形波 

SS1 ステップサイン1 

SS2 ステップサイン2 

ARB1～24 任意波形（ユーザー設定） 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

WAVEFORM ?  

 

  レスポンス： 

 単相時 および、多相時のバランスモード時 

        ①出力波形が－ＤＣ（ユニポーラ）に設定されている場合 

           event-wave -DC 

 

 単相３線時のアンバランスモード時 

        ①出力波形がＲ相＋ＤＣ，Ｓ相ＳＩＮ波に設定されている場合 

           event-wave +DC,SIN 

 

 三相時のアンバランスモード時 

        ①出力波形がＲ相ＳＩＮ波，Ｓ相ＡＲＢ１，Ｔ相ＡＲＢ５に設定されている場合 

           event-wave SIN,ARB1,ARB5 

 

  デフォルト： 

 単相時 および、多相バランスモード時 

          event-wave SIN 

 

 単相アンバランス時 

          event-wave SIN,SIN 

 

 ３相アンバランス時 

          event-wave SIN,SIN,SIN 

 

        そのそのそのその他他他他：：：：    

          ±DC 時は、各相の符号は同じにしてください。 

          各相毎にバラバラの符号の指定はできません。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

        ・ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301415 が発生します。 

        ・アブラプトチェンジ（波形急変）の時のイベント時の波形を設定します。 



 第６章 リモートコントロール                                 

 246 第６章 リモートコントロール  

 

        ＰＲＧ－ＮＯＰＲＧ－ＮＯＰＲＧ－ＮＯＰＲＧ－ＮＯ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＰＲＯＧＲＡＭ  ＮＵＭＢＥＲの設定を行います。 
 

  機能機能機能機能：：：： 

ABRUPT MODE の PROGRAM NUMBER の設定を行います。 

 

  書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：PRG-NO 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：PRG-NO ? 

            

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 内    容 

R アブラプト条件を呼び出します 

W アブラプト条件を記憶させます 

 

設定値２ 内    容 

1～10 アブラプト条件のアドレス 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①アドレス２にアブラプト条件を記憶させる場合 

          PRG-NO W,2 

        ②アドレス１からアブラプト条件を呼び出す場合 

          PRG-NO R,1 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ： 

PRG-NO ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

prg-no 戻り値 

  戻り値は、1 ～ 10 で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301515 が発生します。 

        ・このコマンドでは、ＡＢＲＭＯＤＥで設定可能な項目を１～１０のストアバッファに記憶・記憶呼び出し 

          を行うものです。 
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        ＥＶＥＮＴ－ＶＯＬＴＥＶＥＮＴ－ＶＯＬＴＥＶＥＮＴ－ＶＯＬＴＥＶＥＮＴ－ＶＯＬＴ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＥＶＥＮＴ－ＶＯＬＴの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE の EVENT-VOLT の設定を行います。 

 

  書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EVENT-VOLT 設定値[,Ｓ相][,Ｔ相] 

        設定値読み出し：EVENT-VOLT ? 

            

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

EVENT-WAVEの設定 設定範囲 

SIN/TRI/SQR/SS1 

    /SS2/ARB1～24 

０～３００.０Ｖ 

+DC ０～＋４００.０Ｖ 

-DC ０～－４００.０Ｖ 

DC －４００.０～４００.０Ｖ 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

      パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、下記の様な設定となります。 

 

      （１）単相と多相時のバランスモード時 

            （例）EVENT-VOLT 100.0 V 

 

      （２）２相アンバランスモード時 

             Ｒ・Ｓ各相を個別に設定します 

             VOLT Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値 

            （例1）EVENT-VOLT 100.0,100.0    ← ２相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-VOLT ,100.0         ← Ｓ相のみ設定し、Ｒ相は前回値とする場合 

 

      （３）３相アンバランスモード時 

            Ｒ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
            VOLT Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値,Ｔ相電圧値 

            （例1）EVENT-VOLT 100.0,100.0,100.0    ← ３相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-VOLT 100.0,,              ← Ｒ相のみ設定し、Ｓ・Ｔ相は前回値とする場合 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：： 

EVENT-VOLT ? 

    

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

event-volt 戻り値[, 戻り値2][, 戻り値3] 

  戻り値は、イベント設定電圧が返送されます。 

 

  解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301615 が発生します。 

        ・アブラプトチェンジ（波形急変）のイベント時の電圧を設定します。 
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        ＥＶＥＮＴ－ＣＵＲＲＥＶＥＮＴ－ＣＵＲＲＥＶＥＮＴ－ＣＵＲＲＥＶＥＮＴ－ＣＵＲＲ    
 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＥＶＥＮＴ－ＣＵＲＲの設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE の EVENT-CURR の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EVENT-CURR 設定値[,Ｓ相][,Ｔ相] 

        設定値読み出し：EVENT-CURR ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

          ○波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

            ○波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.０１ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.０１ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.０１ ０.００～－１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ ０.００～－１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.０１ ０.００～－１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ ０.００～－１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.０１ ０.００～－１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.０１ ０.００～－２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

      パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、下記の様な設定となります。 

 

      （１）単相と多相時のバランスモード時 

            （例）EVENT-CURR 10.00 A 

 

      （２）２相アンバランスモード時 

             Ｒ・Ｓ各相を個別に設定します 

             EVENT-CURR Ｒ相電流値,Ｓ相電流値 

            （例1）EVENT-CURR 10.00,10.00   ←２相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-CURR ,10.00        ←Ｓ相のみ設定し、Ｒ相は前回値とする場合 

 

      （３）３相アンバランスモード時 

            Ｒ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
            EVENT-CURRＲ相電流値,Ｓ相電流値,Ｔ相電流値 

            （例1）EVENT-CURR 10.00,10.00,10.00       ← ３相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-CURR 10.00,,                 ← Ｒ相のみ設定し、Ｓ・Ｔ相は前回値とする場合 
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        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

EVENT-CURR ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

event-curr 戻り値[, 戻り値2][, 戻り値3] 

  戻り値は、イベント設定電流が返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301615 が発生します。 

                                ・・・・アブラプトチェンジ（波形急変）のイベント時の電流値を設定します。 
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        ＥＶＥＮＴ－ＰＨＡＳＥＥＶＥＮＴ－ＰＨＡＳＥＥＶＥＮＴ－ＰＨＡＳＥＥＶＥＮＴ－ＰＨＡＳＥ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＥＶＥＮＴ－ＰＨＡＳＥの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE の EVENT-PHASE の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EVENT-PHASE 設定値[,Ｓ相][,Ｔ相] 

        設定値読み出し：EVENT-PHASE ? 

            

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定範囲 設定分解能 

０.０～３５９.９ ０.１゜ 

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

      パラメータは、単相と多相時のバランスモードか、多相アンバランスモードかにより、下記の様な設定となります。 

 

      （１）単相と多相時のバランスモード時 

            （例）EVENT-PHASE 90 

 

      （２）２相アンバランスモード時 

             Ｒ・Ｓ各相を個別に設定します 

            （例1）EVENT-PHASE90,180         ← ２相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-PHASE ,180          ← Ｓ相のみ設定し、Ｒ相は前回値とする場合 

 

      （３）３相アンバランスモード時 

            Ｒ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定します 
            （例1）EVENT-PHASE 90,180,100    ← ３相とも同時に設定する場合 

            （例2）EVENT-PHASE 90,,          ← Ｒ相のみ設定し、Ｓ・Ｔ相は前回値とする場合 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

EVENT-PHASE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

event-phase 戻り値[,Ｓ相][,Ｔ相] 

  戻り値は、0 ～ 359.9 で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301715 が発生します。 

        ・アブラプトチェンジ（波形急変）のイベント時の位相を設定します。 
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        ＳＴＡＲＴ－ＰＨＡＳＥＳＴＡＲＴ－ＰＨＡＳＥＳＴＡＲＴ－ＰＨＡＳＥＳＴＡＲＴ－ＰＨＡＳＥ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＳＴＡＲＴ－ＰＨＡＳＥの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE START-PHASE 設定 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：START-PHASE 設定値 

        設定値読み出し：START-PHASE ? 

            

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定範囲 設定分解能 

０.０～３５９.９ ０.１゜ 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①スタートフェーズを９０゜に設定します。 

          START-PHASE 90 

        ②スタートフェーズを１８０゜に設定します。 

          START-PHASE 180 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

START-PHASE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

start-phase 戻り値 

  戻り値 は、0 ～ 359.9 で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301815 が発生します。 

                                ・・・・アブラプトチェンジ（波形急変）のスタート時の位相を設定します。 
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        ＥＶＥＮＴ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＥＶＥＮＴ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＥＶＥＮＴ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＥＶＥＮＴ－ＤＵＲＡＴＩＯＮ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＥＶＥＮＴ－ＤＵＲＡＴＩＯＮの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE EVENT-DURATION 設定 

 

  書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EVENT-DURATION 設定値 

        設定値読み出し：EVENT-DURATION ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

単位 設定範囲 

mSec 0.1 ～ 6000.0 mSec 

Sec 1 ～ 65 Sec 

Cycle 0.5 ～ 3250.0 Cycle 

 

  このコマンド時、単位を識別しており、その単位の先頭１バイトのみで、単位を識別しています。 

  なお大文字・小文字の識別はしていません。 

  もし単位を省略された場合は、前回設定の単位と見なします（初期化時のデフォルトｍＳｅｃ） 

 

      （例１） EVENT-DURATION 250 mSEC 

      （例２） EVENT-DURATION 250 M                          同一コマンドと見なします。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

EVENT-DURATION ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

event-duration 戻り値 

 

0.1 ～ 6000 mSec 

1   ～ 65   Sec 

                戻り値 は、 

0.5 ～ 3250 Cycle 

のいずれかにて返送します。 

    （例１）  event-duration 250 mSec 

    （例２）  event-duration 250 Cycle 

 

    返送の場合、コマンドのような単位の省略等はなく mSec/Sec/Cycleで返送します。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301915 が発生します。 
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        ＮＯＲＭＡＬ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＮＯＲＭＡＬ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＮＯＲＭＡＬ－ＤＵＲＡＴＩＯＮＮＯＲＭＡＬ－ＤＵＲＡＴＩＯＮ    
 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＮＯＲＭＡＬ－ＤＵＲＡＴＩＯＮの設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE NORMAL-DURATION の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：NORMAL-DURATION 設定値 

        設定値読み出し：NORMAL-DURATION ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

単位 設定範囲 設定分解能 

mSec 1 ～ 65000 mSec 1 mSec 

Sec 1.0 ～ 650.0 Sec 0.1 Sec 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

NORMAL-DURATION ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

normal-duration 戻り値 

  戻り値は、設定値を返送する。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301A15 が発生します。 
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        ＲＥＰＥＡＴ－ＣＹＣＬＥＲＥＰＥＡＴ－ＣＹＣＬＥＲＥＰＥＡＴ－ＣＹＣＬＥＲＥＰＥＡＴ－ＣＹＣＬＥ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥのＲＥＰＥＡＴ－ＣＹＣＬＥの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE REPEAT-CYCLE の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：REPEAT-CYCLE 設定値 

        設定値読み出し：REPEAT-CYCLE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定範囲 設定分解能 

0 ～ 65000 1  

※  パラメータ０は、無限大の設定となります。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

REPEAT-CYCLE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

repeat-cycle 戻り値 

  戻り値は、設定値を返送します。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301B15 が発生します。 
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        ＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴＡＢＲＵＰＴ    

 ：ＡＢＲＵＰＴ ＭＯＤＥの実行の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

ABRUPT MODE の実行の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：ABRUPT 設定値 

        設定値読み出し：ABRUPT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値 内容 

ON アブラプトチェンジモードを実行します 

OFF アブラプトチェンジモードを終了します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①アブラプトチェンジモードを実行する場合 

          ABRUPT ON 

        ②アブラプトチェンジモードを終了させる場合 

          ABRUPT OFF 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

ABRUPT ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

abrupt 戻り値 

設定されているパラメータ レスポンス例 

ON  abrupt ON 

OFF  abrupt OFF 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        ・モード終了時の設定は、最後の設定値のままで終了するので制御ＰＣ側で、各設定値を問い合わせるか 

 再設定して下さい。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、ABRMODE INの状態でないと使用できません。 

          ARRMODE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301C15 が発生します。 

        ・Digital AUR ON中はエラーとなります。 

        ・EVENT-VOLT(EVENT-CURR)とEVENT-WAVEの設定範囲がPROTECTの範囲から外れる設定になっていた場合に、 

          ABRUPT ONした場合は、設定範囲エラーとなります。 

        ・電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮＶＡＲＩＡＴＩＯＮ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮモードの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モードの設定を行います。 

    

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARIATION 設定値 

        設定値読み出し：VARIATION ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値 内容 

IN バリエーションモードに入ります 

OUT バリエーションモードを抜けます 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①バリエーションモードに入る場合 

          VARIATION IN 

        ②バリエーションモードから抜ける場合 

          VARIATION OUT 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VARIATION ? 

 

        レスポレスポレスポレスポンスンスンスンス：：：：    

VARIATION 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

IN  variation IN 

OUT  variation OUT 

   

        解説解説解説解説：：：：    

        ・バリエーションモードに入らないと、VARI VARI-START VARI-STOP VARI-REPEAT VARI-PHASE VARI-CNT 

          コマンドによる設定はできません。 

        ・このモードにＩＮするとＯＵＴで終了しない限りABRUPT,SEQUENCE,S.SYNTHEのモードには、 

          推移できません。 
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        ＶＡＲＩＶＡＲＩＶＡＲＩＶＡＲＩ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥのモードパラメータの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モードパラメータを設定 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：VARI ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値番号 内    容 設  定  範  囲 設定分解能 

設定値１ シーケンス番号 １～１００ １ 

WAVEFORM SIN/ARBの時 RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE:HI:0.0～300.0V 

０.１Ｖ 設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DCの時 RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

０.１Ｖ 

設定値２ 

設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※ ０.０１Ａ※ 

設定値３ 設定周波数 ０.０１～１２００.００Ｈｚ ０.０１Ｈｚ 

設定値４ 設定時間 ０～６５０００ ｍＳｅｃ ２ｍＳｅｃ※ 

 

        ※定電流モード時の設定電流は、ＡＡ／Ｘ２の電力構成により下記表のように変わります。 

 

          ○波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

            ○波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.０１ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.０１ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.０１ ０.００～－１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ ０.００～－１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.０１ ０.００～－１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ ０.００～－１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.０１ ０.００～－１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.０１ ０.００～－２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 
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      ○波形モード±ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～±  １０.００ ０.０１ ０.００～±  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～±  ２０.００ ０.０１ ０.００～±  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～±  ３０.００ ０.０１ ０.００～±  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～±  ４０.００ ０.０１ ０.００～±  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～±  ５０.００ ０.０１ ０.００～±１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～±  ６０.００ ０.０１ ０.００～±１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～±  ７０.００ ０.０１ ０.００～±１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～±  ８０.００ ０.０１ ０.００～±１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～±  ９０.００ ０.０１ ０.００～±１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～±１００.００ ０.０１ ０.００～±２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①シーケンス番号１に１００Ｖ、１０００Ｈｚ、１００ｍｓのデータを入力する場合。 

          VARI 1,100,1000,100 

        ②シーケンス番号２に１０Ｖ、６０Ｈｚ、２００ｍｓのデータを入力する場合。 

          VARI 2,10,60,200 

 

  ※ 多相時は、バランスモードのみ対応 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VARI ? 設定値 

 設定値は問い合わせるシーケンス番号（１～１００） 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

vari 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 内    容 

戻り値１ シーケンス番号（１～１００） 

戻り値２ 設定電圧 

戻り値３ 設定周波数 

戻り値４ 設定時間 

 

        （例）定電圧モードの時  vari 1,0.00 Vrms,60.00 Hz,100 mSec 

 

        （例）定電流モードの時  vari 1,0.00 A,60.00 Hz,100 mSec 

    

        解説解説解説解説：：：：    
        ・このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301E15 が発生します。 
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        ＶＡＲＩ－ＵＮＢＡＬＡＶＡＲＩ－ＵＮＢＡＬＡＶＡＲＩ－ＵＮＢＡＬＡＶＡＲＩ－ＵＮＢＡＬＡ    

 ：アンバランス時のＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥのモードパラメータの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

アンバランス時のVARIATION モードパラメータの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４,設定値５,設定値６ 

        設定値読み出し：VARI ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値番号 内    容 設  定  範  囲 設定分解能 

設定値１ シーケンス番号 １～１００ １ 

WAVEFORM SIN/ARBの時 RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE:HI:0.0～300.0V 

０.１Ｖ 設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DCの時 RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

０.１Ｖ 

設定値２ 

設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※ ０.０１Ａ※ 

WAVEFORM SIN/ARBの時 RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE:HI:0.0～300.0V 

０.１Ｖ 設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DCの時 RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

０.１Ｖ 

設定値３ 

設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※ ０.０１Ａ※ 

WAVEFORM SIN/ARBの時 RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE:HI:0.0～300.0V 

０.１Ｖ 設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DCの時 RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

０.１Ｖ 

設定値４ 

設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※ ０.０１Ａ※ 

設定値５ 設定周波数 ０.０１～１２００.００Ｈｚ ０.０１Ｈｚ 

設定値６ 設定時間 ０～６５０００ ｍＳｅｃ ２ｍＳｅｃ 

 

        ※定電流モード時の設定電流は、ＡＡ／Ｘ２の電力構成により下記表のように変わります。 

 

          ○波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 



 第６章 リモートコントロール                                 

 260 第６章 リモートコントロール  

 

      ○波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.０１ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.０１ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.０１ ０.００～－１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ ０.００～－１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.０１ ０.００～－１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ ０.００～－１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.０１ ０.００～－１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.０１ ０.００～－２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

      ○波形モード ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～±  １０.００ ０.０１ ０.００～±  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～±  ２０.００ ０.０１ ０.００～±  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～±  ３０.００ ０.０１ ０.００～±  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～±  ４０.００ ０.０１ ０.００～±  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～±  ５０.００ ０.０１ ０.００～±１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～±  ６０.００ ０.０１ ０.００～±１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～±  ７０.００ ０.０１ ０.００～±１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～±  ８０.００ ０.０１ ０.００～±１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～±  ９０.００ ０.０１ ０.００～±１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～±１００.００ ０.０１ ０.００～±２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

      （定電圧モード時の例） 

      パラメータは、多相アンバランスモードかにより、下記の様な設定となります。 

 

      （１）２相アンバランスモード時 

             parameterはＲ・Ｓ各相を個別に設定します。(No.1 60Hz 100ms) 
             VARI-UNBALA Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値 

            （例1）VARI-UNBALA 1,100.0,100.0,,60,100    ←  ２相とも同時に設定する場合 

            （例2）VARI-UNBALA 1,,100.0,,60,100         ←  Ｓ相のみ設定し、Ｒ相は前回値とする場合 

 

      （２）３相アンバランスモード時 

            parameterはＲ・Ｓ・Ｔ各相を個別に設定する。(No.1 60Hz 100ms) 
            VARI-UNBALA Ｒ相電圧値,Ｓ相電圧値,Ｔ相電圧値 

            （例1）VARI-UNBALA 1,100.0,100.0,100.0,60,100 ←３相とも同時に設定する場合 

            （例2）VARI-UNBALA 1,100.0,,,60,100           ←Ｒ相のみ設定し、Ｓ・Ｔ相は前回値とする場合 
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        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VARI-UNBALA ? 設定値 

 設定値は問い合わせるシーケンス番号（１～１００） 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

vari-unbala 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 内    容 

戻り値１ シーケンス番号（１～１００） 

戻り値２ Ｒ相設定値 

戻り値３ Ｓ相設定値 

戻り値４ Ｔ相設定値 

戻り値５ 設定周波数 

戻り値６ 設定時間 

 

        （例）定電圧モードの時  vari-unbala 1,0.00 Vrms,0.00 Vrms,0.00 Vrms,60.00 Hz,100 mSec 

        （例）定電流モードの時  vari-unbala 1,0.00 A,0.00 A,0.00 A,60.00 Hz,100 mSec 

    

        解説解説解説解説：：：：    
        ・このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 307415 が発生します。 

        ・このコマンドは、PHASESIFT UNBALANCE状態でないと使用できません。 

        ・単相３線設定時は、設定値４は無効となります。 
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        ＶＡＲＩ－ＳＴＡＲＴＶＡＲＩ－ＳＴＡＲＴＶＡＲＩ－ＳＴＡＲＴＶＡＲＩ－ＳＴＡＲＴ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥの開始番号の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モード開始番号設定 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI-START 設定値 

        設定値読み出し：VARI-START ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～１００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①開始番号を１に設定します。 

          VARI-START 1 

        ②開始番号を２に設定します。 

          VARI-START 2 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VARI-START ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

vari-start value 
  value は、１～１００で返送されます。 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        VARI-STOP との関係が必ず、VARI-START < VARI-STOP になるように設定してください。 

        例えば、VARI-STOP 3が設定されている状態で、VARI-START 6 と設定すると、エラーになります。 

 

        解説解説解説解説：：：：    
        このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

         VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 301F15 が発生します。 
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        ＶＡＲＩ－ＳＴＯＰＶＡＲＩ－ＳＴＯＰＶＡＲＩ－ＳＴＯＰＶＡＲＩ－ＳＴＯＰ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥの終了番号の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モード終了番号設定を行います。 

    

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI-STOP 設定値 

        設定値読み出し：VARI-STOP ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～１００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①終了番号を２に設定します。 

          VARI-STOP 2 

        ②終了番号を３に設定します。 

          VARI-STOP 3 

    

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ            

VARI-STOP ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス    

vari-stop value 
  value は、１～１００で返送されます。 
 

        注意注意注意注意：：：：    

        VARI-START との関係が必ず、VARI-START < VARI-STOP になるように設定してください。 

        例えば、VARI-START 6が設定されている状態で、VARI-STOP 3 と設定すると、エラーになります。 

 

        解説解説解説解説：：：：    
         このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302015 が発生します。 
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        ＶＡＲＩ－ＲＥＰＥＡＴＶＡＲＩ－ＲＥＰＥＡＴＶＡＲＩ－ＲＥＰＥＡＴＶＡＲＩ－ＲＥＰＥＡＴ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥの繰り返し回数の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モード繰り返し回数設定 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI-REPEAT 設定値 

        設定値読み出し：VARI-REPEAT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

０～６５０００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①繰り返し回数を２に設定します。 

          VARI-REPEAT 2 

        ②繰り返し回数を１０に設定します。 

          VARI-REPEAT 10 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

VARI-REPEAT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

vari-repeat value 
  value は、０～６５０００で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    
         このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302115 が発生します。 
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        ＶＡＲＩ－ＰＨＡＳＥＶＡＲＩ－ＰＨＡＳＥＶＡＲＩ－ＰＨＡＳＥＶＡＲＩ－ＰＨＡＳＥ    

 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥの位相確度の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モード位相角設定 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI-PHASE 設定値 

        設定値読み出し：VARI-PHASE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

０～３５９[deg]の範囲で設定します。 

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①位相確度を９０゜に設定します。 

          VARI-PHASE 90 

        ②位相確度を１８０゜に設定します。 

          VARI-PHASE 180 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：  

VARI-PHASE ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

vari-phase value 
  value は、コマンド参照 

 

        解説解説解説解説：：：：    
        ・このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302215 が発生します。 
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        ＶＡＲＩ－ＣＮＴＶＡＲＩ－ＣＮＴＶＡＲＩ－ＣＮＴＶＡＲＩ－ＣＮＴ    
 ：ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥの実行の設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

VARIATION モードの実行の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：VARI-CNT 設定値 

        設定値読み出し：VARI-CNT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

VARI-CNT 設定値 

PRG-MODE 

実行モード 

設定値 内    容 

HALT バリエーション動作を一時停止します 

RUN バリエーション動作を開始・一時停止から再開させます 

STOP バリエーション動作を終了させます。 

PREV なし 

RUN MODE 

EXT バリエーション動作を開始・一時停止から再開させます 

HALT なし 

RUN バリエーション動作を１ステップ実行します 

STOP バリエーション動作を終了させます 

PREV バリエーション動作を１ステップ戻って実行します 

STEP MODE 

EXT バリエーション動作を１ステップ実行します 

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①バリエーションを開始させます。 

          VARI-CNT RUN 

        ②バリエーションを停止させます。 

          VARI-CNT RUN 

    

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

VARI-CNT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

vari-cnt 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

戻り値１ 内    容 

HALT バリエーション動作が一時停止中です 

RUN バリエーション動作が開始しました 

STOP バリエーション動作が停止しました 

EXT バリエーション動作が開始しました 

 

戻り値２ 内    容 

１～２０ 現在のシーケンスナンバーです 

    

戻り値３ 内    容 

０～６５０００ 現在のサイクル数です 

    

        注意注意注意注意：：：：    

        ・このコマンドは、VARIATION INの状態でないと使用できません。 

          VARIATION OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302315 が発生します。 

        ・モード終了時の設定は、最後の設定値のままで終了するので制御ＰＣ側で、各設定値を問い合わせるか 

          再設定して下さい。特にスロープ中にＳＴＯＰした場合中間の設定でストップするので注意が必要です。 

        ・このモードを実行すると実行開始のレスポンスは、発行する事ができますが、実行終了は、発行しません 

          ので、制御ＰＣより終了をポーリング（VARI-CNT ?)でチェックして下さい。 

        ・リピートサイクル０（無限回）設定のときは､戻り値３は常に０を返送します。 

        ・Digital AUR ON中はエラーとなります。 

        ・電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。
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        ＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥＳＥＱＵＥＮＣＥ    
 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モードの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQUENCE 設定値 

        設定値読み出し：SEQUENCE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内容 

IN シーケンスモードに入ります 

OUT シーケンスモードを抜けます 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①シーケンスモードに入る場合 

          SEQUENCE IN 

        ②シーケンスモードから抜ける場合 

          SEQUENCE OUT 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

SEQUENCE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

SEQUENCE value 
  value は、IN 又は、OUT で現在の状態を返送します。 

設定されている状態 レスポンス例 

IN  sequence IN 

OUT  sequence OUT 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        ・シーケンスモードに入らないと、SEQU SEQU-START SEQU-STOP SEQU-REPEAT SEQU-MODE SEQU-ZEROCROSS 

          SEQU-CNT コマンドによる設定はできません。 

        ・このモードにＩＮするとＯＵＴで終了しない限り,VARIATION,S.SYN,ABRUPTのモードには、 

          推移できません。 
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        ＳＥＱＵＳＥＱＵＳＥＱＵＳＥＱＵ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥのモードパラメータの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モードパラメータ設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４,設定値５,設定値６,設定値７ 

                             [，設定値８][，設定値９] 

        設定値読み出し：SEQU ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

        下記表のようになっています。 

設定値番号 内    容 設  定  範  囲 

設定値１ シーケンス番号 １～１００ 

WAVEFORM 

SIN/TRI/SQR/SS1/SS2 

              /ARBの時 

RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE HI:0.0～300.0V 

Ｒ相・単相兼用  設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DC/DCの時 

※１ 

RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

設定値２ 

Ｒ相・単相兼用  設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※２ 

WAVEFORM 

SIN/TRI/SQR/SS1/SS2 

              /ARBの時 

RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE HI:0.0～300.0V 

Ｓ相  設定電圧 

※ＣＶモードの時 

WAVEFORM +DC/-DC/DC時 

※１ 

RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

設定値３ 

Ｓ相  設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ※２ 

WAVEFORM 

SIN/TRI/SQR/SS1/SS2 

              /ARBの時 

RANGE LO:0.0～150.0V 

RANGE HI:0.0～300.0V 

Ｔ相  設定電圧 

※ＣＶモードの時 

※２ 

WAVEFORM +DC/-DC/DC時 

※１ 

RANGE LO:0.0～200.0V 

RANGE HI:0.0～400.0V 

設定値４ 

Ｔ相  設定電流 

※ＣＣモードの時 

０.００Ａ～２０.００Ａ 

設定値５ 設定周波数 ０.０１～１２００.００Ｈｚ 

設定間隔 

※ＣＶモードの時 

１～ ６５０００ ｍＳｅｃ 設定値６ 

設定間隔 

※ＣＣモードの時 

２～ ６５０００ ｍＳｅｃ 

設定値７ Ｒ相  設定波形 SIN / +DC/-DC/DC/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/ARBARBARBARB１１１１～～～～24242424 

設定値８ Ｓ相  設定波形 ※３ SIN / +DC/-DC/DC/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/ARBARBARBARB１１１１～～～～24242424 

設定値９ Ｔ相  設定波形 ※３ SIN / +DC/-DC/DC/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/TRI/SQR/SS1/SS2/ARBARBARBARB１１１１～～～～24242424 

        ※１  －ＤＣの時－極性が付きます。 

        ※２  次ページを参照してください。 

        ※３  多相アンバランス時に有効なパラメータです。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①単相で、シーケンス番号１にＳＩＮ波１５０Ｖ、１００Ｈｚ、１００ｍＳｅｃを設定する場合 

          SEQU 1,150,,100,100,SIN 

        ②三相バランスモード、シーケンス番号２に＋ＤＣ  ２００Ｖ、１００Ｈｚ、１０ｍＳｅｃを設定する場合 

          SEQU 2,200,,100,10,+DC 

        ③三相アンバランスモード、シーケンス番号３にＳＩＮ波３００Ｖ、６０Ｈｚ、１５０ｍＳｅｃを 

          設定する場合 

          SEQU 3,300,300,300,60,150,SIN,SIN,SIN 
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        ※設定電流は、ＡＡ／Ｘ２の電力構成により下記表のように変わります。 

 

          ○波形モードＳＩＮ・＋ＤＣ・ＡＲＢ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 設定範囲[A] 設定分解能[A] 

２ ０.００～  １０.００ ０.０１ ０.００～  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～  ２０.００ ０.０１ ０.００～  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～  ３０.００ ０.０１ ０.００～  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～  ４０.００ ０.０１ ０.００～  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～  ５０.００ ０.０１ ０.００～１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～  ６０.００ ０.０１ ０.００～１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～  ７０.００ ０.０１ ０.００～１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～  ８０.００ ０.０１ ０.００～１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～  ９０.００ ０.０１ ０.００～１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～１００.００ ０.０１ ０.００～２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

            ○波形モード－ＤＣ時 

ＲＡＮＧＥ  ＨＩレンジ ＲＡＮＧＥ  ＬＯレンジ  

電力[KVA] 設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

設定範囲[A] 設定分解能

[A] 

２ ０.００～－  １０.００ ０.０１ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ 

４ ０.００～－  ２０.００ ０.０１ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ 

６ ０.００～－  ３０.００ ０.０１ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ 

８ ０.００～－  ４０.００ ０.０１ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ 

１０ ０.００～－  ５０.００ ０.０１ ０.００～－１００.００ ０.０１ 

１２ ０.００～－  ６０.００ ０.０１ ０.００～－１２０.００ ０.０１ 

１４ ０.００～－  ７０.００ ０.０１ ０.００～－１４０.００ ０.０１ 

１６ ０.００～－  ８０.００ ０.０１ ０.００～－１６０.００ ０.０１ 

１８ ０.００～－  ９０.００ ０.０１ ０.００～－１８０.００ ０.０１ 

２０ ０.００～－１００.００ ０.０１ ０.００～－２００.００ ０.０１ 

            ※ＬＯレンジ／ＨＩレンジは RANGE コマンドの設定になります。 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ ： 

SEQU ? 設定値 

  設定値は問い合わせるシーケンス番号（１～１００） 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

sequ 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４,戻り値５,戻り値６,戻り値７[,戻り値８][,戻り値９] 

戻り値 内    容 

戻り値１ シーケンス番号（１～１００） 

戻り値２ Ｒ相設定電圧／電流 

戻り値３ Ｓ相設定電圧／電流 

戻り値４ Ｔ相設定電圧／電流 

戻り値５ 設定周波数 

戻り値６ 設定間隔 

戻り値７ Ｒ相 設定波形 

戻り値８ Ｓ相 設定波形 ※１ 

戻り値９ Ｔ相 設定波形 ※１ 

         ※１ 多相アンバランス時に有効なパラメータです。 

 

        （例）定電圧モードの時  sequ 1,300.0 V,300.0 V,300.0 V,60.00 Hz, 100 mSec,SIN,SIN,SIN 

        （例）定電流モードの時  sequ 1,15.00 A,10.00 A,20.00 A,60.00 Hz, 100 mSec,SIN,TRI,ARB1 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・単相時、設定値４・設定値６は０に設定されます。 

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302515 が発生します。 
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        ＳＥＱＵ－ＳＴＡＲＴＳＥＱＵ－ＳＴＡＲＴＳＥＱＵ－ＳＴＡＲＴＳＥＱＵ－ＳＴＡＲＴ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの開始番号の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モード開始番号設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-START 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-START ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～１００の範囲で設定します。 

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①開始番号を１番に設定する場合 

          SEQU-START 1 

        ②開始番号を２番に設定する場合 

          SEQU-START 2 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

SEQU-START ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

sequ-start value 
  value は、１～１００で返送されます。 

    

        注意注意注意注意：：：：    

        SEQU-STOP との関係が必ず、SEQU-START < SEQU-STOP になるように設定してください。 

        例えば、SEQU-START 6が設定されている状態で、SEQU-STOP 3 と設定すると、エラーになります。 

    

            解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302615 が発生します。 
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        ＳＥＱＵ－ＳＴＯＰＳＥＱＵ－ＳＴＯＰＳＥＱＵ－ＳＴＯＰＳＥＱＵ－ＳＴＯＰ    
 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの終了番号の設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モード終了番号設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-STOP 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-STOP ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～１００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①終了番号を５番に設定する場合 

          SEQU-STOP 5 

        ②終了番号を１０番に設定する場合 

          SEQU-STOP 10 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    ：：：：    

SEQU-STOP ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

sequ-stop value 
  value は、１～１００で返送されます。 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        SEQU-START との関係が必ず、SEQU-START < SEQU-STOP になるように設定してください。 

        例えば、SEQU-STOP 3が設定されている状態で、SEQU-START 6 と設定すると、エラーになります。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302715 が発生します。 
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        ＳＥＱＵ－ＲＥＰＥＡＴＳＥＱＵ－ＲＥＰＥＡＴＳＥＱＵ－ＲＥＰＥＡＴＳＥＱＵ－ＲＥＰＥＡＴ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの繰り返し回数の設定を行います。 
 

        機機機機能能能能：：：：    

SEQUENCE モード繰り返し回数設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-REPEAT 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-REPEAT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

０～６５０００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①繰り返し回数を２に設定します。 

          SEQU-REPEAT 2 

        ②繰り返し回数を１０に設定します。 

          SEQU-REPEAT 10 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

SEQU-REPEAT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

sequ-repeat value 
  value は、０～６５０００で返送されます。 

    

            解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302815 が発生します。 
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        ＳＥＱＵ－ＭＯＤＥＳＥＱＵ－ＭＯＤＥＳＥＱＵ－ＭＯＤＥＳＥＱＵ－ＭＯＤＥ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの実行モードの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モードの実行モードの設定を行ないます。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-MODE 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-MODE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

SEQU-MODE 設定値 

設定値 内    容 

RUN ＲＵＮ実行モード 

STEP ＳＴＥＰ実行モード 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＲＵＮ実行モードに設定します。 

          SEQU-MODE RUN 

        ②ＳＴＥＰ実行モードに設定します。 

          SEQU-MODE STEP 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

SEQU-MODE ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

sequ-mode 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

RUN  sequ-mode RUN 

STEP  sequ-mode STEP 

 

            解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302915 が発生します。 
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        ＳＥＱＵ－ＺＥＲＯＣＲＯＳＳＳＥＱＵ－ＺＥＲＯＣＲＯＳＳＳＥＱＵ－ＺＥＲＯＣＲＯＳＳＳＥＱＵ－ＺＥＲＯＣＲＯＳＳ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥのゼロクロスの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モード実行中のゼロクロス設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-ZEROCROSS 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-ZEROCROSS ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

SEQU-ZEROCROSS 設定値 

設定値 内    容 

ENA ゼロクロス同期を行います 

DIS ゼロクロス同期を行いません 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ゼロクロス同期を行う設定します。 

          SEQU-ZEROCROSS ENA 

        ②ゼロクロス同期を行わない設定します。 

          SEQU-ZEROCROSS DIS 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ： 

SEQU-ZEROCROSS ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

sequ-zerocross 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

ENA  sequ-zerocross ENA 

DIS  sequ-zerocross DIS 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302A15 が発生します。 

        ・この設定でＥＮＡに設定されているとシーケンスモード実行時に、基準相の波形の変わり目が０度 

（０Ｖではない）になった時に変化するようになり、ＤＩＳの設定では設定間隔優先で変化します。 
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        ＳＥＱＵ－ＣＮＴＳＥＱＵ－ＣＮＴＳＥＱＵ－ＣＮＴＳＥＱＵ－ＣＮＴ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＭＯＤＥの実行の設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE モードの実行の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SEQU-CNT 設定値 

        設定値読み出し：SEQU-CNT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

SEQU-CNT 設定値 

SEQU-MODE 

実行モード 

設定値 内    容 

HALT シーケンス動作を一時停止します 

RUN シーケンス動作を開始・一時停止から再開させます 

STOP シーケンス動作を終了させます 

PREV なし 

RUN MODE 

EXT シーケンス動作を開始・一時停止から再開させます 

HALT なし 

RUN シーケンス動作を１ステップ実行します 

STOP シーケンス動作を終了させます 

PREV シーケンス動作を１ステップ戻って実行します 

STEP MODE 

EXT シーケンス動作を１ステップ実行します 

    

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①シーケンス動作を開始させます。 

          SEQU-CNT RUN 

        ②シーケンス動作を終了させます。 

          SEQU-CNT STOP 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

SEQU-CNT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

sequ-cnt 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

戻り値１ 内    容 

HALT シーケンス動作が一時停止中です 

RUN シーケンス動作が開始しました 

STOP シーケンス動作が停止しました 

EXT シーケンス動作が開始しました 

 

戻り値２ 内    容 

１～１００ 現在のシーケンスナンバーです 

    

戻り値３ 内    容 

０～６５０００ 現在のサイクル数です 

    

        注意注意注意注意：：：：    

        ・このコマンドは、SEQUENCE INの状態でないと使用できません。 

          SEQUENCE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302B15 が発生します。 

        ・モードド終了時の設定は、最後の設定値のままで終了するので制御ＰＣ側で、各設定値を問い合わせるか 

          再設定して下さい。 

        ・このモードを実行すると実行開始のレスポンスは、発行する事ができますが、実行終了は、発行しない 

          ので、制御ＰＣより終了をポーリング（SEQU-CNT ?)でチェックして下さい。 

        ・リピートサイクル０（無限回）設定のときは､戻り値３は常に０を返送します。 

        ・Digital AUR ON中はエラーとなります。 

        ・電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        Ｓ．ＳＹＮＴＨＥＳ．ＳＹＮＴＨＥＳ．ＳＹＮＴＨＥＳ．ＳＹＮＴＨＥ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモード設定を行います。 

 
  機能機能機能機能：：：： 

S.SYNTHE モードの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYNTHE 設定値 

        設定値読み出し：S.SYNTHE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内容 

IN サブシンセ  シーケンスモードに入ります 

OUT サブシンセ  シーケンスモードを抜けます 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①サブシンセ  シーケンスモードに入る場合 

          S.SYNTHE IN 

        ②サブシンセ  シーケンスモードから抜ける場合 

          S.SYNTHE OUT 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

S.SYNTHE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

S.SYNTHE 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

IN  sequence IN 

OUT  sequence OUT 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        ・シーケンスモードに入らないと、S.SYN S.SYN-PHASE S.SYN-START S.SYN-STOP S.SYN-REPEAT S.SYN-CNT 

          コマンドによる設定はできません。 

        ・このモードにＩＮするとＯＵＴで終了しない限り,SEQUENCE,VARIATION,ABRUPTのモードには、推移できません。 
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        Ｓ．ＳＹＮＳ．ＳＹＮＳ．ＳＹＮＳ．ＳＹＮ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモードのモードパラメータ設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

S.SYNTHE モードパラメータ設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：S.SYN ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内容 設定範囲 設定分解能 

設定値１ シーケンス番号 １～８０ １ 

RANGE LO:       0～29.99Ｖ 

             30.0～150.0Ｖ 

０.０１Ｖ 

０.１Ｖ 

設定値２ 設定電圧 

RANGE HI:       0～29.99Ｖ 

             30.0～300.0Ｖ 

０.０１Ｖ 

０.１Ｖ 

設定値３ 設定周波数 ５.０～６０００.０Ｈｚ ０.１Ｈｚ 

設定値４ 設定間隔 ０～６５０００ｍＳｅｃ ２ｍＳｅｃ 

 

  ・制限事項 

    サブシンセの周波数設定は設定値２の設定電圧で、設定できる周波数が制限されます。 

 

      y 

    300V 

 

 

    200V 

                            設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲設定不可能範囲 

 

    100V 

              設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲設定可能範囲 

 

      0V 

               1kHz     2kHz    3kHz    4kHz    5kHz    6kHz x 

 

  ・制限される例 

    ① VOLT SUB 300 V で、FREQ SUB 6000 Hz に設定した場合（300V設定の時は、750Hzまでです） 

    ② VOLT SUB 100 V で、FREQ SUB 2500 Hz に設定した場合（100V設定の時は、2kHzまでです） 

    ③ VOLT SUB 200 V で、FREQ SUB 3000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、1375Hzまでです※） 

        ※ y=-0.16x+420より、200=-0.16x+420 x=1375 

    ④ VOLT SUB 60 V で、FREQ SUB 5000 Hz に設定した場合（200V設定の時は、4285.7Hzまでです※） 

        ※ y=-0.0175x+135より、60=-0.0175x+135 y=4285.7（小数部第２位四捨五入） 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

S.SYN ? 設定値 

  設定値は問い合わせるシーケンス番号（１～８０） 

 

・設定できる範囲 

０～３００Ｖ    ：７５０Ｈｚまで 

y=-0.16x+420    ：７５０.１Hz～２０００.０Hz 

y=-0.0175x+135  ：２０００.１Hz～６０００.０Hz 

        １００Ｖ：２ｋＨｚ 

          ３０Ｖ：６ｋＨｚ 
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        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

s.syn 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 内    容 

戻り値１ シーケンス番号（１～８０） 

戻り値２ 設定電圧／電流 

戻り値４ 設定周波数 

戻り値５ 設定間隔 

        （例）定電圧モードの時  s.syn 1,0.0 Vrms,60.00 Hz,100 mSec 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302D15 が発生します。 
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        Ｓ．ＳＹＮ－ＰＨＡＳＥＳ．ＳＹＮ－ＰＨＡＳＥＳ．ＳＹＮ－ＰＨＡＳＥＳ．ＳＹＮ－ＰＨＡＳＥ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモードの位相確度の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

S.SYNTHE モード位相角設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN-PHASE 設定値 

        設定値読み出し：S.SYN-PHASE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定範囲は、0/15/30/45/60/75/90/105/120/135/150/165/180/195/210/225/240/255 

   270/285/300/315/330/345  [deg] のいずれかにて設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①位相角度９０゜に設定します。 

          S.SYN-PHASE 90 

        ②位相角度１８０゜に設定します。 

          S.SYN-PHASE 180 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

S.SYN-PHASE ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

s.syn-phase 戻り値 

 戻り値は、0/15/30/45/60/75/90/105/120/135/150/165/180/195/210/225/240/255 

   270/285/300/315/330/345  [deg] のいずれかが返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302E15 が発生します。 
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        Ｓ．ＳＹＮ－ＳＴＡＲＴＳ．ＳＹＮ－ＳＴＡＲＴＳ．ＳＹＮ－ＳＴＡＲＴＳ．ＳＹＮ－ＳＴＡＲＴ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモードの開始番号の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

S.SYNTHE モード開始番号設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN-START 設定値 

        設定値読み出し：S.SYN-START ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～８０の範囲で設定します。 

    

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①開始番号を１番に設定する場合 

          S.SYN-START 1 

        ②開始番号を２番に設定する場合 

          S.SYN-START 2 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

S.SYN-START ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

s.syn-start 戻り値 

 戻り値は、１～８０で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 302F15 が発生します。 
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        Ｓ．ＳＹＮ－ＳＴＯＰＳ．ＳＹＮ－ＳＴＯＰＳ．ＳＹＮ－ＳＴＯＰＳ．ＳＹＮ－ＳＴＯＰ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモードの終了番号の設定を行います。 

   
  機能機能機能機能：：：： 

S.SYNTHE モード終了番号の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN-STOP 設定値 

        設定値読み出し：S.SYN-STOP ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

1～８０の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①終了番号を５番に設定する場合 

          S.SYN-STOP 5 

        ②終了番号を１０番に設定する場合 

          S.SYN-STOP 10 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    ：：：：    

S.SYN-STOP ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

s.syn-stop value 
  value は、１～８０で返送されます。 

         

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 303015 が発生します。 
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        Ｓ．ＳＹＮ－ＲＥＰＥＡＴＳ．ＳＹＮ－ＲＥＰＥＡＴＳ．ＳＹＮ－ＲＥＰＥＡＴＳ．ＳＹＮ－ＲＥＰＥＡＴ    

 ：Ｓ．ＳＹＮＴＨＥのモードの繰り返し回数の設定を行います。 

   
        機能機能機能機能：：：：    

S.SYNTHE モード繰り返し回数の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN-REPEAT 設定値 

        設定値読み出し：S.SYN-REPEAT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

０～６５０００の範囲で設定します。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①繰り返し回数を２に設定します。 

          S.SYN-REPEAT 2 

        ②繰り返し回数を１０に設定します。 

          SEQU-REPEAT 10 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

S.SYN-REPEAT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

s.syn-repeat value 
  value は、０～６５０００で返送されます。 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 303115 が発生します。 
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        Ｓ．ＳＹＮ－ＣＮＴＳ．ＳＹＮ－ＣＮＴＳ．ＳＹＮ－ＣＮＴＳ．ＳＹＮ－ＣＮＴ    

 ：ＳＥＱＵＥＮＣＥ ＳＵＢＳＹＮＴＨＥのモードの設定を行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

SEQUENCE SYNTHE モードを実行の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：S.SYN-CNT 設定値 

        設定値読み出し：S.SYN-CNT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

S.SYN-CNT 設定値 

PRG-MODE 

実行モード 

設定値 内    容 

HALT シーケンス動作を一時停止します 

RUN シーケンス動作を開始・一時停止から再開させます 

STOP シーケンス動作を終了させます 

PREV なし 

RUN MODE 

EXT シーケンス動作を開始・一時停止から再開させます 

HALT なし 

RUN シーケンス動作を１ステップ実行します 

STOP シーケンス動作を終了させます 

PREV シーケンス動作を１ステップ戻って実行します 

STEP MODE 

EXT シーケンス動作を１ステップ実行します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①シーケンス動作を開始させます。 

          S.SYN-CNT RUN 

        ②シーケンス動作を終了させます。 

          S.SYN-CNT STOP 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

S.SYN-CNT ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

s.syn-cnt 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

戻り値１ 内    容 

HALT シーケンス動作が一時停止します 

RUN シーケンス動作が開始・一時停止から再開しました 

STOP シーケンス動作が終了しました 

EXT シーケンス動作が開始・一時停止から再開しました 

 

戻り値２ 内    容 

1 ～ 80 現在のシーケンスナンバーを返送します 

 

戻り値３ 内    容 

０～６５０００ 現在のサイクル数です 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        ・このコマンドは、S.SYNTHE INの状態でないと使用できません。 

          S.SYNTHE OUTの状態でこのコマンドを使用すると error 303215 が発生します。 

        ・モード終了時の設定は、最後の設定値のままで終了するので制御ＰＣ側で、各設定値を問い合わせるか 

          再設定して下さい。 

        ・このモードを実行すると実行開始のレスポンスは、発行する事ができますが、実行終了は、発行しない 

          ので、制御ＰＣより終了をポーリング（S.SYN-CNT ?)でチェックして下さい。 

        ・Digital AUR ON中はエラーとなります。 

        ・電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＷＡＶＥＤＡＴＡＷＡＶＥＤＡＴＡＷＡＶＥＤＡＴＡＷＡＶＥＤＡＴＡ    

 ：波形データの読み込み・書き込みを行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

波形データの読み込み・書き込みを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：WAVEDATA 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：WAVEDATA ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定内容 内    容 

設定値１ ARB01 ～ ARB24 任意波形番号 

※ARB番号が10未満の場合、10の位 

  を必ず'0'で補完してください。 

設定値２ バイナリデータ 0x4000固定 

設定値３ バイナリデータ 波形データ (16,384byte) 

 

（例）WAVEDATA ARB01,4000,ABBCCDDEEF･･････････ 

 

      wavedata ARB01 DONE    ※波形データ受信完了応答 

      ※    はバイナリデータ 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

WAVEDATA ? parameter 
 

  parameterは、読み込みするＷＡＶＥメモリー種別 
                                    ＳＩＮ/＋ＤＣ/－ＤＣ/ＤＣ/ 

                                               ＴＲＩ/ＳＲＱ/ＳＳ１/ＳＳ２/ＡＲＢ０１～２４ 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

wavedata ARB01,4000,ABBCCDDEEF･･････････ 

※    はバイナリデータ 

 

        解説解説解説解説：：：：    

・任意波形データは下図のようになっています。 

 

 

（Ｙ軸） 

４０９５ 

 

 

 

２０４８ 

 

 

 

００００ 

 

      ００００                                ８１９１（Ｘ軸） 

 

・サンプルプログラムを参照してください。 

 

        注意注意注意注意：：：：    

・WAVEDATAコマンドは、必ず16402バイト("WAVEDATA ARB**,[0x4000],"(18バイト) + 波形データ8192 

  ポイント(16384バイト)) 送信するようにしてください。 

+ＤＣ波形の時は、3048(0xBE8)です。 

－ＤＣ波形の時は、1048(0x418)です。 

ＳＩＮ波
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        ＷＡＶＥＴＥＸＴＷＡＶＥＴＥＸＴＷＡＶＥＴＥＸＴＷＡＶＥＴＥＸＴ    

 ：任意波形データのコメントの読み込み・書き込みを行います。 
 

        機能機能機能機能：：：：    

任意波形データのコメントの読み込み・書き込みを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：WAVETEXT 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：WAVETEXT ? 設定値 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定内容 内    容 

設定値１ ARB1 ～ ARB24 任意波形番号 

設定値２ コメント 半角英数字１６文字以内 

 

（例）WAVETEXT ARB1,Arbitrary01  

 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

WAVEDATA ? parameter 
 

  parameterは、読み込みする任意波形データ（ＡＲＢ１～２４） 
 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

wavetext 設定値１，設定値２ 

 

(例) WAVETEXT ? ARB1 

     WAVETEXT ARB1,Arbitrary01 

 

  制限事項制限事項制限事項制限事項：：：： 

コメントに"，"は使用できません。 
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        ＦＦＴ－ＲＥＦＦＦＴ－ＲＥＦＦＦＴ－ＲＥＦＦＦＴ－ＲＥＦ    
 ：ＦＦＴ解析の基準となる波形の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＦＦＴ解析の基準となる波形の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：FFT-REF 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：FFT-REF ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 内    容 

VOLT ＦＦＴ解析の基準対象を電圧に設定します 

CURR ＦＦＴ解析の基準対象を電流に設定します 

 

 

設定値２ 内    容 

R ＦＦＴ解析の基準相をＲ相に設定します 

S ＦＦＴ解析の基準相をＳ相に設定します 

T ＦＦＴ解析の基準相をＴ相に設定します 

RS ＦＦＴ解析の基準相をＲ-Ｓ相に設定します 

ST ＦＦＴ解析の基準相をＳ-Ｔ相に設定します 

TR ＦＦＴ解析の基準相をＴ-Ｒ相に設定します 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        FFT-REF ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        fft-ref 戻り値１,戻り値２ 

戻り値 内    容 

戻り値１ ＦＦＴ解析の基準対象を返送します 

戻り値２ ＦＦＴ解析の基準相を返送します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

         ① ＦＦＴ解析の基準を、Ｒ相の電圧に設定する場合 

           FFT-REF VOLT,R 
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        ＦＦＴ－ＴＧＴＦＦＴ－ＴＧＴＦＦＴ－ＴＧＴＦＦＴ－ＴＧＴ    
 ：ＦＦＴ解析の対象となる波形の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＦＦＴ解析の対象となる波形の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：FFT-TGT 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：FFT-TGT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 内    容 

VOLT ＦＦＴ解析の対象を電圧に設定します 

CURR ＦＦＴ解析の対象を電流に設定します 

 

設定値２ 内容 

R ＦＦＴ解析の対象相をＲ相に設定します 

S ＦＦＴ解析の対象相をＳ相に設定します 

T ＦＦＴ解析の対象相をＴ相に設定します 

RS ＦＦＴ解析の対象相をＲ-Ｓ相に設定します(※1) 

ST ＦＦＴ解析の対象相をＳ-Ｔ相に設定します(※1) 

TR ＦＦＴ解析の対象相をＴ-Ｒ相に設定します(※1) 

  ※1：設定値1に「VOLT」が設定されている場合に有効です。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        FFT-TGT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        fft-tgt 戻り値１,戻り値２ 

戻り値 内    容 

戻り値１ ＦＦＴ解析の対象を返送します 

戻り値２ ＦＦＴ解析の対象相を返送します 

 

        設定設定設定設定例例例例：：：：    

         ① ＦＦＴ解析の基準を、Ｒ相の電圧に設定する場合 

           FFT-TGT VOLT,R 
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        ＦＦＴＦＦＴＦＦＴＦＦＴ    
 ：ＦＦＴの処理要求を行います。 

 
        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：FFT 設定値 

        設定値読み出し：FFT ? 

 

設定値 コマンド種別 

RANGE 【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴレンジレンジレンジレンジのののの設定設定設定設定    

問い合わせ 【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

    【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴ【Ａ】ＦＦＴレンジレンジレンジレンジのののの設定設定設定設定    

           

          ・機能 

            ＦＦＴ計測レンジの設定を行います。 

            ※※※※ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２ではではではでは、ＦＦＴ、ＦＦＴ、ＦＦＴ、ＦＦＴレンジレンジレンジレンジのののの設定設定設定設定についてはについてはについてはについては無視無視無視無視されされされされますますますます。。。。    

 

          ・書式 

            設定          ：FFT RANGE [LO/HI] 

            設定値読み出し：FFT ? RANGE 

 

  ・設定範囲 

パラメータ 詳  細 

ＬＯ 計測値を×１０倍した値を返送します 

ＨＩ 計測値を×１倍した値を返送します 

 

  ・設定例 

    ①計測値を×１倍に設定する場合 

      FFT RANGE HI 

    ②計測値を×１０倍に設定する場合 

      FFT RANGE LO 

            

    【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

          ・機能 

            高調波波形、高調波レベルを返送します。 

 

          ・書式 

            設定          ：FFT ? 設定値１ 

            設定値読み出し：なし 

 

設定値１ 内    容 

% 高調波レベルを%で返送します 

なし 高調波レベルで返送します 

WAVE 波形データのみをASCII文字列で返送します 

FFT 波形データを除く、次数データのみを返送します 

PRE 波形データを除く、次数データを％のみで返送します 

ASCII 波形データと次数データをASCII文字列で返送します 

 

          ・設定例 

            ①高調波を数値で測定する場合 

               FFT ?  

            ②高調波を％で測定する場合 

               FFT ? % 
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  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

                        【【【【通常時通常時通常時通常時】】】】 

fft 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４,戻り値５ 

戻り値 内    容 

戻り値１ ＦＦＴ解析の対象(VOLT/CURR)を返送します 

戻り値２ ＦＦＴ解析の対象相を返送します 

戻り値３ 0200 を返送します 

戻り値４ バイナリデータを返送します 

戻り値５ ５０次分のデータを返送します 

                                               

   （例）fft VOLT,RS,0200,ABBCCDDEEF･･････････,10.0 10.00,20.0 20.00,30.0 30.00,････････ 

        0200 バイナリデータの意味 

 

                        【【【【設定値設定値設定値設定値１１１１にににに、、、、WAVE/FFT/WAVE/FFT/WAVE/FFT/WAVE/FFT/PERPERPERPER/ASCII /ASCII /ASCII /ASCII がががが設定設定設定設定されていたされていたされていたされていた場合場合場合場合】】】】    

fft 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

戻り値 内    容 

戻り値１ 設定値１を返送します 

戻り値２ 設定値２を返送します 

戻り値３ WAVE/FFT/ASCII により変わってきます 

WAVEの時 

     （例）fft VOLT,R-WAVE,000000010003000500070008000A000B････････ 

FFTの時 

     （例）fft VOLT,R-FFT/0 0.00/0 0.00/0 0.00/0 0.00････････ 

PERの時 

     （例）fft VOLT,R-PER/0 0.00/0 0.00/0 0.00/0 0.00････････ 

ASCIIの時 

     （例）fft VOLT,R-ASCII,0000000100030005･･･/0 0.00/0 0.00/0 0.00/0 0.00････････ 

 

  解説解説解説解説：：：： 

・指定ポイントの電圧または、電流をＤＳＰに測定させＦＦＴ演算をおこないそのときの波形と 

  ５０次分のポイントを要求します。 

・５Ｈｚ未満のＡＣモード、ＤＣ、ＡＭＰモード時は、ＦＦＴ演算は実行できません。 

・波形データは１６ビット５１２ポイントのデータが連続しています。 

  アスキーモード時は  １ポイント４文字・バイナリモード時１ポイント２バイトで構成されています。   

  VOLT・相電圧設定では、実測値の１０倍の値が返送されますので、１０で割った値が実際の電圧になります。 

  VOLT・三相電圧設定では、実測値の２０倍の値が返送されますので２０で割った値が実際の電圧値になります。 

  CURR・相電流設定では、実測値の１００倍の値が返送されますので、１００で割った値が実際の電流値になります。 

・次数データ構成は、次数と次の次数の間は、バイナリモードではカンマで区切り、アスキーモードでは 

  スラッシュ(/)で、区切られます。 

・FFT，PRE の場合、角度とレベルの間はスペースで区切られています。 

  ※/[n 次位相角] [n 次高調波レベル]/ 
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        ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ－ＳＴＯＰＥＭＥＲＧＥＮＣＹ－ＳＴＯＰＥＭＥＲＧＥＮＣＹ－ＳＴＯＰＥＭＥＲＧＥＮＣＹ－ＳＴＯＰ    
 ：緊急時に本体の電源を落とします。 

 
  機能機能機能機能：：：： 

  緊急時に本体の電源を落とします。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EMERGENCY-STOP 

        設定値読み出し：なし 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：： 

        なし 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

        なし 
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        ＩＮＪＥＣＴＩＮＪＥＣＴＩＮＪＥＣＴＩＮＪＥＣＴ    
 ：パルスインジェクションの設定を行います。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

ＰＵＬＳＥ  ＩＮＪＥＣＴＩＯＮの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：INJECT 設定値１,・・・,設定値１０ 

        設定値読み出し：なし 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 単相時 二相時 三相時 内    容 

設定値１ 0～65000 返し回数(cyc) 

設定値２ 0～358 開始角度(deg) 

設定値３ 1～359 終了角度(deg) 

設定値４ ON/OFF PULSE INJECTION実行 

設定値５ ENA/DIS ENA/DIS ENA/DIS R相の実行をENA/DISで指定 

設定値６ ※ ※ ※ R相の極性付電圧設定又は電流設定 

設定値７  ENA/DIS ENA/DIS S相の実行をENA/DISで指定 

設定値８  ※ ※ S相の極性付電圧設定又は電流設定 

設定値９   ENA/DIS T相の実行をENA/DISで指定 

設定値10   ※ T相の極性付電圧設定又は電流設定 

        ※定電圧モード RANGE LO: 0.0～±200.0V  設定分解能: 0.1V 

                       RANGE HI: 0.0～±400.0V  設定分解能: 0.2V 

          定電流モード RANGE LO:0.00～±20.00A  設定分解能: 0.1A 

 RANHE HI:0.00～±10.00A  設定分解能: 0.1A 

         （値はAA/Xの総合電力により変わります。） 

  

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        開始角度は、終了角度との角度差が最大１８０゜以内であること。 

        電流設定は、ＣＣオプション（ＡＯＰ－１１０ＣＣ）実装時で定電流モードの時に有効です。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①単相時 INJECT-CYCLEのみ設定する場合 

  INJECT 10,,,,,            INJECT-CYCLEのみ更新され、その他は前回値  

②３相時 INJECT-CYCLEのみ設定する場合 

  INJECT 20,,,,,,,,,        INJECT-CYCLEのみ更新、その他は前回値 

③文字位置固定で設定する場合（"INJECT "以後のスペース・タブは、無視） 

  INJECT   20,   ,    ,   20,  ･･････ 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

INJECT ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

inject value1,value2,value3･･････ 
  value･････ は、コマンドのparameter････ 参照 

        ①定電圧単相時 

  inject 222,10.0,40.0,ON,ENA,40.0 Vrms 

        ②定電圧三相時 

  inject 222,10.0,40.0,ON,ENA,40.0 Vrms,ENA,50.0 VrmS,ENA,60.0 Vrms 

        ③定電流単相時 

          inject 1,0,0,ON,DIS,0.0 A 

        ④定電流三相時 

          inject 1,0,0,ON,DIS,0.0 A,DIS,0.0 A,DIS,0.0 A 
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  説明説明説明説明：：：：    

・このコマンド実行前にOUTPUT ON で DC OFFSET が OFF でなければエラーを返送します。 

・このコマンドが実行されると、PULSE INJECTION実行OFF、 OUTPUT OFF / EMERGENCY-STOP 

  以外の他のコマンドは受け付けません。 

・このコマンド終了は、PULSE INJECTION実行終了か OUTPUT OFF か EMERGENCY-STOPにて終了します。 

・このモードに入るとカップリングモードは、強制的にＤＣにされ終了するとレジューム（元に戻る）されます。 

         ・Digital AUR ON中はエラーとなります。 

         ・電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＰＲＯＴＥＣＴＰＲＯＴＥＣＴＰＲＯＴＥＣＴＰＲＯＴＥＣＴ    
 ：プロテクションの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：PROTECT 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４,設定値５,設定値６ 

        設定値読み出し：PROTECT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定項目 設定範囲 設定分解能 詳    細 

設定値１ CURR-LIMIT １０～１０５％ 1 ％  

設定値２ OFF-DELAY －１～６０Sec 1 Sec －１に設定すると無限に設定されます 

設定値３ UP VOLT  

設定値４ LOW VOLT 

±４００.０Ｖ ０.１Ｖ 

 

設定値５ UP FREQ  

設定値６ LOW FREQ 

0.01～1200.00Hz ０.０１Ｈｚ 

 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

① PROTECT 55 % ,5 Sec, +200 V, +100 V, 500.00 Hz, 800.00 Hz 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

PROTECT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

PROTECT 55 % ,5 Sec, +200 V, +100 V, 500.00 Hz, 800.00 Hz 

protect 55 %,5 Sec,200 V,100 V,500.00 Hz,800.00 Hz 

 

        注意注意注意注意：：：：    

UP VOLT, LOW VOLTについては現在設定されている値を範囲外にする設定にはできません。また、CCモード時は 

設定値３、設定値４については無効となります。 
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        ＯＵＴＰＡＲＡＯＵＴＰＡＲＡＯＵＴＰＡＲＡＯＵＴＰＡＲＡ    
 ：アウトプットパラメータの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

アウトプットパラメータの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：OUTPARA 設定値１,設定値２,設定値３,設定値４ 

        設定値読み出し：OUTPARA ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定項目 設定範囲 設定分解能 

設定値１ ON-PHASE ０～３５９ deg １゜ 

設定値２ ON-SLOPE ０～１００００ｍＳｅｃ １０ｍＳｅｃ 

設定値３ OFF-PHASE ０～３５９ deg １゜ 

設定値４ OFF-SLOPE ０～１００００ｍＳｅｃ １０ｍＳｅｃ 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ＯＮフェーズ 180゜、ＯＮスロープ 1000mSec、ＯＦＦフェーズ 180゜、ＯＦＦスロープ 2000mSecの場合 

        OUTPARA  18O, 1000 mSec, 180, 2000 mSec 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：： 

OUTPARA ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

outpara 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 設定項目 戻り値の範囲 

戻り値１ ON-PHASE ０～３５９ deg 

戻り値２ ON-SLOPE ０～１００００ｍＳｅｃ 

戻り値３ OFF-PHASE ０～３５９ deg 

戻り値４ OFF-SLOPE ０～１００００ｍＳｅｃ 

        例  outpara 0,0 msec,0,0 msec 

 

        解説解説解説解説：：：：    

ON-PHASE は、OUTPUT ON 時の開始位相を設定します。 

ON-SLOPE は、OUTPUT ON 時の出力の上昇時間を設定します。 

OFF-PHASE は、OUTPUT OFF 時の終了位相を設定します。 

OFF-SLOPE は、OUTPUT OFF 時の出力の下降時間を設定します。 
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        ＰＨＡＳＥＳＨＩＦＴＰＨＡＳＥＳＨＩＦＴＰＨＡＳＥＳＨＩＦＴＰＨＡＳＥＳＨＩＦＴ    
 ：多相位相の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

多相時の位相の設定を行います。 

            

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：PHASESHIFT 設定値１,設定値２,設定値３ 

        設定値読み出し：PHASESHIFT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定項目 設定範囲 設定分解能 備考 

設定値１ BALANCE BALANCE / UNBALANCE  バランスモードか、アンバランスモードの指定 

設定値２ SFTPH-RS ０.０～３５９.９゜ ０.１゜ ＲＳ間の位相差 

設定値３ SFTPH-RT ０.０～３５９.９゜ ０.１゜ ＲＴ間の位相差 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①バランスモードに設定する場合 

          PHASESHIFT BALANCE 

        ②アンバランスモードに設定し、ＲＳ間９０゜、ＲＴ間１８０゜に設定する場合 

          PHASESHIFT UNBALANCE,90.0,180.0 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

PHASESHIFT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

phaseshift 戻り値 

戻り値 設定項目 設定範囲 備考 

戻り値１ BALANCE BALANCE / UNBALANCE バランスモードか、アンバランスモードの指定 

戻り値２ SFTPH-RS ０.０～３５９.９゜ ＲＳ間の位相差 

戻り値３ SFTPH-RT ０.０～３５９.９゜ ＲＴ間の位相差 

    

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

          多相時のDIGITAL AVRがON設定の場合に、PHASESHIFTをUNBALANCEに設定時、WAVEFORMに任意波形(ARB**) 

          が設定されていた場合、PHASESHIFTはエラーとなります。 

    

        そのそのそのその他他他他：：：：    

          電圧、電流、周波数のいずれかのTRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＲＭＴ－ＳＥＮＳＲＭＴ－ＳＥＮＳＲＭＴ－ＳＥＮＳＲＭＴ－ＳＥＮＳ    
 ：リモートセンシングの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

リモートセンシングの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：RMT-SENS 設定値１,設定値２ 

        設定値読み出し：RMT-SENS ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ REMOTE/LOCAL/RMT/LCL/R/L 電圧検出ポイントをリモートかローカルの設定をします 

設定値２ ON/OFF DIGITAL AVR を ON/OFF を設定します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①リモートセンシングを使用する場合 

          RMT-SENS REMOTE,OFF 

        ②リモートセンシングを使用して、デジタルＡＶＲを使用する場合 

          RMT-SENS REMOTE,ON 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

RMT-SENS ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

rmt-sens 戻り値１,戻り値２ 

戻り値 設定範囲 内    容 

戻り値１ REMOTE/LOCAL 電圧検出ポイントをリモートかローカルの設定をします 

戻り値２ ON/OFF DIGITAL AVR を ON/OFF を設定します 

 

        説明説明説明説明：：：：    

        REMOTE / LOCAL は、LOCAL に設定された場合、ＡＡ／Ｘ２は出力端子の電圧を検出します。 

        REMOTE に設定された場合、ＡＡ／Ｘ２はリモートセンシング端子の電圧を検出します。 

        注意：REMOTE を選択する場合、ケーブルを必ず接続してください。 

        DIGITAL AVR は、DSP で電圧値を補正します。 

    

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        ・メインシンセサイザの周波数が5Hz未満に設定されていた場合、DIGITAL AVRの設定はONにできません。 

        ・装置がPOWER AMPLIFIER設定の場合、DIGITAL AVRの設定をONにできません。 

        ・電圧、電流、周波数のいづれかのTRANSITION動作中は設定できません。 

        ・WAVEFORMに任意波形(ARB**)が設定されている場合、エラーとなります。 

        ・PHASEコマンドにて結線方式が変更になった場合、DIGITAL AVRはOFF設定となります。 
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        ＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧＣＯＵＰＬＩＮＧ    
 ：カップリングの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

カップリングの設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：COUPLING 設定値 

        設定値読み出し：COUPLING ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

AC ＡＣカップリングに設定します 

DC ＤＣカップリングに設定します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＡＣカップリングに設定します。 

          COUPLING AC 

        ②ＤＣカップリングに設定します。 

          COUPLING DC 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

COUPLING ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

coupling 戻り値 

戻り値 内    容 

AC ＡＣカップリングに設定されています 

DC ＤＣカップリングに設定されています 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ＡＣカップリングとは、コンデンサでＤＣ成分をキャンセルします。 

        オフセット分のない交流波形出力に使用します。 

        ＤＣカップリングとは、信号波形がそのまま出力されます。 

 

        ＳＩＮ波形・任意波形・外部信号入力時は、カップリングＡＣで使用します。 

        ＤＣ波形、ＳＩＮ波形＋ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴ波形時は、カップリングＤＣで使用します。 

        そのほか、波形により、ＡＣにするかＤＣにするかを切り替えてください。 
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        ＯＦＦＳＥＴ－ＣＡＬＯＦＦＳＥＴ－ＣＡＬＯＦＦＳＥＴ－ＣＡＬＯＦＦＳＥＴ－ＣＡＬ    
 ：オフセットキャリブレーションを実行します。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

オフセットキャリブレーションを実行します。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：OFFSET-CAL 設定値 

        設定値読み出し：OFFSET-CAL ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：： 

設定値 内    容 

START オフセットキャリブレーションを実行させます 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        オフセットキャリブレーションを実行する場合 

          OFFSET-CAL START 

 

        制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        処理中にＳＴＯＰを送ると本体ＣＰＵはリセット状態（電源起動時）になります。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

OFFSET-CAL ? 

  キャリブレーションの進行状態を返送します。 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

offset-cal value 
    コマンドのレスポンスとしてvalue は、正常終了時  ＤＯＮＥ  を返送します。 
  キャリブレーション状態問い合わせに対する返送データは、ＢＵＳＹ（処理中の時でパラメータ２にて 

  大まかな進行状況をパーセント表記したものを送付する）またはＩＤＬＥ（処理待機中）を返送します。 

 

  （例１）offset-cal IDLE 

  （例２）offset-cal BUSY 50 % 

  （例３）offset-cal DONE 
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        ＲＥＦＩＭＰＲＥＦＩＭＰＲＥＦＩＭＰＲＥＦＩＭＰ    
 ：リファレンスインピーダンスの設定を行います。 

 
  機能機能機能機能：：：： 

リファレンスインピーダンスの設定を行います。 

ＡＯＰ－０８０ＬＺ（インピーダンスネットワークオプションボード）と 

ＬＺ－４０００（インピーダンスネットワーク）が必要です。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：REFIMP 設定値 

        設定値読み出し：REFIMP ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

      設定値はは、LZ0～LZ7にて設定します。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

REFIMP ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

refimp 戻り値 

 戻り値は、ＬＺ０～ＬＺ７で返送します。 
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        ＳＥＬＥＣＴＳＥＬＥＣＴＳＥＬＥＣＴＳＥＬＥＣＴ    
 ：動作状態の切り替えを行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

指定されたバンクにＡＡ／Ｘ２動作状態を全て保持／読み出しを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：SELECT 設定値 

        設定値読み出し：SELECT ? 

設定値 内    容 

FREEZE 【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥのののの設定設定設定設定 

RESUME 【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥのののの設定設定設定設定 

DELETE 【【【【ＣＣＣＣ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥのののの設定設定設定設定 

? 【【【【ＤＤＤＤ】】】】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ 

 

    【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥ【Ａ】ＦＲＥＥＺＥのののの設定設定設定設定    

                                        ・機能 

    現在の設定値を指定されたバンク（０～９）に１６文字の名前付きで保存します。 

 

          ・書式 

            SELECT FREEZE 設定値１,設定値２ 

 

          ・設定範囲 

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ ０～９ バンク番号を設定します 

設定値２ １６文字以内のメッセージ １６文字以内の半角英数を設定します 

 

          ・設定例 

            SELECT FREEZE 1,LINETEST1 

 

  制限事項制限事項制限事項制限事項：：：： 

コメントに"，"は使用できません。 

 

 

    【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥ【Ｂ】ＲＥＳＵＭＥのののの設定設定設定設定    

          ・機能 

            バンクに保存された設定値を現在設定値に設定します。 

 

          ・書式 

            SELECT RESUME 設定値 

 

          ・設定範囲 

設定値 設定範囲 内    容 

設定値１ ０～９ バンク番号を設定します。 

 

          ・設定例 

            バンク１に設定されている状態を設定します。 

            SELECT RESUME 1 

 

          ・注意 

            ＯＵＴＰＵＴがＯＮの場合、コマンドエラーとなります。 
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    【【【【ＣＣＣＣ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥ】ＤＥＬＥＴＥのののの設定設定設定設定    

          ・機能 

            指定バンクメモリの消去を行います。 

 

          ・書式 

            SELECT DELETE 設定値 

 

          ・設定範囲 

設定範囲 内    容 

０～９ バンク番号を設定します 

 

          ・設定例 

            バンク１の内容を消去します。 

            SELECT DELETE 1 

 

    【【【【ＤＤＤＤ】】】】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

          ・機能 

            指定バンクメモリの内容の問い合わせを行います。 

 

          ・書式 

            SELECT ? 設定値 

 

          ・設定範囲 

設定範囲 内    容 

なし,０～９ バンク番号を設定します 

 

 

   select BANK 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４,戻り値５,戻り値６,戻り値７ 

戻り値 内    容 

戻り値１ バンク番号を返送します 

戻り値２ １６文字以内の半角英数を返送します 

戻り値３ 指定されたバンク番号の動作モードを返送します 

戻り値４ 指定されたバンク番号の電圧レンジを返送します 

戻り値５ 指定されたバンク番号の設定電圧(電流)値を返送します 

戻り値６ 指定されたバンク番号の周波数を返送します 

戻り値７ 指定されたバンク番号のWAVEFORMを返送します 

 

 

 

          ・問い合わせ例 

            設定値がなしの場合、ＮＯＮを返送されます。 

            （例）設定値がなしの場合 

                  select NON 

 

            設定値が０～９の場合バンクのメッセージを返送されます。 

            （例）登録データがある場合のレスポンス返送例 

    select BANK 1, TEST HEAT RUN !! 

            （例）登録データが無い場合のレスポンス返送例 

    select ---- 1 

  (例) コメント:"MEMORY1 TSET!!!!"，動作モードCV，設定値電圧値10.0V，電圧レンジLO， 

       設定周波数60.00Hz，WAVEFORM ARB1 がバンク１に設定されたいた場合の問い合わせ例。 

       ※多相構成の場合、設定電圧(電流)値，WAVEFORMは、Ｒ相の設定値となります。 

 

                  SELECT ? 1              ← バンク1の内容の問い合わせを行います。 

                  select BANK 1, MEMORY1 TSET!!!!, CV, LO, 10.0 V, 60.00 Hz, ARB1 
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        ＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳＲＥＳＰＯＮＳ    
 ：レスポンス返送方法の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

レスポンス返送方法の設定を設定します。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定    ：RESPONS 設定値１,設定値２,設定値３ 

        読み出し：RESPONS ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 設定内容 

設定値１ コマンドに対するレスポンス返送を設定 ０：禁止  １：返送 

設定値２ レスポンス識別子の返送を設定 ０：省略  １：返送 

設定値３ レスポンスの単位に対する設定 ０：省略  １：返送 

※  詳しくは、本文６．５  コマンド・レスポンスを参照してください。 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        RESPONS 1,1,1 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ： 

RESPONS ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

respons 戻り値 

戻り値 内    容 設定内容 

戻り値１ コマンドに対するレスポンス返送の設定 ０：禁止  １：返送 

戻り値２ レスポンス識別子の返送の設定 ０：省略  １：返送 

戻り値３ レスポンスの単位に対する設定 ０：省略  １：返送 
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        ＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴＴＲＧ－ＯＵＴ    
 ：外部トリガアウトの極性設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

外部ＴＲＧ－ＯＵＴの極性設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定    ：TRG-OUT 設定値１,設定値２,設定値３ 

        読み出し：TRG-OUT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 内    容 

NORMAL 通常出力 

START-STOP プログラム動作 開始時，停止時 

CYCLE サイクル出力 

ZERO-CROSS ゼロクロス 

 

設定値２ 内    容 

POS 正論理出力 

NEG 負論理出力 

 

設定値３ 内    容 

OFF トリガOFF 

100us トリガ幅 100us 

1ms トリガ幅 １ms 

10ms トリガ幅 10ms 

100ms トリガ幅 100ms 

 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

TRG-OUT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

trg-out 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

設定値１ 内    容 

NORMAL 通常出力に設定されています 

START-STOP プログラム動作 開始時，停止時 

CYCLE サイクル出力に設定されています 

ZERO-CROSS ゼロクロス 

 

設定値２ 内    容 

POS 正論理出力に設定されています 

NEG 負論理出力に設定されています 

 

設定値３ 内    容 

OFF トリガOFF 

100us トリガ幅 100usに設定されています 

1ms トリガ幅 １msに設定されています 

10ms トリガ幅 10msに設定されています 

100ms トリガ幅 100msに設定されています 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        TRG-OUT NORMAL,NEG,OFF 

 

        解説解説解説解説：：：：    

ＡＢＲＵＰＴ，ＶＡＲＩＡＴＩＯＮ，ＳＥＱＵＥＮＣＥモードでのＴＲＧ－ＯＵＴの極性を設定します。 
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        ＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭＡＬＡＲＭ    
 ：アラーム情報の読み出しを行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

アラーム情報の読み出しを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定    ：ALARM 設定値１ 設定値２ 

        読み出し：ALARM ? 

設定値１ 内    容 

DELAY 【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】アラームマスクタイムアラームマスクタイムアラームマスクタイムアラームマスクタイムのののの設定設定設定設定    

MSK 【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】アラームアラームアラームアラーム自動通知自動通知自動通知自動通知マスクマスクマスクマスクのののの設定設定設定設定    

? 【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

 

                【Ａ】【Ａ】【Ａ】【Ａ】アラームマスクタイムアラームマスクタイムアラームマスクタイムアラームマスクタイムのののの設定設定設定設定    

          ・機能 

            アラームマスクタイムの設定をします。 

            この設定時間連続でアラームが継続した場合を実際のアラームとして処理をおこないます。 

 

          ・書式 

            設定          ：ALARM DELAY 設定値 

            設定値読み出し：ALMRM ? 

 

          ・設定範囲 

設定範囲 設定分解能 

0 ～ 30 1秒 

 

          ・設定例 

            アラームマスクタイムを３０秒に設定します。 

              ALARM DELAY 30 

 

                【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】【Ｂ】アラームアラームアラームアラーム自動通知自動通知自動通知自動通知マスクマスクマスクマスクのののの設定設定設定設定 

          ・機能 

            アラーム自動通知機能マスク設定をします。 

            この設定で、マスク解除した項目のアラームが発生時すると自動的にアラームをホストに通知します。 

 

          ・書式 

            設定          ：ALARM MSK 設定値 

            設定値読み出し：ALMRM ? 

 

          ・設定範囲 

 ビット番号 障  害  項  目 

０ ＯＶＨ  オーバーヒート 

１ ＯＶＬ  オーバーロード（ＣＬ・ＳＯＡ・ＯＶＤ） 

２ ＰＦＬ  パワーフェイル 

３ バッテリー不良 

４～７ 未使用 

８ ＡＶＲ  ＤＡＣ  レンジオーバー 

９～１５ 未使用 

    ※ＬＳＢ側８ビットをエラーグループとして、ＭＳＢ側８ビットをワーニンググループとして分けて使用 

 

          ・設定例 

            ＯＶＨをマスクする場合 

            ALARM MSK 0001 

 

  【注意】ＧＰ－ＩＢは、ＳＲＱマスク解除しＳＲＱを有効にする事によりアラーム発生時ＳＲＱが 

          発行されます。（ＳＲＱ－ＭＡＳＫ・ＳＲＱ命令参照） 



                                                                                                                            第６章 リモートコントロール  

                                第６章 リモートコントロール  305 

 

    【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】【Ｃ】問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ : 

          ・機能 

            各パラメータに設定された値を問い合わせます。 

 

          ・書式 

            設定：ALARM ? 

 

          ・レスポンス 

    alarm 戻り値１,戻り値２,戻り値３ 

戻り値 内    容 範    囲 

戻り値１ 現在のアラーム情報 ０:正常     １:異常 

戻り値２ アラームマスクタイムの設定値 ０～３０秒 

戻り値３ アラーム自動通知機能マスク値 

（発生のみ通知し復旧では通知しません） 

０:自動通知 １:マスク 

 

    戻り値１と戻り値３で使われるアラームビットは下記に示すビットに対応し１６進４桁の文字列として 

    返送されます。 

 

ビット番号 障  害  項  目 

０ ＯＶＨ  オーバーヒート 

１ ＯＶＬ  オーバーロード（ＣＬ・ＳＯＡ・ＯＶＤ） 

２ ＰＦＬ  パワーフェイル 

３ バッテリー不良 

４～７ 未使用 

８ ＡＶＲ  ＤＡＣ  レンジオーバー 

９～１５ 未使用 

    ※ＬＳＢ側８ビットをエラーグループとして、ＭＳＢ側８ビットをワーニンググループとして分けて使用 

 

  （例）alarm 0000,0000,2  異常なし時、全ビットアラーム発生時自動通知、アラームマスクタイム２秒 

 

          ・デフォルト 

            デフォルトは、アラームアクセスタイム２秒、全ビットアラームマスク状態になっています。 

            ALARM DELAY 2 

            ALARM MASK FFFF 
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        ＡＬＡＲＭ－ＣＬＥＡＲＡＬＡＲＭ－ＣＬＥＡＲＡＬＡＲＭ－ＣＬＥＡＲＡＬＡＲＭ－ＣＬＥＡＲ    
 ：アラームステータスのラッチをクリアします。  

 
  機能機能機能機能：：：： 

  アラームステータスのラッチをクリアします。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：ALARM-CLEAR 

        設定値読み出し：なし 

 

  問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：： 

        なし 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

        alarm-clear done 
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        ＥＸＴ－ＣＯＮＴＥＸＴ－ＣＯＮＴＥＸＴ－ＣＯＮＴＥＸＴ－ＣＯＮＴ    

 ：外部接点制御ボード（オプション）の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

外部接点制御ボード（オプション）の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EXT-CONT 設定値１, 設定値２, 設定値３, 設定値４, 設定値５, 設定値６, 設定値７ 

        設定値読み出し：EXT-CONT ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 詳      細 

ENA 外部接点によるＯＵＴＰＵＴ制御 有効 

DIS 外部接点によるＯＵＴＰＵＴ制御 無効 

 

設定値２ 詳      細 

ENA 外部接点による電圧レンジ制御 有効 

DIS 外部接点による電圧レンジ制御 無効 

 

設定値３ 詳      細 

ENA 外部接点によるカップリング設定 有効 

DIS 外部接点によるカップリング設定 無効 

 

設定値４ 詳      細 

ENA 外部接点による出力位相制御 有効 

DIS 外部接点による出力位相制御 無効 

 

設定値５ 詳      細 

ENA 外部接点による電源断 有効 

DIS 外部接点による電源断 無効 

 

設定値６ 詳      細 

NO 外部接点による電源断 ノーマルオープン設定 

NC 外部接点による電源断 ノーマルクローズ設定 

  ※ノーマルオープン：通常はオープン状態で、動作時はクローズ状態 

   ノーマルクローズ：通常はクローズ状態で、動作時はオープン状態 

 

設定値７ 詳      細 

ENA 外部接点によるアラームリセット制御 有効 

DIS 外部接点によるアラームリセット制御 無効 

 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①外部接点制御による出力制御を有効にする場合 

           EXT-CONT ENA,,,,,, 

        ②外部接点制御による出力停止制御を立ち上がりエッジで有効にする場合 

           EXT-CONT ,,,,ENA,RISE, 

 

  制限事項制限事項制限事項制限事項：：：：    

        電圧・電流・周波数TRANSITION動作中に、電圧レンジ，出力位相の接点入力による制御が発生した 

        場合、制御は無効となりますので、注意してください。 
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        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

EXT-CONT ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

         ext-cont 戻り値１, 戻り値２, 戻り値３, 戻り値４, 戻り値５, 戻り値６, 戻り値７ 

    

戻り値 内    容 範    囲 

戻り値１ 外部接点制御による出力制御の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

戻り値２ 外部接点制御による電圧レンジ制御の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

戻り値３ 外部接点制御によるカップリング制御の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

戻り値４ 外部接点制御による出力位相制御の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

戻り値５ 外部接点制御による電源断の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

戻り値６ 外部接点制御による電源断の検出方法の設定を返送します  NO:ノーマルオープン 

 NC:ノーマルクローズ 

戻り値７ 外部接点制御によるアラームリセット制御の設定を返送します  ENA:有効  DIS:無効 

    

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

          EXT-CONT DIS,DIS,DIS,DIS,DIS,RISE,DIS 
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        ＣＯＮＤＩＴＩＯＮＣＯＮＤＩＴＩＯＮＣＯＮＤＩＴＩＯＮＣＯＮＤＩＴＩＯＮ    
 ：ＡＡ／Ｘ２の状態の問い合わせを行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＡＡ／Ｘ２の状態の問い合わせを行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：なし 

        設定値読み出し：なし 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        CONDITION ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        condition value 

        value は、以下の表のいずれかが返送されます。 

 

value 内  容 

warm up 電源投入後のウオーミングアップ期間中に送信されます 

waiting 並列接続台数変更の承認待ち状態 

ready 通常状態 

 

        解説解説解説解説：：：：    

        ＡＡ／Ｘ２は、電源投入時、内部回路が安定するまで動作できませんので、電源投入時ウオーミングアップを 

        開始するので、この終了を知るためにこのコマンドを使用します。 

 

        ＡＡ／Ｘ２起動時の並列接続台数が、前回動作時の並列接続台数と異なる場合、ＡＡ／Ｘ２のコントローラより 

        承認を行ってください。承認が完了するまで、レスポンスは"waiting"が返送されます。 
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        ＣＶＣＣＣＶＣＣＣＶＣＣＣＶＣＣ    
 ：定電圧・定電流の切り替えを行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

定電圧・定電流の切り替えを行います。 

ＡＯＰ－１１０ＣＣ（定電流オプションボードが必要です） 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：CVCC [CV/CC] 

        設定値読み出し：CVCC ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

CV 定電圧モードにします。 

CC 定電流モードにします。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        CVCC ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        cvcc 戻り値 

戻り値 内    容 

CV 定電圧モードになっています。 

CC 定電流モードになっています。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①定電圧モードに切り替える場合 

          CVCC CV 

        ②定電流モードに切り替える場合 

          CVCC CC 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        工場出荷時は、定電圧モードになっています。 

        CVCC CV 

 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        OUTPUT ON 中にモード切り替えを設定した場合、OUTPUT OFF後、動作モードが変更されます。 

        電圧・電流・周波数TRANSITION動作中は設定できません。 
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        ＩＮＩＴＩＡＬＩＮＩＴＩＡＬＩＮＩＴＩＡＬＩＮＩＴＩＡＬ    
 ：バックアップメモリを初期化します。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

バックアップメモリを初期化します。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：INITIAL 設定値 

        設定値読み出し：なし 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

1 リブートのみ 

2 パラメータ関係を初期化します 

3 パラメータと任意波形を初期化します 

[4] 全ての設定情報を初期化します。4 は省略可能 

 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①全ての情報を初期化する場合 

          INITIAL 4 

        ②パラメータだけ初期化する場合 

          INITIAL 2 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

なし 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

initial 戻り値 

 

戻り値 内    容 

1 リブートのみ 

2 パラメータ関係を初期化します 

3 パラメータと任意波形を初期化します 

[4] 全ての設定情報を初期化します。4 は省略可能 

 
        そのそのそのその他他他他：：：：    

        電圧・電流・周波数 TRANSITION 動作中は設定できません。 
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        ＭＥＴＥＲ－ＩＴＥＭＭＥＴＥＲ－ＩＴＥＭＭＥＴＥＲ－ＩＴＥＭＭＥＴＥＲ－ＩＴＥＭ    
 ：ＬＣＤ画面の計測表示個数の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＬＣＤ画面の計測表示個数の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：METER-ITEM 設定値 

        設定値読み出し：METER-ITEM ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 内    容 

3 / 4 / 6 / 8 / 12 ＬＣＤ画面への計測表示個数の設定を行います 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        METER-ITEM ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        meter-item 戻り値 

戻り値 内    容 

3 / 4 / 6 / 8 / 12 ＬＣＤ画面への計測表示個数を返送します 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＬＣＤ画面の計測表示個数を４個にする場合 

          METER-ITEM 4 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        工場出荷時は、ＬＣＤ画面の計測表示個数は３個になっています 

        METER-ITEM 3 
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        ＭＥＴＥＲ－ＣＯＮＦＭＥＴＥＲ－ＣＯＮＦＭＥＴＥＲ－ＣＯＮＦＭＥＴＥＲ－ＣＯＮＦ    
 ：ＬＣＤ画面の計測表示の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ＬＣＤ画面の計測表示の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：METER-CONF 設定値１, 設定値２, 設定値３, 設定値４ 

        設定値読み出し：METER-CONF ? 設定値１ 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値１ 内    容 

１～12 ＬＣＤ画面の計測表示項目番号の設定を行います 

 

設定値２ 内容 

VOLT 電圧関連の計測値表示を行います 

CURR 電流関連の計測値表示を行います 

POWER 電力関連の計測値表示を行います 

FREQ 周波数の計測値表示を行います 

NONE 計測表示されません 

         ※ 「FREQ」が設定された場合は、設定値３,設定値４は無効となります。 

         ※ 「NONE」が設定された場合は、設定値３,設定値４は強制的に「NONE」となります。 

 

設定値３ 内容 

RMS 実効値の表示を行います 

DC 直流計測値の表示を行います 

CF クレストファクタの表示を行います 

DIST 高調波歪率の表示を行います 

+P ＋ピーク値の表示を行います 

-P －ピーク値の表示を行います 

+PH ＋ピークホールド値の表示を行います 

-PH －ピークホールド値の表示を行います 

PF 電力の力率表示を行います ※１ 

APP 電力の皮相電力表示を行います ※１ 

ACT 電力の有効電力表示を行います ※１ 

REA 電力の無効電力表示を行います ※１ 

NONE 計測表示されません 

         ※１ 設定値２に「POWER」が設定されている場合に有効なパラメータです。 

 

設定値４ 内容 

R Ｒ相の計測表示を行います  

S Ｓ相の計測表示を行います ※１ 

T Ｔ相の計測表示を行います ※１ 

RS Ｒ-Ｓ相の計測表示を行います ※１ ※２ 

ST Ｓ-Ｔ相の計測表示を行います ※１ ※２ 

TR Ｔ-Ｒ相の計測表示を行います ※１ ※２ 

SIGMA 各相の総和の計測表示を行います ※３ 

NONE 計測表示されません 

         ※１ 多相システムの場合に有効なパラメータです。 

         ※２ 設定値２に「VOLT」が設定されている場合に有効なパラメータです。 

         ※３ 設定値２に「POWER」が設定されている場合に有効なパラメータです。 
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        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

        METER-CONF ? 設定値１ 

設定値１ 内    容 

１～12 ＬＣＤ画面の計測表示項目番号の設定を行います 

 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        meter-conf 戻り値１,戻り値２,戻り値３,戻り値４ 

戻り値 内    容 

戻り値１ ＬＣＤ表示項目番号 

戻り値２ 計測対象 

戻り値３ 計測表示種別 

戻り値４ 計測表示相 

 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＬＣＤ画面の計測表示項目３の表示設定を、計測表示，計測対象電圧，実行値表示，Ｒ相計測にする場合 

          METER-CONF 3,ENA,VOLT,RMS,R 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        工場出荷時は、計測表示個数は３個で、詳細は以下の様になっています。 

        ・計測表示項目１ Ｒ相実効電圧計測値表示 

        ・計測表示項目２ Ｒ相実効電流計測値表示 

        ・計測表示項目３周波数計測値表示 

        METER-CONF 1,VOLT,RMS,R 

        METER-CONF 2,CURR,RMS,R 

        METER-CONF 3,FREQ,, 

 

        注意注意注意注意：：：：    

        ＬＥＤ画面の計測表示設定は、装置の設定変更により自動での計測設定の変更(波形 AC→DCになった 

        場合に計測 RMS→DCになるような変更)は、行われません。 

        計測表示設定が、現在の装置設定にて計測不可の状態となった場合、LCD画面の計測表示値は「－－－」 

        と表示されます。 
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        ＭＥＴＥＲ－ＦＲＥＥＺＥＭＥＴＥＲ－ＦＲＥＥＺＥＭＥＴＥＲ－ＦＲＥＥＺＥＭＥＴＥＲ－ＦＲＥＥＺＥ    
 ：計測値の表示更新の設定を行います。  

 
        機能機能機能機能：：：：    

計測値の表示更新の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：METER-FREEZE 設定値 

        設定値読み出し：METER-FREEZE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

METER-FREEZE 設定値 

設定値 内    容 

OFF 表示保持モード 

ON 表示更新モード 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①表示更新モードに設定します。（計測が完了する毎に計測表示を更新します。） 

          METER-FREEZE OFF 

        ②表示保持モードに設定します。（計測表示を保持します。） 

          METER-FREEZE ON 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

METER-FREEZE ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

meter-freeze 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

OFF  meter-freeze OFF 

ON  meter-freeze ON 
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        ＤＩＳＰＬＡＹ－ＣＯＮＦＤＩＳＰＬＡＹ－ＣＯＮＦＤＩＳＰＬＡＹ－ＣＯＮＦＤＩＳＰＬＡＹ－ＣＯＮＦ    
 ：７ＳＥＧ計測表示器の設定を行います。 

※メーターディスプレイユニット（ＡＯＰ－１５０ＭＵ）実装時に有効なコマンドです。 

 

        機能機能機能機能：：：：    

７ＳＥＧ計測表示器の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：DISPLAY-CONF 設定値１, 設定値２, 設定値３, 設定値４, 設定値５, 設定値６, 設定値７ 

        設定値読み出し：DISPLAY-CONF ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

 

設定値１ 内容 

RMS 電圧表示部分に実効値の表示を行います 

DC 電圧表示部分に直流計測値の表示を行います 

CF 電圧表示部分にクレストファクタの表示を行います 

+P 電圧表示部分に＋ピーク値の表示を行います 

-P 電圧表示部分に－ピーク値の表示を行います 

+PH 電圧表示部分に＋ピークホールド値の表示を行います 

-PH 電圧表示部分に－ピークホールド値の表示を行います 

 

設定値２ 内容 

R Ｒ相の電圧計測表示を行います 

S Ｓ相の電圧計測表示を行います 

T Ｔ相の電圧計測表示を行います 

RS Ｒ-Ｓ相の電圧計測表示を行います 

ST Ｓ-Ｔ相の電圧計測表示を行います 

TR Ｔ-Ｒ相の電圧計測表示を行います 

 

設定値３ 内容 

RMS 電流表示部分に実効値の表示を行います 

DC 電流表示部分に直流計測値の表示を行います 

CF 電流表示部分にクレストファクタの表示を行います 

+P 電流表示部分に＋ピーク値の表示を行います 

-P 電流表示部分に－ピーク値の表示を行います 

+PH 電流表示部分に＋ピークホールド値の表示を行います 

-PH 電流表示部分に－ピークホールド値の表示を行います 

 

設定値４ 内容 

R Ｒ相の電流計測表示を行います 

S Ｓ相の電流計測表示を行います 

T Ｔ相の電流計測表示を行います 

 

設定値５ 内容 

POWER 電力関連の計測値表示を行います 

FREQ 周波数の計測値表示を行います 

         ※ 「FREQ」が設定された場合は、設定値６,設定値７は無効となります。 



                                                                                                                            第６章 リモートコントロール  

                                第６章 リモートコントロール  317 

 

設定値６ 内容 

PF 電力の力率表示を行います 

APP 電力の皮相電力表示を行います 

ACT 電力の有効電力表示を行います 

REA 電力の無効電力表示を行います 

         ※ 設定値５に「POWER」が設定されている場合に有効なパラメータです。 

 

設定値７ 内容 

R Ｒ相の電力計測表示を行います 

S Ｓ相の電力計測表示を行います 

T Ｔ相の電力計測表示を行います 

SIGMA 各相の電力総和の計測表示を行います 

         ※ 設定値５に「POWER」が設定されている場合に有効なパラメータです。 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①７ＳＥＧ表示器を電圧表示部分をＲ相実効値、電流表示部分にＳ相実効値、電力・周波数表示部分にＲ相 

         有効電力値に設定する場合 

          DISPLAY-CONF RMS,R,RMS,S,POWER,ACT,R 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

        display-conf 戻り値１, 戻り値２, 戻り値３, 戻り値４, 戻り値５, 戻り値６, 戻り値７ 

 

戻り値 内    容 

戻り値１ 電圧計測表示部分の計測表示内容の設定 

戻り値２ 電圧計測表示相の設定 

戻り値３ 電圧計測表示部分の計測表示内容の設定 

戻り値４ 電圧計測表示相の設定 

戻り値５ 電力・周波数表示部分の表示内容の設定 

戻り値６ 設定値５が「POWER」の場合、電力計測種別の設定 

戻り値７ 設定値５が「POWER」の場合、電力計測相の設定 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①７ＳＥＧ表示器を電圧表示部分をＲ相実効値、電流表示部分にＳ相実効値、電力・周波数表示部分に周波 

         数表示が設定されていた場合 

          display-conf RMS,R,RMS,S,FREQ,, 

 

        デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：：：：    

        工場出荷時は、計測表示個数は３個で、詳細は以下の様になっています。 

        ・電圧計測表示部分…Ｒ相実効電圧計測値表示 

        ・電流計測表示部分…Ｒ相実効電流計測値表示 

        ・電力・周波数計測表示部分…周波数計測値表示 
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        ＥＸＴ－ＴＲＧ－ＩＮＥＸＴ－ＴＲＧ－ＩＮＥＸＴ－ＴＲＧ－ＩＮＥＸＴ－ＴＲＧ－ＩＮ    
 ：プログラム動作次のトリガ入力の設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

プログラム動作時のトリガ入力の設定を行います。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：EXT-TRG-IN 設定値 

        設定値読み出し：EXT-TRG-IN ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

設定値 設定範囲 内    容 

設定値 ENA/DIS 外部トリガ入力の有効・無効の設定を行います 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：        

EXT-TRG-IN ? 

 

        レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：：    

rmt-sens 戻り値 

戻り値 設定範囲 内    容 

戻り値 ENA/DIS 外部トリガ入力の有効・無効の設定 
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        ＲＰＧ－ＭＯＤＥＲＰＧ－ＭＯＤＥＲＰＧ－ＭＯＤＥＲＰＧ－ＭＯＤＥ    
 ：プログラム動作モードの設定を行います。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

プログラム（VASIATION，SEQUENCE）モードの実行モードを設定します。 

 

        書式書式書式書式：：：：    

        設定          ：PRG-MODE 設定値 

        設定値読み出し：PRG-MODE ? 

 

        設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲：：：：    

PRG-MODE 設定値 

設定値 内    容 

RUN ＲＵＮ実行モード 

STEP ＳＴＥＰ実行モード 

 

        設定例設定例設定例設定例：：：：    

        ①ＲＵＮ実行モードに設定します。 

          PRG-MODE RUN 

        ②ＳＴＥＰ実行モードに設定します。 

          PRG-MODE STEP 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

PRG-MODE ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

prg-mode 戻り値 

設定されている状態 レスポンス例 

RUN  prg-mode RUN 

STEP  prg-mode STEP 

 

SSSS            解説解説解説解説：：：：    

        ・SEQU-MODEコマンドにて実行モードが変更された場合、このコマンドによって設定されるパラメータも 

          連動して変動します。   
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        ＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳＳＴＡＴＵＳ    
 ：ステータス情報を取得します。 

 
        機能機能機能機能：：：：    

ステータス情報の詳細を取得します。 

 

        問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    

STATUS ? 

 

  レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス：：：： 

status? 戻り値1[,戻り値2][,戻り値3] 

 

戻り値 内    容 

戻り値1 R相のステータス情報 

戻り値2 S相のステータス情報 ※単相3線、三相 構成時 有効 

戻り値3 T相のステータス情報 ※三相構成時 有効 

 

 

            解説解説解説解説：：：：    

         戻り値は、下記表に従い、1つの相を8bitの16進数のASCIIにて表現します。 

 

ｂｉｔ位置 内容 

７ AVR オーバーレンジ(0:通常 / 1:制限) [AVR DAC RANGE OVER] 

６ 平均電流リミッタ（0:通常 / 1:制限）   [OUTPUT CURRENT LIMIT] 

５ ピーク電流リミッタ（0: 通常/ 1: 制限）[PEAK CURRENT LIMIT] 

４ 回路電源異常（0: 通常/ 1: 異常）      [AMP DISSIPATION LIMIT] 

３ 安全動作領域制限（0: 通常/ 1: 制限）  [SOA LIMIT] 

２ 入力電流制限（0: 通常/ 1: 制限）      [INPUT CURRENT LIMIT] 

１ 平均損失制限（0: 通常/ 1: 制限）      [POWER FAILURE] 

０ 過温度保護（0: 通常/ 1: 異常）        [OVER HEART] 

 

         (例) 単相構成時、ピーク電流リミッタが動作している場合 

              STATUS ? 

              status 20 

 

              三相構成時、R相制限・異常無し、S相ピーク電流リミッタ動作、T相平均電流リミッタ動作 

              している場合 

              STATUS ? 

              status 00,20,40 
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        ６６６６．．．．８８８８    エラーコードエラーコードエラーコードエラーコード 
      制御ＰＣからＡＡ／Ｘ２本体にコマンドを発行した場合、下記の事象によりエラー又はビジーが 

      返送される事があり、ここではその事象原因を説明します。 

 

事象原因 内容 

システムエラー システム障害等により動作できません。又は、システム構成上そのコマンド等を処理で

きません。 

コマンド・ステータス エラー 主にコマンド等の文法エラーです。 

パラメータエラー パラメータ入力フォーマットが合っていません。 

動作状態エラー 内部状態推移上できない組み合わせを行おうとした場合に発生します。 

処理中（ビジー） 前回のコマンド等処理中で、新しいコマンドを受付できない場合に発生します。 

 

 

      エラー返送パケットフォーマットは、下記に示すようにエラーコードを１６進のアスキーで 

      返送します。以下にそのフォーマットを示します。 

 

        エラーフォーマット 

        ｅｒｒｏｒｅｒｒｏｒｅｒｒｏｒｅｒｒｏｒ    ｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ                            ｎｎｎｎｎｎは、下記表に示す。 

    

部位（ｈｅｘ） 種別 内容 

ｎｎ＊＊＊＊ 分類コード 検知したエラーを原因別に分類したコードを示します。 

＊＊ｎｎ＊＊ コマンドコード 検知したエラーのコマンドＩＤを示します。 

＊＊＊＊ｎｎ 詳細コード 検知したエラーの詳細なエラー理由をコードで示します。 

 

      【分類コード】 

        ００ｈ～０Ｆｈ  システムエラー 

        １０ｈ～１Ｆｈ  コマンドエラー 

        ２０ｈ～２Ｆｈ  パラメータエラー 

        ３０ｈ～３Ｆｈ  動作状態エラー 

        ４０ｈ～４Ｆｈ  ＢＵＳＹ 

 

      【コマンドコード】 

        ００ｈ      コマンドコード無し 

        ０１ｈ～ｎｎｈ  コマンド番号等 

 

      【詳細コード】 

        ００ｈ      詳細コード無し 

        ０１ｈ～ｎｎｈ  個別の詳細コード 
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      エラーコード表 

 

分類 

コード 

コマンド 

コード 

詳細 

コード 
エラーコード詳細 

１０ ００ ０１ 存在しないコマンドが入力されました。 

    

２０ ×× ０１ パラメータが入力されていません。 

２０ ×× ０２ パラメータの数が多いです。 

２０ ×× ０３ パラメータに不正入力があります。 

２０ ×× ０４ パラメータが範囲を超えています。 

２０ ×× ０５ パラメータがＰＲＯＴＥＣＴコマンドで設定された範囲を超えています。 

２０ ×× ０６ バイナリーレングスが不正入力されました。 

２０ ×× ０７ バイナリーデータが不正入力されました。 

２０ ×× ０８ パラメータの大小関係が不正です。 

２０ ×× １０ パラメータレンジ範囲超過です。 

    

３０ ×× ００ AMP ヒート中です。 

３０ ×× ０１ レンジ切り替えができません。 

３０ ×× ０２ オプションボードが実装されていません。 

３０ ×× ０３ 現在のモード設定では本測定はできません。 

３０ ×× ０４ アンバランスでは実行はできません。 

３０ ×× ０５ ソフトデリミタではバイナリ伝送できません。 

３０ ×× １０ 他のモード中にＡＢＲＵＰＴモードが指定されました。 

３０ ×× １１ 他のモード中にＶＡＲＩＡＴＩＯＮモードが指定されました。 

３０ ×× １２ 他のモード中にＳＥＱＵＥＮＣＥモードが指定されました。 

３０ ×× １３ 他のモード中にＳ．ＳＹＮＴＨＥモードが指定されました。 

３０ ×× １４ 他のモード中にＳＥＬＥＣＴモードが指定されました。 

３０ ×× １５ モード選択されていないのにモード内コマンドが入力されました。 

３０ ×× １６ モード内のパラメータが実行に適合しません。 

３０ ×× １７ モード中に実行できないコマンドが入力されました。 

３０ ×× １８ ＳＥＬＥＣＴモードでＳＴＯＲＥ状態ではありません。 

３０ ×× ２０ ＯＵＴＰＵＴ状態でないのにモード実行が試行されました。 

３０ ×× ２１ すでにＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦ状態です。 

３０ ×× ２２ すでにＯＵＴＰＵＴ ＯＮ状態です。 

３０ ×× ２３ ＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦ状態になりません。 

３０ ×× ２４ ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ状態になりません。 
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分類 

コード 

コマンド 

コード 

詳細 

コード 
エラーコード詳細 

３０ ×× ３０ キャリブレーション中に再度実行されました。 

３０ ×× ３１ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 

３０ ×× ３２ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 

３０ ×× ３３ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 

３０ ×× ５０ ブースター時にＳＹＳＴＥＭコマンドが入力されました。 

３０ ×× ５１ Ｐ－ＭＡＳＴＥＲ時にＳＹＳＴＥＭコマンド以外が入力されました。 

３０ ×× ５２ ＣＶモードなのにＣＣモードのコマンドが入力されました。 

３０ ×× ５３ ＣＣモードなのにＣＶモードのコマンドが入力されました。 

３０ ×× ５４ ＶＤＤモードの設定エラーです。 

３０ ×× ６０ リモート処理中です。 

３０ ×× ７０ ＤＣ－ＯＦＦＳＥＴが設定されているのでＩＮＪＥＣＴの処理ができません。 

３０ ×× ８０ 単相では設定できません。 

３０ ×× ９０ ＳＥＱＵ－ＣＮＴ時はリバースできません。 

３０ ３Ｅ Ａ０ ＡＶＲがＯＮできません。 

３０ ×× Ｂ０ 外部接点制御が有効になっています。 

    

４０ ×× ０１ 前回のコマンド処理が終了していません。 

４０ ×× ０２ レンジの切り替え中です。 

４０ ×× ０３ ＯＵＴＰＵＴスロープ中です。 

４０ ×× ０４ キャリブレーション中です。 

４０ ×× ０５ ＶＯＬＴ トランジション中です。 

４０ ×× ０６ ＦＲＥＱ トランジション中です。 

    

Ｆ０ ×× ００ ＤＳＰ通信エラーが発生しました。 

Ｆ０ ×× ０１ ＤＳＰ通信ＳＯＦＴエラーが発生しました。 
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保 守  
         
 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

この章では、本機の保証期間、保守サービス、日常の点検について説明します。 

 

７．１ トラブルシューティング ���������������������������������������������������������  ３２６ 

７．１．１ 電源スイッチが「オフ」になる ����������������������������������  ３２６ 

７．１．２ 「ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ」が表示される ���������������������������  ３２７ 

７．１．３ 操作パネルのボタンを押しても何も反応しない �������������  ３２８ 

７．１．４ 電圧を出力しているのに計測表示値がおかしい �������������  ３２８ 

７．１．５ 出力電圧が歪んでいる ����������������������������������������������  ３２８ 

７．２ 保守 ������������������������������������������������������������������������������������  ３２９ 

  ７．２．１ 日常の保守と点検 ������������������������������������������������������  ３２９ 

  ７．２．２ 空気取り入れ口（吸気フィルター）の清掃 ��������������������� ３３０ 
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        ７７７７．．．．１１１１．．．．トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング    

   本機本機本機本機ごごごご使用時使用時使用時使用時にににに困困困困ったったったった場合場合場合場合のののの参考資料参考資料参考資料参考資料としてとしてとしてとして御活用御活用御活用御活用くださいくださいくださいください。。。。    

            下記内容下記内容下記内容下記内容にににに関関関関してしてしてして示示示示していますしていますしていますしています。。。。    

・ ７７７７．．．．１１１１．．．．１１１１ 電源スイッチが「オフオフオフオフ」になる 

・ ７７７７．．．．１１１１．．．．２２２２ 「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される 

・ ７７７７．．．．１１１１．．．．３３３３ 操作パネルのボタンを押しても何も反応しない 

・ ７７７７．．．．１１１１．．．．４４４４ 電圧を出力しているのに計測表示値がおかしい 

・ ７７７７．．．．１１１１．．．．５５５５ 出力電圧が歪んでいる 

  

            ７７７７．．．．１１１１．．．．１１１１    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチがががが「「「「オフオフオフオフ」」」」になるになるになるになる 

   症 状：使用中又はシステム起動時に｢電源スイッチ｣が「オフ」になった。 
 

  原 因：本機内部の温度が上昇し、ＯＶＨＯＶＨＯＶＨＯＶＨ（過温度保護）が動作した。 
 

 対 策：原因を取り除き、本機の内部温度が下がるのを待つ。 
 

     その後、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オン」にして動作を開始させます。 
 

次次次次のののの原因原因原因原因がががが考考考考えられますえられますえられますえられます。。。。    

１１１１．．．．    十分十分十分十分にににに排気排気排気排気ができずができずができずができず、、、、内部温度内部温度内部温度内部温度がががが上昇上昇上昇上昇したしたしたした。。。。本機本機本機本機ははははファンモータファンモータファンモータファンモータによるによるによるによる    

        強制空冷強制空冷強制空冷強制空冷をををを行行行行っておりっておりっておりっており、、、、背面背面背面背面にはにはにはには排気口排気口排気口排気口がありますがありますがありますがあります。。。。    

        背面背面背面背面をををを壁壁壁壁からからからから離離離離ししししてててて設置設置設置設置してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    

またまたまたまた、、、、エアフィルタエアフィルタエアフィルタエアフィルターーーーがほこりでがほこりでがほこりでがほこりで目目目目づまりするとづまりするとづまりするとづまりすると冷却能力冷却能力冷却能力冷却能力がががが低下低下低下低下しししし内部温度内部温度内部温度内部温度がががが上昇上昇上昇上昇しますしますしますします。。。。    

        エアフィルターエアフィルターエアフィルターエアフィルターのののの清掃清掃清掃清掃はははは７７７７．．．．２２２２．．．．２２２２項項項項をををを参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
    

２２２２．．．．    ファンモーターファンモーターファンモーターファンモーターがががが故障故障故障故障しているしているしているしている。。。。    

        ｢｢｢｢電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ｣｣｣｣をををを再投入後再投入後再投入後再投入後、、、、出力出力出力出力をををを「「「「オンオンオンオン」」」」にするにするにするにする前前前前にににに本機背面本機背面本機背面本機背面ののののファンモータファンモータファンモータファンモータがががが    

        正常正常正常正常にににに動作動作動作動作しているしているしているしている事事事事をごをごをごをご確認下確認下確認下確認下さいさいさいさい。。。。    
    

３３３３．．．．    負荷負荷負荷負荷のののの力率力率力率力率がががが小小小小さいさいさいさい場合場合場合場合、、、、ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄ（（（（内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧））））のののの設定設定設定設定がががが正正正正しくしくしくしく行行行行われていないわれていないわれていないわれていない    

場合場合場合場合はははは通常通常通常通常よりよりよりより内部温度内部温度内部温度内部温度がががが上昇上昇上昇上昇しますしますしますします。。。。    

ＶｄｄＶｄｄＶｄｄＶｄｄのののの設定設定設定設定にににに関関関関してはしてはしてはしては「「「「第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．１３１３１３１３    内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧内部直流電圧（（（（ＶｄＶｄＶｄＶｄｄ）ｄ）ｄ）ｄ）のののの使使使使いいいい方方方方」」」」をををを    

参照参照参照参照してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
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        ７７７７．．．．１１１１．．．．２２２２    「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ「ＯＶＥＲ    ＬＯＡＤ」ＬＯＡＤ」ＬＯＡＤ」ＬＯＡＤ」がががが表示表示表示表示されるされるされるされる 

 

   ①症 状：システム起動時に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示され消えない。 
 

   原 因：ＡＡ２０００ＸＰ２、ＡＡ２０００ＸＢ２の電源スイッチが「オンオンオンオン」になっていないものがある。 
  

   対 策：一度ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オフオフオフオフ」にして全てのＡＡ２０００ＸＰ２、 

        ＡＡ２０００ＸＢ２の電源スイッチを「オンオンオンオン」にする。 

       その後、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オンオンオンオン」にしてください。 

 

   ②症 状：使用中に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される。 
 

    原 因：出力電流の平均値が、平均電流リミッタの設定値を超えている。 
 

    対 策：平均電流リミッタの設定を上げるか、負荷を軽減して出力電流が平均電流リミッタの 

        設定値を超えないようにする。 
 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明｣を参照してください。    

 

   ③症 状：使用中に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される。 
 

   原 因：出力電流のピーク値が、最大ピーク出力電流値を超えている。 
 

   対 策：ピーク電流リミッタの設定値を上げるか、負荷を軽減して出力電流のピーク値が 

       ピーク出力電流設定値を超えないようにする。 
 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明｣を参照してください。    

 

   ④症 状：使用中に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される。 
 

    原 因：負荷の力率が小さい。 
 

    対 策：定格出力電流が取り出せる負荷力率は１～０．８の間です。 

        力率０．８以下は出力電流のディレーティングが必要です。 

        力率＝０で定格の５０％の出力電流となり、力率０～０．８の間は、 

        定格電流の５０％～１００％の間を直線で結んだディレーティングとなります。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明｣を参照してください。    

    

   ⑤症 状：使用中に「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される。 
 

    原 因：入力電流リミッタが動作している。 
 

    対 策：動作電源電圧がＡＣ１７０Ｖ以下では入力電流が約２５Ａ以下となるように 

        出力電力を制限します。 

        ＡＣ１７０Ｖ以上の動作電源に接続してください。 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明｣を参照してください。    
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        ７７７７．．．．１１１１．．．．３３３３    操作操作操作操作パネルパネルパネルパネルののののボタンボタンボタンボタンをををを押押押押してもしてもしてもしても何何何何もももも反応反応反応反応しないしないしないしない 

 

    ①症 状：操作パネル（コントローラ）からの操作ができない。 

        （操作パネル（コントローラ）の「ＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫＬＩＮＫ」ランプ（＝ＥＸＥＣＵＴＥキーの下）が 

          オレンジに点灯している、または点灯していない） 
 

     原 因１：ＡＡ２０００ＸＧ２本体と操作パネル（コントローラ）のケーブルが外れている 

          または、コネクタが正しく接続されていない。（浮いている） 

     原 因２：ＡＡ２０００ＸＧ２本体と操作パネル（コントローラ）の勘合が悪い。 
 

     対 策１：１度、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オフオフオフオフ」にしてからＡＡ２０００ＸＧ２本体と 

          操作パネル（コントローラ）のケーブルを付け直してください。 
 

     対 策２：１度、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オフオフオフオフ」にしてから操作パネルを 

          軽く押しつけてください。 

 

７７７７．．．．１１１１．．．．４４４４        電圧電圧電圧電圧をををを出力出力出力出力しているのにしているのにしているのにしているのに計測表示計測表示計測表示計測表示値値値値がおかしいがおかしいがおかしいがおかしい    

 

     症 状：電圧を出力しているのに計測表示の電圧表示がおかしい。 
  

    原 因：リモート電圧計測の配線をしていないのに、計測点がリモートに設定されている。 
  

    対 策： カーソルを「ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ    ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」→「ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥＳＥＮＳＥ」に移動し、 

「ＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧＳＥＮＳＩＮＧ」を「ＬＯＡＣＬＬＯＡＣＬＬＯＡＣＬＬＯＡＣＬ」に設定してください。 

    

    

    

    

        ７７７７．．．．１１１１．．．．５５５５    出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧がががが歪歪歪歪んでいるんでいるんでいるんでいる    

 

    症 状 ：出力電圧が歪んでいる。また、「ＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲＯＶＥＲ    ＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤＬＯＡＤ」が表示される。 
 

   原 因１：過負荷保護機能が動作している。 
  

   対 策 ：保護機能が動作しないようにリミッタ設定及び負荷の設定を行ってください。  

 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第４４４４章章章章    ４４４４．．．．３３３３    保護機能保護機能保護機能保護機能とととと動作説明動作説明動作説明動作説明｣を参照してください。    

 

    原 因２：第２シンセサイザの設定が行われている。（サブシンセサイザオプション実装の場合） 
 

    対 策 ：第２シンセサイザ（ＳＵＢＳＵＢＳＵＢＳＵＢ）の設定を「００００ＶＶＶＶ」に設定してください。 
 

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント：：：：詳細については｢第第第第３３３３章章章章    ３３３３．．．．２２２２    電圧電圧電圧電圧のののの基本設定基本設定基本設定基本設定｣を参照してください。    

 

 

ワンポイント：詳細については「第第第第４４４４章章章章４４４４．．．．２２２２    デジタルデジタルデジタルデジタルＶＲ（ＶＲ（ＶＲ（ＶＲ（リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングによるによるによるによる 

自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償自動電圧補償））））」を参照してください。 
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        ７７７７．．．．２２２２    保保保保    守守守守 

    

                    このこのこのこの項目項目項目項目ではではではでは、、、、本機本機本機本機のののの保証期間保証期間保証期間保証期間、、、、保守保守保守保守サービスサービスサービスサービス、、、、日常日常日常日常のののの点検点検点検点検についてについてについてについて説明説明説明説明しますしますしますします。。。。    

    

        ７７７７．．．．２２２２．．．．１１１１    日常日常日常日常のののの保守保守保守保守とととと点検点検点検点検    

・・・・保証期間保証期間保証期間保証期間についてについてについてについて 

     納入品の保証期間は、納入から１年間といたします。この期間中に当社の責任による 

     製造上および部品の劣化による故障を生じた場合は無償修理を行います。 

     ただし天災、取扱いの誤り等による故障、および当社外において改造が行われた製品の 

     修理は有償となります。   

            ・・・・有償保守有償保守有償保守有償保守サービスサービスサービスサービスについてについてについてについて    

     納入後２年目以降は有償となります。 

     随時、保守サービスは行っており、その都度料金を申し受けます。 

   ・・・・保守保守保守保守とととと点検点検点検点検     

     いつまでも初期の性能を保ち、さらに不測の事故を事前に防ぐために、一定期間ごとに点検を 

       お願いします。（各ケーブルのキズ、入力・出力端子台のひび割れ、破損等） 

      本機の汚れを落とす場合、薄めた中性洗剤かアルコールで軽く拭き取り、から拭きしてください。 

       ただし、シンナーやベンジン等の溶剤は使用しないでください。 

       また、エアーフィルタは、特にほこりがつきやすいので汚れがひどくなる前に清掃してください。 

     本機には有寿命部品を使用しております。 

     ご使用条件により部品に寿命差がでますが、一般的な部品寿命に関しては下記の表を参考にして 

     ください。 

     長くご使用いただくためには、５年を目安にオーバーホールをお薦めいたします。 

 

部 品 寿 命 

ファンモータ ３年～５年 

リレー ４年～５年 

電解コンデンサ ７年～１０年 
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        ７７７７．．．．２２２２．．．．２２２２    空気取空気取空気取空気取りりりり入入入入れれれれ口口口口（（（（エアーフィルタエアーフィルタエアーフィルタエアーフィルターーーー））））のののの清掃清掃清掃清掃        

             

        エアーフィルタエアーフィルタエアーフィルタエアーフィルターーーーのののの取取取取りりりり外外外外しししし方法方法方法方法 

 

   手順手順手順手順１１１１．．．．空気取り入れ口前面の取り付けビス（２箇所）をマイナスドライバーにて取り外し、 

      ルーバーを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      手順手順手順手順２２２２．．．．ルーバーの後にあるエアーフィルターを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      手順手順手順手順３３３３．．．．エアーフィルターに付いているゴミ、ほこりを取り除きます。 

       汚れがひどい場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯で洗い、十分に乾燥させてください。 

 

 

      手順手順手順手順４４４４．．．．手順１、２で取り外した、ルーバー、ビス（２箇所）、エアーフィルターをもとの位置に 

       取り付け直します。 

 

 

取取取取りりりり付付付付けけけけビスビスビスビス    

エアーフィルタエアーフィルタエアーフィルタエアーフィルターーーー    

ルーバルーバルーバルーバーーーー    
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この章では、本機の仕様について記述します。 

 

８．１ 共通仕様 �����������������������������������������������������������������  ３３２ 

  ８．１．１  出力仕様 �������������������������������������������������  ３３２ 

  ８．１．２  出力制御機能 �������������������������������������������  ３３３ 

  ８．１．３  プログラム機能 ����������������������������������������  ３３４ 

  ８．１．４  計測機能 �������������������������������������������������  ３３５ 

  ８．１．５  入力電源仕様 �������������������������������������������  ３３６ 

  ８．１．６  絶縁・耐圧 ����������������������������������������������  ３３６ 

  ８．１．７  冷却 �������������������������������������������������������  ３３６ 

  ８．１．８  動作環境 �������������������������������������������������  ３３６ 

  ８．１．９  寸法・質量 ����������������������������������������������  ３３６ 

  ８．１．１０ 付属品 ����������������������������������������������������  ３３７ 

  ８．１．１１ その他の機能 �������������������������������������������  ３３８ 

 

８．２ 機種別仕様 �������������������������������������������������������������  ３４０ 

  ８．２．１ 単相出力システム ����������������������������������������  ３４０ 

  ８．２．２ ３相出力システム ����������������������������������������  ３４１ 

  ８．２．３ 単相／３相出力システム �������������������������������  ３４２ 

 

８．３ 外観図 �������������������������������������������������������������������  ３４３ 

   ＡＡ２０００ＸＧ２外観図 ��������������������������������������������  ３４３ 

   ＡＡ２０００ＸＰ２外観図 ��������������������������������������������  ３４４ 

   ＡＡ２０００ＸＢ２外観図 ��������������������������������������������  ３４５ 
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 ８８８８．．．．１１１１    共通仕様共通仕様共通仕様共通仕様    

        ８８８８．．．．１１１１．．．．１１１１    出力仕様出力仕様出力仕様出力仕様    

    仕様 

出力電圧 条件 単相出力 ３相出力 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ         AC100V，DC140V     線間 AC200V，相 AC115V 定格出力電圧 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ         AC200V，DC280V     線間 AC400V，相 AC230V 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ      AC0～150V，DC±200V   線間 AC0～259V，相 AC0～150V 可変範囲 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ      AC0～300V，DC±400V   線間 AC0～519V，相 AC0～300V 

設定分解能              0.1V       線間 0.2V ， 相 0.1V 

  設定確度 *1     設定値の±0.3%±0.2V       ← （各相電圧にて） 

温度係数         150 ppm/℃ TYP．                ← 

ﾛｰﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ *2 DC～500Hz        ±0.2V 以下       ← （各相電圧にて） 

(AVR-OFF) 500～1200Hz          ±0.4V 以下       ← （各相電圧にて） 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ          ±0.1V 以下       ← （各相電圧にて） ﾗｲﾝﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ  *3 

(AVR-OFF) 300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ          ±0.2V 以下       ← （各相電圧にて） 

ﾘｶﾊﾞﾘｰ時間    *4 

(AVR-OFF) 
出力端子にて 50 μs 以下       ← （各相電圧にて） 

正弦波歪み率  *5  0.3% 以下 ← 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ時間    *6  50 μs 以下 ← 

残留ﾉｲｽﾞ       *7  100mVrms 以下 ← （各相電圧にて） 

直流ｵﾌｾｯﾄ電圧 AC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ±5mV ← （各相電圧にて） 

 DC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ±50mV（ｵﾌｾｯﾄｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ実行後） ← （各相電圧にて） 

周波数特性    *8 AC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ  45Hz～1200Hz にて+0.3%,-0.7%以内 

 低域ｶｯﾄｵﾌ周波数：1Hz,-3dB 

← 

← 

 DC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ   DC～1200Hz にて+0.3%,-0.7%以内 ← 

出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 測定周波数 

DC～2kHz にて 

 ( 6mΩ + 13μH )/並列ﾕﾆｯﾄ数 

          TYP.値 

      ←（各相 － ﾆｭｰﾄﾗﾙ間にて） 

 

＊１ 直流または１００Ｈｚの正弦波出力、周囲温度２３±５℃にて。 

＊２ 抵抗負荷にて出力電流を定格の０～１００％まで変動させたときの出力電圧変動。 

＊３ 動作電源電圧を９０Ｖから２５０Ｖまで変動させたときの出力電圧変動。ただし、１７０Ｖ以下は出力可能電力以内。 

＊４ 抵抗負荷にて出力電流を定格の０～１００％まで急変させ、出力電圧が無負荷時の１％以内に回復するまでの時間。 

＊５ 純抵抗負荷、定格出力にて。 

＊６ プログラム機能にて立ち上がり時間を最小に設定したとき、純抵抗負荷にて出力電圧が設定値の 

   １０％から９０％または９０％から１０％に達するまでの時間。 

＊７ 電圧設定０Ｖにて出力される電圧の実効値。周波数帯域２０Ｈｚ～２ＭＨｚの実効値電圧計にて。 

＊８ 周波数１００Ｈｚ、定格出力電圧のとき定格出力電流を流す抵抗値の純抵抗負荷にて。 

  出力電流 条件  

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC20A，DC18A ×並列ﾕﾆｯﾄ数 定格出力電流  *9 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC10A，DC9A ×並列ﾕﾆｯﾄ数 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 80A ×並列ﾕﾆｯﾄ数 ﾋﾟｰｸ出力電流 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 40A ×並列ﾕﾆｯﾄ数 

   
4kW～12kW の単相、３相ｼｽﾃﾑは 

8.2「機種別仕様」を参照して 

ください。 

＊９ 定格出力電圧、力率０．８以上の線形負荷にて。 

定格出力電圧以外の電圧、力率０．８以下の負荷については、図８－１、図８－２による。 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－１．許容出力電流                  図８－２．許容負荷力率 
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     出力周波数 

  可変範囲 0.01 Hz ～ 1200.00 Hz 

  設定分解能        0.01 Hz 

  周波数偏差   *10            設定周波数×5×10－５Hz 以内 

  温度係数               0.5 ppm/℃ TYP. 

  外部周波数同期   TTL ﾚﾍﾞﾙ(0～+5V)の信号に同期した周波数を出力する。周波数範囲 45Hz～65Hz 

  電源周波数同期   動作電源周波数に同期した周波数を出力する。周波数範囲 45Hz～65Hz 

 

 

   ＊１０ 周囲温度２３±５℃にて。 

   出力波形 

 

正弦波(SIN)、直流正(+DC)、直流負(-DC)、直流正負(±DC)、三角波(TRI)、矩形波(SQR)、 

３値ｽﾃｯﾌﾟｻｲﾝ(SS1)、４値ｽﾃｯﾌﾟｻｲﾝ(SS2)。ユーザー定義任意波形 24 種類（波形データ転送後） 

 オフセット電圧重畳 

               *11 

      ±400.0V  （ 設定分解能 0.2V ） 

      ±40.00V   （ 設定分解能 0.02V ） 

  パルス電圧重畳 

 
 重畳電圧  *11 

  前縁位相 

  後縁位相 

 繰り返し回数 

      ±400.0V  （ 設定分解能 0.2V ） 

      0～358° （ 設定分解能 1°） 

      1～359° （ 設定分解能 1°） 

      1～65000 回および連続 

   ＊１１ 出力電圧の絶対ピーク値が電圧レンジの最大電圧を超えないこと。 

         １５０Ｖ（Ｌｏ）レンジ：±２１２Ｖ 

         ３００Ｖ（Ｈｉ）レンジ：±４２４Ｖ 

 

 

８８８８．．．．１１１１．．．．２２２２    出力制御機能出力制御機能出力制御機能出力制御機能 

                                                                                                           

デジタルＡＶＲ 条件 単相出力 ３相出力 

      機能   負荷配線の電圧降下(ﾗｲﾝﾄﾞﾛｯﾌﾟ)を補償し負荷端の電圧を安定化する。 

    補償電圧     設定電圧の±５％以内（ただし最大出力電圧を超えないこと） 

    補償周波数    DC 及び 5Hz～1200Hz 

    動作方式 

 

 

 

 

 

    出力電圧の１ｻｲｸﾙの実効値を検出し、設定値との差が最小に 

    なるように出力電圧を制御する。 

    非線形負荷電流による電圧降下歪みは補償しない。 

ﾛｰﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ及び      DC     設定値の±0.05%±0.05V                ← 

ﾗｲﾝﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ *2 *3  5Hz～1200Hz     設定値の±0.05%±0.05V       ← （各相電圧にて） 

 ﾘｶﾊﾞﾘｰ時間  *12  ﾗｲﾝﾄﾞﾛｯﾌﾟ 5%の 

負荷端にて 

           DC:50 ms 

 AC:50ms または３ｻｲｸﾙの大きい方 

 

      ← （各相電圧にて） 

 

   ＊１２ リモートセンシングを行った状態で設定電圧の５％のラインドロップを作り、出力電流を定格の 

       ０～１００％に変動させたとき、センシング端（負荷端）の電圧が無負荷時の１％以内に回復 

     するまでの時間。 

 ソフトスタート／ストップ 

         機能  出力 ON/OFF 時の上昇時間／下降時間と開始位相／停止位相を設定する。 

 

 

 上昇／下降時間      設定範囲：  0（ﾚｽﾎﾟﾝｽ時間）～10.00 秒      設定分解能： 10ms 

     誤差  ： 設定値の±0.1%±5ms 

 

 

 開始／停止位相      設定範囲：  0°～359°            設定分解能： 1° 

     誤差  ：  1°±2ms 以内 

  トランジション 

         機能  電圧、周波数を変化させたとき、目標値に達するまでの変化率を設定する。 

  電圧ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ    設定範囲： 1 V/sec～100 V/sec              設定分解能： 1 V/sec 

   周波数ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ    設定範囲： 10 Hz/sec～1000 Hz/sec          設定分解能： 1 Hz/sec 
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    ８８８８．．．．１１１１．．．．３３３３    プログラムプログラムプログラムプログラム機能機能機能機能    

    
  仕様 

 出力急変 

機能 電圧、波形、位相の３要素について異なる値に急変させることができ、指定した期間、急変値を 

維持し元の値に復帰する。 

プログラム要素 電圧、波形、位相（同時急変可能） 

急変開始位相 

設定範囲 ０.０°～３５９.９° 

位相分解能 ０.１° 

 

設定周波数（Ｈｚ）  

  ０.０１～ １６３.８３ ０.０４４°±５０μｓ 

１６３.８４～ ３２７.６７ ０.０８８°±５０μｓ 

３２７.６８～ ６５５.３５ ０.１７６°±５０μｓ 

 

設定確度 

６５５.３６～１２００.００ ０.３５２°±５０μｓ 

イベント時間 

時間指定 ０.１ｍｓ～６０００.０ｍｓ（設定分解能：０.１ｍｓｅｃ） 

１ｓ～ ６５ｓ（設定分解能：１ｓｅｃ） 

設定範囲 

サイクル指定 ０．５～３２５０サイクル（設定分解能：０.５サイクル） 

 

 

 
設定確度 設定値の±０.１％±１００μｓ 

ノーマル時間 

１ｍｓ～６５０００ｍｓ（設定分解能：１ｍｓｅｃ） 設定範囲 

１ｓ～６５０.０ｓ（設定分解能：０.１ｓｅｃ） 

 

設定確度 設定値の±０．１％±１ｍｓ 

繰り返し回数  

設定範囲 １～６５０００回および連続 

 

 
設定分解能 １回 

出力スイープ 

機能 電圧および周波数のスイープを行う。 

プログラム要素 電圧、周波数（同時変化可能） 

折れ点数 １～１００ 

スイープ開始位相 

設定範囲 ０°～３５９° 

位相分解能 １° 

 

設定周波数（Ｈｚ） 

 

  ０.０１～ １６３.８３ ０.０４４°±２ｍｓ 

１６３.８４～ ３２７.６７ ０.０８８°±２ｍｓ 

３２７.６８～ ６５５.３５ ０.１７６°±２ｍｓ 

 

設定確度 

６５５.３６～１２００.００ ０.３５２°±２ｍｓ 

遷移時間 

設定範囲 ０（５０μｓ）～６５０００ｍｓ（各折れ点間） 

設定分解能 １ｍｓ 

 

設定確度 設定値の±０．１％±２ｍｓ 

繰り返し回数 

設定範囲 １～６５０００回および連続 

 

 

設定分解能 １回 
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シーケンス出力 

機能 電圧、周波数、波形、保持時間を１組として最大１００組のシーケンス出力が行えます。 

プログラム要素 電圧、周波数、波形（同時変化可能）、保持時間 

最大プログラム数 １００セット（各要素の組み合わせにて） 

保持時間 

設定範囲 １ｍｓ～６５０００ｍｓ 

設定分解能 １ｍｓ 

 

設定確度 設定値の±０．１％±１ｍｓ 

繰り返し回数 

設定範囲 １～６５０００回および連続  

 設定分解能 １回 

ゼロクロス確度 

 

 設定確度 ０°±１°±１ｍｓ 

    

    ８８８８．．．．１１１１．．．．４４４４    計測計測計測計測機能機能機能機能    

    
電力アナライザ機能 

  電圧測定 実効値、ピーク値、直流（平均値）、波高率、高調波歪み率 

リモートセンシング時は負荷端を測定、表示 

表示分解能 ０.０１Ｖ  
測定確度 表示値の±０．５％±５ｄｉｇｉｔ（１００Ｈｚの正弦波及び直流） 

  電流測定 実効値、ピーク値、直流（平均値）、波高率、高調波歪み率 

表示分解能 ０．０１Ａ  
測定確度 表示値の１％±（０.０５Ａ×並列ユニット数）    

（１００Ｈｚの正弦波負荷及び直流） 

  電力測定 有効電力、無効電力、皮相電力 

表示分解能 ０．００１ｋＷ  
測定確度 表示値の１％±（２Ｗ×並列ユニット数） 

  力率測定 
表示範囲 ０～１ 

表示分解能 ０．００１ 
 

測定確度 表示値±０．００２（出力電圧＞１０Ｖ、出力電流＞２Ａ×並列ユニット数） 

高調波アナライザ 電圧、電流の５０次までの高調波について、実効値と位相角、基本波に対するパーセントを 

ＬＣＤ画面に数値リストで表示 

ウィンドウ形式 レクタンギュラ 

周波数（Ｈｚ） ウインドウ幅（サイクル数） ＦＦＴ点数 

     ０．０１～８１．９１ ４ ２０４８ 

   ８１．９２～１６３．８３ ８ ２０４８ 

 １６３．８４～３２７．６７ １６ ２０４８ 

 ３２７．６８～６５５．３５ ３２ ２０４８ 

 

 

 

ウィンドウ幅 

 ６５５．３６～１２００．００ ６４ ２０４８ 

  高調波電圧 
表示分解能 ０．０１Ｖ  
測定確度 表示値の±１％±（高調波周波数（ｋＨｚ））％ 

  高調波電流 
表示分解能 ０．０１Ａ  
測定確度 表示値の±１％±（２×高調波周波数（ｋＨｚ））％ 
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    ８８８８．．．．１１１１．．．．５５５５    入力電源仕様入力電源仕様入力電源仕様入力電源仕様    

    
動作電源 

電圧・周波数 
ＡＣ９０Ｖ～ＡＣ２５０Ｖ ４５Ｈｚ～６５Ｈｚ 

※ＡＣ１７０Ｖ以下では入力電流に応じて出力電力が制限されます。 

皮相電力・相数 ４ｋＶＡ（ユニット１台当たり）単相 

入力電流 ２５Ａ以下（ユニット１台当たり） 

 

入力力率（定格出力時） ０.９５以上 

    

    ８８８８．．．．１１１１．．．．６６６６    絶縁絶縁絶縁絶縁・・・・耐圧耐圧耐圧耐圧    

    
絶縁抵抗 入力電源端子－シャーシ間 １０ＭΩ以上 

入力電源端子－出力端子間 １０ＭΩ以上 

出力端子－シャーシ間   １０ＭΩ／並列ユニット数 

ＤＣ５００Ｖメガーにて 

耐圧 

 

 

入力電源端子－シャーシ間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

入力電源端子－出力端子間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

出力端子－シャーシ間    ６００Ｖ０－Ｐ（ＡＣ＋ＤＣ）  １分間       

    

８８８８．．．．１１１１．．．．７７７７    冷却冷却冷却冷却    

    
冷却方式 内部損失電力感応形ファンモーターによる強制空冷 

    

    ８８８８．．．．１１１１．．．．８８８８    動作環境動作環境動作環境動作環境    

    
動作 ０～４０℃ 

周囲温度 
保存 －２０～７０℃ 

動作 ２０～８０％ＲＨ 
湿度 

保存 ２０～８５％ＲＨ 

その他 凍結、結露、腐食性ガスのないこと 

平均海抜高度１５００ｍ以下 

    

８８８８．．．．１１１１．．．．９９９９    寸法寸法寸法寸法・・・・質量質量質量質量    

    
仕様・形名 ＡＡ２０００ＸＧ２ ＡＡ２０００ＸＰ２ ＡＡ２０００ＸＢ２ 

外形寸法 

（ ）内は操作パネル、 

端子等を含む寸法 

（ｍｍ） 

Ｗ：２９９ 

Ｈ：４３０（４９８.５） 

Ｄ：６５０（６９７.５） 

Ｗ：２９９ 

Ｈ：４３０（４９８.５） 

Ｄ：６５０（６８７．５） 

Ｗ：２９９ 

Ｈ：４３０（４９８.５） 

Ｄ：６５０（６７７） 

重量（約） 約５４ｋｇ 約５２ｋｇ 約５１ｋｇ 

入力端子 Ｍ４ビス端子台 

出力端子（適用線材） ＡＷＧ＃２０～ＡＷＧ＃６、 
０．５ｍｍ２～１０ｍｍ２ 

添付ケーブル（１２Ｐ－１２Ｐ）

のみ使用可能 
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８８８８．．．．１１１１．．．．１１１１００００    付属品付属品付属品付属品    

    
仕様・形名 ＡＡ２０００ＸＧ２ 

入力ケーブル ３芯ＶＣＴケーブル 

５．５ｍｍ２ 

３ｍ 

その他 操作パネル（コントローラ）、取扱説明書（本書）、アプリケーションソフト（ＣＤ-ＲＯＭ） 

出力端子台用マイナスドライバー、コントローラ延長用ケーブル 

ブランクパネル、コネクタカバー、フットスタンド、ビス 

    
仕様・形名 ＡＡ２０００ＸＰ２ 

入力ケーブル ３芯ＶＣＴケーブル 

５．５ｍｍ２ 

３ｍ 

その他 多相信号ケーブル（２４Ｐ－２４Ｐ、２ｍ） 

パワースイッチコントロールケーブル（４Ｐ－２Ｐ、０．８ｍ） 

    
仕様・形名 ＡＡ２０００ＸＢ２ 

入力ケーブル ３芯ＶＣＴケーブル 

５．５ｍｍ２ 

３ｍ 

その他 出力ケーブル（１２Ｐ－１２Ｐ、２．５ｍ） 

パワースイッチコントロールケーブル（４Ｐ－２Ｐ、０．８ｍ） 

ブースターコントロールケーブル（２２Ｐ－２２Ｐ、０．８ｍ） 
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    ８８８８．．．．１１１１．．．．１１１１１１１１    そのそのそのその他他他他のののの機能機能機能機能    
 

 パワーアンプモード 

入力信号レベル ±５Ｖ 

信号の絶縁 入力信号と出力を絶縁、入力信号はシャーシと同電位 

電圧増幅度 ８０倍固定 

入力インピーダンス １０ｋΩ 

周波数特性 

AC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ １Hz～15000Hz -3dB 

低域ｶｯﾄｵﾌ周波数：1Hz ＊最大出力電圧は周波数による（図８－３参照） 

 

DC ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ DC～15000Hz +0,-3dB  ＊最大出力電圧は周波数による（図８－３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  保護機能 

  平均電流制限（ＯＵＴＰＵＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

機能 過負荷時の出力電流を制限する。  

保護動作 出力電圧波形のピーク部分をクリップさせる。 

  ソフトウェア制限（ＳＯＦＴＷＡＲＥ ＬＩＭＩＴ） 

機能 設定範囲外の入力を禁止する。  

保護動作 設定値の入力を無効にする。 

ピーク電流制限（ＰＥＡＫ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

機能 突入電流などの短時間の出力電流を制限する。 

 

保護動作 出力電圧波形をクリップさせる。 

ピーク電圧制限（ＰＥＡＫ ＶＯＬＴＡＧＥ ＬＩＭＩＴ） 

機能 定電流動作時に最大出力電圧を制限する。 

 

保護動作 出力電圧波形のピーク部分をクリップさせる。 

平均損失制限（ＡＭＰ ＤＩＳＳＩＰＡＴＩＯＮ ＬＩＭＩＴ） 

機能 本機内部の電力損失が大きくなった場合に動作する。 

 

保護動作 出力電圧波形をクリップさせる。 

過温度保護 

機能 本機内部の放熱器温度が上昇した場合に動作する。 

 

保護動作 電源スイッチを「オフ」させる。 

安全動作領域制限（ＳＯＡ ＬＩＭＩＴ） 

機能 本機内部半導体の温度が限度を超えた場合に動作する。 

 

保護動作 出力電圧波形をクリップさせる。 

   入力電流制限（ＩＮＰＵＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ） 

機能 本機の入力電流を２５Ａ以下に制限する。 

 

 

保護動作 出力電圧波形のピーク部分をクリップさせる。 

使用可能範囲 

使用禁止範囲 

１ ０ ０

０Ｖ 

２００Ｖ 

３ ０ ０

２ｋＨｚ ６ｋＨｚ 

出 

力 

電 

圧 

(rms) 

出力周波数 ( f ) 

１０ｋＨｚ １５ｋＨｚ 

図８－３ 許容出力電圧 

    出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲出力電圧設定範囲(Vrms)(Vrms)(Vrms)(Vrms)    周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲周波数設定範囲    

００００～～～～３００３００３００３００    ７５０７５０７５０７５０ＨｚＨｚＨｚＨｚ以下以下以下以下    

４２０４２０４２０４２０－－－－００００....１６１６１６１６ｆｆｆｆ    ７５７５７５７５００００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～２０００２０００２０００２０００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

１３５１３５１３５１３５－－－－００００....０１７５０１７５０１７５０１７５ｆｆｆｆ    ２０００２０００２０００２０００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～６０００６０００６０００６０００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    

３６３６３６３６－－－－００００....００１１００１１００１１００１１ｆｆｆｆ    ６０００６０００６０００６０００....１１１１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～１５０００１５０００１５０００１５０００ＨｚＨｚＨｚＨｚ    
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トリガ信号出力 

 機能 プログラム動作時に背面ＢＮＣ端子よりＴＴＬレベルのトリガ信号を出力する。 

 NORMAL 出力急変実行時のイベント期間中、または出力スイープ、シーケンス出力実行中に 

プログラム番号が遷移するときにトリガ信号を出力。 

 START/STOP 出力スイープ、シーケンス出力の開始時および停止時にトリガ信号を出力。 

 CYCLE 出力スイープ、シーケンス出力動作時に１サイクルごとにトリガ信号を出力。 

 

トリガモード 

ZERO-CROSS 内部発振器の０度位相に同期したトリガ信号を出力。 

 トリガエッジ 信号極性（立ち上がりエッジ、または立ち下りエッジ）が選択可能。 

 パルス幅 トリガ出力信号のパルス幅（ＯＦＦ、０.１ｍＳ、１ｍｓ、１０ｍｓ、１００ｍｓ）が選択可能。 

最大並列ユニット数 最大１０台／相 

メモリバックアップ 内部フラッシュメモリにてパネル面で設定した電圧、周波数などを保持 
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８８８８．．．．２２２２    機種別仕様機種別仕様機種別仕様機種別仕様    

    

８８８８．．．．２２２２．．．．１１１１    単相出力単相出力単相出力単相出力システムシステムシステムシステム    

    

仕様・形名 ＡＡ４０１０ＸＳ２ ＡＡ６０１０ＸＳ２ ＡＡ１２０１０ＸＳ２ 

定格出力電力 ４ｋＷ ６ｋＷ １２ｋＷ 

   出力電圧 

  定格出力電圧 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC100V，DC140V  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC200V，DC280V 

  可変範囲 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC0～150V，DC±200V  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC0～300V，DC±400V 

  設定分解能 0.1V 

 出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

 

 測定周波数 

（DC～2ｋＨzにて） 

 3mΩ + 6.5μH  

（TYP.値） 

2mΩ + 4.4μH  

（TYP.値） 

 1mΩ + 2.2μH  

（TYP.値） 

   出力電流 

 定格出力電流 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC40A，DC36A AC60A，DC54A AC120A，DC108A  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC20A，DC18A AC30A，DC27A AC60A，DC54A 

  ﾋﾟｰｸ出力電流 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 160A 240A 480A 

 

 

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 80A 120A 240A 

  動作電源 

電圧・周波数 ＡＣ１７０Ｖ～ＡＣ２５０Ｖ、４５Ｈｚ～６５Ｈｚ 

皮相電力・相数 ８ｋＶＡ、単相 １２ｋＶＡ、３相 ２４ｋＶＡ、３相 

入力電流（定格出力時） ４８Ａ以下 ４１Ａ以下（１相あたり） ８２Ａ以下（１相あたり） 

 

入力力率（定格出力時） ０.９５以上 

絶縁抵抗 

入力電源端子－シャーシ間 １０ＭΩ以上 

入力電源端子－出力端子間 １０ＭΩ以上 

 

出力端子－シャーシ間 約５ＭΩ 約３ＭΩ 約１．５ＭΩ 

  耐圧 

 

 

入力電源端子－シャーシ間  ＡＣ１５００Ｖ        １分間 

入力電源端子－出力端子間  ＡＣ１５００Ｖ        １分間 

出力端子－シャーシ間    ６００Ｖ０－Ｐ（ＡＣ＋ＤＣ）   １分間       

    

     ＊注意：大容量システムの外形寸法、重量についてはシステム個別の取扱説明書を参照して下さい。 
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        ８８８８．．．．２２２２．．．．２２２２    ３３３３相出力相出力相出力相出力システムシステムシステムシステム    

    

仕様・形名 ＡＡ６０３０ＸＳ２ ＡＡ１２０３０ＸＳ２ 

定格出力電力 ６ｋＷ １２ｋＷ 

   出力電圧 

 定格出力電圧 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 相電圧 AC115V，線間電圧 AC200V  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 相電圧 AC230V，線間電圧 AC400V 

  可変範囲 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 相電圧 AC0～150V，線間電圧 AC0～259V  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 相電圧 AC0～300V，線間電圧 AC0～519V 

  設定分解能    相電圧（アンバランスモード）：0.1V  

 線間電圧（バランスモード）  ：0.2V 

 出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

 測定周波数 

（DC～2ｋＨzにて） 

 6mΩ + 13μH  

（TYP.値） 

3mΩ + 6.5μH  

（TYP.値） 

  位相差 

アンバランスモード 

設定範囲 0.0～359.9°  

設定分解能 0.1° 

 

 

 

 

バランスモード 120°,240° 

   出力電流 

 定格出力電流 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC17.4A AC34.8A  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC8.7 AC17.4A 

  ﾋﾟｰｸ出力電流 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 70A 140A 

 

 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 35A 70A 

  動作電源 

電圧・周波数・相数 ＡＣ１７０Ｖ～ＡＣ２５０Ｖ、４５Ｈｚ～６５Ｈｚ、３相 

皮相電力 １２ｋＶＡ ２４ｋＶＡ 

入力電流（定格出力時） ４１Ａ以下（１相あたり） ８２Ａ以下（１相あたり） 

 

入力力率（定格出力時） ０.９５以上 

  絶縁抵抗    

入力電源端子－シャーシ間 １０ＭΩ以上 

入力電源端子－出力端子間 １０ＭΩ以上 

 

出力端子－シャーシ間 約３ＭΩ 約１．５ＭΩ 

  耐圧 

 

 

入力電源端子－シャーシ間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

入力電源端子－出力端子間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

出力端子－シャーシ間    ６００Ｖ０－Ｐ（ＡＣ＋ＤＣ）  １分間       

    

     ＊注意：大容量システムの外形寸法、重量についてはシステム個別の取扱説明書を参照して下さい。 
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８８８８．．．．２２２２．．．．３３３３    単相単相単相単相／／／／３３３３相出力相出力相出力相出力システムシステムシステムシステム    

    

仕様・形名 ＡＡ６０１３ＸＳ ＡＡ１２０１３ＸＳ 

定格出力電力 ６ｋＷ １２ｋＷ 

出力電圧 

 定格出力電圧 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ          単相：AC100V，DC140V   ３相：相電圧 AC115V，線間電圧 AC200V   

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ          単相：AC200V，DC280V   ３相：相電圧 AC230V，線間電圧 AC400V  

  可変範囲 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ     単相：AC0～150V，DC±200V ３相：相電圧 AC0～150V，線間電圧 AC0～259V  

300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ     単相：AC0～300V，DC±400V ３相：相電圧 AC0～300V，線間電圧 AC0～519V 

  設定分解能    相電圧（アンバランスモード）：0.1V  

 線間電圧（バランスモード）  ：0.2V 

出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 単相出力 ３相出力 単相出力 ３相出力 

 

 
測定周波数 

（DC～2ｋＨzにて） 

 2mΩ + 4.4μH  

（TYP.値） 

 6mΩ + 13μH  

（TYP.値） 

1mΩ + 2.2μH  

（TYP.値） 

 3mΩ + 6.5μH  

（TYP.値） 

 位相差（３相出力時のみ設定可能） 

 アンバランスモード 

設定範囲 0.0～359.9°  

設定分解能 0.1° 

 

 

 バランスモード 120°,240° 

   出力電流 

 定格出力電流 単相出力 ３相出力 単相出力 ３相出力 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ AC60A，DC54A AC17.4A AC120A，DC108A AC34.8A  
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ AC30A，DC27A AC8.7 AC60A，DC54A AC17.4A 

     ﾋﾟｰｸ出力電流 

150V(Lo)ﾚﾝｼﾞ 240A 70A 480A 140A 

 

 
300V(Hi)ﾚﾝｼﾞ 120A 35A 240A 70A 

  動作電源 

電圧・周波数 ＡＣ１７０Ｖ～ＡＣ２５０Ｖ ４５Ｈｚ～６５Ｈｚ 

皮相電力・相数 １２ｋＶＡ、３相 ２４ｋＶＡ、３相 

入力電流（定格出力時） ４１Ａ以下（１相あたり） ８２Ａ以下（１相あたり） 

 

入力力率（定格出力時） ０.９５以上 

  絶縁抵抗    

入力電源端子－シャーシ間 １０ＭΩ以上 

入力電源端子－出力端子間 １０ＭΩ以上 

 

出力端子－シャーシ間 約３ＭΩ 約１．５ＭΩ 

  耐圧 

 

 

入力電源端子－シャーシ間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

入力電源端子－出力端子間  ＡＣ１５００Ｖ       １分間 

出力端子－シャーシ間    ６００Ｖ０－Ｐ（ＡＣ＋ＤＣ）  １分間       

    

     ＊注意：大容量システムの外形寸法、重量についてはシステム個別の取扱説明書を参照して下さい。 
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        ８８８８．．．．３３３３    外観図外観図外観図外観図    

    

        ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＧＸＧＸＧＸＧ外観図外観図外観図外観図    
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 344  第８章 仕様 

    

        ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＰＸＰＸＰＸＰ外観図外観図外観図外観図    
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        ＡＡＡＡＡＡＡＡ２０００２０００２０００２０００ＸＢＸＢＸＢＸＢ外観図外観図外観図外観図    
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付 録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、計測時の演算式と操作間違い、または設定値入力ミスを 

行ったとき表示されるエラーコードの説明を行います。 

 

付録１ �������������������������������������������������������������������������������  ３４８ 

  １．サンプルレート �������������������������������������������������������  ３４８ 

  ２．周波数５Ｈｚ～１２００Ｈｚの 

実効電圧（ＶＲＭＳ）、実効電流（ＩＲＭＳ）����������������������  ３４９ 

３．周波数０．０１Ｈｚ～５ＨｚとＡＭＰモードの 

実効電圧（ＶＲＭＳ）、実効電流（ＩＲＭＳ）����������������������  ３４９ 

  ４．直流電圧（ＶＤＣ）、直流電流（ＩＤＣ） �������������������������  ３４９ 

  ５．ピーク値（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ） ��������������������������  ３４９ 

  ６．クレストファクタ（ＣＦ） �����������������������������������������  ３５０ 

  ７．有効電力（ｋＷ） �����������������������������������������������������  ３５０ 

  ８．皮相電力（ｋＶＡ） ��������������������������������������������������  ３５０ 

  ９．無効電力（ｋＶａｒ） �����������������������������������������������  ３５１ 

 １０．力率（ＰＦ） �����������������������������������������������������������  ３５１ 

 １１．総合高調波歪み率（ＴＨＤ） ��������������������������������������  ３５１   

 

付録２ �������������������������������������������������������������������������������  ３５２ 

 ・エラーコード一覧 ����������������������������������������������������������  ３５２ 

 ・エラーコード表 �������������������������������������������������������������  ３５３ 
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 付録１：計測時の演算式                                       

    本機本機本機本機はははは出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数にににに同期同期同期同期したしたしたしたサンプリングクロックサンプリングクロックサンプリングクロックサンプリングクロックをををを用用用用いていていていて出力電圧出力電圧出力電圧出力電圧、、、、電流電流電流電流をををを    

アナログアナログアナログアナログ－－－－デジタルデジタルデジタルデジタル変換変換変換変換しししし、、、、そのそのそのそのサンプルデターサンプルデターサンプルデターサンプルデターををををデジタルデジタルデジタルデジタル信号信号信号信号プロセッサプロセッサプロセッサプロセッサ（ＤＳＰ）（ＤＳＰ）（ＤＳＰ）（ＤＳＰ）によりによりによりにより    

演算処理演算処理演算処理演算処理してしてしてして各種各種各種各種のののの計測計測計測計測をををを行行行行っていますっていますっていますっています。。。。    

 

１１１１    サンプルレートサンプルレートサンプルレートサンプルレート    

      出力周波数により、出力波形１サイクルあたりのサンプル数が異なります。 

     出力周波数 対 サンプルレートを以下に示します。 

 

出力周波数（Ｈｚ） サンプレート（SAMPLE/CYCLE） 

０．０１ ～    ４．９９ 固定（ｆｓ＝３８．４ｋＨｚ） 

５．００ ～   ８１．９１ ５１２ 

８１．９２ ～  １６３．８３ ２５６ 

１６３．８４ ～  ３２７．６７ １２８ 

３２７．６８ ～  ６５５．３５ ６４ 

６５５．３６ ～ １２００．００ ３２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数がががが５５５５Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～１２００１２００１２００１２００ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの実実実実効効効効電圧電圧電圧電圧（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ）、）、）、）、実実実実効効効効電流電流電流電流（Ｉ（Ｉ（Ｉ（ＩＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ））））        

 

 

 

 

 

 

ＶＳ       ：１サンプルの瞬時電圧 

ＶＲＭＳ（ｎ）  ：５１２サンプルによる実効電圧 

ＶＲＭＳ    ：実効電圧表示値 

 

実効電流は（１）、（２）式のＶをＩに置き替える。 

 

V1 V2 V3 V511 V512

1サイクル

出力電圧波形

サンプルタイミング（5Hz～81.91Hz）

0V

ＶＲＭＳ（ｎ）＝ （１）

（２）ＶＲＭＳ＝

５１２

（ＶＳ）
２

Σ
Ｓ＝１

５１２

８

Σ
ｎ＝１

８

ＶＲＭＳ（ｎ）
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３３３３ 出力周波数出力周波数出力周波数出力周波数がががが００００．．．．０１０１０１０１Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～Ｈｚ～５５５５ＨｚＨｚＨｚＨｚのののの場合場合場合場合ととととＡＭＰＡＭＰＡＭＰＡＭＰモードモードモードモードのののの実効電圧実効電圧実効電圧実効電圧（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ）、）、）、）、実実実実効効効効電流電流電流電流（Ｉ（Ｉ（Ｉ（ＩＲＭＳＲＭＳＲＭＳＲＭＳ）））） 

  

 

 

 

 

 

 

ＶＳ   ：１サンプルの瞬時電圧 

             ＳＳ   ：ＶＳの二乗  

Ｓｎ   ：ｎ回目のＶＳ
２の移動平均値 

Ｋ   ：平均化定数（Ｋ＝４１６．５７９７９×１０－６） 

         ＶＲＭＳ      ：実効電圧の表示値 

      サンプル間隔   ：２０８．３３μs（４．８ｋＨｚ） 

      平均化時定数   ：約０．５秒 

 

         実効電流は（３）、（５）式のＶをＩに置き替える。 

 

４４４４    直流電圧直流電圧直流電圧直流電圧（Ｖ（Ｖ（Ｖ（ＶＤＣＤＣＤＣＤＣ）、）、）、）、直流電流直流電流直流電流直流電流（Ｉ（Ｉ（Ｉ（ＩＤＣＤＣＤＣＤＣ））））    

 

 

 

 

ＶＳ     ：１サンプルの瞬時電圧 

ＶＤＣ   ：直流電圧の表示値 

         

直流電流は（６）式のＶをＩに置き替える。 

 

５５５５    ピークピークピークピーク値値値値（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ）（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ）（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ）（＋ＰＥＡＫ、－ＰＥＡＫ）    

    

                       ＣＯＮＴ    ：５１２サンプル毎の正のピーク値、または、負のピーク値 

        ＨＯＬＤ    ：ピーク値の正の最大値、または、負の最大値 

１２８

Σ
Ｓ＝１

１２８

ＶＳ

ＶＤＣ＝ （６）

（３）ＳＳ＝（ＶＳ）
２

ＶＲＭＳ＝ Ｓｎ （５）

（４）Ｓｎ＝Ｋ×ＳＳ+（１－Ｋ）×Ｓｎ－１
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６６６６    クレストファクタクレストファクタクレストファクタクレストファクタ（ＣＦ）（ＣＦ）（ＣＦ）（ＣＦ）    

    

    

    

ＶＲＭＳ       ：５１２サンプルによる実効電圧 

｜ＶＰ｜    ：５１２サンプル内のＶＳの絶対最大値 

ＣＦ   ：クレストファクタ（波高率） 

 

 

７７７７    有効電力有効電力有効電力有効電力（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）    

    

    

    

    

                              ＰＡＣＴ    ：有効電力 

            ＶＳ      ：Ｉサンプルの瞬時電圧 

            ＩＳ      ：Ｉサンプルの瞬時電流 

 

 

 

            ＰＡＣＴ（Ｒ）   ：Ｒ相の有効電力 

                   ＰＡＣＴ（Ｓ）   ：Ｓ相の有効電力 

                   ＰＡＣＴ（Ｔ）   ：Ｔ相の有効電力 

                    ΣＰＡＣＴ     ：総合有効電力 

 

 

８８８８    皮相電力皮相電力皮相電力皮相電力（ｋＶＡ）（ｋＶＡ）（ｋＶＡ）（ｋＶＡ）        

 

 

 

 

           ＰＡＰＰ           ：皮相電力 

           ＶＲＭＳ（ｎ）    ：（１）式による５１２サンプルあたりの実効電圧 

             ＩＲＭＳ（ｎ）    ：（１）式による５１２サンプルあたりの実効電流 

ＰＡＰＰ（Ｒ）    ：Ｒ相の皮相電力 

ＰＡＰＰ（Ｓ）    ：Ｓ相の皮相電力 

ＰＡＰＰ（Ｔ）    ：Ｔ相の皮相電力 

                    ΣＰＡＰＰ      ：総合皮相電力 

 

ΣＰＡＣＴ＝ＰＡＣＴ（Ｒ）+ＰＡＣＴ（Ｓ）+ＰＡＣＴ（Ｔ） （９）

ＶＲＭＳ

ＶＰ
ＣＦ＝ （７）

ΣＰＡＰＰ＝ＰＡＰＰ（Ｒ）+ＰＡＰＰ（Ｓ）+ＰＡＰＰ（Ｔ） （１１）

ＰＡＰＰ＝ＶＲＭＳ（ｎ）×ＩＲＭＳ（ｎ） （１０）

５１２

Σ
Ｓ＝１

５１２

ＶＳ×ＩＳ

ＰＡＣＴ＝ （８）
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９９９９    無効電力無効電力無効電力無効電力（ｋＶａｒ）（ｋＶａｒ）（ｋＶａｒ）（ｋＶａｒ）    

    

    

    

    

    

ＰＲＥＡ    ：無効電力 

ＰＡＰＰ    ：皮相電力 

ＰＡＣＴ    ：有効電力 

       ∑ＰＲＥＡ   ：総合無効電力    

    

    

１０１０１０１０    力率力率力率力率（ＰＦ）（ＰＦ）（ＰＦ）（ＰＦ）    

 

 

 

 

 

      ＰＦ     ：力率 

     ∑ＰＦ     ：総合力率 

 

 

１１１１１１１１    総合高調波歪率総合高調波歪率総合高調波歪率総合高調波歪率（ＴＨＤ）（ＴＨＤ）（ＴＨＤ）（ＴＨＤ）    

 

 

 

 

      ＴＨＤ    ：総合高調波歪率 

      Ｈ１      ：基本波レベル 

      Ｈｎ      ：ｎ次高調波レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ΣＰＲＥＡ＝ＰＲＥＡ（Ｒ）+ＰＲＥＡ（Ｓ）+ＰＲＥＡ（Ｔ） （１３）

（１２）２ ２
ＰＲＥＡ＝ ＰＡＰＰ －ＰＡＣＴ

ＰＡＰＰ

ＰＡＣＴ
ＰＦ＝ （１４）

ΣＰＡＰＰ

ΣＰＡＣＴ
ΣＰＦ＝ （１５）

ＴＨＤ＝ （１６）
Ｈ1

Ｈｎ
２

Σ
Ｈ１

５０

×１００（％）
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付録２：エラーコード一覧                                        

 本機はご使用時に操作間違い、または設定値入力ミスを行うと、エラーコードを操作パネル 

（コントローラ）に表示します。 

 エラーコードは以下に示す場合にエラーコードを表示します。 

事 象 原 因 内     容 

システムエラー システム障害等により動作できない。又は、システム構造上その 

コマンド等を処理できない。 

コマンド・ステータスエラー 主にコマンド等の文法エラー 

パラメータエラー パラメータ入力フォーマットが合っていない 

動作状態エラー 内部状態推移上できない組み合わせを行おうとした場合 

処理中（ビジー） 前回のコマンド等処理中で、新しいコマンドを受付る事ができない場合 

 

以下にエラーコードの表示形式を示します。 

 

 

【分類コード】 

 

００ｈ～０Ｆｈ  システムエラー 

 １０ｈ～１Ｆｈ  コマンドエラー 

 ２０ｈ～２Ｆｈ  パラメータエラー 

 ３０ｈ～３Ｆｈ  動作状態エラー  

 ４０ｈ～４Ｆｈ  ＢＵＳＹ 

 

【コマンドコード】 

 

 ００       コマンドコード無し 

 ０１ｈ～ｎｎｈ  コマンド番号等 

 

【詳細コード】 

  

 ００ｈ      詳細コード無し 

 ０１ｈ～ｎｎｈ  個別の詳細コード 
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エラーコードエラーコードエラーコードエラーコード表表表表    

 

分類 

コード 

コマンド 

コード 

詳細 

コード 

エラーコード詳細 

１０ ００ ０１ 存在しないコマンドが入力された。 

    

２０ ×× ０１ パラメータが入力されていない。 

２０ ×× ０２ パラメータの数が多い。 

２０ ×× ０３ パラメータに不正入力がある。 

２０ ×× ０４ パラメータが範囲を超えている。 

２０ ×× ０５ パラメータがＰＲＯＴＥＣＴコマンドで設定された範囲を超えている。 

２０ ×× ０６ バイナリーレングスが不正入力された。 

２０ ×× ０７ バイナリーデータが不正入力された。 

２０ ×× ０８ パラメータの大小関係が不正。 

２０ ×× １０ パラメータレンジ範囲超過 

    

３０ ×× ０１ レンジの切り替えができない。 

３０ ×× ０２ オプションボードが実装されていない。 

３０ ×× ０３ 現在のモード設定では本測定はできない。 

３０ ×× ０４ ＡＭＰ通信エラー 

３０ ×× １０ 他のモード中にＡＢＲＵＰＴモードを指定した。 

３０ ×× １１ 他のモード中にＶＡＲＩＡＴＩＯＮモードを指定した。 

３０ ×× １２ 他のモード中にＳＥＱＵＥＮＣＥモードを指定した。 

３０ ×× １３ 他のモード中にＳ，ＳＹＮＴＨＥモードを指定した。 

３０ ×× １４ 他のモード中にＳＥＬＥＣＴモードを指定した。 

３０ ×× １５ モード選択されていないのにモード内コマンドを入力した。 

３０ ×× １６ モード内のパラメータが実行に適合しない。 

３０ ×× １７ モード中に実行できないコマンドを入力した。 

３０ ×× １８ ＳＥＬＥＣＴモードでＳＴＯＲＥ状態でない。 

３０ ×× ２０ ＯＵＴＰＵＴ状態でないのにモード実行しようとした。 

３０ ×× ２１ すでにＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦ 

３０ ×× ２２ すでにＯＵＴＰＵＴ ＯＮ 

３０ ×× ２３ ＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦにならない。 

３０ ×× ２４ ＯＵＴＰＵＴ ＯＮにならない。 

３０ ×× ３０ キャリブレーション中に再度実行しようとした。 

３０ ×× ３１ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 

３０ ×× ３２ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 

３０ ×× ３３ キャリブレーション中にエラーが発生しました。 
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分類 

コード 

コマンド 

コード 

詳細 

コード 

エラーコード詳細 

３０ ×× ４０ プリンタバッファに空きがない。 

３０ ×× ５０ ブースター時にＳＹＳＴＥＭコマンドが入力された。 

３０ ×× ５１ Ｐ－ＭＡＳＴＥＲ時にＳＹＳＴＥＭコマンド以外が入力された。 

３０ ×× ５２ ＣＶモードなのにＣＣモードのコマンドが入力された。 

３０ ×× ５３ ＣＣモードなのにＣＶモードのコマンドが入力された。 

３０ ×× ６０ リモート処理中（Ｔｏ ｃｏｎｔｒｏｌｅｒ） 

３０ ×× ７０ ＤＣ-ＯＦＦＳＥＴが設定されているのでＩＮＪＥＣＴの処理ができない。 

３０ ×× ８０ 単相では設定できない。 

    

４０ ×× ０１ 前回のコマンドの処理が終了していない。 

    

Ｆ０ ×× ００ ＤＳＰ通信エラー 

Ｆ０ ×× ０１ ＤＳＰ通信ＳＯＦＴエラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

技術技術技術技術サポートサポートサポートサポートＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ用紙用紙用紙用紙    
製 品 名  

製 造 番 号  

 

貴 社 名  

ご担当者名  

部 署 名  

ご 住 所  

ご 連 絡 先 ＴＥＬ：          ＦＡＸ： 

    

質問内容：                             年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 有り（   枚）・無    

 

ＦＡＸ送信先：ＦＡＸ ０４４－８４４－４２４８ 

       株式会社 高砂製作所 営業本部 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナライジングアナライジングアナライジングアナライジング交流電源交流電源交流電源交流電源    

ＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／ＸＡＡ／Ｘ２２２２シリーズシリーズシリーズシリーズ    

取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書    
図仕番号図仕番号図仕番号図仕番号    ＤＯＣ－ＤＯＣ－ＤＯＣ－ＤＯＣ－１１２６１１２６１１２６１１２６    
 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２００７年０４月３０日   初版発行 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本本本本マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルをををを無断無断無断無断でででで複製複製複製複製するするするする事事事事をををを禁止禁止禁止禁止しますしますしますします。。。。    

なおなおなおなお、、、、本本本本マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルのののの内容内容内容内容はははは予告予告予告予告なしになしになしになしに変更変更変更変更されることがありますされることがありますされることがありますされることがあります。。。。



お問合せ先：下記フリーダイヤル又は、ホーム
ページにてお願い申し上げます。

カスタマーサービスセンターのご案内

【受付時間】 平日 9:00～12:00   13:00～17:00

カスタマー
サービスセンター

お　客　様

修理受付 お問合せ

お見積り&
修理・点検

資料提供・
ご相談他

発　送

▼修理・保守受付専用ダイヤル

▼製品についてのお問合せ専用ダイヤル

0120-007-213 
フリーダイヤル

0120-963-213
フリーダイヤル

                 
携帯からは   　　　         FAX
0235-25-9783           　　 0235-23-4814  
           

                 
携帯からは   　　　         FAX
0235-25-9783           　　 0235-23-4814  
           

                 
携帯からは                           FAX
044-822-4112           　　 044-811-4705  
           

                 
携帯からは                           FAX
044-822-4112           　　 044-811-4705  
           

アフターサービスアフターサービス
電源をもっと長く安心してお使いいただく為に

定期点検 サービス
生産ライン用、検査ライン用、エージング用など常時ご使用され、止ってはならない電源設備には、定期点検をお薦めいたします。
お客様の使用環境、使用頻度などに応じて点検を実施させて頂き、推奨点検期間、部品交換の目安を提案させて頂きます。

設置されている電源環境が高温多湿、塵埃、油脂、腐食ガス等が発生する設置場所では、5年、10年目安のオーバーホールを
お薦めいたします。有寿命部品の交換、キズ・破損部品（スイッチ・ボリューム・端子等）の交換、電気性能調整、全ての診断を実
施し、保守コストの大幅削減と安定した品質を実現できます。また、お客様の用途にあわせたオーバーホールも可能になってお
り、お客様の立場に立ったメンテナンスが可能です。

修理・校正・定期点検
電源内部にはFAN、スイッチ、リレー、電解コンデンサ等
の有寿命部品が使用されています。お客様の使用環境、
使用頻度によって部品寿命は異なりますが、より長く、効
率的にご使用頂くために定期的なメンテナンスサービス
をお薦めしております。
当社ではお客様の電源設備を安全に、長期にわたりご使
用頂けるように修理業務と平行して予防保全の見地か
ら、各種サービスをご用意しております。
無料でご使用状況に合せた各種サービスプランをご提案
いたします。お気軽にご相談下さい。

この取扱説明書の最新情報や、詳しい仕様や使用例などその他の電源に関す
る詳しい製品情報やサービスに関する最新情報 はホームページで

オーバーホール サービス

本社営業部 
〒213-8558 川崎市高津区溝口1-24-16 TEL（044）811-9711 FAX （044）844-4248

宇都宮営業所
〒320-0811 栃木県宇都宮市大通り1-4-24 TEL（028）650-1200 FAX （028）623-4646
 　               MSCビル5F
名古屋支店
〒460-0022 名古屋市中区金山1-12-14 TEL（052）324-5670 FAX（052）331-6201
                    金山総合ビル2F

大阪支店
〒541-0042 大阪市中央区今橋2-4-10 TEL（06）6221-4550 FAX （06）6221-4560
 　  　　     大広今橋ビル4F
九州営業所
〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-2-8 TEL（092）418-1400 FAX （092）418-1401
           住友生命博多ビル7F

販売店

AA/X2シリーズ取扱説明書　2007/04/30 DOC­1126­01

電源装置を安全で長期につかっていただくために。
電源保守点検のおすすめ！電源保守点検のおすすめ！

３つのメリット

●　ムダな出費をおさえられます。
突然の故障により修理に思いがけない支出を余儀なくされたことはありませんか？設置場所の環境、経年変化、部品の寿命などの要因に
よって徐々に劣化が進行し、ある日突然故障する事例が見受けられます。
点検により性能を維持し、万一のトラブルを事前に防ぐことで無駄な費用を削減することにつながります。

●　電源のロングライフ化が図れます。
電源が常に安定して長く稼動するためには、早目に点検を実施し部品などが動作不良となる前にその前兆を発見して処置（早期発見、早期交換）を
行うことが必要となります。一定期間を経過する毎に点検・部品交換を行うことで、特性の変化や故障の発生を防止することができ、ロングライフ化・
ライフサイクルコストの低減になります。

●　地球環境への負荷が削減されます。
有寿命部品、劣化部品など一部の部品交換で電源のライフサイクルを延ばすことができ、修理不能による電源本
体の廃棄に比べ地球環境的視点からも廃棄物の削減に貢献できます。

1142050010546
タイプライターテキスト
本マニュアルを無断で複製する事を禁止します。
なお、本マニュアルの内容は予告なしに変更されることがあります。




